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資 料 請 求 ・ 問 い 合 わ せ 先

入試要項・過去問題集は無料です。ご請求は大学院HPの資料請求フォームからお申し込みください。

http://www.hosei.ac.jp/gs/

HPをご覧いただけない方は、それぞれの研究科担当へお問い合わせ願います。

専門職大学院

法務研究科

▼  大学院事務部 専門職大学院課 法科大学院担当
〒102-0073　東京都千代田区九段北3-3-12
TEL：03-3264-9039　FAX：03-3264-9885
E-mail：lawschool@hosei.ac.jp

イノベーション・マネジメント研究科

▼  大学院事務部 専門職大学院課 
　イノベーション・マネジメント専攻担当
〒102-0073　東京都千代田区九段北3-3-9
TEL：03-3264-4341 ／ FAX：03-3264-3990
E-mail：innovation@hosei.ac.jp

市ケ谷キャンパス

人文科学研究科・国際文化研究科・
経済学研究科・法学研究科・
政治学研究科・社会学研究科・
経営学研究科・公共政策研究科・
キャリアデザイン学研究科・
連帯社会インスティテュート

▼  大学院事務部 大学院課
〒162-0843　東京都新宿区市谷田町2-15-2
TEL：03-5228-0551 ／ FAX：03-5228-0555
E-mail：i.hgs@ml.hosei.ac.jp

政策創造研究科

▼  大学院事務部 大学院課 政策創造研究科担当
〒102-0073　東京都千代田区九段北3-3-9
TEL：03-3264-6630 ／ FAX：03-3264-3990
E-mail：rpd-j@hosei.ac.jp

デザイン工学研究科

▼  大学院事務部 大学院課 デザイン工学研究科担当
〒162-0843　東京都新宿区市谷田町2-33
TEL：03-5228-1429 ／ FAX：03-5228-3491
E-mail：jsd@hosei.ac.jp

多摩キャンパス

人間社会研究科

▼  多摩事務部 大学院課 人間社会研究科担当
〒194-0298　東京都町田市相原町4342
TEL：042-783-4047 ／ FAX：042-783-2808
E-mail：fukushi@hosei.ac.jp

スポーツ健康学研究科

▼  多摩事務部 大学院課 スポーツ健康学研究科担当
〒194-0298　東京都町田市相原町4342
TEL：042-783-3003 ／ FAX：042-783-3009
E-mail：sports@hosei.ac.jp

小金井キャンパス

情報科学研究科・理工学研究科・
総合理工学インスティテュート（IIST）

▼  小金井事務部 大学院課
〒184-8584　東京都小金井市梶野町3-7-2
TEL：042-387-6014 ／ FAX：042-387-6048
E-mail：hge@hosei.ac.jp
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　大学院とは、どのようなところでしょうか?  大学院は、学問を心から楽しむ

場所です。学位をとるところ、と思う人もいるかも知れませんね。それも事実

です。しかし皆さんが学問の面白さと知的な興奮を少しも感じることなく、無

理に修士論文や博士論文を書いても、それは誰に対しても説得力をもたない

でしょう。大学院は、個々の学生が自分にとって本当に大切だと思われるテー

マを発見してこそ、面白い場になるのです。どうか自分の選んだテーマをあら

ゆる方面から観察し、研究し、究極の研究テーマを見つけてください。それ

が見つかれば、皆さんの大学院生活は、人生最高の時間になります。実は私

自身がそうでした。私の大学院時代は、真に忘れがたい時間です。

研究テーマに取り組むに当たって、大事にしてほしい言葉があります。それは

「実践知」です。ギリシャ哲学の言葉でこれを「フロネーシス」と言います。「深

い思慮」を意味します。現実社会に根を張り、たとえ不都合な現実であって

もそれに直面しながら、それぞれの立場で理想に向かって課題を解決していく

知恵であり知性です。大学院における学びは現実の世界を基盤にし、皆さん

の理想に向かって開かれてこそ価値があるのです。現実から理想へ向かう道

が実践知です。フロネーシスの世界へようこそ。

　「自由を生き抜く実践知」―これは法政大学の大学憲章を表す「約束の

言葉」です。法政大学大学院は、1951年から69年間にわたり、先進的な大

学院教育を続けてきました。最初は2研究科4専攻であった大学院も、現在で

は15研究科31専攻3インスティテュートを有しています。変化する時代に対応

し、新しい研究領域を開拓しながら、社会にそれを開いてきました。設立の

翌年には夜間の修士課程ができ、1995年にはわが国最初の夜間博士後期課

程を開設し、研究者養成から高度専門職業人養成まで幅広い教育をおこなう

など、社会人のための大学院としても長い歴史をもっています。現在は「ス

ーパー・グローバル大学創成支援」に採択された大学として、多くの留学生

とともに学ぶ大学院になっています。

法政大学の大学院は実践知を核に、あらゆる市民が集い、思考力を鍛える

格好の場であると言えるでしょう。ぜひ「自由という広場」法政大学で存分に

能力を高め、それをキャリアにつなげ、実践知をもって社会に貢献してください。
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※本文中の学生・修了生等の表記は原則として2020年4月時点のものです。
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　法政大学大学院は1951年に人文科
学研究科・社会科学研究科に修士課
程を設置したことに始まります。国際社
会に開かれた大学院として新しい時代
の最先端で活躍する人材の育成に取り
組み、歴史ある研究分野から現代の社
会的要請に即した研究領域まで多彩な
研究科を設置してきました。現在は、
15研究科・31専攻・3 インスティテュ
ートを設置しています。

　また、「社会に開かれた大学院」を特
色として打ち出し、1995年にはわが国最
初の夜間博士後期課程を開設しました。
　各研究科では、各分野をリードする
一流の教授陣が指導に当たります。授
業のほとんどは少人数のゼミ形式で、
すべての学生が自分の研究課題に適し
た指導教授について論文指導を受ける
ことになります。

　その他、人文科学研究科国際日本
学インスティテュート（ 修士課程）で
は、2019年度から上海外国語大学（中
国）と共同学位（ ダブル・ディグリー）
プログラムをスタートさせるなど、国際
的な教育・研究水準の向上を目指し、
グローバルな舞台に積極的に挑戦し活
躍できる人材の育成を図っています。

人文科学研究科に哲学・日本文学・英文学専攻、社会科学
研究科に経済学専攻の修士課程を開設

人文科学研究科に国史学専攻（夜間）と社会科学研究科に
私法学専攻の修士課程を増設

人文科学研究科に地理学専攻（夜間）の修士課程を増設。
大学院専用校舎53年館竣工

国史学専攻を日本史学専攻に変更

哲学・日本文学・英文学・日本史学・地理学専攻、経済学・
私法学専攻に博士後期課程を開設

社会科学研究科に政治学専攻・修士課程を増設

政治学専攻に博士後期課程を増設

社会科学研究科に社会学専攻・修士課程を増設

工学研究科を設置し、修士課程に機械工学・電気工学・建
設工学専攻を開設

社会学専攻に博士後期課程を増設

電気工学専攻に博士後期課程を増設

工学部大学院棟竣工

工学研究科機械工学・建設工学専攻に博士後期課程を増設

工学研究科にシステム工学専攻・修士課程を増設

工学研究科システム工学専攻に博士後期課程を増設

私法学専攻を法律学専攻へ名称変更

経営学専攻を経済学専攻から分離独立させ、経営学専攻に修
士・博士後期課程を開設。経済学・経営学専攻の修士課程で昼
夜開講制を実施。大学院専用棟92年館（現大学院棟）竣工

経営学専攻・博士後期課程で昼夜開講制を実施

法律学専攻・修士課程に法曹コースを開設し、従来のものを研
究コースとした。政治学専攻・修士課程で昼夜開講制を実施

人文科学研究科・全専攻修士課程で昼夜開講制を実施

工学研究科に物質化学・情報電子工学専攻の修士・博士後
期課程を増設。電気工学専攻・修士課程に1年制のITプロフ
ェッショナルコースを開設

社会科学研究科に政策科学専攻（昼夜開講制）修士・博士
後期課程を増設

人間社会研究科および情報科学研究科（ともに修士・博士
後期課程）を開設

社会科学研究科環境マネジメント専攻修士課程および国際日
本学インスティテュートを増設。社会科学研究科経済学専攻・
博士後期課程で昼夜開講制を実施

法務研究科、イノベーション・マネジメント研究科、人文科
学研究科国際文化専攻を増設。経済学研究科経済学専攻、
法学研究科法律学専攻、政治学研究科政治学専攻、社会
学研究科社会学専攻、経営学研究科経営学専攻、政策科
学研究科政策科学専攻、環境マネジメント研究科環境マネジ
メント専攻を社会科学研究科から独立改組

経営学研究科キャリアデザイン学専攻、システムデザイン研
究科システムデザイン専攻、イノベーション・マネジメント研
究科アカウンティング専攻を増設

国際文化研究科国際文化専攻を人文科学研究科から改組

人文科学研究科心理学専攻を増設

政策創造研究科政策創造専攻を開設

政治学研究科に国際政治学専攻を、工学研究科に生命機能
学専攻を増設。工学研究科建設工学専攻・システムデザイ
ン研究科を改組し、デザイン工学研究科に建築学専攻、都
市環境デザイン工学専攻、システムデザイン専攻を設置

国際日本学インスティテュートが改組転換の上、人文科学研
究科に設置。人文科学研究科日本史学専攻を史学専攻へ名
称変更

政治学（夜）、政策科学、環境マネジメント、政策創造政治・
行政プログラムの4研究科が統合、公共政策研究科として開
設。工学研究科生命機能学専攻内に植物医科学領域を設置

工学研究科から理工学研究科へ改組（機械工学専攻、電気
電子工学専攻、応用情報工学専攻、システム工学専攻、応
用化学専攻、生命機能学専攻）。経営学研究科から独立し、
キャリアデザイン学研究科キャリアデザイン学専攻として開設

連帯社会インスティテュート開設

システム工学専攻をシステム理工学専攻へ名称変更

情報科学研究科・理工学研究科に横断型大学院プログラム
（IIST）開設

公共政策研究科にサステイナビリティ学専攻開設

スポーツ健康学研究科開設

経済学専攻に1年制修士課程を開設

人文科学研究科国際日本学インスティテュートと上海外国語
大学日本文化経済学院との共同学位（ダブル・ディグリー）
プログラム開設

個々の環境に対応できる3つのキャンパス

法政大学大学院の歴史
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フロネーシス

約束の言葉法政大学  大学憲章

最先端の分野がそろう多彩な知の空間

「自由という広場」法政大学

なにものにもとらわれることなく
公正な社会の実現をめざす

「進取の気象」 「自由な学風」

人びとの権利を重んじ、
多様性を認めあう

知の最前線であるための教学改革

　多様化の進展とともに、高度に専門化する21世紀のグローバル社会に対応
できる人材養成を推進するための改革の一つとして、より専門的なエコノミス
トや研究者の養成を目的とした、修士課程・博士後期課程5年一貫の「博士
5年（Ph.D.）プログラム」を2014年度よりスタートさせました。5年一貫の
博士養成課程は、日本ではあまり前例のないプログラムですが、確かな研究
基礎力を修得した上で、時間をかけて専門分野を選択できるというメリットが
あり、欧米では多くの大学院で採用されています。また、2017年度からは「経
済学研究科修士課程1年制コース」を新たに設置しています。

経済学研究科

　学部から大学院修士課程までの6年間を通じて専門領域を学ぶことが高度
技術者・研究者の育成に不可欠となっていることから、本大学院の工学研究
科でも、6年一貫教育を行うことのできる体制を目指し、2008年の学部再編（工
学部をデザイン工学部、理工学部、生命科学部に分割）をもとにした改組を
実施。2013年度より工学研究科から理工学研究科へ改め、学部学科を基礎
とする6つの専攻で構成しています。そして、2016年9月には情報科学研究科
と理工学研究科が協働し、理系専攻分野の先端的研究を英語で学ぶ横断型
大学院プログラム「総合理工学インスティテュート（IIST）」を開設しました。

情報科学研究科・理工学研究科

　長期履修制度は仕事と両立しながら学業にじっくり取り組みたい社会人に
配慮した制度です。この制度を活用した場合、年度当たりの授業料負担を軽
減することができます。

□人文科学研究科（修士課程・博士後期課程）
□国際文化研究科（修士課程）
□社会学研究科（修士課程）
□人間社会研究科福祉社会専攻（修士課程）
□政策創造研究科（修士課程）
□公共政策研究科（修士課程・博士後期課程）
□キャリアデザイン学研究科（修士課程）

修士課程の場合

博士後期課程の場合

実施研究科

通常の修業年限（2年）に必要な授業料を3年または4年に分納可能

通常の修業年限（3年）に必要な授業料を4年、5年または6年に分納可能

長期履修制度

自由を生き抜く実践知
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法政の

実践知 研究科・専攻インデックス

大学院
分野 研究科名 専攻名 概要 課程 授与学位 キャンパス 掲載ページ

人
文
科
学
分
野

人文科学研究科

哲学専攻 古代ギリシア哲学、近代ヨーロッパ哲学、現代哲学、論理学などにより、西洋哲学を中心に教育研究を進めています。 修士課程  博士後期課程  修士（ 哲学） 博士（ 哲学）

市ケ谷

P 16

日本文学専攻 古代から近代まで各時代の文学、言語、芸能を探究。文芸批評、中国・沖縄文学などの関連科目を幅広く配置しています。 修士課程  博士後期課程  修士（ 文学） 博士（ 文学） P 18

英文学専攻 英米文学、演劇、英語学、言語科学などの専門教育を行います。学内または提携大学院の豊富な科目も選択できます。 修士課程  博士後期課程  修士（ 文学） 博士（ 文学） P 20

史学専攻 日本・東洋・西洋史の3分野の広範な授業を開講。伝統的な研究方法を重んじながら、最前線の研究成果も取り入れています。 修士課程  博士後期課程  修士（ 歴史学） 博士（ 歴史学） P 22

地理学専攻 自然地理と人文地理の2本柱で、幅広く複合的な領域をカバーします。どちらかに重心を置きつつ、個別の研究を進めます。 修士課程  博士後期課程  修士（ 地理学） 博士（ 地理学） P 24

心理学専攻 知覚・睡眠・発達・発達臨床・言語・教育・行動分析・犯罪・社会・記憶・学習・音声学といった多様な領域を指導します。 修士課程   ※一部夜間開講 博士後期課程   修士（ 心理学）　 博士（ 心理学）　 P 26

国際日本学インスティテュート 人文科学研究科を横断する形で設置・運営され、専攻にとらわれない多彩な授業が展開されています。 修士課程  博士後期課程  修士（ 学術） 博士（ 学術） P 28

国際文化研究科 国際文化専攻 文化の「国際性」と「情報性」を研究し、インターカルチュラル・コミュニケーションを探究します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 国際文化） 博士（ 国際文化） 市ケ谷 P 30  

社
会
科
学
分
野

経済学研究科 経済学専攻 経済学、統計学、経済史などの基本科目から経済地理や社会政策など幅広く選択でき、上級レベルの経済理論（ミクロ・マクロ）も開講しています。 修士課程  博士後期課程  修士（ 経済学） 博士（ 経済学） 市ケ谷・多摩 P 34

法学研究科 法律学専攻 現代社会の多様な問題を法的に分析し、法的な思考過程を経て最善の解答を生み出す能力を養成します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 法学） 博士（ 法学） 市ケ谷 P 38

政治学研究科
政治学専攻 オーソドックスな政治学から、都市政策、フェミニズムやジェンダー論など新領域の独創的な科目まで幅広く解説します。 修士課程   ※一部夜間開講 博士後期課程  修士（ 政治学） 博士（ 政治学）

市ケ谷
P 40

国際政治学専攻 時代の要請に応える、世界政治、国際開発、地球環境、平和構築、人間の安全保障などの諸分野の研究教育が充実しています。 修士課程   ー 修士（ 国際政治学） ー P 42

社会学研究科 社会学専攻 日本だけでなく、世界で問われている21世紀の社会的課題を認識し解明するために、「人間論的関心を柱にした社会問題
の社会学」を中心に、隣接する諸科目を配して研究活動を行います。

修士課程 社会学コース  博士後期課程  
修士（ 社会学） 博士（ 社会学）

多摩・市ケ谷
P 44

修士課程 メディアコース  博士後期課程  市ケ谷

経営学研究科 経営学専攻 経営の基礎から応用までの理論的なアプローチに加え、現実の企業活動や社会現象を実証的に分析するためのさまざまな手
法が学べます。

修士課程  博士後期課程  
修士（ 経営学） 博士（ 経営学） 市ケ谷 P 48

修士課程  博士後期課程  

人間社会研究科

福祉社会専攻 「福祉」や「まちづくり」に関する高度職業人（ソーシャルワーカー、政策立案者など）、研究者の養成を目的としています。 修士課程  ー 修士（ 福祉社会又は学術） ー 多摩・市ケ谷 P 52

臨床心理学専攻 心理臨床の分野で活躍する高度職業人（公認心理師、臨床心理士）と、臨床心理学の実践と科学に関わる研究者の養成を目的としています。 修士課程  ー 修士（ 臨床心理学） ー
多摩

P 54

人間福祉専攻　　    次代の人間福祉を総合的に実現するための理論的かつ実践的研究者を養成することを目的としています。 ー 博士後期課程  ― 博士（ 人間福祉又は学術） P 56

政策創造研究科 政策創造専攻 豊かで持続可能な地域社会を実現する革新的な政策を研究・デザインし、それらを実現できる人材を育成します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 政策学） 博士（ 政策学） 市ケ谷 P 58

公共政策研究科
公共政策学専攻 グローバル化・知識基盤社会、人口減少社会における総合的な政策提言能力を身に付けた高度職業人、研究者を養成します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 公共政策学） 博士（ 公共政策学）

市ケ谷
P 60

サステイナビリティ学専攻 持続可能な循環型社会の構築に貢献できる人材を養成します。 修士課程  博士後期課程  修士（サステイナビリティ学） 博士（サステイナビリティ学） P 62

キャリアデザイン学研究科 キャリアデザイン学専攻 最先端のキャリアデザイン学分野を体系的に学べる日本で初めての研究科です。 修士課程  ー 修士（ キャリアデザイン学） ー 市ケ谷 P 64

連帯社会インスティテュート 連帯社会インスティテュート 新しい地域社会や国づくりの発展に貢献できる「新しい公共」の担い手を養成します。 修士課程  ー 修士（ 学術） ー 市ケ谷 P 66

スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻 人文社会から自然科学まで、多面的なスポーツ・健康について教育研究を進めています。 修士課程  ー 修士（ スポーツ健康学） ー 多摩 P 68

自
然
科
学
分
野

情報科学研究科 情報科学専攻 ITを通じ、情報化社会、知識社会と呼ばれる、これからの新しい時代を築く人材を養成します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 理学） 博士（ 理学） 小金井 P 72

デザイン工学研究科

建築学専攻 建築に関わる7つの項目の素養や能力を養い、建築と都市に関わる専門職業人、教育・指導者、研究者を養成します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 工学） 博士（ 工学）

市ケ谷

P 74

都市環境デザイン工学専攻 社会基盤などを設計・建設・整備する手法を習得し、環境を保全・再生していくことのできる技術者を養成します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 工学） 博士（ 工学） P 76

システムデザイン専攻 さまざまな側面から総合的にユーザビリティを追究。複雑な社会に存在する諸問題に対応できる技術者や研究者を育成します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 工学） 博士（ 工学） P 78

理工学研究科

機械工学専攻 材料力学、熱力学、水力学などの専門科目や、機能性材料、宇宙工学、環境エネルギー工学など先端的な研究指導を行います。 修士課程  博士後期課程  修士（ 工学） 博士（ 工学）

小金井

P 80

電気電子工学専攻 電気電子工学分野に重点を置き、最新設備を利用しながら現代の科学技術を支える先端技術の基礎から応用まで研究します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 工学） 博士（ 工学） P 82

応用情報工学専攻 ICT、クラウド、ユビキタスネットワークなど高度情報化社会を支える実用的かつ高度な最先端システムを研究分野にしています。 修士課程  博士後期課程  修士（ 工学） 博士（ 工学） P 84

システム理工学専攻 創生科学系 理工学の基幹をなす物理科学、情報学の社会基盤である知能科学、融合領域の人間科学について研究を行います。 修士課程  博士後期課程  修士（ 工学） 博士（ 工学） P 86

システム理工学専攻 経営システム系 数理、人間を要素として、これらをつなぎ、付加価値の高いシステム構築法を研究します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 工学） 博士（ 工学） P 88

応用化学専攻 幅広い産業界において化学の専門的な知識を生かして持続的社会構築に貢献できる人材養成を行います。 修士課程  博士後期課程  修士（ 理工学） 博士（ 理工学） P 90

生命機能学専攻 生命機能学と植物医科学の2つの領域、ゲノム、タンパク質、細胞、生命システム、基盤植物医科、実践植物医科の6分野について研究します。 修士課程  博士後期課程  修士（ 生命科学） 博士（ 生命科学） P 92

総合理工学インスティテュート 総合理工学インスティテュート（IIST） グローバル社会において総合理工学分野のリーダーとして活躍することができる人材を養成します。 修士課程  博士後期課程  所属専攻による P 94

専門職大学院
研究科名 専攻名 概要 課程 授与学位 キャンパス

法務研究科〈法科大学院） 法務専攻 現代社会に生じる多様な法律問題に対して適正かつ迅速に対応できる、創造的応用力を備えた市民のための法曹を養成します。 専門職学位課程 法務博士（専門職） 市ケ谷

イノベーション・マネジメント研究科 イノベーション・マネジメント専攻 基礎・専門・応用に分かれた高密度カリキュラムと、実践力を備え、革新を起こすことができるビジネスのプロフェッショナルを育てます。 専門職学位課程 経営管理修士（専門職）
又は経営情報修士（専門職） 市ケ谷

選択できる3 つの開講時間 授業時間 市ケ谷キャンパス 多摩キャンパス 小金井キャンパス

昼
間

1時限 8:50～ 10:30 9:20～ 11:00 9:00～ 10:40

2時限 10:40～ 12:20 11:10～ 12:50 10:50～ 12:30

3時限 13:00～ 14:40 13:40～ 15:20 13:20～ 15:00

4時限 15:00～ 16:40 15:30～ 17:10 15:10～ 16:50

5時限 16:50～ 18:30 17:20～ 19:00 17:00～ 18:40

夜
間

6時限 18:35～ 20:15

7時限 20:20～ 22:00

研究者を目指す方から生
涯教育として入学を希望
される方まで広く門戸を開
き、1時限～ 7時限に科目
を配置しています。

科目は昼間に配置され、主
に研究者養成を目的とした
構成になります。授業は昼
間のみで昼間に通学できる
方が対象です。

昼間勤務しながら学べ、平日2～
3日の夜間通学と土曜通学（昼・夜）
の受講によって修了できるカリキュ
ラムとなっています。場所は、仕事
を持ちながらの通学に至便な「市
ケ谷キャンパス」。市ケ谷・飯田橋の
各駅から徒歩で通える立地です。

※授業時間について変更が生じた場合は HPで発表します。

※一部
　夜間開講
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人文科学研究科 史学専攻
修士課程 在学中
千葉県立千葉高等学校 教諭（日本史）

法政の

実践知

研
究
支
援

留学・研究奨励制度 　本学では、学生の海外留学や学会発表による学術研究を奨励し、
研究力や資質の向上を目的とした制度を設けています。

海外留学による学術研究を奨励し、資質の向上を図ることを
目的とします。本制度は留学期間に応じ、上限2,000,000円（留
学期間：1年間）または上限1,000,000円（留学期間：６カ月間）
が支給されます。

法政大学大学院 海外留学補助金
市ケ谷、多摩キャンパスで開設している研究科の学生を対

象に、国内30,000円、国外70,000円を上限に実費を補助し
ます。

法政大学大学院 現地調査実施費用補助

国内・国外での学術論文発表を奨励するため、100,000円
を上限にかかった費用を補助します。

法政大学大学院 学生論文掲載料補助
国内外の学会発表や研究論文を、英語をはじめとする母語以

外の諸外国語で執筆する際に、外国語で執筆した研究論文など
の校閲費用について、100,000円を上限に実費を補助します。

法政大学大学院諸外国語による 論文等校閲補助

大学院における学術研究の高度化・国際化を奨励すること
を目的に、国内・国外で開催される学会等に係る経費を対象に、
国内30,000円、国外100,000円を上限に実費を補助します。

法政大学大学院 学会等発表補助金
優秀な博士論文の出版費用を補助することで、博士学位取得

者の研究者としてのキャリア形成、研究実績の蓄積を支援します。
審査の上1,000,000円を上限に出版に要した費用を助成します。

法政大学大学院 優秀博士論文出版助成金

　大学院生の修学に対し、経済的な支援を目的
とした制度です。

修学支援制度

　修士課程に在籍する大学院生への修学支援として、経済的支援を行うことを
目的としています。
　本制度は、修士課程学生を対象とし、応募資格を有する申請者の中から選
考の上、200,000円が支給されます。

法政大学100周年記念

大学院修士課程奨学金 修士課程

　博士後期課程に在籍する大学院生への修学支援として、学術活動を奨励し
高度な研究能力と豊かな学識を有する若手研究者を育成するため、経済的な支
援を行うことを目的としています。
　本制度は、より拡充され、文系研究科320,000円、理系研究科480,000円
が支給されます。
　なお、本助成金は、原則として応募資格を有する申請者全員に給付されます。

法政大学大学院

博士後期課程研究助成金 博士後期課程

S
ch
o
la
rsh

ip

〈大学院修士課程奨学金〉を利用 〈博士後期課程研究助成金〉を利用貴
重
な
古
文
書
の
渉
猟
に

費
用
を
気
に
せ
ず
没
頭
で
き
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す

能勢 智

　サッカーの試合においては、審判の判定に選手が抗議する場面が度々見受け
られます。サッカーに親しんできた私にとって、これはスポーツマンシップや審判
のリスペクトに欠けるという点で好ましいとは思えず、試合中の選手の心理状態
にアプローチする介入プログラムを開発したいと考えるようになりました。心理学
領域にも深く関わるので、調べたところでは唯一、スポーツ心理学と心理学が両
立して学べる法政大学大学院の心理学専攻を選びました。先行研究がないため
質問紙調査やインタビュー調査から始めましたが、対象とする大学サッカー部は
全国にあり、訪問するのに時間も旅費もかかります。論文の投稿もあり、アルバイ
トも週に一回程度しかできないので、「博士後期課程研究助成金」がなければ窮
するところでした。また、私は日本体育学会と日本スポーツ心理学会に入ってい
ますが、学会発表は地方開催も多く、参加費や旅費に「学会等発表補助金」を役
立てています。恵まれた環境を糧にして博士号を取得し、将来は研究者として競
技を問わずアスリートの支援に関わりたいと願っています。

論
文
の
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査
に
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れ
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日
々
を

多
彩
な
助
成
金
制
度
が
支
え
て
く
れ
ま
す

榎本 恭介

　民衆運動の1つである百姓一揆を学生時代に研究したことから、現在はそれを
さらに深めるとともに、いま活発な「地域社会論」と架橋する研究を進めています。
百姓一揆が多発した明治初年の信州を取り上げているので、現地の長野県には
度々足を運び、史料調査や研究素材の収集を行っています。特に東筑摩郡麻績
村は旧家の古文書を保存することに熱心で、研究者にとってはまさに宝の山で
す。名主源右衛門が書き残した『歳中日記帳』は1冊読むのにも1年かかりますが、
「大学院修士課程奨学金」のおかげで交通費や宿泊費を気にせず没頭できるの
がありがたいですね。長野に行く頻度がさらに増えるようなら「現地調査実施費用
補助」も申請させていただこうと考えています。
　定年後はセカンドキャリアとして日本史研究に携わろうと、体力の続く50代のう
ちに大学院進学を決意。法政大学大学院は千葉県の公立高校教員にも出身者
が多く豊かな人材を輩出していること、日本近世史研究に長年の実績があること、
そしてなにより、実証的で実践的な学風が魅力でした。支援により、さらに好きな
研究に打ち込めています。

お　み

人文科学研究科 心理学専攻
博士後期課程 在学中
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　中国は経済発展が著しい反面、その負の側面として環境汚
染が深刻化しています。以前から環境問題に関心を抱いてい
た私は、地理学会に参加した際に水問題の専門家として名高
い伊藤達也先生と交流の機会を得たことから、ぜひとも先生
のもとで学びたいと法政大学大学院への進学を決めました。
修士論文のテーマは「都市における水辺空間と地域住民の意
識調査」です。中国・浙江省を流れる銭塘江を対象に、河
川環境の変遷を把握した上で、水辺空間が住民にどんな変化
や影響を及ぼしているかを検討しました。
　地理学は現場で起きていることを大切にする学問です。特
に私の研究は、現地のヒアリング調査が欠かせません。河川
流域であり、私の故郷でもある嘉興市に足を運び、150人を
越える住民一人ひとりに対面で聴き取りを行いました。そこで
浮かび上がってきたのは、予想以上に水辺に親しむ住民の姿
です。河川をきれいにすることは単なる環境の改善以上に、
人の心を潤すと感じました。実践によって得られたのは、人々
への共感に基づく健全な批判精神であり、この知見を活かし
て修士論文を実りあるものにすることができました。そして将
来は、浙江省の環境省で故郷の成長と発展に力を尽くしてい
きます。

1年次 2年次

月 地域社会論研究Ⅰ・Ⅱ
地域社会論研究Ⅰ・Ⅱ
国際日本学演習Ⅰ・Ⅱ

通年

火 通年 日本の産業風土Ⅰ・Ⅱ 修士論文

水 春学期 日本語論文作成基礎BⅠ

国際日本学合同演習 国際日本学合同演習

木 春学期 地図の文化誌Ⅰ

金 通年

土 通年

日本語論文作成基礎BⅡ
日本の環境論Ⅰ・Ⅱ
国際日本語演習Ⅰ・Ⅱ

日本の環境論Ⅰ・Ⅱ
国際日本学演習Ⅰ・Ⅱ

履修モデル 昼夜開講（修士課程）
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法政の

実践知 それぞれの実践知

鄭 瑩

　大学院に進んだのは、これまでの仕事の実践を学術知識で
整理した上で、ユーザー・イノベーションについて研究を進めた
かったからです。ユーザー・イノベーションとは消費者と共に製
品を創ることです。企業だけで考える従来型の開発手法には弱
点もあり、それを補強する有益な方法として注目されています。
法政大学大学院にはこの分野のトップ研究者である西川英彦
先生がいらっしゃるほか、同じ研究をしている先輩や後輩が多
いのでとても勉強になります。論文作成のモチベーションも上
がり、この10月には日本消費者行動研究学会にて「JACS-樫尾
俊雄 論文プロポーザル賞優秀賞」を受賞しました。
　ユーザー・イノベーションは、現代社会の実践知そのもので
す。消費者の声を反映するのみならず、例えばAIを使ってSNS

投稿の中でユニークなレシピを探索し、食品メーカーにアイデ
アを提供するなど共創のあり方も広がっています。また私がこの
研究をしていると知った取引先企業から、ユーザー・イノベーシ
ョンによる商品開発を依頼されるなどビジネス上でも役立って
います。卒業後もこの研究を続け、論文発表をはじめ自社での
実践、さらに教育にも関わり、広く世の中に貢献していきたいと
願っています。

岡田 庄生
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2012年に渡日後、日本語学校、大学を経て法政大学大学院入学。

人文科学研究科
国際日本学インスティテュート 地理学専攻
修士課程 2019年度修了

大学卒業後、株式会社博報堂に入社し、ブランディングや商品開発に従事。
仕事を続けながら法政大学大学院に通う。

経営学研究科 経営学専攻
博士後期課程 在学中（修士課程 2018年度修了）

受
賞

 5月 日本広告学会クリエーティブフォーラム ポスター発表 MEP賞 金賞

 10月 マーケティングカンファレンス ベストドクトラルペーパー賞

 10月 消費者行動研究コンファレンス JACS-樫尾俊雄 論文プロポーザル賞 優秀賞

論
文

 6月 『消費者の功利主義的・快楽主義的モノづくり動機と、製品成果・公開：大規模サーベ
イによる実証研究』（マーケティングジャーナル 39（1）75-87）

 9月 『ユーザー創造製品の発案者効果』（マーケティングジャーナル 39（2）61-67）

講
演
・
口
答
発
表
等

 5月11日 クリエーティブフォーラム 2019「共創ラベル効果「お客様のアイデアから生まれました」
と書かれた製品は、なぜ売れるのか ?」

 7月8日
Open and User Innovation Conference 2019「Mediation Effect of Novelty and 
Meaningfulness of “User-Ideated” Product（Open and User Innovation Conference 
2019）」

 10月8日 日経広告研究所・日本マーケティング協会共催シンポジウム
『クリエーティブ思考が世の中を変える』「クリエーティブ思考とブランディング」

 10月20日 ユーザー・イノベーション 研究会（マーケティングカンファレンス 2019）
「Apple Distinguished Educator Programにみるユーザーとの共創」

 10月20日 マーケティングカンファレンス 2019
「ユーザー創造製品の情報表示と制御焦点理論―オンライン実験による媒介分析―」

 10月26日 第 59回消費者行動研究コンファレンス
「消費者の購買動機がユーザー共創表示の有効性に与える影響」

 11月18日 日本広告学会全国大会
「ユーザー創造製品と発案者効果～オンライン調査による媒介分析～」

2019 年度活動実績
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※デザイン工学部建築学科生のうち成績優秀表彰者、または同等者が出
願できる「学部選抜1年コース」を修了したため、履修モデルは1年次のみ。
同制度の詳細についてはデザイン工学研究科入試要項をご確認ください。

法政大学法学部法律学科卒業後、法政大学大学院に入学。

法学研究科 法律学専攻 修士課程 在学中

法政の

実践知 それぞれの実践知
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　民法はこのほど、明治時代の制定・公布以来、実に130

年ぶりの大改正が行われました。これにより現行民法※による
判例に基づく法解釈の議論が決着したものもあれば、解消さ
れず引き継がれた議論もあります。改正法の成立当時、私は
学部2年生でした。それまで教科書通りの勉強を重視していま
したが、改正により何が変わり何が変わらなかったのか。その
理解は学生の手には余るものでした。それなら大学院でもっと
学び、自分の力で考えて結論を導きたい。改正がなければ、
この選択はなかったかもしれません。
　現在は債権法における売買契約の担保責任の規定について
研究しています。債権法は今回の改正で条文が大きく変わり、
特に契約不適合となる規定ががらりと変更されました。しかし
その背景には長きにわたる法学者・法曹界の議論や学説、い
わば成果の集積があります。それを紐解きつつ、自分なりの
法解釈を試みることに手応えを感じています。法解釈学はわ
かりやすい実践知ではありませんが、法を根拠にさまざまな社
会問題に1つの答えを示すという点では生活者に資するもので
す。法政大学大学院の図書館には、先人の「成果の集積物」
である膨大な蔵書が充実しており、その叡智に連なる者として
現実社会にアプローチしていきます。
※改正民法は2020年4月施行。取材時点では旧法が現行法。

金井 悠一郎

　学部生3年から始めた研究を完結しようと大学院に進みまし
た。テーマは「住環境が居住者の健康状態に与える影響」で、
大規模アンケートの分析を通して、人の健康と住居の因果関
係を明らかにするものです。国が支援する研究なので、成果は
住環境向上のための提言など、政策レベルでの貢献につながり
ます。解析結果を修論にまとめた時点で、私としては一区切り。
今後はモノづくりに関わる実務レベルの研究を目指します。
　視点が変わったのは、この1年の学びの影響です。特に本流
の研究とは別に、産学連携による住環境の調査に参加したこと
が転機の1つになりました。ハウスメーカーが更地から住宅を
新築する過程に立ち会い、居住性能を確認するとともに、移り
住んだ施主のご家族にヒアリングを行ったのです。「アパートか
ら転居して快適になった」「子育てにも良い環境」といった生の
声に触れ、建築は建てるのがゴールではない、また建築の研究
は論文の中で終わるものではない、と実感しました。さらに
SDGsや、省エネ、AIの研究など、環境系でも多彩なテーマに挑
む研究室の仲間に触発され、自身の方向性が明確に。人々の豊
かで健康な暮らしに貢献する、実践研究の道に歩み出します。
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1年次

月
春学期 設備計画概論、環境工学

秋学期 建築設備特論

火 秋学期

水

近現代デザイン概論、住宅計画特論

都市形成史特論

建築思潮特論、環境技術英語
木
春学期

秋学期

金 春学期

土

建築計画概論

履修モデル（修士課程）

秋学期

秋学期

春学期

1年次

月
春学期 民法論文指導Ⅰ、民法特殊講義Ⅲ

民法特殊講義Ⅳ

仏語原典講読Ⅰ

仏語原典講読Ⅱ、民法特殊講義Ⅱ

民法演習Ⅰ、民法特殊講義Ⅰ

民法演習Ⅱ、倒産法特殊講義Ⅱ

倒産法特殊講義Ⅰ、民法特殊講義Ⅴ

民法特殊講義Ⅵ、民法論文指導Ⅱ

水
春学期

秋学期

木
春学期

秋学期

金

土

履修モデル（修士課程）

火

昼間開講

昼間開講

奈良 玲伊
法政大学デザイン工学部建築学科卒業後、法政大学大学院に入学。

デザイン工学研究科 建築学専攻
修士課程 2019年度修了

011010



設 置 課 程

本大学院では、修士課程（博士前期課程）と博士後期課程の正規学生のほか、特別学生の受け入れを行っています。
また、首都大学院コンソーシアムをはじめとした国内の多くの大学院との相互聴講や海外大学院への留学などにより、
より広い範囲での研究が可能となる道も開かれています。

■ 修士課程（博士前期課程）
広い視野に立って、深く学識を授け、専門分野における研究能
力、または高度な専門性を要する職業に必要な能力を養うこと
を目的としています。

受験資格 原則として、大学卒業見込みの者、大学を卒業した
者、大学を卒業した者と同等以上の学力があると本
大学院に認められた者が対象となりますが、詳細は
各研究科により異なります。必ず最新の入試要項で
ご確認ください。

修了要件
（参考）

修士課程の修了には、2年以上在学し、指導教員の
指導のもとに授業科目より30単位（専攻により最低
修得単位数は異なります）以上を修得し、修士論文
の審査ならびに最終試験に合格しなければなりませ
ん。その他、専攻により修了要件が異なりますので、
詳細は入学後にお渡しする書類でご確認ください。

■ 博士後期課程
専門分野について、研究者として自立した研究を行い、また専門
的業務に必要な高度な研究能力および学識を養うことを目的と
しています。

受験資格 原則として、修士課程修了見込みの者、修士の学位
を有する者、修士の学位を有する者と同等以上の
学力があると本大学院に認められた者が対象となり
ますが、詳細は各研究科により異なります。必ず最
新の入試要項でご確認ください。

修了要件
（参考）

博士後期課程の修了には、3年以上在学し、指導教
員の指導により各専攻に示された授業科目を履修
または単位を修得し（専攻により修了所要単位数は
異なります）、かつ必要な研究指導を受けた上で、
博士論文の審査ならびに最終試験に合格しなけれ
ばなりません。その他、専攻により修了要件が異なり
ますので、詳細は入学後にお渡しする書類でご確認
ください。
※経済学研究科では2014年度より修士課程、博士後期課程5
年一貫の博士5年（Ph.D.）プログラムを導入しています。修了要
件は経済学専攻ページ（P.34）をご確認ください。

■ 科目等履修生
詳細は、P.100、101をご覧ください。
本大学院では正規の学生の学修を妨げない限り、選考の上「科目
等履修生」として修士課程の科目を履修することができます。履修
できる単位は年間12単位までとなっています。
また、科目等履修生として単位修得後、正規学生として入学した場
合、本人の申請に基づき、教授会の承認により、10単位を上限に
正規学生の修了所要単位として認められます。

出願期間／ 3月中旬・7月下旬の2回
案内配布／  12月下旬頃大学院HPに情報を掲載
（シラバス・時間割は3月中旬）

■ 研修生・委託研修生・特別研修生
学士の学位を得た方が大学院の授業科目の履修および特定の主
題による研究指導を希望するときに受けられる制度です。
※在留資格「留学」を有する外国人留学生の場合、週10時間以上
の履修が求められます

研修生 大学卒業後に本大学院修士課程への進学を目指
し、その準備教育として入学を希望する方が対象で
す。研修生試験の結果から各研究科の基準に従って
研究科長が入学を許可します。
期間は1年です（1年に限り延長可）。

委託研修生 公共団体またはその他の機関から委託を受け、各研
究科の審査を経た後、入学を許可されます。

特別研修生 国外の大学との協定などにより、修士課程への入学
を許可され、事前研修を義務付けられた方を受け入
れる制度です。

■ 研究生・研究員
修士の学位を有する方が対象です。指導教員による個別指導が中
心となります。所定の書類を提出し、研究科教授会を経て研究科
長の許可が必要です。いずれも期間は1年です（1年に限り延長
可）。

研究生 修士の学位を得た方で本学大学院博士後期課程の
進学を目指し、その準備教育として入学を希望する
方、または博士後期課程を退学した方で、さらに研
究を継続し、本学の施設の利用を希望する方が対象
です。

研究員 国内外の大学・研究所その他の機関から特定のテー
マによる研修を委託された方が対象です。

特 別 学 生正 規 学 生

論 文 指 導

大学院の学びにおいて、論文を作成することは最も重要な目標の一つです。
具体的な進め方や内容は各研究科・専攻、指導教員によって異なりますが、
一般的に下記のようなプロセスを経て、修士課程であれば在学中の2年間で
1編以上の論文を完成させます。論文作成では、高度な専門知識に加え、文
献の検索方法、論文の解析など、作成に必要な知識も自ら獲得していくこと
が必要となり、論理的思考力やプレゼンテーション能力の向上に加え、海外
文献も含む専門書を読みこなすことで身に付く読解力、語学力、論述するた
めの文章表現力も身に付けます。より充実した論文作成のためには、指導教
員とコミュニケーションを取りながら進めていくことが大切です。

人 文 科 学 分 野

A 研究室の場合〈参考〉
指導教員と相談しながら修士1年次の7、8月頃までに研究テーマ
を決定します。冬休み前までに同テーマにおける先行研究をまと
め、年明けから第一調査を行います。1年次修了までにそれをまと
め、2年次からは第二調査を実施。それまでの成果を、夏に開催
される学会で発表することを目指します。その後、1月の論文提出
時期までに約半年をかけて論文を執筆します。2年間を通じて毎
月1 ～ 2回、指導教員のもと、研究室の修士課程と博士後期課程
の学生全員でミーティングを実施。その他にもメールや空き時間
を利用した学生からの質問や相談に、指導教員が随時対応。きめ
細かな指導に努めています。

社 会 科 学 分 野

B 研究室の場合〈参考〉
入学直後、新入生ガイダンスと同日に行われる2年生対象の修士
論文構想発表会に参加し、論文執筆に向けた準備過程などを学
びます。そこから授業を通した学習を踏まえ、11月に行われる第1
回修士論文構想発表会で、修士論文のテーマ・研究方法を発表。
その上で、12月下旬頃までに研究テーマと指導教員を決定しま
す。決定した指導教員の指導のもと、構想をさらに練り上げ、修士
2年次4月の第2回修士論文構想発表会で発表します。以降、演
習を通じた論文指導を受け、9月の第3回修士論文構想発表会で
研究の目的・方法・分析結果・結論の概要を発表。引き続き指
導教員からの指導を受け、論文完成を目指します。3回の修士論
文構想発表会はいずれも、プログラムごとに専任教員と学生が一
堂に会し、各自の発表への質問・コメントをもとに議論を行います。

研究課題の決定

実験・調査の実施

先行研究の調査

論文の作成

研究計画の策定

論文の校正

論文の提出

修士1年次 修士1年次

学会発表

第3回
修士論文
構想発表会

第1回
修士論文
構想発表会

第2回
修士論文
構想発表会

修士2年次 修士2年次

修士課程修了 修士課程修了

研究テーマを絞る 研究テーマを絞る
4月 4月

第一調査 構想を練り上げる
1月 1月

論文執筆　 論文執筆　
8月 9月

先行研究をまとめる
研究テーマ・

指導教員の決定
9月 11月

第二調査 演習を通じた論文指導
4月 4月

論文提出・審査 論文提出・審査
1月～ 2月 1月～ 2月
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▶ 在籍者男女比率

▶ 在籍者属性比率

男性

42.2 %

女性

57.8 %
在籍者数
301名

在籍者数
301名

一般

51.8 %

留学生

24.6 %

社会人

23.6 %

※各専攻ページに掲載の「開講形態」は原則
 として修士課程に特化した内容です。
※各専攻の「アドミッション・ポリシー」、「カリ 

 キュラム・ポリシー」、「ディプロマ・ポリシー」
 は要約したものです。
 詳細は大学院HPをご参照ください。

人文科学研究科

国際文化研究科
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哲学専攻
日本文学専攻
英文学専攻
史学専攻
地理学専攻
心理学専攻
国際日本学インスティテュート

30 国際文化専攻
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 専任教員一覧

人文科学研究科

哲学専攻
知 の 探 究  知 の 根 源 か ら 知 の 最 先 端 へ

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

安孫子 信� 教授 フランス哲学・フランス思想史 人間と科学技術、オーギュスト・コント、ベルクソン研究 科学哲学研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2

安東 祐希� 教授 数理論理学 証明論（演繹体系における正規化手続き） 論理学研究Ⅰ1・2

奥田 和夫� 教授 古代ギリシア哲学 現在の持続的テーマはプラトンの政治哲学 古代哲学史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2

笠原 賢介� 教授 ドイツ近・現代思想、比較文化 20世紀ドイツ哲学・思想、18世紀ドイツ思想、近代日本思想
の再検討 比較思想研究Ⅰ1・2、哲学ドイツ語研究1・2

酒井　 健� 教授 ジョルジュ・バタイユ研究、ゴシック
文化史、西洋美術史 ジョルジュ・バタイユ研究、芸術論、西欧美術史

近代フランス哲学史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2、
哲学フランス語研究1・2

菅沢 龍文� 教授 カント哲学、西洋近代思想 近代ドイツ思想、カントの道徳哲学 近代倫理学史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2

内藤　 淳� 教授 法哲学 人権や憲法の基礎についての研究、進化心理学に基づく人
間本性の研究 法哲学研究1・2

中釜 浩一� 教授 言語哲学・科学哲学 言語哲学・科学哲学・イギリス経験論 言語分析哲学研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2

山口 誠一� 教授 ドイツ近現代哲学（特にヘーゲルと
ニーチェ） ヘーゲルからニーチェにいたるドイツ近現代哲学 実践哲学研究Ⅰ1・2

君嶋 泰明�専任講師 現象学、解釈学 ハイデガーの西洋哲学史観の批判検討 現象学研究Ⅰ1・2

西塚 俊太�専任講師 日本思想史、日本近代哲学、
倫理学

京都学派の哲学研究、日本倫理思想の研究 日本思想史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

古代ギリシアから、近代を経て現代に至るヨーロッパ（ドイツ、フランス、イギリス）の哲学全般を網羅する科目群が設置され
ています。哲学一般、さらに、論理学、倫理学、美学・芸術学などを通じて、真善美など哲学知の根源を探究することができ
ます。また、 現象学・解釈学、心の哲学、言語哲学、科学哲学、法哲学、社会哲学、比較思想など、知の最先端の研究を通
じて、現代社会の諸問題に哲学的な仕方でアプローチすることができます。昼夜開講制により、社会人院生を含む各院生は、
それぞれの研究目的、スケジュールに合わせて柔軟な学習計画を立てることができます。また、留学制度や海外大学との連携
も充実しています。
「博士後期課程在籍者発表会」や「修士論文構想発表会」を開いています。

修了生の研究テーマの例

 ■ 機械論に抗うベルクソン－『試論』における因果性と自由の議論を中心に－

 ■ ジョルジュ・バタイユの言語表現について

 ■ カントの最高善と信－最高善を促進する義務の根拠

 ■ プラトン『国家』におけるディアノイアの対象－教育とのかかわり－

 ■ デカルト哲学における神の観念の認識についての考察

 ■ マックス・シェーラーの倫理思想における愛と人格について－自己と他者との相互性をめぐって－

 ■ 様相論理S5における自然演繹体系とヒルベルト流体系との同等性

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 超越論哲学研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 現象学研究Ⅰ1・2（各2）
 ■ ヨーロッパ精神史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 法哲学研究1・2（各2）
 ■ 哲学ドイツ語研究1・2（各2）
 ■ 哲学フランス語研究1・2（各2）
 ■ 哲学基礎研究Ⅰ/Ⅱ（各2）

 ■ 言語分析哲学研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 形而上学研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 古代哲学史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 論理学研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 近代倫理学史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 実践哲学研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 日本思想史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 近代ドイツ哲学史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 現代哲学研究Ⅰ1・2（各2）
 ■ 科学哲学研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 比較思想研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）
 ■ 近代西洋哲学研究Ⅰ1・2（各2）
 ■ 近代フランス哲学史研究Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）

 ■ 哲学特殊研究1/2（各2）
 ■ 言語分析哲学特殊講義1/2（各2）
 ■ 古代哲学史特殊講義1/2（各2）
 ■ 論理学特殊講義1/2（各2）
 ■ 近代倫理学史特殊講義1/2（各2）
 ■ 実践哲学特殊講義1/2（各2）
 ■ 近代ドイツ哲学史特殊講義1/2（各2）
 ■ 科学哲学特殊講義1/2（各2）
 ■ 比較思想特殊講義1/2（各2）
 ■ 近代フランス哲学史特殊講義1/2（各2）
 ■ 超越論哲学特殊講座講義1/2（各2）
 ■ 法哲学特殊講義1/2（各2）
 ■ 現象学特殊講義1/2（各2）
 ■ 日本思想史特殊講義1/2（各2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

法哲学研究

内藤 淳　教授

立憲的憲法をはじめとする社会的な規範や制度の正当化根拠
を探る研究を進めています。授業では、道徳と利己主義の対立
に関する英語の論考を精読しながら、「人間の本性とは？」「道徳
に客観的基礎があるか？」「正しい社会や法のあり方とは？」と
いった問題を議論しています。古典的・基本的な哲学理論を踏
まえつつ、進化理論、ゲーム理論などの現代的な知見も取り込
んだ多角的な検討を行うのが特徴で、受講生には、広い視野に
立って学問的な洞察を深めてほしいと思います。

研究室紹介

人間本性と「正しい社会」

服部 悠

学生・修了生の声

ヘーゲル哲学における行為の概念をテーマに研究しています。授
業は、先生方からの問いやアドバイスを踏まえて、学生がお互い
の解釈を検討し合う対話ベースです。論文を書くには哲学書と
自分ひとりで向き合う熟考も必要ですが、そのための力が授業
の場で得られると実感しています。一方で、十分に熟考した上で
臨めた時ほど授業での対話が腑に落ちることが多く、そうした連
動を日々感じながら学んでいます。

私の研究

研究テーマ 　
 哲学研究は多くの観点に触れることが大切。
ヘーゲル哲学における行為の概念をテーマに
学んでいます。

学んだこと・身についたこと

自分の中での常識を疑うようになりました。大学院ではさまざま
な時代や国、地域の哲学者の書物を歴史的、思想史的な文脈
を踏まえて読んでいます。そうした文脈の知識を拡げ深めること
で、同じ書物を読んだとしても以前の自分とは異なった捉え方を
するようになりました。この学びのおかげで日常生活を送る上で
人や社会の文脈をよく捉えようという姿勢が育まれましたね。

博士後期課程 在学中

研究における対話を通じて、一方だけでなく
多角的な視野の下、ものごとを考える姿勢が
養われました

Graduate School of Humanities Major in Philosophy

募集人員  修士課程15名／博士後期課程2名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  教育関係、情報通信、公務員、出版関係など

長期履修制度有（修士・博士後期課程） 　　
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人文科学研究科

日本文学専攻
日 本 文 学 を 中 心 に 、豊 か な 教 養 と 高 度 な 研 究 能 力 を 修 得

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

阿部 真弓� 教授 中世文学 日記文学、物語、和歌 日本中世文芸原典研究A・B

伊海 孝充� 教授 中世文学（特に能楽） 古典演劇の能研究（能の作品研究・謡本研究） 日本中世文芸演習A・B

尾谷 昌則� 教授 言語学 認知言語学から見た意味拡張、文法化、構文ネットワーク 日本言語学演習A・B

加藤 昌嘉� 教授 古代文学（後期） 平安時代の物語（『源氏物語』など） 日本古代文芸演習A・B

小秋元 段� 教授 中世文学 軍記物語、史論、説話、お伽草子、近世初期出版文化 日本文芸特殊研究ⅡA・B

小林 ふみ子� 教授 近世文芸 大田南畝・江戸狂歌を中心とする近世中期文学・文化研究 日本近世文芸原典研究A・B、日本文芸特殊研究ⅢA・B

坂本　 勝� 教授 古代文学（前期） 『古事記』『万葉集』を中心とする上代文学研究 日本文芸特殊研究ⅠA・B、日本古代文芸原典研究A・B

スティーヴン・
ネルソン� 教授

日本音楽史学 雅楽・仏教音楽・平家語り、古典文学作品と音楽 日本文芸特講ⅠA・B（文芸と音楽）、日本文芸特殊研究Ⅳ A・B

田中 和生� 教授 近・現代文学、文芸批評 日本の近代文学の特質を明らかにすること、そこから現代文学
の条件を考えること 日本文芸批評史A・B

中沢 けい� 教授 文芸創作 小説、評論、随筆の執筆 日本文芸特講ⅡA・B（アートマネジメント研究）

中丸 宣明� 教授 近・現代文学 明治・大正の作家・作品研究 日本近代文芸原典研究A・B

藤村 耕治� 教授 近・現代文学 昭和以降の文学、特に戦後文学およびその継承者による現代
文学の作家・作品研究 日本近代文芸演習ⅠA・B

間宮 厚司� 教授 日本古典語学 『万葉集』や『おもろさうし』などの語学的研究 日本言語学原典研究A・B

宮本 圭造� 教授 芸能史 能の歴史研究、中世芸能史 能楽資料研究A・B

山中 玲子� 教授 能楽研究 能の作品研究・演出研究、能の所作研究 能楽作品研究A・B、現代能楽論

遠藤 星希� 准教授 中国古典文学 主に唐詩、唐代伝奇および幕末期を中心とした日本漢詩の研究 中国文学A・B

王　安� 准教授 言語学 対照言語学、現代中国語文法、認知言語学、形容詞、
感情表現 日本言語学演習ⅡA・B

古代から現代までの各時代の文学・言語・芸能に関する科目を中心に
学びます。また、文芸批評・中国文学・沖縄文学・国語教育などの関連
科目を幅広く配置しています。
2011年度より「文芸創作研究プログラム」を創設。実際に創作を行い、
その作品を修士論文の代替として提出できます。プログラムでは、文芸作
品が社会で評価されるまでの仕組みを「社会と表現」「編集理論」などの
講座で学習。また、「文芸創作研究」「作家特殊研究」などの講座では文

芸創作そのものについて学んでいきます。このほか、能楽研究所と連携し
た「能楽研究者育成プログラム」では、能楽に関する最高水準の大学院
教育で展開しています。また、国際日本学インスティテュートとの合同科
目を多く開設し、外国人留学生と学ぶ場が多いのも本専攻の特徴です。
本専攻では、研究者や教員、学芸員、文芸創作に関わる専門家、専門能
力をさまざまな分野で生かせる社会人の育成を幅広く行っています。

修了生の研究テーマの例
 ■ 現『伊勢物語』本文形成過程
 ■ 古活字本『保元物語』本文考
 ■『方丈記』の文末表現研究

 ■ 世阿弥作夢幻能における脇役の工夫
 ■ 澁澤龍彦後期小説論
 ■ 視覚表現（漫画）と文章表現（小説）の違い

 ■ カタカナ表記語の語用論的特徴

「作家特殊研究」は文芸創作研究プログラムの基幹科目で、毎年、現代文学の最前線で活躍する気鋭の文芸
創作家を招聘し、受講生が本人を前にしてその作家の作品について研究するという、きわめてユニークな科目
です。
どの作品について研究するか、どんなことを作家に語ってもらうかは、学生たちと作家が対話することによって、
毎年違うかたちで展開されていきます。そこでは作家についての理解を深めるだけではなく、文学研究全般に
ついての新しい視点を手に入れる学生もいれば、自らの文芸創作への貴重なヒントをもらう学生もいます。
また、そうして学んだ研究の成果は、秋学期に冊子としてまとめます。毎年、目次にはオーソドックスな作品研
究・作家研究のみならず、図像や表を駆使した文学研究から文芸創作にいたるまで、多様な記事がならびます。
こうして受講生が授業を通して学んだことを言語化した冊子は、その作家についての最新の研究成果であると
同時に、手に入れた文学的な知についての実践的な報告になります。
さまざまな興味・関心をもつ学生たちと作家の出会いによって、つねに清新な現代文学の息吹が感じられる授
業です。

作家特殊研究紹介

 専任教員一覧

 
 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 能楽資料研究A・B（各2）
 ■ 現代能楽論（2）
 ■ 日本語・日本文学の基礎A・B（各2）
 ■ 歴史と文学論A・B（各2）
 ■ 表現と社会（2）
 ■ 編集理論（2）
 ■ 作家特殊研究A・B（各2）
 ■ 文芸創作研究A・B（各2）
 ■ 日本文芸特殊研究ⅠA・B/ⅡA・B/ 
ⅢA・B/ⅣA・B（各2）

 ■ 日本文学・国際日本学基礎演習（2）
 ■ 日本文学・国際日本学論文作成 
基礎実習（2）

 ■ 日本語学特講A・B（各2）
 ■ 沖縄文芸史A・B（各2）
 ■ 中国文学A・B（各2）
 ■ 日本文芸特講ⅠA・B（文芸と音楽）（各2）
 ■ 日本文芸特講ⅡA・B 
（アートマネジメント研究）（各2）
 ■ 国語と文芸教育法A・B（各2）
 ■ 女性文学A・B（各2）
 ■ 文芸と視聴覚芸術A・B（各2）
 ■ 学際的文学論（文学の境界領域、文学と
宗教等）A・B（各2）

 ■ 文学と風土A・B（各2）
 ■ 能楽作品研究A・B（各2）

 ■ 日本文芸学A・B（各2）
 ■ 日本文芸批評史A・B（各2）
 ■ 日本古代文芸原典研究A・B（各2）
 ■ 日本古代文芸演習A・B（各2）
 ■ 日本古代文芸特講A・B（各2）
 ■ 日本中世文芸原典研究A・B（各2）
 ■ 日本中世文芸演習A・B（各2）
 ■ 日本近世文芸原典研究A・B（各2）
 ■ 日本近世文芸演習A・B（各2）
 ■ 日本近代文芸原典研究A・B（各2）
 ■ 日本近代文芸演習ⅠA・B/ⅡA・B（各2）
 ■ 日本言語学原典研究A・B（各2）
 ■ 日本言語学演習A・B（各2）

 ■ 日本文学特殊演習A・B（各2）
 ■ 日本文芸学特殊研究A・B（各2）
 ■ 日本文芸批評史 
特殊研究A・B（各2）

 ■ 日本古代文芸特殊研究A・B（各2）
 ■ 日本中世文芸特殊研究A・B（各2）
 ■ 日本近世文芸特殊研究A・B（各2）
 ■ 日本近代文芸特殊研究A・B（各2）
 ■ 日本言語学特殊研究A・B（各2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

中沢 けい　教授

2018年度は「フェイクニュース」をテーマといたしました。IT技術の
登場はグーテンベルク以来の大改革と言われました。従来の活字か
らデジタル技術によるネット配信への変化は、言論形成や文学表現
の分野にも大きな変化をもたらしています。この変化を日常的な報道
から拾い上げ検討を加えて行きます。2019年度のテーマは「フェイク
ニュースと言論形成」を考えていますが、受講生の希望で修正変更も
あります。

研究室紹介

文学表現を支える社会的事象について
研究します

年度により研究テーマを選んでいます。

杉本 裕樹

学生・修了生の声

研究を進め、日本文学への知識を深めたことで、現代のテレビドラマ
やラジオ番組の構成やストーリー展開にも関心を持つようになりまし
た。文豪が近年のドラマを執筆したらどうなるかといったアプローチ
方法を思考するなど、柔軟な手法を考えられるようになりましたね。

学んだこと・身についたこと

研究テーマ 　 
戦間期日本における 
モダニズム文学としての探偵小説

大学院の魅力

法政大学大学院は学費やアクセスなど入学への様々な敷居が低く、
先生方も親身になって指導してくださいます。研究資料が豊富に揃って
おり、学びやすい環境です。能楽作品研究や文芸創作研究、日本近代
文芸演習Ⅰといった講義も多く、研究の幅が多角的に広がりました。

博士後期課程 在学中

研究を進める中で、柔軟な思考力が養われました。
近年のテレビ番組などへの関心も深まります

Graduate School of Humanities Major in Japanese Literature

募集人員  修士課程20名／博士後期課程2名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  学術・教育関連（教員）、出版編集など

長期履修制度有（修士・博士後期課程） 　　
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海外生活と、外資系企業での多文化、多国籍環境での仕事が長かっ
たことから、自然と第二言語習得とバイリンガリズム（二言語併用）
に関心を抱くようになりました。授業では第二言語習得のさまざまな
理論を学ぶほか、研究データの実践的な分析法、言語学関連の文
献精読・発表と、興味のある科目を柔軟に選択できます。

私の研究

研究テーマ 　 第二言語習得、バイリンガリズム

英文学専攻の魅力

最終的には、バイリンガルの障害児の脳の行動機能に与える影響に
ついて研究を進めていきたいと考えており、そのために現段階ではバ
イリンガリズムと行動機能の関係について調べています。第二言語習
得と言語科学方法論により視野が広がったほか、教授陣がとてもフ
レンドリーで質問もしやすく、いろいろなアドバイスがいただけること
が魅力です。

人文科学研究科

英文学専攻
少 人 数 教 育 による 、文 学 ・ 言 語 科 学 の 専 門 的 訓 練

英米の文学、英語学、言語科学などの専門教育を行います。
教育の目標は「英米文学・英語学・言語科学の研究者の養成」「言語関連の幅広い知見を生かせる中学・高校英語教員の
養成と、科学的訓練による再教育」「幅広い学歴・職歴・年齢層の人への再学習機会の提供」です。そのため社会人入試も
実施しています。
開講科目はすべて、少人数のゼミ方式の授業であり、学生のニーズに応えて柔軟かつ丁寧な指導に努めています。また、自
由度の高いカリキュラムも大きな魅力です。専任教員と相談しながら、専攻内・研究科内・学内または提携大学院（2020年
時点、11校）の豊富な科目の中から、自分独自のカリキュラムを編成することができます。

ブライアン・ウィスナー　教授 川口 世志子

修了生の研究テーマの例
 ■ Re-visioning the Ending of The Secret Garden : 
The Author's Dream-Fulfilled World

 ■ Aspects of Madness in Guliver's Travels
 ■ Neil Simon's Formula: How He Transforms 
Real-Life Models into Fictional Characters

 ■ A Relevance-Theoretic Approach to Impoliteness
 ■ The Relationship Between Self-Regulated 
Vocabulary Learning Strategies and Vocabulary Size

 ■ The Maxson Family's Struggles in Fences
 ■ Nella LarsenのPassingにおけるヒロインの正体
－パッシングによって失ったもの

 ■ 第二言語における読みにくさと学習効果の関係性に
ついて

 ■ The Effects of Listening Repetition and Word  
Categories on L2 Dictation

 ■ Willa Cather's My Ántonia: In Memory of Her 
Precious Past

 ■ Nineteen Eighty-Four から読みとるユートピア（ディスト
ピア）とモダニズムの関連－矛盾対立する概念の共存

 ■ The Effects of Test Anxiety on Japanese  
University Studentsʼ Phonetic Knowledge and  
Performance

 ■ 言語間における非対格性の普遍性－日英語の比較 
を通じて

Graduate School of Humanities Major in English Literature and Linguistics

［ アドミッション・ポリシー ］ ［ カリキュラム・ポリシー ］ ［ ディプロマ・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針 学位授与の方針学生受け入れ方針

入学が期待されているのは、文学に強い興味を持つ人、
外国語教育や言語理論の研究のために科学的思考を養
いたいと考える人です。社会人は、基本的な思考力があ
れば勉学意欲のある方を社会人入試という形で積極的
に受け入れています。また、基礎学力と勉学意欲、日本語
と英語の能力がある外国人学生も積極的に受け入れて
います。一般入試に加え、本専攻の専任教員の推薦を得
た人（学内者とは限らない）を推薦入試という形式で積
極的に受け入れます。

文学系の教育課程では、少人数制の強みを生かしたき
め細かい指導を実施し、学生各自の興味やテーマについ
て、当該する専門分野の研究会や学会で一定レベルの
研究発表ができるよう指導しています。言語系の教育課
程では、修士に入学した段階で、科学方法論・統計学・
実験法などの方法論やスキルの入門講座を実施します。
各自の研究テーマに必要なスキルについては、個々の授
業科目において習得します。

修士の学位は、各自の選んだ研究テーマに必要な研究
方法論を身に付け、そのテーマの成果や結果についての
知識を十分に習得したと、修士論文によって判断された
場合に授与します。博士の学位は、修士の授与基準に
加えて、当該分野に新たな知見を加え、その研究分野に
独自の貢献をしたと、博士論文によって判断された場合
に授与します。

募集人員  修士課程20名／博士後期課程2名　　　　 キャンパス  市ケ谷
主な進路  学術・教育関連（教員等）、製造など

長期履修制度有（修士・博士後期課程） 　　

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

石川　 潔	 教授 理論言語学（統語論・意味論）、
心理言語学（音声知覚、文理解） 音素や音節の知覚、アスペクトの実時間処理など 言語科学方法論A、

言語学特殊研究（理論言語学・認知科学）B

ブライアン・
ウィスナー	 教授

応用言語学
（第二言語習得理論、英語教育学）

第二言語習得におけるメタ言語的知識の役割、
言語テストの妥当性など 言語科学方法論B、理論言語学・認知科学A

川﨑 貴子	 教授 理論言語学
（音韻論、第二言語習得理論） 

第二言語習得による母語への影響、
第二言語学習者の音韻習得など 言語学演習（応用言語学）A/B　

椎名 美智	 教授 英語学・日本語学（文体論、語用論、
社会言語学、コミュニケーション論） 近代英語期口語表現の歴史語用論的研究 英語学特殊研究第一

（英文法・文体論・語用論）A/B

丹治　 愛	 教授 イギリス文学 19世紀および20世紀イギリス小説 英米文学演習第三（British Fiction）A/B、
英文学特殊研究第一（British Fiction）A/B

利根川 真紀	 教授 アメリカ文学 アメリカ南部文学、女性文学、ジェンダー研究 米文学特殊研究第－A/B

日中 鎮朗	 教授 ドイツ文学、比較文学 比較文化、F.カフカ、P.オースターの文学、文学理論、
比較芸術 ※今年度は、特定の科目を担当しません

宮川　 雅	 教授 アメリカ文学 アメリカ文学史と宗教と神秘学、小説の語りと技法 英米文学演習第二（American Fiction）A/B、
Fiction演習ⅠA/B

小島 尚人	 専任講師 アメリカ文学 米国リアリズム小説の勃興と展開、小説の歴史と理論 米文学特殊研究第二（小説論）A/B

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 専任教員一覧

 設置科目
修士課程 博士後期課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 英文学思潮研究第一（文学方法論）A/B（各2）
 ■ 英文学思潮研究第二（文化研究）A/B（各2）
 ■ 米文学思潮研究第一（American Drama）A/B（各2）
 ■ 米文学思潮研究第二（American Poetry）A/B（各2）
 ■ 英文学特殊研究第一（British Fiction）A/B（各2）
 ■ 英文学特殊研究第二（British Drama）A/B（各2）
 ■ 米文学特殊研究第一（文学史）A/B（各2）
 ■ 米文学特殊研究第二（小説論）A/B（各2）
 ■ 英米文学演習第一（Shakespeare）A/B（各2）
 ■ 英米文学演習第二（American Fiction）A/B（各2）
 ■ 英米文学演習第三（British Fiction）A/B（各2）
 ■ 英米文学演習第四（British Poetry）A/B（各2）
 ■ 英語学演習（英語史・言語変化理論）A/B（各2）
 ■ 言語学演習（応用言語学）A/B（各2）
 ■ 英語学特殊研究第一 
（英文法・文体論・語用論）A/B（各2）

 ■ 英語学特殊研究第二 
（英語リーディングの科学）A/B（各2）
 ■ 言語学特殊研究 
（理論言語学・認知科学）A/B（各2）
 ■ 英語教育学研究A/B（各2）
 ■ 英語発音法A/B（各2）
 ■ 英語表現演習A/B（各2）
 ■ Fiction演習ⅠA/B（各2）
 ■ Poetry演習ⅠA/B（各2）
 ■ Drama演習ⅠA/B（各2）
 ■ 文学方法論A/B（各2）
 ■ 英語音声・応用研究A/B（各2）
 ■ 理論言語学・認知科学A/B（各2）
 ■ 応用言語学・理論研究A/B（各2）
 ■ 英語科教授法・教材研究A/B（各2）
 ■ 言語科学方法論A/B（各2）

 ■ 音声言語科学特論（2）
 ■ 音声言語科学演習（2）
 ■ 比較文学研究A/B（各2）
 ■ Issues in Japanese Studies Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ Academic English 
（Effective Writing）A・B（各2）
 ■ Academic English 
（Oral Presentation）A・B（各2）

 ■ 英米文学特殊演習ⅠA/B（各2）
 ■ 言語学特殊演習ⅠA/B（各2）
 ■ 文学方法論特講A/B（各2）
 ■ 言語科学方法論特講A/B（各2）
 ■ 英米文学特講Ⅰ～ⅤA/B（各2）
 ■ 言語科学特講Ⅰ～ⅤA/B（各2）

本研究室では、第二言語習得理論と英語教育学の関連を研究して
います。第二言語習得理論から得るヒントを教育現場でどのように応
用するのか、効果的な英語の指導法とは何なのかにフォーカスしてい
ます。私の最近の研究対象は、メタ言語的知識や個人の言語適性な
どが第二言語の手続き的知識の習得において果たす役割についてで
す。このような研究には、心理言語学・認知科学・言語学・教育学な
どの知見も欠かせませんが、それぞれの分野が相互協力することで
研究面での相乗効果が得られ、第二言語の習得過程や効果的な外
国語教育法がより明らかになっていくと期待されています。

※本専攻には、このほかに英米文学や英語学・言語学などの分野を扱う、全部で9の研究室があります。

研究室紹介 学生の声

博士後期課程 在学中第二言語習得理論と
英語教育学の関連性

第二言語学習者への
効果的な指導法を探る

多彩な言語学を学べる環境で
バイリンガリズムの知見を広げています
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専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

日
本
史
分
野

小倉 淳一� 教授 日本考古学 日本考古学、特に東日本の弥生時代社会の研究 日本考古学演習Ⅰ/Ⅱ、日本考古学特殊研究Ⅲ/Ⅳ

小口 雅史� 教授 日本古代史、東アジア比
較法制史、日本北方史

日本古代社会経済史、日中比較律令法（土地法）史、蝦夷論・
敦煌・吐魯番学 日本古代史演習Ⅰ～Ⅳ

大塚 紀弘� 准教授 日本中世史 中世の対外関係および仏教に関する研究 日本史学原典研究Ⅰ/Ⅱ、日本中世史演習Ⅰ/Ⅱ、
日本古文書学研究Ⅰ/Ⅱ

松本剣志郎� 准教授 日本近世史 近世都市論 日本近世史演習Ⅰ/Ⅱ、日本近世史料学研究Ⅰ/Ⅱ

長井 純市� 教授 日本近現代史 日本近現代史における政治指導、明治国家における地方制
度整備をめぐる政治過程

日本近代史特殊研究Ⅰ/Ⅱ、日本近代史演習Ⅰ/Ⅱ、
日本近代史研究Ⅰ/Ⅱ

東
洋
史
分
野

塩沢 裕仁� 教授 中国史・物質資料学 漢・魏晋南北朝・隋唐の都城考古学 東洋史学特殊研究Ⅰ/Ⅱ

齋藤　 勝� 准教授 中国史・文献史料学 唐代の社会・民族・文化の研究 東洋史学演習Ⅰ/Ⅱ、東洋古代史研究Ⅰ/Ⅱ、
文書館管理研究Ⅱ

西
洋
史
分
野

後藤 篤子� 教授 西洋史 ローマ帝国の歴史と社会および西洋古代末期における社会・
文化の連続と変容 西洋史学演習Ⅰ/Ⅱ、西洋古代史研究Ⅰ/Ⅱ

高澤 紀恵� 教授 西洋史 近世フランス社会史・都市史 西洋史学演習Ⅲ/Ⅳ、
ヨーロッパ近現代政治史研究Ⅰ/Ⅱ

大澤 広晃� 准教授 西洋現代史 イギリス帝国史 西洋史学演習Ⅴ/Ⅵ（本年度休講）

人文科学研究科

史学専攻
日 々 進 化 す る 歴 史 学 。あ な た の 眼 で 歴 史 を 発 見 しよう

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程 博士後期課程

 ■ 西洋古代史研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 西洋中世史研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ ヨーロッパ近現代政治史研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ アーカイブズ学Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 文書館管理研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 記録史料学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 記録史料学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 外書講読Ⅰ/Ⅱ（各2）

 ■ 日本古代史研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本古代史料研究（2）
 ■ 日本中世史研究（2）
 ■ 日本近世史料学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本近代史研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 沖縄学入門Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 東洋史学特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 東洋史学演習 I ～Ⅵ（各2）
 ■ 東洋古代史研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 東洋中世史研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 東洋近代史研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 西洋史学特殊研究Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 西洋史学演習 I ～Ⅵ（各2）

 ■ 日本史学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本史学原典研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本古代史特殊研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本中世史特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 日本近世史特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 日本近代史特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 日本考古学特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 日本古代史演習Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 日本中世史演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本近世史演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本近代史演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本考古学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本古文書学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）

 ■ 史学特殊演習A Ⅰ/Ⅱ・B Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本史学特殊講義A Ⅰ/Ⅱ～ E Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 東洋史学特殊講義A Ⅰ/Ⅱ・B Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 西洋史学特殊講義A Ⅰ/Ⅱ～ C Ⅰ/Ⅱ（各2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

日本史（ 考古学・古代史・中世史・近世史・近現代史の5領域）、東洋史、西洋史の3 分野にわたる多彩な授業を展開して
います。歴史学は長い伝統を持ち、日々、学説の前進・更新・進化が続く学問です。近年、歴史学は人類史的視点により一
層進化しました。本専攻は、史資料批判を通して自ら歴史像を再構成するという伝統的な研究方法を重んじ、同時に最新の
研究方法・成果も取り入れています。そして、歴史学の発展に寄与することを目指しています。本専攻の修了者は、大学・高校・
中学の教員、博物館の学芸員、資料館・文書館の専門職員（アーキビスト）、図書館の司書、都道府県史・市町村史の編纂
員、文化財保護事業の専門職員などの諸分野で活躍しています。

 専任教員一覧

小倉 淳一　教授

研究室には先史考古学から歴史考古学までさまざまな時代と資
料を研究する院生が所属し、発表や議論を行っています。考古
学資料はそれ自身では情報を発しませんが、さまざまな角度から
光を当ててやることで、知られざる側面をいくつも見せはじめま
す。その手法や手続きについて相互に検討し、資料に物語らせ
ながら立論することで自己研究を深めていくことを期待していま
す。私自身は弥生時代社会に関する研究を土器や集落の面から
進めており、文献史料に表れない人間集団の選択や動向をつか
んでいくことを目指しています。研究室では所蔵する資料の整理
も実習的に進めており、考古学資料からいかに情報を引き出しま
とめるかについて、実践的な検討も行っています。

※ 本専攻には、日本考古学から日本近現代史、あるいは東洋史や西洋史分野を扱う、全部で10の研究室
があります。

研究室紹介

日本考古学、特に東日本の
弥生時代社会の研究

物質資料に語らせる考古学の魅力

田上 慎一

学生・修了生の声

日本近代史を専攻し、特に昭和戦前・戦中期における政治状況
を地域の視点を重視しながら研究しました。「なぜ太平洋戦争は
起こったのか? 」という大きな研究課題を考える上で、私は国家
を底辺で支える地域とそこに暮らす人びとの視点が重要だと考
えました。そこで、長野県で地域に根ざして活動していた政治家
を対象として、この時期の政治状況を研究しました。

私の研究

研究テーマ 　
 昭和戦前・戦中期における中央政界と 
地方の動向

将来の目標

大学院で得られた知識や技術、成果を社会に還元することが将
来の目標です。ここ数年、歴史学に対する社会的な関心が高まっ
ていると感じます。自分や自分の先祖がどのような軌跡を歩んだ
かをまとめたい、防災を目的に過去の土地利用を学びたいなど、
その動機はさまざまだと思います。私は、こうした「学びたい、知
りたい」という想いを支える活動を起こしたいと考えています。

修士課程 2014年度修了／

株式会社アトラス

太平洋戦争という大きな課題に挑戦。
ここで得た知識や成果を社会に
還元することが目標

修了生の研究テーマの例

 ■ スウェーデン福祉国家形成に関する考察 
－19世紀後半から20世紀前半を中心に－

 ■ 大正末～昭和初期の宮中
 ■ 19世紀ロシア帝国の海峡問題
 ■ 弁護士と人権擁護の闘い 
－労農弁護士団事件を中心に－

 ■ 礼法要項研究 
－近代最後の礼法書の成立過程と特質－

 ■ ペリクレスの市民権法が神官の選出方法に与えた変化とゲ
ノスの変質に関する考察

 ■ 宮号舎人の騎兵軍事力と馬飼集団 
－信濃国の金刺舎人・他田舎人を例として－

 ■ 幕末朝廷の政治行動について 
－御内慮と御直達のあいだ－

 ■ 日露両国の領土概念と認識 
－千島列島をめぐって－

 ■ 敦煌初盛唐窟と興福寺の八部衆像の研究 
－東アジアの仏教美術における位置づけ－

 ■ 吉田路線の形成過程 
－新日本建設と伝統継承－

 ■ 敦煌籍帳の四至に見られる「自由」の再検討 
－日本古代公田賃租の経営と自田の経営を比較して－

 ■ 幼年期における仮親習俗の日中比較研究 
－日本高知県と中国山東省、河南省の比較を中心に－

Graduate School of Humanities Major in History

募集人員  修士課程15名／博士後期課程2名　　　　 キャンパス  市ケ谷
主な進路  教員、公務員など

長期履修制度有（修士・博士後期課程） 　　

023022



人文科学研究科

地理学専攻
世 界 の 多 様 さ 、自 然 環 境 の 多 様 さ 、人 間 社 会 の 多 様 さを 科 学 的 に 解 明

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

伊藤 達也� 教授 経済地理学、資源・環境研究 水資源研究、環境問題研究、地域経済・地域社会研究 人文地理学研究Ⅰ/Ⅱ、人文地理学演習Ⅰ/Ⅱ

米家 志乃布� 教授 歴史地理学、江戸東京のツーリズム、
日本北方・ロシア地域研究

蝦夷地・北海道の歴史地理学、
シベリア・極東の地図史研究、江戸東京の名所研究 歴史地理学研究Ⅰ・Ⅱ、歴史地理学演習Ⅰ・Ⅱ

中俣　 均� 教授 文化地理学、島嶼の地理学 沖縄地域研究 文化地理学研究Ⅰ/Ⅱ、文化地理学演習Ⅰ/Ⅱ

前杢 英明� 教授 自然地理学、地形学、第四紀学 地殻変動および環境変動に関する地形・地質学的研究 地形学研究Ⅰ/Ⅱ、地形学演習Ⅰ/Ⅱ

吉田　 智� 教授 原子核物理学 平均場理論による原子核構造の研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

小原 丈明� 准教授 都市地理学、都市開発論 都市開発の空間的・社会的意義、
土地所有から見た都市形成・変容

社会経済地理学研究Ⅰ・Ⅱ、
社会経済地理学演習Ⅰ・Ⅱ

片岡 義晴� 准教授 農業経済地理学 現代の農業労働力問題、集落共同化 地域社会論研究Ⅰ/Ⅱ、地域社会論演習Ⅰ/Ⅱ

小寺 浩二� 准教授 自然地理学（水文学）、海洋陸水学、
地域環境情報解析

水循環に伴う物質循環に関する研究、地域環境問題、
河川流域の水環境保全と管理に関する研究 水文学研究Ⅰ/Ⅱ、水文学演習Ⅰ/Ⅱ

山口 隆子� 准教授 自然地理学、気候学・生気象学 都市気候研究、都市緑化研究、自然地誌研究 気候学研究Ⅰ/Ⅱ、気候学演習Ⅰ/Ⅱ

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 社会経済地理学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 文化地理学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 文化地理学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 地域社会論研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 地域社会論演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 歴史地理学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 歴史地理学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 空間構成論研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 人文地理学文献講読Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 人文地理学特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 地理情報システム研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 地理学現地研究Ⅰ/Ⅱ（各1）

 ■ 地形学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 地形学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 気候学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 気候学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 水文学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 水文学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 第四紀学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 自然地理学文献講読Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 自然地理学特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 人文地理学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 人文地理学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 社会経済地理学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）

 ■ 地理学特別演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 自然地理学特別講義Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 人文地理学特別講義Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 地誌学特別講義Ⅰ～Ⅳ（各2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

自然地理と人文地理の2本柱でカリキュラムを構成しています。その幅広く複合的な領域をバランス良くカバーする教育体制
が整っています。地理学は地域の科学、あるいは空間の科学ともいわれます。地理学でいう地域（空間）とは、身近なミクロの
範囲から、国・大陸・地球規模と、さまざまな規模を含んでいます。地球規模の環境問題に直面する現代、現場のフィールド
ワークをもとに、地表付近で起こる時空間的現象にアプローチする地理学は、社会的にもその重要性を増しています。本専
攻では、学生は自然地理・人文地理のどちらかに重心を置きつつ、個別の研究テーマを設けて研究を進めます。養成する人
材は、地理学研究者、中学・高校教員、公務員、社会に貢献する人材などです。また、社会人入試制度により現職の教員や
有職者の再学習にも力を注いでいます。

修了生の研究テーマの例

 ■ 2014年9月27日御嶽山噴火前後における山体周辺の
水質変化

 ■ 東京首都圏における北西方向への気温の縦断分布と
その季節的変化

 ■ 新潟県上越市・十日町市における体験教育旅行受け
入れの展開と地域住民の受容 
－「越後田舎体験」の民泊世帯を中心に－

 ■ クリプトテフラの同定による南海トラフ大地震に伴う
津波発生年代の解明

 ■ 台風通過に伴う関東地方の降水量分布と地形との対応
 ■ 外国人技能実習生導入に伴う農家の変容と実習生の来日
要因と意識

 ■ 中国都市観光における観光客満足度調査 
－重慶市・洪崖洞を事例として－

 ■ 半乾燥地域における塩湖及び集水域諸河川・地下水の 
水文化学特性　 
－中央アジア・キルギス：イシククル湖を事例に－

 ■ 近現代中国における纏足女性の社会生活の変化 
－雲南省通海県六一村と長河村の事例を通して－

 ■ 中国における使用済み自動車の解体業に関する研究
－重慶市における解体企業の考察を中心に－

 ■ 現代の不安定居住者層集中地域の特性による影響 
－大田区蒲田を中心に－

 専任教員一覧

山口 隆子　准教授

自然地理学の中でも、気候学・生気象学を専攻し、気候変動が
人間や自然環境に及ぼす影響を研究しています。生気象学は 

ヨーロッパを中心に研究が行われていますが、日本では数少な
い研究室の一つとなっています。
現在、在籍している院生は、「温暖な地域における風穴の実態解
明」を研究テーマとし、四国にある複数の風穴において観測を
行っています。現地研究では、韓国密陽近郊のオルムゴルや、鹿
児島・宮崎県内にある複数の風穴において気象観測を実施しま
した。桜島では、これまで学術的な調査が未実施の風穴を発見
し、学会で発表するなど、幅広く研究に取り組んでいます。
また、ヒートアイランド現象をはじめとした都市気候や都市緑化
技術、熱中症などの研究や東京の自然環境（多摩部や島しょ）、
気候景観に関する研究も行っています。
大学院修了生は、大学院での学びを活かし、教員や環境コンサ
ルタント会社において技術者として活躍しています。

研究室紹介

気候学・生気象学

気候変動から
身近な気候現象の実態解明まで

吉原 圭佑

学生・修了生の声

学内・学外を問わず例えば経済地理学分野における第一人者
の教授方から教授して頂け、少人数のゼミ形式での講義では院
生からの疑問に議論の中でお答えくださいます。修士論文・博
士論文に関しては指導教員か否かを問わず厳しく鋭い指摘をし
てくださいます。また、研究意欲の高い日本人院生や留学生と交
流でき、全く色の異なる各々の研究テーマや異文化から大きな
刺激や新たな視座を得られます。

専攻の魅力

研究テーマ 　
 航空旅客・航空貨物ネットワークからみる
世界都市システムの変遷

学んだこと、身に付いたこと

恵まれた環境で研究に邁進できています。具体的には、一流の
教授方や豊富な蔵書、研究補助金、専攻室、他大学院との単位
互換制度を擁しており、キャンパスは都心に立地するため国立
国会図書館や現地調査へも至便です。普段から留学生や社会
人院生と共に学び研究し、現地研究では海外に赴くこともある
ため、日本人院生同士での交流では生まれない刺激を受け、ビ
ジネスや海外へも関心事の範囲が拡大しました。

博士後期課程 在学中

研究意欲の高い院生や留学生との交流が
大きな刺激に。
恵まれた環境がビジネスや海外への関心を
広げてくれた

Graduate School of Humanities Major in Geography

募集人員  修士課程15名／博士後期課程2名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  教育関連（教員）やコンサル分野など

長期履修制度有（修士・博士後期課程） 　　
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専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

高橋 敏治 教授 生理心理学、睡眠科学、
精神保健学

時差症候群とシフト勤務に関係する精神作業能力やP300の
変化、サーカディアンリズム睡眠障害

精神保健特論、精神生理特講、
精神生理特殊講義

吉村 浩一 教授 知覚・認知心理学、心理学研究法 逆さめがね着用などによる変換された視覚世界への順応過程
の研究、心理学研究法、アニメーションにおける動きの研究

知覚運動論演習、心理研究法特論、
知覚認知心理学特殊講義

渡辺 弥生 教授 発達心理学、発達臨床心理学、
学校心理学

社会性や感情の発達メカニズムの解明・いじめなどの対人関
係における問題の予防と心理教育プログラムの開発・展開

発達心理特論、学校カウンセリング演習、
発達心理学特殊講義

福田 由紀 教授 言語心理学、教育心理学 浅い処理から見た文章理解モデル、コミュニケーションにおけ
る言語活動の役割、読みと感情

言語心理特論、言語心理演習、
言語心理学特殊講義

島宗 理 教授 行動分析学、産業組織心理学 パフォーマンス・マネジメント、インストラクショナルデザイン、
組織行動マネジメントや消費者行動に関する研究

発達行動特論、学校コンサルテーション特論、
行動分析学特殊講義

藤田 哲也 教授 認知心理学、教育心理学
人間の記憶を中心とした認知メカニズムに関する基礎研究
と、学習場面における動機づけと学習方略との関連を中心と
した教育への応用研究

学習心理特論、学習指導特論、
認知学習過程演習、大学教員心理学基礎講座

越智 啓太 教授 犯罪心理学、社会心理学 犯罪心理学、特に犯罪捜査における心理学の応用についての
研究、デートバイオレンス、プロファイリング

社会心理特論、犯罪心理特論、
犯罪心理学特殊講義

田嶋 圭一 教授 音声学、言語学、言語心理学、
認知科学

音声言語（特に外国語音声）の知覚・産出・学習に関する実
証的研究

音声言語科学演習、音声言語科学特論、
心理学英語論文作成指導

荒井 弘和 教授 スポーツ心理学 アスリートに対するメンタルサポート、
ソーシャルマーケティングによる生涯スポーツの普及 スポーツ心理特論

人文科学研究科

心理学専攻
心 の 機 能 を 認 知 と 発 達 を 柱 に 考 える

特定の領域に偏らず、心理学のさまざまな領域を学びます。そのため、知覚・睡眠・発達・発達臨床・言語・教育・行動分析・
犯罪・社会・記憶・学習・音声学・スポーツ・健康といった多様な領域のエキスパートによる集団指導体制をとっています。
また、実験・検査・面接、調査や統計など、心理学の研究法に関する技術を修得できるようにカリキュラムを編成しています。
心理学の研究法を修得しながら高度なコンピュータ・リテラシー、文章表現力、プレゼンテーション能力が身に付きます。さ
らに、所定の条件を満たすことにより学校心理士あるいは学校心理士補の受験資格を取得できます。学内のライフスキル教
育研究所とも連携し、エビデンスに基づいた研究実践を展開します。

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

● NIRS（脳血流量測定装置）：全脳型1台、前頭型2台。
● 脳波計：据置型1台、携帯型2台、P300 などの事象関連電位測定。
● ポリグラフ：脳波、筋電図、呼吸運動、心電図、指尖脈波、耳栓型温度、皮膚活動電位などが測定可能。
● その他、サーモグラフィー、アイカメラ、呼吸代謝測定機器、事象関連電位や周波数、3次元動作や自律神経系の解析ソフト、防音室など。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 心理学研究法演習Ⅰ/Ⅱ（各1）
 ■ 学習心理特論（2）
 ■ 音声言語科学特論（2）
 ■ 社会心理特論（2）
 ■ 読書心理特論（2）
 ■ 教育心理特論（2）
 ■ 犯罪心理特論（2）
 ■ 学習指導特論（2）
 ■ 知覚運動論演習（2）
 ■ 音声言語科学演習（2）
 ■ 精神生理特論（2）
 ■ 認知学習過程演習（2）

 ■ 臨床心理特論（2）
 ■ 発達心理特論（2）
 ■ 障害児心理特論（2）
 ■ 人格心理特論（2）
 ■ 言語心理特論（2）
 ■ 精神保健特論（2）
 ■ 学校カウンセリング演習（2）
 ■ 発達行動特論（2）
 ■ 生徒指導特論（2）
 ■ 言語心理演習（2）
 ■ 学校コンサルテーション特論（2）
 ■ 心理教育アセスメント特論（2）

 ■ 心理教育アセスメント演習（2）
 ■ スポーツ心理特論（2）
 ■ 健康心理特論（2）
 ■ 心理研究法特論（2）
 ■ 応用心理統計Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 言語分析哲学研究Ⅱ1・2（各2）
 ■ 古代哲学史研究Ⅱ1・2（各2）
 ■ 近代倫理学史研究Ⅱ1・2（各2）
 ■ 実践哲学研究Ⅱ1・2（各2）
 ■ 科学哲学研究Ⅱ1・2（各2）
 ■ 超越論哲学研究Ⅱ1・2（各2）

募集人員  修士課程10名／博士後期課程3名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  �教職、公務員（ 家庭裁判所調査官、各県心理職、 各県警科学捜査研究所、法務省）、発達支援、情報通

信、リサーチ会社、博士後期課程への進学、大学や研究機関など

Graduate School of Humanities Major in Psychology

［ 主なアドミッション・ポリシー ］ ［ 主なカリキュラム・ポリシー ］ ［ 主なディプロマ・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針 学位授与の方針学生受け入れ方針

○ 心理学研究への強い意欲と心理学の各分野におけ
る学部卒業レベルの知識。
○ 修士論文・博士論文研究の実施と論文執筆のため
に必要となる英文読解力や批判的読解力、論理的
思考力、データ分析力、プレゼンテーション能力、お
よびITリテラシー。

○ 年に2回の研究発表会では専任教員全員で集団
指導。

○ グループ討論や発表機会、情報技術を活用する課
題の設定。

○ 観察・実験・調査を通して、人の認知や発達につい
て科学的に理解できる。
○ 国内外の先行研究や社会的要請をふまえ、自ら課
題を設定できる。

○ 研究・学習目標を達成するために他者と協働でき、
成果を的確に他者に伝えられる。

修了生の研究テーマの例
 ■  不安喚起の差異からみた入眠期の 
脳波・自律神経活動による精神生理学的検討

 ■  子どもの発達に関する知識が育児ストレスに 
及ぼす影響

 ■  商品名に含まれる音相の違いが 
購買意欲、商品画像の選択に与える影響

 ■  人物同定再認における幸福顔優位性の生起因 
－再認の二過程説による検討－

 ■  漢字・ひらがな・カタカナの書き分けと印象の違いについて 
－日本語表記に関する実証的研究－

 ■  音響的な特徴が音声による羞恥感情の程度と種類の認知
に及ぼす影響 
－ピッチと時間に着目して－

 ■  オノマトペの感覚関連性および表記形態が意味理解に 
与える影響　 
－感覚情報を測定する評価用語への応用を目指して－

 ■  パートナーに対する暴力のメカニズム 
－Dark Triad と生活史戦略による個人差に対するアプローチ－

 ■ アニメーションによる物語理解過程の心理学的検討

 専任教員一覧

 主要な研究設備

 ■ 心理学特殊研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 大学教員心理学基礎講座（2）
 ■ 心理学英語論文作成指導（2）
 ■ 知覚認知心理学特殊講義（2）
 ■ 精神生理学特殊講義（2）
 ■ 発達心理学特殊講義（2）
 ■ 言語心理学特殊講義（2）
 ■ 行動分析学特殊講義（2）
 ■ 犯罪心理学特殊講義（2）

長期履修制度有（修士・博士後期課程） 　　 昼間開講（一部夜間開講）

吉村 浩一　教授

「認知」とは、身の周りにあるものを知覚することから始まり、それを
記憶し、それらを材料に思考・推理していく心の働きです。私たちの
心理学専攻では、この「認知」を、もう一つの柱である「発達」ととも
に、心理学にとって重要で中心的な研究対象として、さまざまな角度
から解明することを目指しています。中でも「知覚」は、身の周りの映
像や音、香りや振動などの物理的刺激が心に届く入口部分を担当す
る研究分野で、科学的検討が行いやすい領域です。例えばアニメー
ションは、静止画を次々に素早く見せているのに滑らかな動きと知覚
されます。物理的事実と心理的知覚物の間にあるこのようなズレを科
学的にかつ法則的に捉えることを私たちは目指しています。

※  本専攻には、このほかに精神生理・知覚・言語・音声・発達・犯罪・行動分析・スポーツなどの分野
を扱う、全部で9の研究室があります。

研究室紹介

錯覚や見間違いも、
見ることの法則性が生み出す心の法則

古くて新しい問題を知覚することから始まる
人の認知の解明

太田 碧

学生・修了生の声

私は、アニメーションキャラクターについての研究をしています。特に
キャラクターの顔の魅力や、実際の人間との違いに注目し、認知に差
があるのかを実験と統計を用いて明らかにする研究に取り組んでい
ます。現在、アニメやキャラクターについての心理学的研究は少ない
ため、研究において得られる結果は、この分野においてとても有益で
あると考えています。

私の研究

研究テーマ 　アニメーションキャラクターの顔、魅力について

将来の目標

研究を続けていきたいと考えています。心理学的なアニメやキャラク
ターの研究はまだまだ数が少ないので、数を積み重ねて新たな発見
をしていきたいです。また、研究の成果を実際の現場に生きる形に変
化させていくことが目標です。魅力的なキャラクターの作成や、実写
化に際して原作の魅力を損なわないようなシステムの開発を行いた
いと考えています。

博士後期課程 在学中

数少ない心理学的なアニメやキャラクターの研究
成果を実際のアニメ制作などの現場に還元したい
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国際日本学インスティテュート
「学際」と「国際」─学問領域の枠を超え、国境を超え、 世界の中の日本を視る

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 沖縄文芸史Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 中国文学Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 女性文学Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 文学と映画Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 文学と風土Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 表現と社会（2）
 ■ 編集理論（2）
 ■ 英語発音法Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 行動科学方法論Ⅰ（2）
 ■ 西欧比較文学Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ Issues in Japanese Studies Ⅰ/Ⅱ（各２）

【国際日本学関連科目・歴史と思想】
 ■ 西欧の思想Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 東北アジアの文化伝播 
Ⅰ1・2/Ⅱ1・2/Ⅲ1・2（各2）

 ■ 東アジアの律令文化 
Ⅰ1・2/Ⅱ1・2（各2）

 ■ 王権の政治文化Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 天皇制と政務・儀礼Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本の歴史と宗教（2）
 ■ 古文書から読む江戸社会・入門編Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 江戸の地方文化Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本文化と西洋文化Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本の近代と国際社会Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 沖縄学入門Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ アーカイブズ学Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 文書館管理研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 記録史料学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 記録史料学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）

【国際日本学関連科目・風土と民族】
 ■ 日本の環境論Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本の都市と産業Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 地図の文化誌Ⅰ/Ⅱ（各2）

 ■ 仏教思想と仏教美術Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 越境時代の日本文化Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ データ分析法Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ サブカルチャー論Ⅰ/Ⅱ（各2）

【国際日本学関連科目・文学と言語】
 ■ 日本文学・国際日本学基礎演習（2）
 ■ 日本文学・国際日本学論文 
作成基礎実習（2）

 ■ 近代の文芸批評Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 神話と歌Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 平安時代の物語Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 書誌学と文献学Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 能と楽劇Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 江戸の文芸と文化Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 江戸の思想史Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本語の歴史と現在Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 現代日本語のしくみⅠ/Ⅱ（各2）

【必修科目・国際日本学演習】
 ■ 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 国際日本学合同演習（2）

【国際日本学基幹科目】
 ■ 世界の日本論と日本学Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ アジアと日本Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 国際日本学論文作成実習 
（英語）Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本語論文作成実習Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本語論文作成基礎A Ⅰ～Ⅳ（各1）
 ■ 日本語論文作成基礎B Ⅰ～Ⅳ（各1）
 ■ 日本語の性格Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 伝統文化と民衆世界Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本の思想・西欧の思想Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 日本の思想Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 史料から読む琉球とアジアⅠ/Ⅱ（各2）
 ■ 戦後沖縄と対外関係Ⅰ/Ⅱ（各2）

 ■ 国際日本学研究Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 国際日本学特殊講義
　AⅠ・JⅠ・KⅠ（各2）

 ■ 国際日本学特殊講義
　B～H、LⅠ/Ⅱ（各２）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

哲
学
専
攻

安孫子 信� 専担教授 思想史 ヨーロッパと近代日本 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、日本の思想・西欧の思想Ⅰ/Ⅱ

西塚 俊太� 専担講師 日本思想史・日本近代哲
学・倫理学 京都学派の哲学の研究・日本倫理思想の研究 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

日
本
文
学
専
攻

伊海 孝充� 専担教授 日本文学 能楽を中心とした古典芸能・民俗芸能 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

小秋元 段� 専担教授 日本文学 日本中世文学、中世・近世初期出版文化、和漢比較文学 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

小林 ふみ子� 専担教授 日本文学 江戸時代文化、文芸（漢文戯作や狂詩含む）、
絵本、浮世絵など 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、江戸の文芸と文化Ⅰ/Ⅱ

坂本　 勝� 専担教授 上代文学 古事記・万葉集を中心とする上代文学研究 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、神話と歌Ⅰ/Ⅱ

島田 雅彦� 専担教授 創作、小説論、文学史、
戦後史、サブカルチャー 日本学、比較文化学、サブカルチャー諸ジャンル 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

スティーヴン・ネルソン�専担教授 日本音楽史学 音楽・古典芸能の歴史、古典文学作品と音楽 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、
国際日本学論文作成実習（英語）Ⅰ/Ⅱ

遠藤 星希� 専担准教授 中国文学 中国唐代文学、江戸・明治期を中心とした日本漢文学 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

尾谷 昌則� 専担教授 言語学 若者言葉、意味論、文法論、認知言語学 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

間宮 厚司� 専担教授 言語学 日本語の意味・表記・流行語の変化 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、日本語の歴史と現在Ⅰ/Ⅱ

王　　 安� 専担准教授 言語学 対照言語学、現代中国語文法、認知言語学、形容詞、
感情表現 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

英
文
学
専
攻

川﨑 貴子� 専担教授 言語学 言語習得、音韻論、心理言語学、
学習者に注目した第二言語教育 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

椎名 美智� 専担教授 言語学 日本語の語用論、社会言語学、文体論、談話分析 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

史
学
専
攻

小口 雅史� 専担教授 古代日中比較文化論、
日本古代中世北方史

日中比較律令法史・土地法史、蝦夷論、
日本古代社会経済史 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、東アジアの律令文化Ⅰ/Ⅱ

謝　　 茘� 専担教授 中国漢族社会の文化人類
学的研究 中国・日本社会の生活文化の比較 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

水野 和夫� 専担教授 マクロ経済学、現代日本経
済論、資本主義経済史

デフレ・ゼロ金利下における日本経済の課題、
資本主義経済の課題と将来展望 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

松本 剣志郎� 専担准教授 日本近世史 城下町江戸の空間と社会 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

地
理
学
専
攻

伊藤 達也� 専担教授 地理学、地域社会・地域
経済研究 日本から東アジアにかけての水資源問題、環境問題 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、日本の環境論Ⅰ/Ⅱ、

国際日本学合同演習

米家 志乃布� 専担教授 日本の歴史地理学、
日本とロシアの地図史 画像史料を用いた日本研究、日本における歴史的町並み保存 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、地図の文化誌Ⅰ/Ⅱ

片岡 義晴� 専担准教授 地理学 農業共同化、雇用型農業と外国人労働力 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ

小原 丈明� 専担准教授 地理学、都市に関わる社
会的・経済的な事象 日本における都市の形成・変容および開発に関する研究 国際日本学演習Ⅰ/Ⅱ、日本の都市と産業Ⅰ/Ⅱ

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

国際日本学インスティテュートは、哲学・日本文学・英文学・史学・地
理学の5専攻が共同で開設する、日本研究に特化した教育研究プログ
ラムです。思想・サブカル・芸術・文学・言語・歴史・民俗・生活文化・
地理・環境・経済などを切り口に、日本について深く探究することを目指
します。一言で「日本」といっても、そこには多様な側面が存在しています。
例えば、沖縄からアイヌ民族、そして在日外国人とともに作り上げてきた
日本文化や、これまで必ずしも学術的な対象として捉えられてこなかった
サブカルチャーなど、日本研究の領域には広がりがあります。従来の分

野に収まりきらないテーマや広い視野で日本を研究したいと願っている
学生や社会人、外国人留学生にとって最適な専攻です。国際日本学イン
スティテュートでは「学際性」と「国際性」を重視して研究を進めます。一
つの学問領域を研究しているだけでは得られない知見を、専攻横断的
なカリキュラムを通じて獲得することができます。また、世界各国の留学
生と日本人が集まり、交流する場として、海外からの視点や比較の視点
による研究も実現することができます。多様な日本を、多様な背景と関心
を持った仲間が学び合う、新たな知的探究の場がここにはあります。

 専任教員一覧

スティーヴン・ネルソン　教授

日本の音楽文化は、海外（主にアジア大陸）からの影響を受け
る時期と、それを消化し日本的なものに変容させていく時期との
推移の中で形成されてきました。こうした歴史的経緯を踏まえ
て、音楽史学の方法論的可能性を考えながら研究しています。
狭義の音楽文献史料（楽譜や楽書）に加え、一般的な文献史料
（日記などの記録）や文学作品の中の音楽描写場面にも着目し、
音楽史を探る材料として読み解きます。楽器などの物的史料も、
また日本に豊富に現存する音楽・古典芸能の生きた演奏伝承も
研究対象とします。文化における音楽の不変性と可変性を探り
ながら、「日本的なもの」を明らかにしていきます。

研究室紹介

東アジアとの関係を踏まえた、 
日本の音楽・古典芸能に関する
歴史的研究

日本の音楽や古典芸能を、東アジアという
枠組みの中で捉え、その歴史的な変遷を考察

丁 維那

学生・修了生の声

言語学をはじめ思想から歴史、サブカルチャーまで、多岐にわた
る切り口で学際的な研究ができる点が魅力です。私はかねてか
ら言語学という学問をきちんと学びたいと思い、社会人10年目
にして夢を叶えました。パフォーマンスを発揮する仕事と違い、
大学院での研究は勉強と発表、つまりインプットとアウトプット
の繰り返しです。仕事との両立は大変でしたが、教授の指導のも
とバランス良く、多くの気づきを得ながら研究ができました。

専攻の魅力

研究テーマ 　
 「ドキドキ」に関する一考察 
―韓国語の「dugun-dugun」との比較を中心に―

私の研究

日本人女性がよく使うオノマトペ、「ドキドキ」に着目し、その用法
の変遷を明らかにするとともに、統語的・意味的特徴を韓国語で
ドキドキを表す「dugun-dugun」と比較しました。共通点も多い
一方で相違点も見られ、それぞれの言語文化について理解を深
めました。研究を通して常に問い続ける力や課題を明確にする力、
また解決に向けて行動する力を培ったことが大きな成果です。私
自身の知見を広げ、仕事や今後の人生の原動力になっています。

修士課程 2018年度修了／

サムスン電子ジャパン株式会社

日本と韓国の「ドキドキ」を研究。
常に問い続ける力や
課題発見・解決力を磨きました

修了生の研究テーマの例

 ■ 映画を通じて日本の百合文化の現状について考察する

 ■ 中国における死を主題とする絵本－日本から受容された作品と中国の作品との比較－

 ■ オペラ《蝶々夫人》における東洋的表象

 ■ 現代日本語における「頭」の意味について

 ■ 天気表現のメタファーに関する日中対照研究

 ■ 現代における妖怪文化の伝承に関する考察－サブカルチャー作品に登場するキャラクターを中心に－

 ■ 沖縄シーサーの成立過程－シーサーの各種類の起源と狛犬からー

 ■ 横浜みなとみらい21 地区におけるオフィス立地の変容－経済的中枢管理機能を中心に－

 ■ 観光からみた農村空間の商品化による地域活性化－青森県田舎館村における取組と地域活性化の可能性－

Graduate School of Humanities Institute of International Japanese Studies

募集人員  修士課程14名程度／博士後期課程5名程度　　　　 キャンパス  市ケ谷
入学後は人文科学研究科のいずれかの専攻（心理学専攻を除く）に在籍することになります。

　　　　 長期履修制度有（修士・博士後期課程） 　　
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国際文化研究科

国際文化専攻
異 文 化 との 交 流 によって 成 立 す る「 国 際 文 化 」を 探 究

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

浅川 希洋志� 教授 心理学、人間発達学 フロー経験（flow experience）と精神的健康・Well-beingとの関連に
ついて ※今年度は、特定の科目を担当しません

今泉 裕美子� 教授 国際関係学、太平洋島嶼国際関係
史、ミクロネシア研究、沖縄研究

アジアや太平洋島嶼を中心に世界諸地域の植民地政策、そこでの人々のく
らし、社会、諸運動、移動、脱植民地化を分析し、現代世界の諸問題との関
係性を追究する

※今年度は、特定の科目を担当しません

大嶋　 良明� 教授 ディジタル・メディア処理、
音声情報処理

我々の知的活動や芸術的表現の手段、媒体としてコンピュータやイン
ターネットを取り上げ、諸問題を検討する 多文化情報メディア論ⅠA・B

大中　 一彌� 教授 政治学、政治思想史
（近現代のフランスを中心に）

ヨーロッパ連合地域の政治・経済・文化を公共空間とグローバル化
の関係を軸に検討する 多言語社会論A・B

甲　　 洋介� 教授 ヒューマンインターフェース 道具の使いやすさ（usability）を実現するための設計方法論、日常生
活を豊かにする情報空間と人工物のデザイン ※今年度は、特定の科目を担当しません

熊田　 泰章� 教授 テクスト論、文化記号論 文化の表出原理を、言語と言語以外のテクストについての理論的考察
を通して解明する 多文化相関論ⅡA・B

輿石　 哲哉� 教授 英語学、言語学 英語の形態論、英語史、辞書学、対照言語学。英語の語を中心とした
領域が他の領域にどのように関わるか、さまざまな角度から検討する

国際文化共同研究A、
多言語相関論ⅢA・B

佐々木 一惠� 教授 歴史学、ジェンダー研究、
異文化接触論、帝国主義研究

20世紀初頭のアメリカにおける帝国的国民主義と歴史意識とジェン
ダーの関係 多文化相関論Ⅲ、ジェンダー論

佐藤 千登勢� 教授 20世紀ロシア文学、文学理論、
ロシア（ソ連）映画

日常批判・社会批判の装置として、また人間の内的世界の縮図として、
文学や映画のテクストを捉え直し、その多義性・重層的構造を分析する 多文化芸術論Ⅰ

重定　 如彦� 教授 情報科学 ユビキタスコンピューティング、分散OS 国際文化研究B、
多文化情報メディア論Ⅱ

曽　　 士才� 教授 文化人類学、中国民族学 華南少数民族のエスニシティ、日本華僑の文化の再構築とアイデン
ティティ

国際文化共同研究B、
マイノリティ社会論A・B

髙栁　 俊男� 教授 朝鮮近現代史、在日朝鮮人史研究、
伊那谷地域研究

在日朝鮮人（広義）の歴史や文化を多面的に描き出し、新しい時代に
合わせた等身大の在日像と、日本社会のあるべき姿を考察すること ※修論演習のみ担当

松本　　 悟� 教授 開発研究、国際協力、
東南アジア地域研究

国際協力が引き起こす諸問題について、関わる主体（国家、国際機関、
NGOなど）に着目して社会科学的な分析をする

多民族共生論ⅠA・B、
国際協力論

森村　　 修� 教授 現代哲学、現代アートの哲学、
応用倫理学、近代日本哲学

現象学研究、「こころ・魂・身体」の哲学研究。「死者」と「亡霊」を含む
「他者」概念に基づく、現象学的他者論の構築 多文化情報空間論ⅠA・B

リービ 英雄� 教授 日本文学 戦後から現代までの文学の名作を読んで、時代の最先端のテーマを
幅広くバイリンガルに読解する 多言語相関論ⅡA・B

粟飯原 文子�准教授 アフリカ文学 アフリカ現代文学（特に小説）、およびアフリカの映画・音楽を中心と
する文化の研究 多言語相関論ⅠA・B

石森　 大知�准教授 文化人類学、オセアニア地域研究 オセアニア地域を主な対象とし、宗教運動、植民地主義、グローバ
ル化と文化変容、開発現象、地域紛争などに関する研究 ナショナリズム/エスニシティ論A・B

和泉　 順子�准教授 インターネット上の情報流通に関す
る研究

主にITSや移動体通信などが扱う実空間情報を軸にしたインターネット
上の情報流通と、情報技術の普及や社会性に関する問題に取り組む 多文化情報ネットワーク論A・B

岩川 ありさ	 准教授 日本現代文学、クィア・スタディー
ズ、サブカルチャー研究

日本現代文学やサブカルチャーを対象としたジェンダー、セクシャリ
ティとトラウマの研究。文芸創作などクリエイティブ・ライティング。 多文化相関論ⅠA・B

廣松　  勲	 准教授 フランス語圏文学、文学理論 カリブ海域文学およびハイチ系ケベック文学に関する、ポスト・コロニ
アリズム論およびメランコリー論に基づいた地域研究

国際文化研究A、
多文化芸術論Ⅱ

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 博士論文演習 
ⅠA・B/ⅡA・B/ⅢA・B（各2）

 ■ 博士ワークショップ 
ⅠA・B/ⅡA・B/ⅢA・B（各1）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 国際ジャーナリズム論（2）
 ■ 国際文化交流論Ⅰ/ⅡA・B（各2）
 ■ 比較宗教文明論（2）
 ■ 多文化情報空間論ⅠA・B/ⅡA・B（各2）
 ■ 多文化情報メディア論ⅠA・B/Ⅱ（各2）
 ■ Thesis WritingA/B（各2）
 ■ Oral Presentation（2）
 ■ 国際協力論（2）

 ■ ナショナリズム/ 
エスニシティ論A/B（各2）

 ■ マイノリティ社会論A/B（各2）
 ■ ジェンダー論（2）
 ■ 多言語社会論A/B（各2）
 ■ 多民族共生論 
ⅠA・B/ⅡA・B（各2）

 ■ トランスナショナリズム論（2）

 ■ 国際文化研究A/B（各2）
 ■ 国際文化共同研究A/B（各2）
 ■ 多言語相関論 
ⅠA・B/ⅡA・B/ⅢA・B（各2）

 ■ 多文化相関論 
ⅠA・B/ⅡA・B/Ⅲ（各2）

 ■ 多文化芸術論Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 異文化社会論 
ⅠA・B/ⅡA・B（各2）

 ■ 国際人権論（2）
 ■ 多文化情報 
ネットワーク論A/B（各2）

 ■ 国際文化研究 
日本語論文演習A/B/C（各2）

 ■ 修士論文演習A/B（各2）

グローバル化・情報化が進展する世界を、既存の主権国家の枠組みだけで
はなく、異文化間の理解と交流によって成立する「国際文化」として捉え研究
することが本専攻の目的です。そのため、本専攻では主に３つの研究領域に
科目を配置しています。第一に「国際社会に存在する多様な地域文化間の
相関関係」を扱う「異文化相関関係研究」、第二に「多文化・多民族社会で
の共生」を扱う「多文化共生研究」、第三に「様々なメディアが介在する情報
化社会における文化交流・認識」を扱う「多文化情報空間研究」です。
様々な文化が共有する問題と構造に関する重層的な研究や文化を中心

に政治・経済も加えた広い視野による国際社会の考察、どのような文化
にも存在する「内なる他者」「内なる異文化」の解明、国際文化における
日本文化の相対化、更には情報空間に成立する文化に対する国際文化
学としての理解などに取り組んでいます。
異なる文化がせめぎ合い、かつ多様な文化情報がインターネット等を通
して行き交う国際社会において、そこから生じる諸問題を主体的、自立
的かつ創造的に研究し、問題解決につなげられる柔軟な知性としての
「実践知」を備えた人材を育成します。

Graduate School of Intercultural Communication Major in Intercultural Communication

募集人員  修士課程15名／博士後期課程3名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  研究職、教員、公務員、旅行業界、出版印刷業界、広告業界、青年海外協力隊など

長期履修制度有（修士課程） 　　

［ アドミッション・ポリシー ］

 学生受け入れ方針

一般入試、学内入試、社会人入試、外国人入試を通し
て、研究に必要な外国語（非母語）能力、研究の基盤と
なる学問分野の基本文献の理解、文献への論理的で批
判的な思考力、主体的に研究・実践する意欲、自文化の
枠にとらわれず通文化的かつ複眼的な視点を備えている
者を受け入れる。博士後期課程では、これらに加え、研
究基盤となる知識と方法論、先行研究の体系的理解、
一次資料を発掘する一定程度の能力を有している者を
受け入れる。

［ カリキュラム・ポリシー ］

 教育課程の編成・実施方針

修士課程では「国際文化研究」「国際文化共同研究」を必
ず履修し、国際文化学の学際性・専門性・方法論を身につ
ける。３つの研究領域の科目を横断的に受講することを促す
とともに、毎年1度以上の研究発表を課して異なる研究領
域の教員が指導する。異文化間の理解や交流に関わる実
務的な課題に取り組む科目によって「実践知」を身につけ
る。博士後期課程では2017年度導入のコースワークを通し
て研究者としてだけでなく教育者としての研鑽を積む。外国
人学生は日本語論文指導を受けることができる。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

修士課程修了時には、３つの研究領域の基盤的な知識と方
法論を十分備え、異文化間で生じる課題に対して、先行研究・
事例を批判的に評価する一方で、現実の問題発見や実務的
な問題解決に結びつけられるようになる。質的・量的調査を
通して一次資料を発掘し、独創的な視点を見出すことができ、
研究結果を口頭表現や文章表現、あるいはICT等を活用して
論理的に伝えることができるようになる。そして博士後期課程
修了時には、研究成果を単著として発表できる独立した研究
者、また実践知を尊重する後進を育成できる教育者となる。

 専任教員一覧

修了生の研究テーマの例
 ■ 吉行淳之介作品における「場」がもたらすもの 
―『暗室』作品分析―

 ■ イメージとしての「アフリカ」 
―『朝日新聞』「飢えるアフリカ」を通して―

 ■ 中国初の民営生態博物館の現状と課題 
―運営主体と観光形態の考察を中心として―

 ■ フロー体験が中国人留学生の孤独感と 
異文化ストレスに与える影響について

 ■ 張芸謀の映画から見る封建社会における女性像 
―『菊豆』と『紅夢』を例にして―

 ■ 中国朝鮮族のネットワークと生活実態に関する研究
―日本と韓国の比較を通じて

 ■ 映像のナラトロジーで読み解く作品構造 
―タルコフスキー映画『鏡』は自伝であるのか―

 ■ グギ・ワ・ジオンゴのWizard of the Crowにおける
翻訳の政治性と手法の分析

 ■ アルゼンチン・ブエノスアイレスにおける沖縄移民社
会の形成と社会団体―「在亜沖縄県人連合会」の
設立までを中心に（1908－1951）―

 ■ 中国におけるボーカロイド現象の研究 
――bilibili動画への投稿の分析を中心として

 ■ 日本の5S制度の中国企業への伝播と変容 
―BMCC（北京・松下カラーブラウン管有限公司）
とハイアールの事例を中心として―

 ■ 中国における「国民統合」と「弱者救済」に関する
考察―北京における内地新疆班を事例として―

 ■ 版権時代の字幕組に関する研究 
―オンライン言説の分析を中心として 

松本 悟　教授

この研究室の特徴は3つのismです。Academism―私は学部で経済
学、修士で地理学、博士で国際協力学を修め学際的な研究を重視し
ています。Activism―NGO職員として、東南アジアでの草の根協力
や調査に基づくアドボカシー活動に15年余り関わってきました。
Journalism―放送記者として5年余り、警察、行政、選挙、農業、原
発、アイヌ民族、旧ソ連などを取材しました。これらの経験をもとにフ
ロネーシス（実践知）を大切にする研究室です。
修士課程では広い意味での開発や国際協力を、博士課程では特に
開発や国際協力の機能に着目した研究を志す院生を歓迎します。そ
の上で、方法論を重視し、事象を多角的に分析できる力を備えた高
度職業人や研究者を育てます。

研究室紹介

開発や国際協力の研究は
深くて楽しい！

「それ以外でもありえる」
知＝フロネーシスの醍醐味

汪 牧耘

学生・修了生の声

自らの研究領域だけでなく、国際協力や表象文化といった他分野に
ついても勉強できる環境で、国際文化という学問全般への関心を深
めることができました。国際性にあふれたカリキュラムにより、多彩な
視座とアプローチで異文化間の交流・理解を考察し、異なる地域や
時代における、人々の生き方を学ぶことができます。

大学院の魅力

研究テーマ 　
 中国・石門坎の観光資源化 
－異なるアクターが見出す価値のせめぎ合い－

将来の目標

研究を通して、国際開発・援助に役立つことを目指しています。授業
や国内外のフィールドワークに参加した経験は、貧困や資源につい
て興味を抱くきっかけとなりました。経済発展の下で作られた、人と
人、人と自然の関係や、世界各地における問題をより深く問い直すた
めに、博士課程に進学しています。

修士課程 2017年度修了／

東京大学大学院博士課程在籍中

知的刺激と周囲の人々の支えの中で、
国際文化という学問全般への関心を深めています
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社
会
科
学
分
野

Social Science F
ield

▶ 在籍者男女比率

▶ 在籍者属性比率

男性

58.8 %

女性

41.2 %
在籍者数
670名

在籍者数
670名

一般

41.0 %

留学生

7.9 %

社会人

51.0 %

※各専攻ページに掲載の「開講形態」は原則
 として修士課程に特化した内容です。
※各専攻の「アドミッション・ポリシー」、「カリ 

 キュラム・ポリシー」、「ディプロマ・ポリシー」
 は要約したものです。
 詳細は大学院HPをご参照ください。

スポーツ健康学研究科
68 スポーツ健康学専攻

連帯社会インスティテュート
66 連帯社会インスティテュート

キャリアデザイン学専攻

キャリアデザイン学研究科
64

公共政策研究科
60

62

公共政策学専攻
サステイナビリティ学専攻

政策創造研究科
58 政策創造専攻

人間社会研究科
52

54

56

福祉社会専攻
臨床心理学専攻
人間福祉専攻

経営学研究科
48 経営学専攻

44

社会学研究科
社会学専攻

40

42

政治学研究科
政治学専攻
国際政治学専攻

38

法学研究科
法律学専攻

34

経済学研究科
経済学専攻

033032



　経済学研究科は、1951年の創立以来、一流の教授陣のもと、多くの優れたエコノミスト、研究者を輩出してきました。
1992年には他大学に先駆けて夜間社会人大学院を設置し、2003年には博士後期課程を昼夜開講制にするなど、常に時
代や社会の新しいニーズに応え続けてきました。2014年度からは、多様化の進展とともに高度に専門化する21世紀のグロー
バル社会に対応できる人材養成をこれまで以上に推し進めるために、昼夜開講制の「修士（M.A.）プログラム」と「博士５年
（Ph.D.）プログラム」に抜本的に制度変更し、より質の高い教育プログラムを提供しています。2017年度より、「経済学研究
科修士課程1年制コース」も併せて設置されています。

募集人員  修士課程50名／博士後期課程10名　　 キャンパス  市ケ谷（例外的に多摩で開講される科目もあります）
主な進路  専門研究者（大学・シンクタンク）、金融、商社、製造、公務員など

　　

Graduate School of Economics Major in Economics

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

教育目標に掲げる人材の資質に適合する、旺盛な勉学
意欲と研究志向を併せ持つ人材の国内外、学部新卒・
社会人からの受け入れ。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

国際的に通用する質保証制度を伴った教育課程をコア
に、修士課程の教育目標、ディプロマ・ポリシーの実現を
目指す科目編成と教育内容・方法の実践。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

各々の分野における「応用エコノミスト」「高度職業人」
「高度教養人」としての経済学の研究基礎力と自立的研
究能力の達成。

修士（M.A.）プログラム　

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

教育目標に掲げる国際社会に発信力のある専門研究者
の資質に適合する、経済学に対する非常に旺盛な勉学
意欲を持ち、経済学の諸分野についての強い研究志向を
持つ人材の国内外、学部新卒、社会人からの受け入れ。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

国際的に通用する質保証制度を伴った教育課程をコア
に、先端的研究遂行能力を含めた博士後期課程の教育
目標・ディプロマ・ポリシーの実現を目指す科目編成と
教育内容・方法の実践。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

各々の分野における「応用エコノミスト」「高度職業人」
「高度教養人」としての経済学の研究基礎力と自立的研
究能力の達成。

博士5年（Ph.D.）プログラム　

経済学研究科博士後期課程修了者対象助教採用制度 博士号取得者には、経済学部助教採用（4年任期）の可能性があります。
※経済学部の採用枠内の募集によります。採用には教授会による審議・承認が必要となります。

博士5年（Ph.D.）プログラム 修了要件

※修士（M.A.）プログラムでは、指導教員の指導・了解の下、「リサーチペーパー」をもって修士論文に代えることができます。その場合、34単位以上が修了要件となります。
※修士課程1年間で修了所要単位をすべて修得し、修士論文を提出して口述試験に合格することで修士号が授与されるプログラム、すなわち「修士（M.A.）プログラム1年制コース」も
出願時に選ぶことができます。

「修士（M.A.）プログラム」は、経済学研究科修士課程の教育目標である「新しい経済社会を創り出す知性と意欲を持った『応用エコノミスト』や『高度職
業人』、また生涯学習における『高度教養人』を養成する」ための修士課程プログラムです。プログラムの履修要件を満たし、修士論文を提出して口述試
験に合格することで修士号が授与されます。

修士（M.A.）プログラム　

  *M.A.プログラム修了後すぐに進学する予定の方は、Ph.D.プログラムの履修を勧めます。
**リサーチペーパーは、修士論文に相当する論文とは認められません。

　本研究科のM.A.プログラムを修了*、または、他大学の修士
課程などを修了した学生は、博士後期課程入試で「外国語」と
QE筆記試験と同等の「専門科目（2科目）」を受験し、修士論文
に相当する論文**を提出して口述試験を受験すると、博士後
期課程に進学することができます。修了要件は、博士5年
（Ph.D.）プログラムの3－5年目と同じです。

※QE筆記試験（2科目）、QE口述試験の合格が、修士課程修了と博士後期課程進学に必要となります。

M2（修士2年）
専攻分野コースワークから履修
専攻分野コースワーク1 分野6科目12単位
以上GPA「2.7」以上、研究計画書の提出判定

D1～D3
（博士後期1～3年）

論文指導・博士ワークショップ
「専門科目群」から履修

博士論文
研究基礎力
審査（QE）
筆記試験

（2科目合格）

博士論文
研究基礎力
審査（QE）
口述試験

博士論文
口述試験

M1（修士1年）
QE筆記試験
コースワークから履修

「修士ワークショップ」にて「研究報告書」中間発表 「博士ワークショップ」にて博士論文中間発表

修士（M.A.）プログラム 修了要件
導入科目群、基本科目群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12単位以上
「論文指導Ⅰ」「論文指導Ⅱ」「修士ワークショップ」 ・・・・・・・・・・・4単位以上
専門科目群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4単位以上
修士論文
合計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30単位以上

修士論文
口述試験

M1（修士1年）
「導入科目群」（リカレン
ト教育用科目）または
「基本科目群」から履修

M2（修士2年）
研究テーマ・目標に合わ
せて「基本科目群」「専
門科目群」から履修

「修士ワークショップ」にて修士論文中間発表

※博士後期課程に進学と同時に修士号が授与されます。　※「修士1年制コース」では、1年で修士取得＋3年の博士後期課程で「博士4年プログラム」になります。

「博士5年（Ph.D.）プログラム」は、経済学研究科博士後期課程の教育目標である「国際社会が直面する諸問題の解決に挑戦する意欲的な専門研究者
養成」のための修士課程・博士後期課程5年一貫の教育プログラムです。プログラムの履修要件（修士課程分）を満たし「博士論文研究基礎力審査
（QE）」に合格することで博士後期課程に進学し、研究プロジェクトと内外での研究発表・公表を進め、博士論文を執筆します。

博士5年（Ph.D.）プログラム　

導入科目群・基本科目群（QE筆記試験コースワークを含む）・・・・・・・ 12単位以上

専門科目群（専攻分野コースワーク） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12単位以上

博士論文研究基礎力審査（QE）※ 

修士課程合計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30単位以上

修
士
課
程

「論文指導Ⅲ～Ⅴ」「博士ワークショップⅠ～Ⅲ」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8単位以上

専門科目群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4単位以上

博士論文 

博士後期課程合計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16単位以上

博
士
後
期
課
程

博士後期課程

修了生の研究テーマの例
 ■ 日本企業の事業再構築―撤退と投資の実証研究
 ■ 両面性市場の進化ゲーム分析―電子書籍プラット
フォームのケーススタディ

 ■ 環境配慮型製品をめぐる企業インセンティブの分析
 ■ 公的支援の民間企業Ｒ＆Ｄへの影響

 ■ 不完備契約の理論に基づく、技術者の研究開発に
おける投資インセンティブの影響要因に関する研究

 ■ 日本における地域間労働生産性格差 
―要因分解法による分析―

 ■ 監査報告書の長文化に関する研究 
―中国におけるＫＡＭの記載の事例分析―

 ■ 中国雲南省における流出農民工分布の特徴及び収
入、地域選択要因分析―2011年と2016年全国流
動人口の動態調査データに基づいて

 ■ 中国華南地域における不動産業と地域経済の分析
 ■ 中国華北地域における都市構造と都市システムの
経済分析

明城 聡　准教授

2016年度の電力市場に続き、2017年にはガスの小売市場も参入が
自由化されました。明城ゼミでは競争政策の観点から規制産業での
財・サービスについて効率的な資源配分が行われているのか、外部
性を含めた政策評価を行っています。実証産業組織と呼ばれる研究
領域ですが、ゲーム理論から導かれる理論モデルに企業や消費者の
データを当てはめる構造推定と呼ばれる統計手法を用いることで、
理論と実証の両面から市場分析に取り組んでいます。研究に必要な
スキルはミクロ経済学、計量経済学、プログラミング言語など多岐に
わたりますが、ゼミでは更に論文を書く際の基本的な知識や技術に
ついても学んでもらいたいと考えています。

実証産業組織論、計量経済学

規制緩和による自由化は機能するのか？
ミクロ的視野に基づいた統計モデルが
政策評価には不可欠

研究室紹介

経済学研究科

経済学専攻
Q E（ 博 士 論 文 研 究 基 礎 力審 査 ）を導 入した世 界 標 準のカリキュラムで

専 門 研 究 者 、応 用エコノミストを養 成

原 一樹

学生・修了生の声

将来の目標

現在取り組んでいる研究を学術論文に投稿し、最終的には博士号を
取得することが当面の目標です。長期的には仕事を通じて直面した
疑問を理論的に研究する、また研究成果を実務に活かすといった形
で、格付アナリストと研究を両立しながら自分の分析力と専門性を高
めソブリンの信用リスク問題を突き詰めていきたいと思っています。

博士後期課程 在学中／
株式会社格付投資情報センター
格付本部チーフアナリスト

諸外国のソブリンの信用リスク評価業務を通じて直面
した疑問について、経済学の理論を踏まえた実証研究
に取り組むとともに、自分の分析力と専門性を高めたい

大学院では、ソブリンの信用リスクに対する市場の認識と財政及び
政治過程の関係についての研究を行っています。これまでアナリスト
という視点で見てきた経済・財政面での問題を、より理論的に捉え
る思考力がついてきたことは大きなプラスです。特に仕事で諸外国の
専門家、政策決定者と議論をする機会が多く、そうした場面で、大学
院で身に付けた思考力と分析力が大いに役立っています。

学んだこと、身に付いたこと

研究テーマ 　
 ソブリンの信用リスクに対する市場の認識と 
財政及び政治過程の関係
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専任教員 専攻 研究テーマ 主な講義担当科目

池上 宗信� 教授 開発経済学 家計の異時点間の意思決定と貧困動学、東アフリカ乾燥地
におけるインデックス型家畜保険 実証経済学基礎A、応用ミクロ経済学A

梅津 亮子� 教授 管理会計、原価計算論 管理会計、コストマネジメントの諸問題についての考察 ※今年度は、特定の科目を担当しません

奥山 利幸� 教授 理論経済学 景気循環・経済成長の動学・ミクロ・ゲーム理論分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

小黒 一正� 教授 財政学、公共経済学 人口動態と政治経済の相互作用や世代間問題の分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

小沢 和浩� 教授 情報処理論 ソフトコンピューティングによるデータ解析手法 ※今年度は、特定の科目を担当しません

河村 哲二� 教授 アメリカ経済論、グローバル経済
論、理論経済学

現代アメリカ経済とそのグローバル・インパクト—パックス・ア
メリカーナの再編と転換 地域経済論Ⅰ A/B

河村　 真� 教授 産業組織論 産業やマクロ経済のデータを用いた統計学的分析 実証経済学基礎B

岸　 牧人� 教授 監査論 企業財務と公認会計士監査 ※今年度は、特定の科目を担当しません

後藤 浩子� 教授 イギリス社会思想史 社会思想におけるリプロダクション ※今年度は、特定の科目を担当しません

小林 克也� 教授 地方財政論・ミクロ経済学の応用 政府間関係の分析や政府組織についての理論分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

近藤 章夫� 教授 経済地理学、都市・地域経済学 都市・産業集積と経済発展、立地と分業の国際比較、イノベー
ションの空間経済分析 都市経済政策論A/B

酒井　 正� 教授 労働経済学 社会保障制度と就業との関係についての実証分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

佐柄 信純� 教授 数理経済学、函数解析学 最適成長論、一般均衡理論、協力ゲーム理論 ミクロ経済学B、応用ミクロ経済学B

佐藤 良一� 教授 社会経済学 ラディカル派経済学の理論的展開過程を検討しつつ、新たな
経済学の可能性を探る 社会経済学A

篠原 隆介� 教授 公共経済学、ミクロ経済学 公共財や外部性が存在する経済に関するミクロ経済分析 ミクロ経済学Ａ、公共経済学A

胥　　 鵬� 教授 金融ファイナンス、法と経済学 企業金融、国際金融、企業統治 ※今年度は、特定の科目を担当しません

進藤 理香子� 教授 ドイツ近現代史、西洋経済史、ヨー
ロッパ経済政策 ドイツ近現代史、東プロイセン史、ヨーロッパ社会経済史 ※今年度は、特定の科目を担当しません

菅 富美枝� 教授 民法（契約法）、消費者法 契約当事者間における交渉力の格差や非良心的取引をめぐ
る法的諸問題の分析 法と経済学B

菅　 幹雄� 教授 経済統計 ビジネスレジスター、経済センサス、産業連関表、観光統計 統計学基礎A

菅原 琢磨� 教授 社会保障論、社会政策、医療経済 医療・福祉・介護政策、医療品・医療機器産業の分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

杉浦 未樹� 教授 世界経済史 中近世都市における流通と消費 ※今年度は、特定の科目を担当しません

鈴木　 豊� 教授 契約理論、企業の理論、制度の契
約理論分析

ガバナンスの比較セクター分析：ゲーム理論・契約理論によ
るアプローチ ※今年度は、特定の科目を担当しません

砂田　 充� 教授 産業組織論、企業経済学 企業経済学の実証的研究 企業経済学B

高橋 秀朋� 教授 ファイナンス 株式市場の効率性の検証、マーケット・マイクロストラク
チャー ※今年度は、特定の科目を担当しません

竹口 圭輔� 教授 財務会計論 ストック・オプションを中心とする株式報酬の会計 ※今年度は、特定の科目を担当しません

武田 浩一� 教授 金融論 金融の応用ミクロ経済分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

武智 一貴� 教授 国際経済学 距離と貿易コストの関係の実証分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

田村 晶子� 教授 国際経済学、マクロ経済学 国際経済の理論と実証分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

長原　 豊� 教授 経済史、日本経済史、経済理論、
経済学方法論

日本経済史、経済理論、経済学方法論（「レント資本主義論」
を主題にしています） 経済史B

西澤 栄一郎� 教授 環境政策論 欧米の環境政策、環境保全型農業・農村の構築 環境政策論A/B

朴 　倧玄� 教授 都市地理学 文化産業と企業行動のグローバル化と国際的都市システム ※今年度は、特定の科目を担当しません

馬場 敏幸� 教授 アジア経済、技術経営、自動車産業 開発途上国の自動車産業創始の諸条件、自動車産業のグ
ローバルバリューチェーン、技術変遷が経済に与えたインパクト ※今年度は、特定の科目を担当しません

原 　伸子� 教授 社会経済学、経済学史、ジェンダー
経済学 福祉国家の変容と家族、ジェンダーの政治経済学 社会経済学B、ジェンダー経済論A/B

平井 俊行� 教授 ゲーム理論、ミクロ経済学、公共経
済学 情報財取引や公共財供給の協力ゲーム分析、マッチング理論 ※今年度は、特定の科目を担当しません

廣川 みどり� 教授 社会選択論、公共経済学 制度の形成についてのミクロ経済学的基礎 ※今年度は、特定の科目を担当しません

 専任教員一覧

経済学専攻経済学研究科　 　

 設置科目

修士課程 博士後期課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

【導入科目群】
●リカレント教育用科目

 ■ 経済学基礎A/B（各2）
 ■ 経済数学A/B（各2）
 ■ 金融ファイナンス基礎A/B（各2）
 ■ 実証経済学基礎A/B（各2）
 ■ 統計学基礎A/B（各2）　

【基本科目群】
●研究基礎力
（QE 筆記試験コースワーク科目）

 ■ 社会経済学A/B（各2）
 ■ 経済史A/B（各2）
 ■ ミクロ経済学A/B（各2）
 ■ マクロ経済学A/B（各2）
 ■ 計量経済学A/B（各2）

【専門科目群】
●研究応用力
（専攻分野コースワーク科目）
◆歴史・思想・制度

 ■ 応用ミクロ経済学A/B（各2）
 ■ 応用マクロ経済学A/B（各2）

 ■ 統計学A/B（各2）
 ■ 日本経済論A/B（各2）
 ■ ジェンダー経済論A/B（各2）
 ■ 法と経済学A/B（各2）
 ■ 経済学史A/B（各2）
 ■ 金融システム論A/B（各2）
 ■ 財政学A/B（各2）
 ■ 開発経済論A/B（各2）
 ■ 地域経済論Ⅰ A/Ⅰ B（各2）
 ■ 地域経済論Ⅱ A/Ⅱ B（各2）
◆金融・企業

 ■ 応用ミクロ経済学A/B（各2）
 ■ 応用マクロ経済学A/B（各2）
 ■ 統計学A/B（各2）
 ■ 金融経済学A/B（各2）
 ■ 金融システム論A/B（各2）
 ■ 実証ファイナンスA/B（各2）
 ■ 企業経済学A/B（各2）
 ■ 経済と会計A/B（各2）
 ■ 国際金融論A/B（各2）
◆政策・環境

 ■ 応用ミクロ経済学A/B（各2）

 ■ 応用マクロ経済学A/B（各2）
 ■ 統計学A/B（各2）
 ■ 環境経済論A/B（各2）
 ■ 環境政策論A/B（各2）
 ■ 経済政策A/B（各2）
 ■ 財政学A/B（各2）
 ■ 公共経済学A/B（各2）
 ■ 社会保障論A/B（各2）
 ■ 都市経済政策論A/B（各2）
 ■ 経済地理学A/B（各2）
 ■ 労働経済学A/B（各2）
◆国際・地域

 ■ 応用ミクロ経済学A/B（各2）
 ■ 応用マクロ経済学A/B（各2）
 ■ 統計学A/B（各2）
 ■ 国際貿易論A/B（各2）
 ■ 国際金融論A/B（各2）
 ■ 開発経済論A/B（各2）
 ■ 経済地理学A/B（各2）
 ■ 地域経済論Ⅰ A/Ⅰ B（各2）
 ■ 地域経済論Ⅱ A/Ⅱ B（各2）
 ■ 日本経済論A/B（各2）

◆応用ミクロ・応用マクロ・計量
 ■ 応用ミクロ経済学A/B（各2）
 ■ 応用マクロ経済学A/B（各2）
 ■ 統計学A/B（各2）
 ■ 上級ミクロ経済学A/B（各2）
 ■ 上級マクロ経済学A/B（各2）
 ■ ミクロ計量分析A/B（各2）
 ■ 労働経済学A/B（各2）
 ■ 日本経済論A/B（各2）
 ■ 法と経済学A/B（各2）
 ■ 企業経済学A/B（各2）
 ■ 経済と会計A/B（各2）
 ■ 公共経済学A/B（各2）

【研究指導科目群】
 ■ 論文指導Ⅰ A/Ⅰ B（各2）［1年次］
 ■ 論文指導Ⅱ A/Ⅱ B（各1）［2年次］
 ■ 修士ワークショップA/B（各1） 
［2年次］

【特別講義】
 ■ 特別講義Ⅰ A/B ～Ⅳ A/B（各2）

【研究指導科目群】
 ■ 論文指導Ⅲ A/B（各1）［1年次］
 ■ 論文指導Ⅳ A/B（各1）［2年次］
 ■ 論文指導Ⅴ A/B（各1）［3年次］
 ■ 博士ワークショップⅠ A/B（各1）
［1年次］
 ■ 博士ワークショップⅡ A/B（各1）
［2年次］
 ■ 博士ワークショップⅢ A/B（各1）
［3年次］

【専門科目群】
 ■ 修士課程と合同で行われます

専任教員 専攻 研究テーマ 主な講義担当科目

ブー・トウン・カイ�教授 国際マクロ経済学の理論と実証 アジア諸国の経済成長、貿易、為替制度 国際金融論A/B

牧野 文夫� 教授 日本経済、経済発展 日本と中国の経済発展の比較、経済発展と所得・資産分配 経済史A、日本経済論B

松波 淳也� 教授 環境経済学 循環型社会形成に向けた社会経済システム ※今年度は、特定の科目を担当しません

宮﨑 憲治� 教授 計量経済学、マクロ経済学 マクロ経済学の計量経済学 マクロ経済学B、上級マクロ経済学A/B

宮脇 典彦� 教授 経営統計学、経営科学、データ解析 経営分析と情報、統計学とその応用 ※今年度は、特定の科目を担当しません

明城　 聡� 教授 実証産業組織論、計量経済学 消費者および企業行動に関する構造推定、規制産業におけ
る競争政策の評価 計量経済学A、ミクロ計量分析A/B

山本 真鳥� 教授 文化人類学、経済人類学 互酬性と市場交換ー経済人類学のパースペクティヴ、グロー
バリゼーションと文化 ジェンダー経済論A/B

湯前 祥二� 教授 ファイナンス リスク管理、コンピュテーショナル・ファイナンス ※今年度は、特定の科目を担当しません

ジェス・
ダイヤモンド�准教授

マクロ経済学、ファイナンス、労働
経済学 投資、インフレーション、コーポレートファイナンス ※今年度は、特定の科目を担当しません

田中 優希� 准教授 財務会計論、環境会計 企業の環境情報開示 ※今年度は、特定の科目を担当しません

倪　 　彬� 准教授 国際経済学、開発経済学、応用計
量経済学 国際貿易、外国直接投資、開発経済、環境経済 経済学基礎A/B

濱秋 純哉� 准教授 公共経済学、応用計量経済学 社会保障、租税、労働分野のミクロ計量分析 計量経済学B、経済政策A

平瀬 友樹� 准教授 経済理論形成史 戦間期におけるマクロ経済分析の再評価 ※今年度は、特定の科目を担当しません

森田 裕史� 准教授 マクロ経済学、時系列分析 金融財政政策の効果に関する実証分析 マクロ経済学A、応用マクロ経済学A

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

※「プログラム」とは、履修上の区分であり、修士課程のみで修了しようとする方は「修士（M.A.）プログラム」に沿った履修を、修士課程から博士後期課程に進学しようとする方は「博士5年（Ph.D.）プログラム」に沿った履修を行います。
※修士課程入学前に科目等履修生として「導入科目群」あるいは「基本科目群」のいくつかを履修することも可能です。科目等履修生として履修した科目は、修士課程入学後、申請・審査の上、10単位まで単位認定されます。

「修士（M.A.）プログラム・履修科目例 （A/Bは省略）
「公共政策」「社会保障」をテーマにして、修士論文を執筆する方の履修科目例

M1（修士1年）

「経済学基礎」「実証経済学基礎」

「ミクロ経済学」「マクロ経済学」

「論文指導Ⅰ」

M2（修士1年）
「公共経済学」「社会保障論」

「論文指導Ⅱ」「修士ワークショップ」

※「修士ワークショップ」において修士論文中間発表

「博士5年（Ph.D.）プログラム」修士課程・履修科目例 （A/Bは省略）
「金融」「ファイナンス」を研究テーマにして博士後期課程を目指す方の履修科目例

Ph.D.1（修士1年）

「金融ファイナンス基礎」

「マクロ経済学」「計量経済学」

「論文指導Ⅰ」

Ph.D.2（修士1年）
「応用マクロ経済学」「金融経済学」「実証ファイナンス」

「論文指導Ⅱ 」「修士ワークショップ」
※「修士ワークショップ」において「研究報告書」中間発表
※この履修例は「修士（M.A.）プログラム」の履修要件も満たす
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法学研究科

法律学専攻
高 度 な 専 門 性 と 柔 軟 な 法 的 思 考

　少子高齢化・グローバル化など、私たちを取り巻く環境が大きな転換期を
迎えた今日、大学院における法律学研究の社会的な意義や役割もまた、多
様化の時代を迎えています。
　かつては、やがて法律学の研究者・教育者として巣立っていくことを目指
す人たちの学びの場としての機能が大半を占めていました。しかしながら今日
では、社会人経験を持つ方が実体験の中から獲得した法律上の疑問点等に
ついて考究する場として、あるいは外国からの留学生の方が母国の法と日本
法との比較法研究を行った上で、母国や日本で両国の架け橋となるような研
究や仕事に就くための学びの場としても機能することが、大いに期待されるよ

うになっています。私たちはこのような多様なニーズに応えるべく、一般入試
に加え社会人入試や外国人入試を実施し、幅広い学生を受け入れています。
　その上で、コースワーク科目によって外国文献の読み方・理解の仕方の修
得や、各法分野の専門的・体系的知識の獲得を促す一方、リサーチ科目に
よって各自の研究テーマ・問題関心の深化を図るとともに、法律学論文を執
筆するための様々な手法・作法等を教授しています。本専攻での学びを通じ
て、物事を多様な観点から法的に分析し、説得力のある法理論に基づいて
法律を解釈し、あるいは法制度設計を行う能力を身につけていただくことを、
教員一同心から期待しています。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

青柳 由香� 教授 経済法 国家の競争中立性（国家補助規制、調達と競争政策）、独占禁
止法と知的財産権法 ※今年度は、特定の科目を担当しません

荒谷 裕子� 教授 商法、金融商品取引法 金融商品取引法上の諸問題の研究。株式会社の機関に関する
研究 商法演習Ⅲ/Ⅳ、商法論文指導Ⅰ/Ⅱ

大澤　 彩� 教授 民法、消費者法、医事法 消費者法との関係から見た現代における民法典の意義、フラン
ス契約法・消費法研究 民法特殊講義Ⅴ/Ⅵ、民法論文指導Ⅰ～Ⅳ

大野 達司� 教授 法哲学 法の妥当性、法の動態、自治、ドイツ法・国家思想 法律学原典研究（独語）Ⅱ、法哲学特殊講義Ⅱ

小山田 朋子� 教授 英米法 医療をめぐる法規制を中心とした日米比較 英米法特殊講義Ⅰ/Ⅱ

金子 匡良� 教授 憲法、人権政策 国及び自治体の人権救済制度、国内人権機関 憲法特殊講義Ⅲ/Ⅳ

神谷 髙保� 教授 会社法・商法・海商法・保険法・
信託法・法と経済学

取締役の責任・内部統制など、利得禁止原則・新保険法、共同
海損など、信認法・医療と法など、商事法制史、法学（大学・古
典）教育

※今年度は、特定の科目を担当しません

川口 由彦� 教授 日本法制史 日本近代の土地法制、日本近代法史の通史、村落制度と行政
村の関係について 法制史特殊講義Ⅰ/Ⅱ、法制史論文指導Ⅰ～Ⅳ

川村 洋子� 教授 民法の所有権法と契約法 契約損害賠償制度を軸とする日本民法の約束保障制度の比較
法研究

民法演習Ⅰ/Ⅱ、民事法特殊研究Ⅰ/Ⅱ、民法特研
演習Ⅲ/Ⅳ

倉部 真由美� 教授 民事訴訟法・倒産法 民事再生手続や会社更生手続のような再建型倒産手続におけ
る担保権の処遇 倒産法特殊講義Ⅰ/Ⅱ

國分 典子� 教授 憲法、韓国法 日韓の比較憲法思想史的研究、韓国の違憲審査制度について
の研究 憲法演習Ⅰ/Ⅱ

杉本 和士� 教授 民事手続法・倒産法 民事実体法と手続法の交錯、倒産手続における優先権の処遇 ※今年度は、特定の科目を担当しません

須藤 純正� 教授 刑事法 民商事と交錯する刑法犯、犯罪収益の剥奪と犯罪被害の回復、
事前規制型から事後チェック型社会への移行と罰則対応 刑法演習Ⅲ/Ⅳ、刑事政策特研演習Ⅴ/Ⅵ

高 友希子� 教授 西洋法制史 エクイティ研究。英国法の日本民法典への影響 法制史特殊講義Ⅲ/Ⅳ、法制史論文指導Ⅲ/Ⅳ

髙橋　 滋� 教授 行政法、環境法 行政法、環境法 行政法特殊講義Ⅱ、公法特殊研究Ⅱ

武生 昌士� 教授 知的財産法 先使用概念/先使用権制度に関する研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

建石 真公子� 教授 憲法
憲法と条約の関係、フランスの基本権に対するヨーロッパ人権
条約の影響、「家族形成権」と「生命に対する権利」における「個
人の尊重」

憲法特殊講義Ⅰ/Ⅱ、憲法論文指導Ⅰ～Ⅳ

橡川 泰史� 教授 商法・会社法・有価証券法・決
済取引法 決済取引の法的問題 商法特殊講義Ⅰ/Ⅱ、商法演習Ⅰ/Ⅱ、商法論文指

導Ⅲ/Ⅳ

西田 幸介� 教授 行政法 行政計画、私人間の協定、土地法、アメリカ土地利用法 行政法特殊講義Ⅰ、行政法演習Ⅰ/Ⅱ、行政法論文
指導Ⅲ/Ⅳ、公法特殊研究Ⅰ、行政法特研演習Ⅴ/Ⅵ

沼田 雅之� 教授 社会保障法、労働法 有期労働契約、労働者派遣、非正規労働者の社会保険加入な
ど、非正規労働者の労働法・社会保障法上の課題研究

社会保障法演習Ⅰ/Ⅱ、労働法論文指導Ⅰ～Ⅳ、
社会法特研演習Ⅴ/Ⅵ

浜村　 彰� 教授 労働法 労働者代表制、労働者派遣法、労働契約法など 労働法論文指導Ⅲ/Ⅳ、労働法特研演習Ⅴ/Ⅵ

潘 　阿憲� 教授 会社法、保険法、金融商品取引法 会社の運営管理機構等に関する研究 商法特殊講義Ⅲ/Ⅳ、商法演習Ⅴ/Ⅵ、商法論文指
導Ⅰ/Ⅱ、民事法特殊研究Ⅰ/Ⅱ、商法特研演習Ⅴ/Ⅵ

藤本　 茂� 教授 労働法 雇用平等法、労働契約法 労働法特殊講義Ⅰ/Ⅱ、社会法特殊研究Ⅰ/Ⅱ

宮本 健蔵� 教授 民法 契約責任の研究、安全配慮義務、付随義務違反と契約の解除 民法特殊講義Ⅰ/Ⅱ、民法論文指導Ⅰ/Ⅱ、民事法
特殊研究Ⅲ/Ⅳ、民法特研演習Ⅲ/Ⅳ

森田 章夫� 教授 国際法 国際コントロール、国際海洋法、国家管轄権の域外適用 国際法特殊講義Ⅰ/Ⅱ、国際法論文指導Ⅲ/Ⅳ

和田 幹彦� 教授 民法（特に親族・相続法）・民事
法立法史・法と遺伝学

家族法解釈学・立法史、法と生命倫理、法と遺伝学、法と進化
生物学・進化心理学 ※今年度は、特定の科目を担当しません

佐藤 輝幸� 准教授 刑事法 危険犯論、社会的法益に対する罪 刑法特殊講義Ⅰ/Ⅱ

佐野 文彦� 准教授 刑事法 刑事責任論、刑罰論 刑法特殊講義Ⅳ

田中 佐代子�准教授 国際法 国際法上の緊急避難、自衛権 国際法演習Ⅰ/Ⅱ

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

博士後期課程

 ■ 基礎法特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 基礎法特殊研究A～C（各4）
 ■ 公法特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 公法特殊研究A～C（各4）
 ■ 民事法特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 民事法特殊研究A～C（各4）
 ■ 社会法特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 社会法特殊研究A～C（各4）
 ■ 刑事法特殊研究Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 刑事法特殊研究A～C（各4）
 ■ 法哲学特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 法制史特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 英米法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 基礎法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 憲法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 行政法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 国際法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 公法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）

 ■ 民法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 商法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 民事訴訟法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 倒産法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 経済法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 知的財産法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 民事法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 労働法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 社会保障法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 社会法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 刑法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 刑事訴訟法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 刑事政策特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 刑事法特研演習Ⅰ～Ⅵ（各2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

修士課程

 ■ 経済法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 知的財産法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 民事訴訟法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 倒産法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 民法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 商法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 経済法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 知的財産法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 民事訴訟法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 倒産法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 労働法演習Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 社会保障法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 労働法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 社会保障法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 刑法演習Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 刑事訴訟法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 刑事政策演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 刑法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 刑事訴訟法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 刑事政策論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）

 ■ 国際私法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 民事法特殊講義A～C（各4）
 ■ 労働法特殊講義Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 社会保障法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 教育法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 社会法特殊講義A/B（各4）
 ■ 刑法特殊講義Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 刑事訴訟法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 刑事政策特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 刑事法特殊講義A～C（各4）
 ■ 法哲学演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 法制史演習Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 英米法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 法哲学論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 法制史論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 英米法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 憲法演習Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 行政法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 国際法演習Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 憲法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 行政法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 国際法論文指導Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 民法演習Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 商法演習Ⅰ～Ⅵ（各2）

 ■ リーガル・リサーチ（2）
 ■ 法律学原典研究 
（英語）Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 法律学原典研究 
（独語）Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 法律学原典研究 
（仏語）Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 法律学特殊講義A～C（各4）
 ■ 法哲学特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 法制史特殊講義Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 比較法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 英米法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 基礎法特殊講義A/B（各4）
 ■ 憲法特殊講義Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 行政法特殊講義Ⅰ～Ⅳ（各2）
 ■ 国際法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 国際人権法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 公法特殊講義A ～ C（各4）
 ■ 民法特殊講義Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 商法特殊講義Ⅰ～Ⅵ（各2）
 ■ 経済法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 知的財産法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 民事訴訟法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）
 ■ 倒産法特殊講義Ⅰ / Ⅱ（各2）

 専任教員一覧

河村 奈々

学生・修了生の声

進学のきっかけ

法政大学で労働法を専攻し、ゼミで行った模擬裁判やシェアリング
エコノミー（共有経済）の発表に興味を持ちました。このことを契機
に、もっと専門的に労働法に関する知識を深めたいと思い、進学を
決意。大学院では法的観点から物事をとらえたり、根拠のある考え
方を意識する習慣がつくなど、論理的思考力が鍛えられています。

修士課程 在学中

労働法に関する知識を深めたいと
大学院での学びを決意。
論理的思考力が鍛えられています

労働法関連の授業がどれも興味深いです。判例研究やケーススタ
ディー、テーマ研究など実例に基づいた具体的な内容が中心で、実
感をもって理解できるからです。受講生には社会人の方が多く、ディ
スカッションでは先生方の学術的な見解と併せて、私にはない実務
的な視点からの意見に大きな刺激を受けています。

好きな授業・演習

研究テーマ   
 うつ病などによる休職からの復職への合理的配慮について 
―フランス法と比較法の観点から―

潘 阿憲　教授

近年、中小企業においては、少子高齢化の進展に伴う後継者不足
から、合併や事業譲渡などを中心とした企業間のM＆A取引が活発
化してきている一方、上場企業をはじめとする大企業においては、
海外市場を開拓する上での事業基盤として海外企業との間で
M&Aを行う事例や、逆に、米国や中国などの海外企業が日本にお
ける市場獲得のために日本企業に対してM&Aを行う事例も増えて
きている。そうした中で、いわゆる敵対的なM&Aに対抗する手段と
して防衛策を発動するケースも少なくないが、本研究室では、その
ような敵対的な企業買収に対する防衛策に関する法規制のあり方
を分析・検討している。

研究室紹介

現代企業経営におけるM&A取引と
その法規制

企業買収と防衛策

Graduate School of Law Major in Law

募集人員  修士課程20名／博士後期課程5名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  公務員、金融、情報通信、サービスなど

昼間開講

039038



みなさんへの要望

本学大学院出身の専任教員
明田川融教授からのメッセージ
私はこの大学院で、何より権力に対する批判精神と、より自由
になるための構想力こそ政治学の生命線であることを教わりま
した。それから四半世紀がたち、研究者となったいまでも、その
教えが研究活動の駆動力であることに変わりはありません。

政治とは何かを自問自答しながら、自らの政治的関心を主体的に探求してください。

 専任教員一覧

政治学研究科

政治学専攻
今 日 の 政 治 問 題 を 規 範 的 か つ 経 験 的 に 解 明

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

明田川 融 教授 日本政治史 在日米軍基地および日米地位協定をめぐる政治史、琉球・沖
縄政党政治史 日本政治史研究１/２

油本 真理 教授 比較政治学・地域研究 現代ロシア政治 ※今年度は、特定の科目を担当しません

犬塚　元 教授 政治学史、政治思想史 西洋政治思想史、思想史方法論 政治思想史研究１/２

衛藤 幹子 教授 ジェンダー政治、政策研究 女性の政治代表に関する国際比較研究、ジェンダーと市民社
会、ジェンダーと民主主義 ※今年度は、特定の科目を担当しません

木村 正俊 教授 国際政治とその歴史、現代中東政治 中東における国家形成と国際政治システムの形成・変容、パ
レスチナ問題 ※今年度は、特定の科目を担当しません

新川 敏光 教授 比較政治学 福祉国家再編論・ポスト福祉国家の政治に関する比較研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

杉田　敦 教授 政治理論 権力論、デモクラシー論 政治理論研究１/２、博士論文演習ⅢＡ/B

塚本　元 教授 現代台湾政治、近代中国政治外交史 現代台湾の選挙・中台関係 ※今年度は、特定の科目を担当しません

中野 勝郎 教授 アメリカ政治史・思想史 建国期の政治思想、戦後アメリカの保守主義 ※今年度は、特定の科目を担当しません

細井　 保 教授 政治体制論 政治体制を制度と理念の両面から考察 政治史研究１/２

宮﨑 伸光 教授 自治体学 自治行政制度・消防行政・自治体議会・自治体政策 自治体研究２、自治制度研究

山口 二郎 教授 政治過程論 現代政治、議会政治、政党政治 政治過程研究１/２

山本　 卓 教授 福祉国家史 社会政策（史）、スコットランドの社会保障 政治学特殊演習１/２

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程 博士後期課程
 ■ 博士論文演習ⅠＡ・B/ⅡＡ・B/
ⅢＡ・B（各２）

 ■ 政治学特別講義1/２（各２）
 ■ 国際政治特別講義1/２（各２）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 情報政策研究（2）
 ■ ジェンダー政治研究1/2（各2）
 ■ 自治体福祉政策論（2）
 ■ 自治体議会論（2）
 ■ NPO 論1/2（各2）
 ■ 市民社会論（2）
 ■ シンクタンク論（2）
 ■ 公共政策と非営利セクター（2）
 ■ 社会運動論（2）
 ■ 国際NGO 概論（2）
 ■ 国際政治の基礎理論1/2（各2）
 ■ Asian and Global Politics（2）
 ■ 国際政治理論研究1/2（各2）
 ■ 国際開発政策研究1/2（各2）
 ■ 国際政治史研究1/2（各2）
 ■ 政治体制論研究1/2（各2）
 ■ 外交政策研究1/2（各2）
 ■ 国際地域研究1/2（各2）

 ■ 都市思想史1/2（各2）
 ■ 権力論（2）
 ■ 政治と科学技術（2）
 ■ 政治権力論（2）
 ■ 比較政治論1/2（各2）
 ■ 連帯社会とサードセクター（4）
 ■ 立法学研究1/2（各2）
 ■ 公共事業研究1/2（各2）
 ■ 自治体研究1/2（各2）
 ■ 行政改革研究（2）
 ■ 自治制度研究（2）
 ■ 公務員制度研究（2）
 ■ 都市政策特別セミナー1/2（各2）
 ■ 高齢社会の政治と政策1/2（各2）
 ■ 雇用・労働政策研究（2）
 ■ 政策法務論（2）
 ■ 防災危機管理研究（2）
 ■ 市民自治と憲法（2）

 ■ 政治学特殊演習1/2（各2）
 ■ 政治理論研究1/2（各2）
 ■ 政治理論演習1/2（各2）
 ■ 政治制度研究1/2（各2）
 ■ 行政学研究（2）
 ■ 政治史研究1/2（各2）
 ■ 日本政治史研究1/2（各2）
 ■ 政治思想史研究1/2（各2）
 ■ 政治思想史演習1/2（各2）
 ■ 公共哲学研究1/2（各2）
 ■ コミュニティ論研究1/2（各2）
 ■ フェミニズム研究1/2（各2）
 ■ マスコミ研究1/2（各2）
 ■ 公共政策研究1/2（各2）
 ■ 国際刑事裁判研究1/2（各2）
 ■ 政治過程研究1/2（各2）
 ■ 行政理論研究1/2（各2）
 ■ 政策学研究1/2（各2）

 ■ 東アジア政治研究基礎1/2（各２）
 ■ アメリカ政治研究1/2（各2）
 ■ アメリカ外交研究1/2（各2）
 ■ 日中関係政策論1/2（各2）
 ■ 平和軍事研究1/2（各2）
 ■ 国連・平和構築研究1/2（各2）
 ■ 自治体国際政策研究1/2（各2）
 ■ 安全保障政策研究（2）
 ■ 国際情報論1 
（開発とメディア）（2）
 ■ 国際情報論2 
（援助とメディア）（2）
 ■ 国際情勢分析論1/2（各2）
 ■ 国際行政研究1/2（各2）

【私たちが目指すもの】
政治学専攻は、人間の共存の技術としての政治を、空間的な広がりと時間的な流れに留意しながら、規範的かつ経験的に
研究できる能力を持った研究者の養成とともに、政治的現実に働きかける実践を担うことのできる人材の育成を目指してい
る。この理念の下、第一に規範論的な研究を追求し、第二に、こうした規範論を踏まえつつ、具体的な現実政治に即した実
証研究を行う。すなわち、政治思想史・政治理論、政治史・政治過程論などのアプローチに複合的に取り組む。

修了生の研究テーマの例
 ■ ステークホルダー・デモクラシーのモデル構築 

―ポスト政治期における多元的統治の民主的統御に関する規範理論研究―

 ■ 延辺朝鮮族自治州から見る中朝関係―「１９６６―１９６９年」を中心に

 ■ 冷戦後日本の中央アジア政策と戦略 

―「ユーラシア外交」から「中央アジア+日本」対話を中心に―

 ■ 中国朝鮮族の現状と課題に関する一考察―延辺と東京に焦点を当てて

 ■ 林達夫論―関東大震災への応答―

 ■ドイツ連邦共和国成立に対する英外交の史的考察―1948年～1954年―

 ■『中華人民共和国反家庭暴力法』の立法過程研究―女性団体の参加を中心に―

 ■ 戦後革新勢力の対立と分裂

※本専攻には、このほかにジェンダー政治や政治過程論などのさまざまな分野を扱う研究室があります。

松尾 隆佑

学生・修了生の声

大学院の魅力

政治学専攻の大学院生が集まり、頻繁に読書会や研究会を開いて
研鑽を積んだことが思い出です。また、年に1回は院生の手による学
術雑誌を刊行し、編集作業に悪戦苦闘しつつも、自らの研究成果を
世に発信する喜びを仲間とともに分かち合いました。院生への支援
制度も充実しており、研究に打ち込むのにこれ以上ない恵まれた環
境だと思います。

博士後期課程 2016年度修了／

法政大学法学部 兼任講師

授業以外にも研鑽の機会が豊富。
研究に打ち込むのに
これ以上ない環境です

専攻の教授陣は、研究・実践の最前線で活躍されている先生方ばか
りと言っても過言ではなく、実際、私も指導を仰ぎたい先生がいたこ
とから同専攻を選びました。授業はもとより、指導教員の先生を囲む
読書会などもあり、狭い意味での政治学に留まらず、さまざまな知見
に触れる機会が豊富です。専攻の学びは私にとって貴重な財産にな
りました。

専攻の魅力

研究テーマ 　
 現代デモクラシー理論

宮﨑 伸光　教授

ヒトは独りでは生命を維持し得ず、必ず社会を構成する。自治体の
契機は、その領域性の断面に現れる。私はそう理解するが、かよう
な考察を起点に置くだけで「通説」や「常識」と呼ばれる轍を外れる。
「多数説」を学習することは大切だが、研究はより自由であって良
い。ただし、目的および手段を誤ってはいけない。短期的利得の追
求に身をやつした近年の世情の下で、地域社会には生活に関わる
数多くの深刻な問題が発生した。せめて風潮に距離を置き、奥深い
難問の真相究明に迫りたい。そうした問題意識を持って幅広い観
点から公共政策課題への接近を試みている。

研究室紹介

自治行政制度・自治体政策・消防行政・
自治体議会

自治体を公共政策課題解決
装置と把握し考究
地域社会の現実から理論や制度を考える

政治学の対象である政治とは
何であろうか？

それが本当に僕の
究極的な政治的信

念だ。

　ボブ・ディラン

政治はサタンの
道具である。

あなたの考えは？

ジョン・レノン

Graduate School of Politics Major in Politics

募集人員  修士課程10名／博士後期課程5名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  教育関連（教員）、公務、出版、商社、金融、進学（博士後期課程）など

　 昼間開講（一部夜間開講）

041040



 専任教員一覧

学生・修了生の声専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

浅見 靖仁 教授 比較政治学、開発学、東南アジ
ア研究 東南アジアの政治経済、開発研究、アジア諸国の社会福祉制度 国際地域研究（東南アジア）（1）/（2）

権 　鎬淵 教授 平和軍事研究、政軍関係 日本の防衛政策、日本の対外政策、東北アジアの安全保障問題 ※今年度は、特定の科目を担当しません

坂根 　徹 教授 国際公共政策、国連研究、行
政学等 国際公共政策、国連システムの調達行政、国際行政等 ※今年度は、特定の科目を担当しません

高橋 和宏 教授 日本外交史、経済外交論、国
際関係史 冷戦期の日米関係、国際経済秩序をめぐる日本外交 日本政治外交研究1/2

菱田 雅晴 教授 政治社会学、現代中国論 中国研究（国家・社会論、中南海研究、廉政研究） 対外政策研究（中国）（1）/（2）、国際地域研究（中国）
（1）/（2）、グローバル政治経済特別セミナー

福田 　円 教授 国際政治、中国外交、中台関係 中国と台湾の関係史および現状分析、中国外交と国際環境
の相互作用 ※今年度は、特定の科目を担当しません

本多 美樹 教授
国際関係論、国際機構論、伝
統的・非伝統的安全保障研
究、国連研究

国際社会による平和のための協働と確執、アジア太平洋地域
の安全保障 非伝統的安全保障研究、地球規模課題政策研究

溝口 修平 教授 比較政治学、旧ソ連地域研究 旧ソ連諸国の政治体制、現代ロシア政治外交 ロシア政治外交研究1/2

宮下 雄一郎 教授 国際関係論、国際関係史、戦
争史 フランス外交史、日仏関係史、ヨーロッパ統合論 国際地域研究（ヨーロッパ）（1）/（2）

森 　　聡 教授 国際政治、アメリカ外交 アメリカの対外政策、インド太平洋における安全保障、先端
技術と国際政治

国際政治理論、アメリカ外交史、アメリカの対外政策、
戦略と政策

弓削 昭子 教授 国際開発と平和構築 国連システムの国際開発活動と平和構築
持続可能な開発のための教育（ESD）、
開発援助運営論：JICA講座、国際機関講座、
総合講座、国際協力講座

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

●基礎理論科目
 ■ 国際政治理論（2）
 ■ アメリカ外交史（2）
 ■ 政治理論研究1/2（各2）
 ■ 国際政治史研究1/2（各2）
 ■ アジア国際政治史（2）
 ■ 国際公共政策研究1/2（各2）
 ■ 国際協力政策研究1/2（各2）
 ■ 非伝統的安全保障研究（2）

●国際政治専門英語科目
 ■ Academic Reading（初級）（2）
 ■ Academic Reading（上級）（2）
 ■ Thesis Writing（初級）（2）
 ■ Thesis Writing（上級）（2）
 ■ Presentation & Debate（初級）（2）
 ■ Presentation & Debate（上級）（2）

●グローバル・イッシュー科目
 ■ 国連・平和構築研究1（国連組織）（2）
 ■ 国連・平和構築研究2（平和構築）（2）
 ■ 国際公共調達研究1/2（各2）
 ■ 地球環境政治論（2）
 ■ 持続可能な開発のための教育（ESD）（2）
 ■ 国際食糧資源エネルギー政策（2）
 ■ グローバル・ビジネス研究（2）
 ■ 地球規模課題政策研究（2） 

●アジア国際政治科目
 ■ アジア比較政治（2）
 ■ アジア統合論（2）
 ■ アジア平和軍事研究（2）
 ■ 戦略と政策（2）
 ■ アメリカの対外政策（2）
 ■ 対外政策研究（中国）（1）/（2）（各2）
 ■ 対外政策研究（朝鮮半島）（1）/（2）（各2）
 ■ ロシア政治外交研究1/2（各2）
 ■ 国際地域研究（中国）（1）/（2）（各2）
 ■ 国際地域研究（朝鮮半島）（1）/（2）（各2）
 ■ 国際地域研究 
（ロシア・中央アジア）（1）/（2）（各2）
 ■ 国際地域研究（東南アジア）（1）/（2）（各2）
 ■ 国際地域研究（ヨーロッパ）（1）/（2）（各2）
 ■ 日本政治外交研究1/2（各2）

●実践講座科目
 ■ グローバル政治経済特別セミナー（2）
 ■ 開発援助運営論：JICA 講座（2）
 ■ 国際機関講座（2）
 ■ 総合講座・外交総合講座（2）
 ■ 総合講座・国際協力講座（2）

Graduate School of Politics Major in Global Politics

［ アドミッション・ポリシー ］

1.  国際政治に関する専門知識や英語力を身につけ、国際的に通用する高度専門職業人、あるいは国際政治を専門とする研究者を目指す強い
意欲が具体的に認められる人材を求める。

2.  大学学部レベルの政治学ないし関連諸学についての既修・未修は問わない。大学における学部教育の未修者であっても、社会的経験と問題
意識ないし学問的意欲において大学卒と同等かそれ以上の学力が認められる人材を求める。

3.  上記の条件を満たしているかどうかを入学試験により判定する。一般入試においては、専門科目の筆記試験、研究計画等についての口述試
験、そして提出書類の審査により、外国人入試においては、専門科目の筆記試験、研究計画等についての口述試験、そして提出書類の審査に
より、社会人入試においては、研究計画等についての口述試験、そして提出書類の審査により判定を行う。

募集人員  修士課程10名　　　　 キャンパス  市ケ谷
主な進路  教育関係、金融、建設業、進学（ 博士後期課程）など

政治学研究科

国際政治学専攻
国 際 政 治 の 本 質 を 見 極 めら れ る 冷 静 な 国 際 人 を 養 成 す る

世界の至るところで、グローバリゼーション（世界標準の伝播）とジオポリティクス（個別特殊性の発揮）のせめぎあいや対立
が見られます。新しい時代には、これに見合う問題解決とコミュニケーションの能力が求められます。わが国にとって、国際政
治の諸分野における専門性に裏打ちされた構想力・交渉力・実行力を持つ人材の育成は緊急課題です。本研究科では、こ
うした時代の要請に応える、国際政治、開発協力、地球環境、平和構築、人間の安全保障、アジアのガバナンス（政治と外交）
等のグローバル・ガバナンスおよびアジア国際政治分野の研究・教育実績を有する専任教員を有しています。これまでの蓄
積をさらに発展させながら、「国際政治学専攻」（Graduate School of Global Politics）においては、国際的に通用する高
度専門職業人や研究者の養成を目指します。

修了生の研究テーマの例
 ■ An Analysis of Police Actions during Communal Riots 
in India using the Theory of Street-Level Bureaucracy

 ■ 1950年代から1960年代までの中ソ関係（権力闘争の視
点を中心に）

 ■ 中国の高齢者福祉制度の展望―日本の介護保険制度か
らの示唆

 ■ 日本の国際人道支援における人的被害のリスク許容度
―NGOへの渡航制限と世論の関係に着目して―

 ■ 国際連合安全保障理事会改革における日本の外交戦
略と戦術の分析 
―冷戦後における日本の対国連政策を中心に―

 ■ Kennan and Japan: An Assessment of George 
Kennanʼs Occupation Policy toward Japan

 ■ 技能実習制度を利用した建設に係わる技術移転に関
する研究

 ■ 中国現代少数民族のアイデンティティに関する研究 
―五峰県の土家族（トゥチャ族）を例として―

 ■ Japanʼs re-posture in the South China Sea security 
and implications for Vietnam

 ■ 日本の対ベトナム政策支援型援助の有効性を問う 
―石川プロジェクトにおける国営企業改革支援事業を
事例に―

高 民志

将来の目標

現在は、学術や文化の面で日本と韓国の交流を活性化するほか、韓
国の公共外交の推進に携わっています。法政大学の海外留学奨学
金制度を利用してイギリスに留学し、現地の大学院でも修士号を取
得できました。日本とイギリス、両国の学びにより培ったグローバルな
視野と姿勢を磨きながら、支援事業や業務を通して、次世代の友好
な日韓関係の一助を担いたいと思います。

修士課程 2018年度修了／駐日大韓民国大使館内 

韓国国際交流財団(KF)東京事務所 勤務

奨学制度によりダブルディグリーを取得。
日・英で得た知見を日韓交流に活かしたい

大学の卒業論文から続く研究テーマを修士レベルに深化する上で、
本専攻の多彩なカリキュラムにより研究の視点が広がったと思いま
す。論文の構想発表会やドラフト批評会でも、院生や教授たちによる
鋭い指摘が参考になりました。また、イギリスの大学院でも修士を取
得するダブルディグリーを目指していた私にとって、英語での授業や
留学に役立つ講座などが充実している点もありがたかったです。

専攻の魅力

研究テーマ 　
 米韓のTHAAD配備と中国の経済報復 
―中国の対応変化を中心に―

宮下 雄一郎　教授

国際関係論（国際政治学）といっても、その内実は様々な学問分野の
「寄り合い所帯」であり、研究を遂行するにあたっての方法論も多岐
にわたる。政治学、歴史学、哲学、そして経済学はもちろんのこと、知
識人などを研究対象とする場合には文学などの素養も求められる。
研究テーマを設定し、それに取り組むための方法論を見つけるには、
相応の知見が求められる。
本研究室では、歴史的なアプローチに基づき、ヨーロッパの国際関
係に関する様々な問題を扱う。歴史上の出来事から「政治」を抽出
し、それを分析することが目的である。外交文書などの一次史料を渉
猟し、そこから戦争と平和をめぐる問題を探るための材料を抽出しな
ければならない。

研究室紹介

ヨーロッパ国際関係史
―「戦争と平和」をめぐる政治

大国間の権力政治と
国際秩序の変動

043042



社会学研究科

社会学専攻
「社会学コース」と「メディアコース」現代社会の諸課題に応える知的技法の修得

人間は一人で生きることができません。そして、人間が集まると社会が生
まれます。その人間と社会をめぐるさまざまな営みが、社会学という学問
の対象です。とはいえ、人間も社会も常に変化しています。インターネッ
トの普及、グローバル化が進み人々は国境を越えて移動、家族や夫婦の
形も急速に変わりつつあります。社会学専攻では、「社会学コース」と「メ
ディアコース」の2コースにおいて、社会学、メディア論、国際社会論をは
じめ、隣接する人文・社会諸科学の成果を学ぶことによって、現代社会
の諸問題を系統的に認識・解明する高度な学術研究の遂行能力を有す
る人材の育成を目指します。
「社会学コース」では、院生が調査研究を行う中心的な土台に社会学を

据え、その他の社会科学諸分野の知見も取り入れながら多様な社会問
題に取り組む研究者を養成します。「社会学コース」は多摩と市ケ谷の2

キャンパスで昼間授業を開講します。「メディアコース」では、メディア分
野の高度専門職業人や研究者に求められる、メディア理論と調査法、メ
ディアの歴史と思想、そして調査報道やメディアテクノロジー等の実践ま
でを学ぶことができます。「メディアコース」は平日夜と土曜日に市ケ谷
キャンパスで授業を開講し、社会人が学びやすい環境を用意します。
社会学専攻の修了生は、大学など研究機関をはじめ、国内外の様々な
メディア企業・国際機関・一般企業で活躍しています。

兼子 諭津田 正太郎　教授

近代化または現代化の過程において、メディアは重要な役割を果た
してきました。国民形成や戦争プロパガンダの手段として、メディアは
いまも活用され続けています。ただしそれは、メディアが人びとを自由
自在に操れるということではありません。様々な歴史的、社会的要因
により、統合や説得の失敗もまた頻繁に生じます。つまり、メディアの
内容や技術だけをみるのでは不十分なのであり、その役割や限界を
理解するためには社会の文脈にも目を向ける必要があるのです。本
研究科でメディアを学ぶ人には、そうした幅広い問題関心をもって研
究に取り組んでほしいと思います。

研究室紹介

メディアの役割や限界を理解するために、
その歴史的、社会的文脈を探る

プロパガンダはなぜ「失敗」するのか

学生・修了生の声

コミュニティや市民社会のあり方について学修し、将来的にも社会学的
な研究に従事したいと考えたことから大学院に進学しました。現在は、
法政大学社会学部の兼任講師を勤めています。大学院生時代を振り返
ると社会学だけでなく、社会科学や社会思想、哲学についての研究にも
努めていました。法政大学大学院では、現代社会における諸現象に関し
て、理論だけでなく実証も視野に入れているため両面からの研究アプ
ローチが可能であり、研究を深めるには適切な環境が整っています。大
変ながらも楽しく、有意義な学究生活を送ることができました。

私の研究

研究テーマ 　社会学理論　文化社会学　市民社会論

2018年9月 博士学位取得

研究を深め、大変ながらも有意義な学究生活

募集人員  修士課程20名／博士後期課程5名　　 キャンパス  多摩・市ケ谷（社会学コース）／市ケ谷（メディアコース）　　　　
主な資格  専門社会調査士　　　　 主な就職先および勤務先  教育、医療福祉、情報通信、出版、印刷など

長期履修制度有（修士課程） 　　社会学コース 昼間開講 　メディアコース 夜間開講

Graduate School of Sociology Major in Sociology

柱となる2コース
・2つのコースにはそれぞれ基礎演習を入り口に個別領域のテーマにつながる講義・演習があります。
・これらの科目の多くは半期2単位科目ですから、修士課程2年間の間に計画的に履修できます。
・指導教員による論文指導のほか、総合演習を通じて複数の教員が修士論文作成に向けてアドバイスします。

ただし、社会調査士資格未取得の場合には、他専攻科目
として開講されている科目を履修する必要があります。専門社会調査士資格〈（社）社会調査協会認定〉が取得できます。

　「社会学基礎演習」で社会学理論・社会問題の基本概念を修得したあと、「理論社会学」でより深く個別の社会学理論を学びます。また、
環境、家族、階層などに関する社会学研究の広がりを学び、実習を通じ社会調査の方法論を身に付けてもらいます。

社会学コース

社会学
基礎演習

社会学の研究法に
関する基本的
知識の修得

理論的基礎

理論社会学
（ミクロ・マクロアプローチ、
学説史、認識論的基礎）

個別領域

社会学特殊研究
（都市、産業、労働、家族、
環境、福祉、医療、文化な
どに関する社会学研究）

方法

統計分析法
社会調査実習
調査研究法

質的資料分析法

　「メディア社会学基礎演習」では基礎的なメディアの理論と歴史を学び、「メディア理論」で歴史・倫理・テクノロジーに関する理解を深め
ていきます。「メディア特殊研究」では広告、ソーシャルメディア、メディア文化などの個別領域を研究するとともに、「取材文章実習」、「調査報
道実習」などでメディア分野の実践知を高めていきます。

メディアコース

メディア社会学
基礎演習

基礎的なメディアの
理論と歴史、
メディア産業論、

オーディエンス論の修得

理論

メディア理論
（歴史・倫理・テクノロジー）

個別領域

メディア特殊研究
（広告、知的財産、メディア
経営、ソーシャルメディア、メ

ディア文化）

方法

取材文章実習
調査報道実習

オーディエンス調査実習

夜間開講

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

博士後期課程では、社会学、メディア論、国際社会論
の領域で学術的研究をさらに深く追求しようという意
欲を持つ次のような人材を広く求める。
1.博士論文執筆に必要な高度な学識と思考力、およ
び分析力を持つ人材。

2.博士論文執筆に向けて自立して研究を遂行しようと
いう強い意欲を持つ人材。

3.研究遂行に必要な英文読解力を持つ人材。

博士後期課程

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

博士後期課程では、院生に対し「学位論文までの里程標」を示し、博
士学位取得に必要な研究が適切に遂行できるように指導するとともに、
すべての設置科目を単位化し、とくにつぎのような研究指導を進める。
1.各セメスターに、博士学位取得に必要な研究を適切に遂行でき
るように指導する科目として「博士論文指導」を配置し、指導教
員がゼミナール形式の論文指導を行う。

2.査読を経て掲載される学術誌などの投稿論文の執筆を指導する科目
（「社会学総合演習A」）、教員全体で博士学位申請論文の執筆を指
導する科目（「社会学総合演習B」）を設置する。

3.英語による学術論文の執筆を指導するための科目（「社会学研究
（Academic English Writing Skills for the Social Sciences）」）を設置する。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

社会学研究科は、所定の単位の修得、および学位論
文の審査によって、つぎに示す能力を有すると認めら
れる者にたいして「博士(社会学)」の学位を授与する。
DP1.諸先行研究の成果を十分に理解し、批判的に

再構成し、自らの研究テーマに即して応用でき
る能力。

DP2.自らの研究テーマに即した高度に専門的な調
査能力。

DP3.博士の学位にふさわしい専門的な学術論文を、
問題構成から執筆に至るまで自立して研究を遂
行し、当該分野の学術的発展に貢献できる能力。

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

修士課程では、社会学、隣接する社会諸科学、人文
諸科学の分野に強い学問的関心を持つ、つぎのよう
な人材を広く求める。
1.社会学、メディア論、国際社会論の領域で、社会の諸問題
をめぐって独立した研究能力を形成する意欲のある人材。

2.社会についての豊かで深い学識を備え、メディア企
業・国際機関・一般企業などで働く専門的職業人
を目指す人材。

3.社会人としての経験をもとに、社会をめぐる豊かで
深い学識を形成し、実践的に課題の解決に向かお
うとする人材 。
このため、入学試験では、社会学、メディア論、国際
社会論の領域における専門的知識と語学力が一定
水準に達しているかが判定される。また「社会人入試
制度」を設けて、社会人を積極的に受け入れる。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

修士課程では、社会学の課題領域に応じて社会学コースとメディ
アコースとにわけ、各領域の学問的成果の蓄積と将来の方向性を
大学院生が適切に学べるようにするとともに、院生各自の研究テー
マに沿ってゼミナール形式で学べる、つぎのような教育を行う。
1.各コースの領域に対応した「基礎演習」を複数開講し、それぞ
れの領域に即した学習とともに、院生相互の研究交流も促進さ
せる。

2.コースごとに「総合演習」を設置し、修士論文の問題構成と構想
から執筆に至るまでの過程を、教員全体で集団的に指導する。

3.院生各自の研究テーマに結びつくかたちでの調査能力、実践的
研究能力の向上を図るために、方法系科目群として「専門社会
調査士」資格の取得につながる科目や、「取材文章実習」、「調査
報道実習」といった科目を設置する。

4.関東圏の社会学系大学院の単位互換制度に加入し、23の大
学院での開かれた履修機会を用意する。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

社会学研究科は、所定の単位の修得、および学位論
文の審査によって、つぎに示す能力を有すると認めら
れる者にたいして「修士(社会学)」の学位を授与する。
DP1.各コースの領域に即した基本的な研究遂行能力。
DP2.各コースの領域における理論的な成果を的確

に理解し、自らの研究にそれを生かせる能力。
DP3.各コースの領域における様々の個別なテーマに

ついて的確に理解し、分析する能力。
DP4.学際的なテーマについて的確に理解し、分析す

る能力。
DP5.院生各自の研究テーマに応じた高度な調査能力。
DP6.院生各自の研究テーマに応じた外国語能力。
DP7.院生各自の研究テーマに必要な学識や方法を

身につけ、論理的かつ説得的な議論を展開でき
る能力。

修士課程
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専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

青木 貞茂� 教授 広告論、ブランド論 効果的なブランド広告表現の開発・立案方法について メディア特殊研究1

荒井 容子� 教授 社会教育学 社会教育実践研究、社会教育法制度研究、成人教育・社会
教育運動研究、公民館研究 社会学特殊研究4

稲増 龍夫� 教授 メディア文化論 現代メディア文化とコンテンツ産業の分析 メディア社会学特殊研究2

宇野　 斉� 教授 組織行動科学、社会ネットワ－ク
論、経営学 社会ネットワーク論、組織論、意思決定論 学際研究4

大﨑 雄二� 教授 現代中国における国民統合・民族
政策 現代中国（東アジア）地域研究 社会科学研究法1/2

岡野内 正� 教授 社会理論、国際政治経済学、平和
学、国際開発学、中東研究 国際社会の人権・平和問題とベーシック・インカム研究 理論社会学4

金井 明人� 教授 認知科学・人工知能と映像の修辞学 映像に関する情報物語論 ※今年度は、特定の科目を担当しません

金原 瑞人� 教授 英語圏のエスニック文化 創作（クリエイティヴライティング）。小説や詩の創作を通じ
て、表現力の向上を図る ※今年度は、特定の科目を担当しません

菊澤 佐江子� 教授 家族社会学 家族とライフコースに関する計量社会学的研究 社会学特殊研究3

小林 直毅� 教授 メディア文化研究、テレビ・アーカ
イブ研究 メディア環境における「記録と記憶」の研究 メディア社会学基礎演習2、メディア理論1、社会

学原典購読（ 修士）、社会学原典研究2（ 博士）

斎藤 友里子� 教授 理論社会学・数理社会学・社会意
識論 ただしさの社会学 統計分析法（修士）、社会調査法2（博士）

佐藤 成基� 教授 社会学理論、比較ナショナリズム研究 ナショナリズムと国民国家の歴史と現在（ドイツを中心にして） 社会学基礎演習1/3

愼　 蒼宇� 教授 近現代史 朝鮮近現代史、日朝関係史、植民地研究、在日朝鮮人史研究 学際研究3

鈴木 智之� 教授 社会学理論、文化社会学 物語言説の社会学的分析。特に自己と他者をめぐる語りとそ
の社会的条件の研究 理論社会学2

鈴木 宗徳� 教授 社会学史、理論社会学 現代における批判的社会理論の課題 社会学基礎演習2

武田 俊輔� 教授 文化社会学、都市社会学 地域社会における文化、民俗、メディア、地方都市社会論 ※今年度は、特定の科目を担当しません

田嶋 淳子� 教授 国際社会学、移民・エスニシティ研究 中国系移住者をめぐる文化的市民権と移住第二世代 社会学特殊研究1、質的資料分析法（修士）、社
会調査法3（博士）

津田 正太郎� 教授 マスコミュニケーション論、政治社
会学 近現代社会におけるメディアの役割に関する政治社会学的研究 メディア理論5

徳安　 彰� 教授 社会システム論 社会現象を人間と社会システムの2つの視点から見る 理論社会学基礎1/2、社会学原典購読（修士）、
社会学原典研究1（博士）

樋口 明彦� 教授 コミュニティ政策論 社会的排除/社会的包摂、若者論、NPO/NGO、働き方の多
様化 社会学特殊研究2

平塚 眞樹� 教授 教育学、若年移行期研究 若者支援におけるyouthworkとsocial pedagogyの意味 ※今年度は、特定の科目を担当しません

藤代 裕之� 教授 ジャーナリズム論、ソーシャルメディ
ア論

ソーシャルメディア時代のジャーナリズムやメディアのあり方/
Entrepreneurial Journalism ※今年度は、特定の科目を担当しません

藤田 真文� 教授 コミュニケーション論、メディア論 マス･メディア（テレビ）のテクスト（内容）分析 メディア社会学基礎演習1/3

二村 まどか� 教授 国際関係論、平和構築論 紛争後の社会における正義追求のあり方について（移行期正
義・国際刑事裁判） ※今年度は、特定の科目を担当しません

別府 三奈子� 教授 ジャーナリズム規範の国際比較研
究、写真研究 負の遺産とジャーナリズムの記録の連関に関する調査と分析 メディア理論3

堀川 三郎� 教授 環境社会学、都市社会学 歴史的環境保存の日米比較、まちづくり、住民運動、公害被
害地の追跡調査 社会学特殊研究3

三井 さよ� 教授 臨床社会学、ケア・支援論 医療･福祉をめぐる社会問題への相互行為論的アプローチ ※今年度は、特定の科目を担当しません

 専任教員一覧

社会学専攻社会学研究科　 　

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

吉村 真子� 教授 アジア研究、東南アジア地域研究 国際社会 / 東南アジア（マレーシア）地域研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

堅田 香緒里�准教授 社会福祉学、福祉社会学 貧困研究、批判的社会政策論 社会学特殊研究2

高　 美哿� 准教授 映画研究 日本映画におけるマイノリティ、ナショナリズム、多文化、ジェ
ンダー表象、アダプテーション映画 ※今年度は、特定の科目を担当しません

白田 秀彰� 准教授 情報法、知的財産権法 情報化社会と情報発信についての研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

鈴木 智道� 准教授 歴史社会学、教育社会学 教育の歴史社会学、歴史社会学方法論 社会学特殊研究4

多喜 弘文� 准教授 社会階層論、教育社会学、比較社
会学 教育・労働の格差に関する比較社会学的研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

土倉 英志� 准教授 社会心理学、認知科学、質的心理学 創造性、経験による学習・創造による学習、コミュニティデザ
イン 学際研究5

土橋 臣吾� 准教授 メディア論、コミュニケーション論 デジタルメディアの実践的研究 オーディエンス調査実習

諸上 茂光� 准教授 消費者心理学、計算論的脳科学 市場における消費者の心理及び行動の分析とモデル化 メディア社会学特殊研究1

橋爪 絢子�専任講師 ユーザ工学、ユーザ中心設計 実文脈におけるユーザの状況や行動の調査と分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

 専任教員一覧

Graduate School of Sociology Major in Sociology

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 設置科目

修士課程 博士後期課程

 ■ 社会学基礎演習1～3（各2）
 ■ メディア社会学基礎演習1～3（各2）
 ■ 理論社会学1～5（各2）
 ■ メディア理論1～5（各2）
 ■ 理論社会学基礎1/2（各2）
 ■ 社会学特殊研究1～6（各2）
 ■ メディア特殊研究1～4（各2）
 ■ メディア社会学特殊研究1/2（各2）
 ■ 学際研究1～5（各2）
 ■ 統計分析法（2）
 ■ 社会調査実習（4）
 ■ 調査研究法（2）

 ■ 質的資料分析法（2）
 ■ 取材文章実習（2）
 ■ 調査報道実習1/2（各2）
 ■ オーディエンス調査実習（2）
 ■ メディアテクノロジー実習（2）
 ■ 社会科学研究法1/2（各2）
 ■ 外国書講読1/2（各2）
 ■ 社会学原典講読（２）
 ■ 論文指導1/2（各2）

 ■ 社会学総合演習A/B（各2）
 ■ 社会学研究1～3（各2）
 ■ 社会調査法1～3（各2）
 ■ 社会学原典研究1/2（各2）
 ■ 博士論文指導ⅠA/B（各2）
 ■ 博士論文指導ⅡA/B（各2）
 ■ 博士論文指導ⅢA/B（各2）

修了生の研究テーマの例
 ■「聖地」奈良への勤員—“建国神話の体現者たち”—
 ■ 本屋大賞のブランディング分析
 ■ 日本の新聞における中国の環境問題報道
 ■ 日本のテレビにおける「八月ジャーナリズム」 
—戦後70年を中心に—

 ■ 原発震災と「３月ジャーナリズム」の課題と可能性
 ■「普通である」ための技法—セクマイ・コミュニティと「当事者
である/ない」ことをめぐって—

 ■ 近代朝鮮における教育改革と書堂（1876-1905） 
—その重層的把握への試み—

 ■ ネット世論の社会的影響力
 ■ 集団就職の新聞報道から読み解く戦後日本の経済成長
 ■ テレビドラマに描かれる若者 
―『ゆとりですがなにか』が描く「ゆとり世代」―

 ■ 日本のテレビ・ドキュメンタリー制作者が伝える「中国」―制
作会社テムジンを中心に

 ■ 原爆記憶の継承に関する社会学的実証研究 
―長崎における記憶空間の形成と継承実践

 ■ 市民社会の文化社会学 
―Alexander市民圏論の検討を中心に─

 ■ 内モンゴル農村地域におけるモンゴル族男性の 
結婚難問題に関する研究 
—通遼市ホルチン左翼後旗の７つの村を中心に—

 ■ 在日本朝鮮労働総同盟の組織と闘争 
―「二重の課題」を視座にして―

 ■ 新聞販売店の諸課題と地域メディア化の可能性
 ■ 新本格ムーヴメントとその社会的背景 
―「ミステリ場」を通じた考察―

 ■ 来日中国人留学生の社会的ネットワークとその機能
―２００８年以降に来日した２０人の事例をもとに―

 ■ 日本における中国人留学生の就職と帰国の決定要因 
―帰国後のキャリア形成を視野に入れて
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MBA 教育の柱

　経営学の基礎から応用までの理論的なアプローチに加え、現実の
企業活動や社会現象を実証的に分析するためのさまざまな手法が
学べます。また、個別指導を重視した教育を行っています。組織、人
事、戦略、アカウンティング、ファイナンス、国際経営、マーケティング、経
営史など企業経営の諸側面について幅広く研究できます。また、経済
学や統計学に関する科目も開講。総合的に企業経営を捉える視点を
養うことが可能です。高度な知識・理論を講義やディスカッションを通
して習得、さらに、細やかな個別指導のもとで質の高い修士論文や博
士論文を作成します。

　経営学専攻夜間コース（法政ビジネススクール：略称HBS）は、日本における
ビジネススクールの先駆けとして1992年に設置。実務に関するさまざまな理論が
学べる5つのコースがあります。他コースや他専攻、他研究科の科目も履修可
能。専門性と幅広い知識を同時に習得できます。
　HBSでは、理論と実証に必要な知識を基礎から応用まで、少人数・双方向型
の講義で習得。また、ゲストスピーカーを交えたワークショップで、企業経営の最
先端の動向と実践的な知識やスキルを身に付けられます。修士論文の作成が
必修であることもHBSの大きな特徴です。これまでの実務経験やHBSで学んだ
知識は、修士論文を書き上げる過程で、真に学生の血となり肉となっていきます。

理論とケースを
発表・討論を交えて学ぶ

Lecture
教員のきめ細かな指導に

基づく研究活動

Thesis
実務家をゲストに迎えて

現実のビジネスを事例として学ぶ

Workshop

　創業を志す人、社内企業家、後継経営者、企業家の支援に携わる人の養成を目的とし
たコースです。多彩な科目のほか、実際の企業家を招いてのワークショップを開講。企業
や事業を起こして直面した経営上の問題点や課題、その解決方法などをお話しいただ
き、その後は、教員や学生を交えて活発なディスカッションを展開しています。

企業家養成コース

　人事と組織に関わるトピックスを幅広く学べます。また、実証研究を重視し、組織の
データの発掘や職場の事例研究、面接調査、企業・従業員などへの聴取、アンケート調
査や統計データの解析など研究目的に応じた研究手法を指導します。実務家による講
義、ケーススタディーも行っています。

人材・組織マネジメントコース

　2 つのサブ・コースを立てて、企業会計とファイナンスの先端的知識を体系的に学び
ます。アカウンティング・サブコースでは、経理人の再教育とレベルアップを主眼に会計
とその関連領域を学びます。ファイナンス・サブコースでは、企業財務および証券投資
に関する理論とその応用手法を学びます。

アカウンティング・ファイナンスコース

コース制（夜間コースのみ）
国際経営コース
　国際的な観点から経営の理解を深めたいビジネスパーソンを対象としたコースです。
国際経営論・国際金融論・国際物流論・国際人事・国際マーケティング・国際会計
論などの科目や、アジア・アメリカ・EUといった地域研究の科目を開講。国際ビジネス
の第一線で活躍する実務家を招いた講義では、国際経営に関する具体的な事例を学ぶ
ことができます。

マーケティングコース
　講義と討議を中心としたマーケティング理論の学習と、実習を併用した定量的・定性
的なデータ分析手法の習得をバランス良く配置。他大学院には見られない独自性があり
ます。マーケティングの全体像を知るためのプログラムとして、また、現場体験と実務的
知識を再構築する機会として活用できます。

詳細は、経営学専攻（夜間）HP

http://hbs.ws.hosei.ac.jp/をご参照ください。

昼間コース 夜間コース

経営学研究科

経営学専攻
よい 循 環 づくりで 経 営 と 経 営 学 の 人 材 を 養 成

経営学研究科では、企業組織及び企業の諸活動、企業とそれを取り巻く環
境との関連を研究しています。修士課程、博士後期課程ともに、昼間コースと
夜間コース（社会人向け）を設けて、学問と実務のよい循環をつくりつつ、多
様な人材を育成しています。特に、日本の私立大学の中でも設立の早かった
社会人向け修士課程は、1992年設立以来、1,000名を超える修了生を輩出
しています。
現実と理論との相互作用を図る多様な授業が用意されています。たとえば、
企業の第一線で活躍される多様なゲストスピーカーをお招きして、現場の生
の情報、最新の企業経営動向、最先端の事業動向をお聞きし、ディスカッ
ションする「ワークショップ」を各コースで提供しています。また、現実と学問
との間の流れを理解し、現実の問題がその知的な流れのどこに位置するかを

把握し、理論と鋭い知見をもって企業経営の現実を分析する能力を徹底的
に鍛える種々の授業も提供しています。
修士・博士論文の執筆を通じ、本格的な学術論文を作成する機会も設けら
れています。論文指導では、指導教員は丁寧な指導を心がけており、少人数
教育の強みを最大限生かして、教員と学生間に濃密なコミュニケーションが
行われています。
なお、経営学研究科では、教員と在学生だけでなく修了生も加わったよい循
環づくりをめざしています。修了生がワークショップ授業のゲストスピーカーと
して登壇して、生の情報や経験談を在学生と共有したり、教員になった修了
生が在学生に知的な還元を行ったりする例も少なくありません。

募集人員  修士課程60名／博士後期課程10名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　
入学者の職域  製造、情報通信、金融、不動産、技術サービス、教育、医療福祉、サービスなど

昼間コース 　　夜間コース 

Graduate School of Business Administration Major in Business Administration

［ アドミッション・ポリシー ］ ［ カリキュラム・ポリシー ］ ［ ディプロマ・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針 学位授与の方針学生受け入れ方針

経営学研究科では、専門知識と経営学研究への意
欲を有し、次のキャリアビジョンを持つ人材を広く求
める。昼間・修士課程においては、優れた成果を上
げられる研究・教育職、国際職業人の人材を求め
る。夜間・修士課程においては、企業やその他団体
等で高度な経営課題に応えられる経営管理職・専
門職の人材を求める。博士後期課程においては、研
究者養成のための修士課程だけでなく、高度職業
人養成のための修士課程の修了生を含め、独創性
に富む専門研究者をめざす人材を求める。

昼間・修士課程では経営学（ 関連分野を含む）の研究に必要な方法
論等を自主的により深く学べること、また修士論文を作成できるようにす
ることを配慮して開講科目を設定する。夜間・修士課程では、複数の専
門分野別のコースを設け、それぞれの専門分野にふさわしい独自の選
択必修科目群を設置する。また、学生のバックグラウンドやニーズが多
様であることから、経営学および関連分野の基礎的な科目を設置すると
ともに、他コースの科目も自由に履修できるようにする。さらに、少人数
制による論文指導、コースレベルでの集団指導等を行い、実務経験と適
切な理論、方法論を融合した修士論文作成をめざす。博士後期課程で
は、ステップ制を運営、実施すると共に、指導教員・副指導教員による
研究指導と博士コースワークショップを充実化する。

所定の単位の修得により、以下に示す水準に達した
学生に対して「修士（ 経営学）」、あるいは「博士（ 

経営学）」を授与する。修士課程では、経営学分野（ 

関連分野を含む）の多様な授業と、個別指導及び
コース別集団指導に基づく修士論文の準備・作成に
よって、経営学分野（ 関連分野を含む）の研究能力、
または高度の専門性を要する職業等に必要な能力
を有する。博士後期課程においては、研究者として
自立して研究活動を行い、またはその他の専門的な
業務に従事するに必要な高度の研究能力およびそ
の基礎となる豊かな学識を十分備えている。

修了生の研究テーマの例
 ■ 消費者体験型ＵＧＣの有効性に対する実証研究
 ■ 同族経営における創業者から二代目への事業承継
に関する研究

 ■ 漁船の集団化とインターネット化が漁船の成果に
与える影響について―マグロはえ縄漁船とサンマ棒
受網漁船を事例として―

 ■ 経営理念の確立と変容に関する動態的分析 
～モデル・理念・意思決定の相互作用～

 ■ 中小企業における減損会計に関する一考察 
～中小企業の投資活動における有形固定資産のマ
ネジメント～

 ■ 非上場株式の譲渡又は贈与の時における税法上
の時価に関する一考察

 ■ 役員給与税制における現状と課題

 ■ 一般病院の急性期病棟における認知症看護の役
割ストレスとその要因：病棟看護との兼任が引き起
こす問題に関する事例研究

 ■ 老舗における変わらない「家訓」伝承と変わる「人」
づくりの研究

 ■ モノづくりユーザーによるイノベーション創出と製品
公開に関する動機の研究

研究室紹介

坂上　学　教授

現代における会計ディスクロージャーは、電子開示システムが大きな
役割を果たしています。しかし旧来の紙ベースでおこなわれていた会
計情報の開示内容をそのまま電子化しただけでは、その情報を十分
に生かすことはできません。データを再利用しやすい形で提供するた
めには、会計システムのインプット側である仕訳データやアウトプット
側である財務諸表データを対象としてデータモデリングをおこない、
その結果を何らかの記述言語で表現するという地味な作業が必要と
なります。このデータモデリングについては、データベース理論に関す
る知識が必要となりますし、記述言語についてはXMLをベースとする
XBRLというコンピュータ言語に関する知識が必要となります。わが国
における電子開示システムには、金融庁のEDINETや東京証券取引
所のTDNetなどがありますが、いずれもXBRLが導入されており、財
務諸表の雛形としてのタクソノミが開発されることになります。このタ
クソノミは会計制度の変更に対応すべく、常に改訂がなされています
が、まだまだ改善の余地があります。現行の電子開示システムをどの
ように改善すべきか、日々研究を続けています。

会計データモデルとXBRLを応用した
電子開示システムに関する研究

事象アプローチに基づく
会計ディスクロージャーの拡張

関 舞奈

現職のマーケティング業務に活かしたいと大学院に入った私にとっ
て、専攻の授業は役に立つものばかりでした。「マーケティング論」で
は基礎を体系的に学び、「マーケティング・リサーチ」では統計ソフト
の操作を習得。他にも「流通システム論」や「サービスマネジメント論」
などを通して、アカデミックな考え方や論理的な文章構成力が身につ
きました。

専攻の魅力

研究テーマ 　
 ユーザー創造製品表示がもたらす影響 
―消費者のブランド認識による調整効果―

変化した点

以前は仕事の参考にとビジネス書を流し読むくらいでしたが、本や論
文を熟読して自分の考えをまとめる習慣が付きました。またさまざま
な業界で活躍されている院生の方々から刺激を受け、私自身もさら
に前向きに仕事に取り組むようになりました。仲間としての関係が発
展し、実際に自社の仕事の創出につながったこともあります。

修士課程 2019年度修了

マーケティングの理論と実践を体系的に習得。
新たな仕事の創出にも結びつきました

学生・修了生の声
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経営学専攻経営学研究科　 　

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

企
業
家
養
成
コ
ー
ス

稲垣 京輔 � 教授 経営組織論、事業創造論 企業家活動と組織変革に関する研究 企業家活動

金　 容度 � 教授 日本経営論、日本経営史、企業間
関係論 企業システムの歴史の国際比較、企業間関係に関する研究 企業間関係論、企業家養成演習、博士演習ⅢＡ・

ⅢB

近能 善範� 教授 イノベーション・マネジメント 企業間関係とイノベーション 企業家養成演習、イノベーション・マネジメント概論

福島 英史� 教授 戦略的意思決定論 企業戦略と技術革新に関する研究 企業家養成演習、ワークショップ（企業家養成）

吉田 健二� 教授 経営戦略論 経営戦略の策定と実行に関する研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

二階堂 行宣�准教授 日本経営史、日本経済史 日本経営史・日本経済史 企業家養成演習、企業家史

国
際
経
営
コ
ー
ス

安藤 直紀� 教授 国際経営戦略論 海外子会社の経営戦略、新興経済での経営戦略 ※今年度は、特定の科目を担当しません

髙橋 理香� 教授 国際経済学、理論経済学 貿易政策に関する理論および実証研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

藤澤 利治� 教授 ヨーロッパ経済論、ドイツ経済論 EU経済統合に関する研究、統一ドイツ経済の分析 地域経済研究（EU）、国際経営演習

洞口 治夫� 教授 国際経営論、経営戦略論 日本企業の海外直接投資 国際経営論

横内 正雄� 教授 金融史・国際金融論 英国系海外銀行の発展に関する研究 国際金融論特論、国際経営演習、博士演習ⅢA・
ⅢB

李　 瑞雪� 教授 ロジスティクス論、国際経営論 新興国市場における日本企業のロジスティクス戦略、新
興国物流企業の経営戦略 博士演習ⅢA

人
材
・
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

小川 憲彦� 教授 経営管理論、組織行動論、キャリ
ア論 組織社会化、組織文化、採用活動 人材・組織マネジメント演習、経営学演習、キャリ

アマネジメント論

奥西 好夫� 教授 労働経済学、人事・組織の経済学 雇用・人事制度の統計分析、国際比較 人材・組織マネジメント演習、人事制度論

岸 眞理子� 教授 経営情報論、経営組織論 組織と情報、組織コミュニケーション 人材・組織マネジメント演習、経営情報論

佐野 　哲� 教授 労働市場論、雇用政策、経営社会
政策 労働力需給調整システム、社会政策 人材・組織マネジメント演習

佐野 嘉秀� 教授 人的資源管理論、産業社会学 人材マネジメント、雇用システム 人材・組織マネジメント演習、人的資源管理論

長岡 　健� 教授 組織社会学、経営学習論 職場学習、組織エスノグラフィー 経営組織論、人材・組織マネジメント演習、博士
演習ⅢA・ⅢB

西川 真規子� 教授 組織行動論、経済社会学 ジェンダーと労働、仕事と生活 人材・組織マネジメント演習

永山 　晋� 准教授 組織論 組織の創造性、社会ネットワーク  人材・組織マネジメント演習

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス

木村 純子� 教授 サービス・マネジメント論 農作物マーケティング、地理的表示保護制度、地域活性化 サービス・マネジメント論、マーケティング演習

竹内 淑恵� 教授 マーケティング論、広告論 広告コミュニケーション効果、ブランド・マネジメント、消
費者行動

マーケティング論、マーケティング演習、博士演習
ⅢA・ⅢB

田路 則子� 教授 製品開発論 製品開発イノベーション、ハイテク企業の成長戦略 マーケティング特論、マーケティング演習

新倉 貴士� 教授 消費者行動論 消費者行動、ブランド・マネジメント マーケティング演習、経営学演習、消費者行動
論、博士演習ⅡＡ・ⅡＢ、博士演習ⅢA・ⅢB

西川 英彦� 教授 マーケティング・リサーチ論 デジタルマーケティング、ユーザーイノベーション マーケティング・リサーチ論、
博士演習ⅡA・ⅡB、博士演習ⅢA・ⅢB

横山 斉理� 教授 流通システム論 日本型流通システム、商業まちづくり 流通システム論、マーケティング演習、経営学演
習

猪狩 良介 � 准教授 経営統計学、
マーケティング・サイエンス

消費者行動の統計分析、広告効果測定、ベイズ統計デー
タ分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

長谷川 翔平�准教授 マーケティング・サイエンス 購買履歴データの統計分析、マーケティング・サイエンス 国際マーケティング論、マーケティング演習

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス

神谷 健司� 教授 財務会計 中小企業の会計基準のあり方、会計教育プログラムの研
究、学校法人会計基準の研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

川島 健司� 教授 財務会計 資産の時価測定に関する実証的研究、資産評価の会計
基準分析、時価主義会計の学説研究 ワークショップ（アカウンティング・ファイナンス）

岸本 直樹� 教授 ファイナンス オプション等のデリバティブの価格理論、資産の証券化
に関する経済学的分析、住宅ローンの期限前償還

コーポレート・ファイナンス、
アカウンティング・ファイナンス演習

金 　瑢晋� 教授 ファイナンス 企業の財務行動 実証ファイナンス入門、博士演習ⅢA・ⅢB、
アカウンティング・ファイナンス演習

坂上 　学� 教授 財務会計 XBRLと財務ディスクロージャー、財務数値の分布特性に
関する研究、機械学習を応用した会計不正の発見

アカウンティング・ファイナンス演習、
博士演習ⅢA・ⅢB

 専任教員一覧

Graduate School of Business Administration Major in Business Administration

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目
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高橋 美穂子� 教授 財務会計 会計数値に基づく企業価値評価 ※今年度は、特定の科目を担当しません

筒井 知彦� 教授 会計政策論 企業会計と利益計算 会計学基礎

福田 淳児� 教授 管理会計論、原価計算論 MCSの設計と組織学習、スタートアップ企業における
MCSの発展 管理会計特論、経営学演習

福多 裕志� 教授 経営分析 日米企業の財務位相分析 ワークショップ（アカウンティング・ファイナンス）

山嵜 　輝� 教授 ファイナンス 金融工学、数理ファイナンス 基礎ファイナンス、アカウンティング･ファイナンス
演習

北田 皓嗣� 准教授 管理会計、社会環境会計 CSRマネジメント ※今年度は、特定の科目を担当しません

コ
ー
ス
共
通

大木 良子� 教授 産業組織論、法と経済学 競争政策の経済分析 産業組織論

児玉 靖司� 教授 教育工学、ソフトウェア工学 データマイニング、大規模授業配信のビジネスモデル ※今年度は、特定の科目を担当しません

入戸野 健� 教授 計算機科学、ネットワーク技術、シ
ミュレーション Webデータ解析と集合知、確率的シミュレーションモデル ｅ-ビジネス論

平田 英明� 教授 日本経済論 日本の景気変動、日本の金融システム、期待形成と経済
政策 日本経済基礎

宮澤 信二郎� 教授 企業金融論、産業組織論 企業の資金調達と競争に関する戦略の相互作用について 経済学基礎

高橋 　慎 � 准教授 統計学、計量ファイナンス 金融時系列データの統計分析 ※今年度は、特定の科目を担当しません

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程 博士後期課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 経営学原理（4）
 ■ 経営管理論（4）
 ■ 経営組織特論（4）
 ■ 組織認識論（4）
 ■ 人的資源管理特論（4）
 ■ 組織行動特論（4）
 ■ 経営戦略特論（4）
 ■ 経営史（4）
 ■ 国際経営特論（4）
 ■ マーケティング特論（4）
 ■ 消費者行動論特論（4）
 ■ 会計理論（4）
 ■ 財務会計特論（4）
 ■ 管理会計特論（4）
 ■ 原価計算論（4）
 ■ 原価管理論（4）
 ■ 監査論（4）
 ■ 会計政策論（4）
 ■ アメリカ会計学（4）
 ■ 国際会計基準論（4）
 ■ 租税法（4）
 ■ ミクロ経済論（4）
 ■ マクロ経済論（4）
 ■ 労働経済学（4）
 ■ 金融論（4）
 ■ 財政論（4）
 ■ 国際経済学（4）
 ■ 国際金融論特論（4）
 ■ アメリカ経済論（4）
 ■ ヨーロッパ経済論（4）
 ■ 産業組織論（4）
 ■ 産業集積論（4）

 ■ 流通システム論特論（4）
 ■ 日本経済特論（4）
 ■ 企業間関係論（4）
 ■ 交通経営論（4）
 ■ 統計学（4）
 ■ 計量経済学（4）
 ■ 経営学演習（4）
 ■ 産業経済演習（4）
 ■ 会計学演習（4）
 ■ 企業家養成演習（2）
 ■ ワークショップ 
（企業家養成）（4）
 ■ 企業家活動（4）
 ■ 企業家史（4）
 ■ 経営戦略論（4）
 ■ ベンチャー・ 
ファイナンス論（4）

 ■ イノベーション・ 
マネジメント概論（4）

 ■ 企業家養成特殊研究（2）
 ■ ベンチャー・ 
ビジネス監査論（4）

 ■ 国際経営演習（2）
 ■ ワークショップ 
（国際経営）（4）
 ■ 国際経営論（4）
 ■ 地域経済研究（アメリカ）（4）
 ■ 地域経済研究（EU）（4）
 ■ 地域経済研究（アジア）（4）
 ■ 国際人事（2）
 ■ 国際マーケティング論（2）
 ■ 国際物流論（4）
 ■ 国際会計論（4）

 ■ 国際金融論（4）
 ■ 国際経営特殊研究（4・2）
 ■ 人材・組織マネジメント演習（2）
 ■ ワークショップ 
（人材・組織マネジメント）（4）
 ■ 人的資源管理論（4）
 ■ 人材育成論（4）
 ■ キャリアマネジメント論（4）
 ■ 人事制度論（4）
 ■ 労働市場論（4）
 ■ 労使コミュニケーション論（4）
 ■ 経営組織論（4）
 ■ 組織行動論（4）
 ■ 経営情報論（4）
 ■ 組織と情報（4）
 ■ 人材・組織マネジメント 
特殊研究（4・2）

 ■ マーケティング演習（2）
 ■ マーケティング・ 
サービスマネジメント演習（2）

 ■ ワークショップ 
（マーケティング）（4）
 ■ マーケティング論（4）
 ■ 消費者行動論（4）
 ■ マーケティング・リサーチ論（4）
 ■ 製品開発論（4）
 ■ マーケティング・サイエンス論（4）
 ■ サービス・マネジメント論（4・2）
 ■ 流通システム論（4）
 ■ 物流政策論（4）
 ■ マーケティング特殊研究（4・2）
 ■ アカウンティング・ 
ファイナンス演習（2）

 ■ 博士演習ⅠA・ⅠB/ⅡA・ⅡB/ 
ⅢA・ⅢB（各2）

 ■ 博士コースワークショップ 
ⅠA・ⅠB/ⅡA・ⅡB/ⅢA・ⅢB（各1）

 ■ ワークショップ（アカウンティング・
ファイナンス）（4）

 ■ 管理会計論（4）
 ■ 財務会計論（4）
 ■ 税務会計論（4）
 ■ 会計情報論（4）
 ■ 経営分析（4）
 ■ 基礎ファイナンス（４）
 ■ 実証ファイナンス入門（4）
 ■ インベストメント理論（4）
 ■ コーポレート・ファイナンス（4・2）
 ■ 企業評価論（4）
 ■ アカウンティング・ 
ファイナンス特殊研究（4・2）

 ■ 経営学基礎（4・2）
 ■ 会計学基礎（2）
 ■ ファイナンス入門（2）
 ■ 経済学基礎（2）
 ■ 産業基礎（2）
 ■ 日本経済論（4）
 ■ 日本経済基礎（2）
 ■ 情報学特論（2）
 ■ 情報技術特論（2）
 ■ e- ビジネス論（2）
 ■ 統計データ解析（4）
 ■ 企業法（4）
 ■ 日本語経営学（4）
 ■ 外国語経営学 
特殊研究（4・2）

 ■ 外国語経営学 
特殊講義1 / 2（各2）
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 専任教員一覧

人間社会研究科

福祉社会専攻
社 会 福 祉 や コミュ ニ ティマ ネ ジメントの 専 門 知 識 と 実 践 能 力 を 修 得

「社会福祉」や「コミュニティマネジメント」に関する高度専門職業人（ソーシャルワーカー、政策立案者、コミュニティプラン
ナーなど）、研究者の養成を目的としています。社会福祉、コミュニティマネジメントの幅広い課題に応えるために、ソーシャル
ワーク系、システム・マネジメント系、コミュニティ・デザイン系の3領域の科目群を設置。また、社会人が学びやすいようにさ
まざまな制度を整えています。　
授業は、昼間は主に多摩キャンパスで木曜、金曜に開講（一部土曜を含む）。夜間は市ケ谷キャンパスで月曜、火曜に開講。
単位互換制度を利用した福祉系13大学の授業の履修も可能です。生活する人の視点に立ち、Well-being社会の創造に寄
与する多様な観点やアプローチによる研究に取り組んでいます。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

石井 享子� 教授 保健福祉学、公衆衛生学 well-beingと人材育成、ケアマネジメント特論 保健医療福祉システム特論、論文研究演習、実
践研究演習

伊藤 正子� 教授 社会福祉方法論、異なる民族・文化
的背景を持つ人々への社会福祉援助 社会的排除とソーシャルワーク、多文化ソーシャルワーク ソーシャルワーク理論研究特論、地域共生社会

特論、論文研究演習、実践研究演習

岩崎 晋也� 教授 社会福祉原論 社会福祉原理・思想 社会福祉学特論、論文研究演習、実践研究演習

岩田 美香� 教授 児童・家族福祉論、教育福祉論 子育ち・子育ての社会的困難に関する研究、貧困家族に対す
るソーシャルワーク 児童福祉特論、論文研究演習、実践研究演習

髙良 麻子� 教授 ソーシャルワーク論 ソーシャルアクション、地域包括ケア ソーシャルワーク特論Ⅱ、地域共生社会特論、論
文研究演習、実践研究演習

佐藤 繭美� 教授
ソーシャルワーク論（特に緩和ケアを
中心として）、当事者および家族への
支援

当事者・家族への支援、死別ケア ソーシャルワーク特論Ⅰ、福祉社会研究法、論文
研究演習、実践研究演習

眞保 智子� 教授
障害者福祉論、精神保健福祉、若者
支援、就労支援、障害者のキャリアデ
ザイン

若者就労支援、障害者雇用、企業における精神科ソーシャル
ワーク

精神保健福祉特論、地域共生社会特論、論文
研究演習、実践研究演習

図司 直也� 教授 農業経済学、農山村政策論、地域資
源管理論

農山村における地域マネジメント、外部人材と協働する地域
づくり

地域空間学特論、福祉社会研究法、論文研究演
習、実践研究演習

髙取 康之� 教授 異文化コミュニケーション、英語教育、
経営学（ マーケティング） 多文化混在社会の今後 原書講読研究

土肥 将敦� 教授 ソーシャルイノベーション、社会的企
業家、CSR

ソーシャルイノベーションの創出と普及、社会的企業家研究、
CSR研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

中村 律子� 教授 高齢者福祉論、老いの比較文化論 高齢者施設処遇史研究、高齢者福祉制度の比較研究 福祉社会研究法、論文研究演習、実践研究演習

布川 日佐史�教授 公的扶助論、雇用政策論 就労支援と生活保障の日独比較、生活保護自立支援プログ
ラムの検証

ソーシャルポリシー特論、地域共生社会特論、
論文研究演習、実践研究演習

水野 雅男� 教授 都市住宅政策論、市民活動運営論 地域木造住宅保全システム研究、被災地復興地域づくり研
究、創造都市研究 福祉社会研究法、論文研究演習、実践研究演習

宮城 　孝� 教授 コミュニティソーシャルワーク、地域包
括ケアなどの地域福祉方法論

コミュニティソーシャルワーク方法論、超高齢化地域における
包括的な支援策

地域福祉特論、福祉社会研究法、論文研究演
習、実践研究演習

保井 美樹� 教授 都市・地域計画論、計画行政、自治シ
ステム研究

欧米の都市環境システム論、官民連携による地域再生研究、
コミュニティ・イノベーションやエリアマネジメントに関する研究

地域マネジメント特論、地域共生社会特論、論
文研究演習、実践研究演習

佐野 竜平� 准教授 障害インクルーシブな国際協力、アジ
ア地域開発、障害と開発、東南アジア

東南アジア（アセアン）地域における障害インクルーシブな国
際協力・開発の理論と実践

アジア地域開発特論、地域共生社会特論、論文
研究演習、実践研究演習

野田 岳仁� 准教授 環境社会学、地域社会学、観光社会学 現場に暮らす生活者の立場からの地域づくり、地域ツーリズ
ムの探究

地域環境特論、地域共生社会特論、論文研究
演習、実践研究演習

山本 五郎� 准教授 コーパス言語学、英語学、辞書学、英
語教授法（TESOL） コーパスを用いた英語の語法研究、英和辞典の項目執筆・校閲 学術英語

服部 　環
兼担教授（科目担当）

教育心理測定学、心理データ解析 項目反応理論と心理データ解析に関する理論と応用 データ分析法、福祉社会データ解析

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

修士課程

 ■ 保健医療福祉システム特論（2）
 ■ ケアマネジメント特論（2）
 ■ 福祉経営特論（2）
 ■ 地域経営特論（2）
 ■ 都市・住宅政策特論（2）
 ■ 地域空間学特論（2）
 ■ 地域マネジメント特論（2）

 ■ 児童福祉特論（2）
 ■ 高齢者福祉特論（2）
 ■ 障害者福祉特論（2）
 ■ 精神保健福祉特論（2）
 ■ 生活問題特論（2）
 ■ 社会リハビリテーション特論（2）
 ■ ソーシャルポリシー特論（2）

 ■ 福祉社会研究法（2）
 ■ 地域共生社会特論（2）
 ■ 社会福祉学特論（2）
 ■ ソーシャルワーク特論Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ ソーシャルワーク理論研究特論（2）
 ■ ソーシャルワーク実践研究特論（2）
 ■ 地域福祉特論（2）

 ■ 地域環境特論（2）
 ■ アジア地域開発特論（2）
 ■ 原書購読研究（2）
 ■ 学術英語（2）
 ■ データ分析法（2）
 ■ 福祉社会特論（2）
 ■ 福祉社会データ解析（2）

 ■ 論文研究演習Ⅰ/Ⅱ（各4）
 ■ 実践研究演習Ⅰ/Ⅱ（各2）

修了生の研究テーマの例
 ■ 外国人介護職員に対する支援のあり方について 
－定住外国人介護職員を長年受け入れている施設の取り組
みから－

 ■ 子ども・若者の「居場所」に関する研究 
―食事を通した関りに着目して―

 ■ 社会的養護が目指す施設と学校との連携に関する一考察
―児童自立支援施設を中心に―

 ■ 在宅で生活する知的障害者の孤立に関する研究 
―家族を失った知的障害者に対する支援事例から―

 ■ 東日本大震災からみるコミュニティ再生に向けたソーシャル
ワークのあり方に関する研究  
―自治会会長へのインタビュー調査から―

 ■ 大学ミュージアムの今日的役割 
－大学と地域社会との関係性に着目して－

 ■ 主介護者による在宅介護におけるリスクの構造とリスクマ
ネジメントに関する研究

 ■ 仮設住宅の収縮期における居住者の生活の現状とその支
援のあり方―岩手県陸前高田市における調査を通して―

 ■ 大震災時の復興過程における知的障害者に対するソー
シャルワークの役割と課題―陸前高田市のフィールドワー
クを通して―

 ■ 小地域福祉推進組織の主体形成過程におけるソーシャル
ワーカーの関与についての研究～多摩地域をはじめとす
る大都市近郊をフィールドとして～

 ■ 社会的に責任あるグローバル・サプライチェーンの構築 
―サプライチェーン・モニタリングシステムとステイクホル
ダー・エンゲージメントの考察から―

 ■ 特別養護老人ホームのエンドオブライフ・ケア（高齢者の終
末期ケア）における本人の意思決定支援、家族の意思推定
支援に関する研究 ―意向確認の実践を通して―

 ■ 認知症高齢者グループホームのケアの質に関する一考察　
―「認知症ライフサポートモデル」の有効性と課題―

 ■ 大都市における生活困窮者の生活支援と就労支援について
～「ふるさとの会」のケア付き就労を中心に～

 ■ 外国人に対する生活保護準用の不安定性 
―史的変遷からの考察―

 ■ 中・軽度知的障害者の青年期における親子依存関係からの
脱却に向けた要因と支援のあり方

募集人員  修士課程15名　　　　 キャンパス  多摩／市ケ谷　　　　
主な進路  独立行政法人、福祉関連機関、まちづくり財団、ＮＰＯ法人、民間企業、進学（博士後期課程）など

　　

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

〈入学前に修得しているべき能力〉
【AP1知識】4年制大学で学ぶ社会福祉と地
域づくりに関わる知識を修得している

【AP2英文読解力】専門領域に関わる英語力
を有している

【AP3思考・判断】研究テーマに関して、論
理的に思考し、判断できる

【AP4意欲・関心】研究テーマへの強い研究
意欲をもち、実践的な関心を有している

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

〈教育課程の編成方針〉本専攻の学位授与方針を達成するため
に、以下の通り教育課程を編成する。
修士（福祉社会）【CP1】DP1専門知識、DP2読解力を養成する
ため、コースワークとして、研究方法を修得する「専門共通科目」、
社会福祉の課題と理論を3つの領域から学ぶ「専門展開科目」を
おく【CP2】DP2読解力とりわけ専門英文読解能力養成のため、
「原書講読研究」をおく【CP3】DP3表現力とりわけ専門英文表
現力養成のため、「学術英語」をおく　DP3表現力、DP4実践能
力、DP5研究力を養成するため、リサーチワークとして、修士論文
に収斂するよう個別指導を行う「演習科目」をおく
修士（学術）【CP4】DP6専門知識、DP7読解力を養成するため、
コースワークとして、研究方法を修得する「専門共通科目」、地域
づくりの課題と理論を3つの領域から学ぶ「専門展開科目」をおく

【CP5】DP7読解力とりわけ専門英文読解能力養成のため、「原
書講読研究」をおく【CP6】DP8表現力とりわけ専門英文表現力
養成のため、「学術英語」をおく　DP8表現力、DP9実践能力、
DP10研究力を養成するため、リサーチワークとして、修士論文に
収斂するよう個別指導を行う「演習科目」をおく

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

福祉社会専攻では、福祉社会の形成に関わる専門知識と研究方法
を習得し、それらにもとづく基礎的な研究力を、高度な職業活動や
実践的な研究において生かすことが可能な、以下の知識と能力を有
する院生に「修士（福祉社会）」あるいは「修士（学術）」を授与する。
修士（福祉社会）

【DP1専門知識】社会福祉分野に関する必要な専門知識を有する
【DP2読解力】内外の先行研究を正確に読み取ることができる【DP3
表現力】文章および口頭により、自身の考えを他者に論理的に伝達
できる【DP4実践能力】職業人もしくは研究者として必要とされる実
践を行なえる【DP5研究力】自発的に研究課題を設定し、計画的、
系統的に研究を遂行できる
修士（学術）

【DP6専門知識】地域づくり分野に関する必要な専門知識を有する
【DP7読解力】内外の先行研究を正確に読み取ることができる【DP8
表現力】文章および口頭により、自身の考えを他者に論理的に伝達
できる【DP9実践能力】職業人もしくは研究者として必要とされる実
践を行なえる【DP10研究力】自発的に研究課題を設定し、計画的、
系統的に研究を遂行できる

Graduate School of Social Well-being Studies Major in Social Services

山崎 禎広

学生・修了生の声

志望理由

高齢者の抱える問題は複雑化する一方です。市役所の福祉事務所
で高齢者専門のケースワーカーとして支援に取り組むうち、より広い
視点から高齢者福祉を考える必要があると痛感して進学を決意しま
した。法政大学大学院では社会福祉に留まらず、コミュニティマネジ
メントなど福祉に関連する多彩な知識を得ながら研究を進めること
ができます。

修士課程 在学中

高齢者福祉をより広い視点で考えるため
多岐にわたる学問領域から学ぶ

社会福祉の領域はもとより、地域づくりや国際協力など、幅広い領域に
わたり研究実績が豊富な教授陣が揃っていることが専攻の魅力です。
多様な視点から学びを深めることができます。また留学生が多く、文化
的背景が異なることから、ディスカッションではさまざまな意見が飛び
交います。自分にはない視点に啓発され、研究内容も広がりました。

専攻の魅力

研究テーマ 　
 独居高齢者の「ライフエンディング・ステージ」に
おける支援ニーズについての研究

土肥 将敦　教授

研究室紹介

SDGs時代に求められる
企業責任とイノベーション

企業の経営活動と
我々の消費活動そのものを問い直す

土肥将敦研究室の研究テーマは、社会のさまざまな問題を企業や
NPO/NGOがビジネスの手法で解決に結びつける「ソーシャル・イノ
ベーション」です。ソーシャル・イノベーションとは、「社会的課題の解
決に取り組むビジネスを通して、新しい社会的価値を創出し、経済
的・社会的成果をもたらす革新」を意味します。ソーシャル・イノベー
ションの調査・研究はまだ始まったばかりですが、土肥研究室では、
理論研究を充実させるとともに、さまざまな社会的課題に対して「ど
のような解決策を提案できるのか？」という実践的な側面も重視して
います。企業活動がグローバル化し、その社会的責任（CSR）が問わ
れる中で、企業や消費者が果たすべき役割は何かを考えています。

長期履修制度有
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専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

小野 純平 教授 臨床心理学、発達臨床心理学、心
理査定

被虐待の心理援助、発達障害のアセスメントと支援、臨床心
理アセスメント

心理的アセスメントに関する理論と実践、臨床心
理査定演習Ⅱ、論文研究指導

久保田 幹子 教授 臨床心理学、心理療法（森田療法、
カウンセリングなど）、心理査定

不安症・強迫症に対する森田療法、女性の心理的危機と援
助、比較心理療法など

臨床心理基礎実習、医療心理学特論、論文研究
指導

末武 康弘 教授 臨床心理学、カウンセリング・心理
療法

クライアント中心療法（パーソンセンタードセラピ－）、フォー
カシング指向療法の理論的・実践的研究

臨床心理基礎実習、心理支援に関する理論と実
践、臨床心理面接特論Ⅱ、論文研究指導

関谷 秀子 教授 児童青年精神医学、精神分析学 思春期青年期の発達、精神分析的精神療法、親ガイダンス 心理実践実習、臨床心理実習Ⅱ、保健医療分野
に関する理論と支援の展開、論文研究指導

長山 恵一 教授 比較精神療法、精神医学 内観療法・森田療法・精神分析の臨床と研究、ヴェーバー社
会学と精神科学の関連

臨床心理学研究法特論、比較心理療法特論、
論文研究指導

丹羽 郁夫 教授 臨床心理学、コミュニティ心理学、
子どもの心理療法

子どもの心理療法、ソーシャルサポート・ネットワーキング、コ
ンサルテーション、移行対象 ※今年度は、特定の科目を担当しません

服部　 環 教授 教育心理測定学、心理データ解析 項目反応理論と心理データ解析に関する理論と応用 データ分析法、論文研究指導

望月　 聡 教授 神経心理学、認知行動病理学
神経心理学的症状とその発生機序・影響についての基礎研
究と応用研究、心理的障害やその傾向の発生や維持に関連
する機序・要因の実証的研究

認知心理学特論、教育心理学特論、論文研究指導

金築　 優� 准教授 認知行動療法 認知行動療法の理論（特に知覚制御理論）に関する研究
臨床心理学特論、心理実践実習、臨床心理実習
Ⅱ、心の健康教育に関する理論と実践、論文研究
指導

岩田 美香
� 兼担教授（科目担当）

児童・家族福祉論、教育福祉論 子育ち・子育ての社会的困難に関する研究、貧困家族に対す
るソーシャルワーク 児童福祉特論

中村 律子
� 兼担教授（科目担当）

高齢者福祉論、老いの比較文化論 高齢者施設処遇史研究、高齢者福祉制度の比較研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

人間社会研究科

臨床心理学専攻
多 彩 な 教 授 陣 と 実 習 現 場 を 通 して 、理 論 と 実 践 を 学 ぶ

 設置科目
修士課程

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 臨床心理基礎実習（2）
 ■ 臨床心理学特論（4）
 ■ 心理支援に関する理論と実践（2）
 ■ 臨床心理面接特論Ⅱ（2）
 ■ 心理的アセスメントに関する理論と実践（2）
 ■ 臨床心理査定演習Ⅱ（2）
 ■ 心理実践実習（1）
 ■ 臨床心理実習Ⅱ（1）
 ■ 心理学研究法特論（2）
 ■ データ分析法（2）
 ■ 臨床心理学研究法特論（2）
 ■ 認知心理学特論（2）

 ■ 教育心理学特論（2）
 ■ 発達心理学特論（2）
 ■ 家族心理学特論（2）
 ■ 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開（2）
 ■ 保健医療分野に関する理論と支援の展開（2）
 ■ 福祉分野に関する理論と支援の展開（2）
 ■ 産業・労働分野に関する理論と支援の展開（2）
 ■ 児童福祉特論（2）
 ■ 高齢者福祉特論（2）
 ■ 教育分野に関する理論と支援の展開（2）
 ■ グループ・アプローチ特論（2）

 ■  家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する
理論と実践（2）

 ■ 投影法特論（2）
 ■ 心の健康教育に関する理論と実践（2）
 ■ 力動的心理療法特論（2）
 ■ 比較心理療法特論（2）
 ■ 心理臨床演習（2）
 ■ 医療心理学特論（2）
 ■ 論文研究指導（4）

Graduate School of Social Well-being Studies Major in Clinical Psychology

［ アドミッション・ポリシー ］

（ 学生受け入れ方針）

〈入学前に修得しているべき能力〉
【AP1知識】4年制大学の心理学科卒業程度の
臨床心理学領域を中心とした心理学に関する知
識を有している

【AP2英文読解力】専門領域に関わる英語力を
有している

【AP3表現力】問題状況に関する自身の見方を
他者へ正確に伝達できる

【AP4思考・判断】研究テーマに関して、論理的
に思考し、判断できる

【AP5意欲・関心】研究テーマへの強い研究意
欲をもち、実践的な関心を有している

［ カリキュラム・ポリシー ］

（ 教育課程の編成・実施方針）

〈教育課程の編成方針〉
本専攻の学位授与方針を達成するために、以下の通り
教育課程を編成する。
修士（臨床心理学）

【CP1】DP1専門知識、DP2読解力を養成するため、コー
スワークとして、近年の臨床心理学へのニーズの多様
化・高度化に応じた臨床心理学の基幹を修得する「専
門基幹科目」、それらをより深く展開する「専門展開科
目」をおく

【CP2】DP3表現力、DP4実践能力、DP5研究力を養成
するため、リサーチワークとして、臨床実践に関する「実
習科目」と修士論文に収斂する「研究指導科目」をおく

［ ディプロマ・ポリシー ］

（ 学位授与の方針）

臨床心理学専攻では、心のケアの専門家に必要とされる専門
知識と研究方法を習得し、それらにもとづく基礎的な研究力を
高度な職業活動や実践的な研究において生かすことが可能な、
以下の知識と能力を有する院生に「修士（臨床心理学）」を
授与する。

【DP1専門知識】臨床心理学に関する必要な専門知識を有する
【DP2読解力】内外の先行研究を正確に読み取ることができる
【DP3表現力】文章および口頭により、自身の考えを他者に論理
的に伝達できる

【DP4実践能力】職業人もしくは研究者として必要とされる実践
を行なえる

【DP5研究力】自発的に研究課題を設定し、研究を遂行できる

募集人員  修士課程15名　　　　 キャンパス  多摩
主な進路  �国家公務員（法務省、厚生労働省）、地方公務員（心理職）、医療機関（心理職）、スクールカウンセラー、教

育相談機関（心理職）、民間企業（心理職・総合職）など

修了生の研究テーマの例
 ■ 日本におけるトランスジェンダー当事者に対する非当事者の
態度に関する研究

 ■ 自閉症スペクトラム児を持つ母親の障害受容 
―障害受容促進要因に関する研究―

 ■ 内観療法における心理的変容のプロセス 
―愛着スタイルを中心に―

 ■ 大学生アスリートにおける受傷体験と反すうの関連性
 ■ マインドフルネスが孤独感の低減に及ぼす効果 
―孤独に対する捉え方に着目して―

 ■ 失恋からの回復過程の検討
 ■ 母親の完全主義傾向と 
SOC（首尾一貫感覚）が育児ストレスに及ぼす影響について

 ■ 対人恐怖心性と自己呈示欲求に関する研究 
―自己受容及び理想自己と現実自己のズレの観点から―

 ■ 入院森田療法患者の体験分析
 ■ 配偶者との死別における意味再構成の役割とその関連要因
―自助グループ参加者を対象として―

 ■ フォーカシングにおけるアセスメントツールとしての 
Focusability Check List（FCL）の作成及び検討

 ■ アタッチメントと長期恋愛経験からみる青年の自己愛的 
脆弱性と自尊感情 
―大学入学時からの変化に着目して―

 ■ コラージュを実施した際の効果とその男女間および 
性格傾向の差異

 ■ 災害ボランティアによる仮設住宅入居者への心理社会的
支援に関する質的研究 
―東日本大震災における長期的な活動事例から―

 ■ 心理学的ストレスプロセスにおけるレジリエンスが持つ 
効果に関する研究

 ■ twitter依存とメンタルヘルスとの関連について 
―愛着と自己愛からの検討―

社会のさまざまな心理臨床の分野で活躍する高度専門職業人（公認心理師、臨床心理士）と、臨床心理学の実践と科学に
関わる研究者の養成を目的としています。　
専任教員は、心理臨床、カウンセリング、精神医学等の第一線で活躍中の専門家です。広範囲な理論と実習、研究倫理に基
づく修士論文の指導体制が整っています。医療・発達・教育などに関わる豊富な実習現場と、学内の臨床心理相談室にお
ける実習教育にも特色があります。　
大学院修了後に公認心理師試験（公認心理師施行規則が定める科目を修めた者）と臨床心理士試験（第一種指定校）が
受験できます。修了生のほぼ全員が臨床心理士資格を取得し、臨床心理関係の専門職に就いて社会で活躍しています。ま
た、博士後期課程（人間福祉専攻）への進学も可能です。

 専任教員一覧

昼間開講

金築 優　准教授

不安や抑うつといった否定的な感情が、なぜ強まり、生活の質を低
めるのか、そしてそれらの感情がどのように和らぐのかについて、認知
行動療法の立場から研究しています。また、セルフケアとして、科学的
心理学の技法を用いて、いかに健康を増進できるかにも関心があり
ます。公認心理師と臨床心理士を目指す上で、他者のために役立ち
たいという温かいスピリットと、常識的な考えを科学的かつ批判的に
検討できる思考力を併せ持つことが重要であると考えています。臨床
心理学専攻には、様々な学派のカウンセリング・心理療法、心理査
定から基礎心理学まで、ヴァラエティ豊かな教員がいて、研究室の垣
根を越えて指導を受けやすいことが特徴です。

研究室紹介

認知行動療法に関連する
理論と技法の研究

科学的心理学の研究知見を
心理臨床に活かす

学生・修了生の声

船木 省吾
修士課程 在学中

心理学的援助のハードルを下げ
1人でも多くの人に寄り添うために

専攻の魅力

人の複雑な心理状態を理解するには多角的な視点が必要です。その
点、本専攻にはさまざまな学派の先生が所属されています。医療や教
育をはじめ、福祉、産業、司法といった領域の心理学的知識を学べ
ることも魅力です。また専門分野の研究には環境も大切です。設備が
整い、落ち着いた環境は、研究意欲の向上にも直結しています。

このほど心理学系唯一の国家資格である公認心理師が誕生し、心
理学的援助への関心が高まる一方、その不透明性から援助を受ける
ことに抵抗がある人は少なくありません。そこで、心理に関する知識
の普及や実際の支援に携わることを通して1人でも多くの人に寄り添
いたいと思い、本専攻を志望しました。

志望理由

研究テーマ 　 
ユーモアの抑うつ低減効果のメカニズム 
―行動活性化における機能分析の観点から―
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 専任教員一覧

蘇 暁娜

学生・修了生の声

博士論文の作成に奮闘する日々を、先生方のご指導や、一人ひとり
に向きあう“オーダーメイド式の指導”が支えてくださいました。学術
的な知識はもちろん、幅広い物事の見方や捉え方も先生方から学
ぶことができ、外国人としてのハンディキャップが乗り越えられまし
た。自分の好きな研究に安心して集中できる環境です。

将来の夢

日本で学んだ知識や経験を活かし、コンサルタントとして中国の高齢
者対策に貢献することが目標です。具体的には高齢者施設の運営者
などに向けて海外施設の見学ルートづくりを行うほか、日本の先進
的な福祉理念や福祉用具をベースに、より中国の実情に合わせたア
ドバイスを提供したいと考えています。

博士後期課程 在学中

日本で習得した知識や経験を活かし
中国の高齢者問題に貢献する

人間社会研究科

人間福祉専攻
ト ー タル な 人 間 福 祉 を 実 現 で きる 理 論 的 ・ 実 践 的 研 究 者 へ

21世紀の人間福祉を総合的に実現するための理論的かつ実践的研究者を養成することが本専攻の目標です。そのため、人
間の「生」（Life）をトータルに捉えられるカリキュラムを構成しています。選択・必修科目として、「福祉政策系」「福祉社会系」
「福祉臨床系」「地域・政策系」「地域・文化系」「臨床心理系」の多彩な特殊講義を設置しています。また、1年次から3年
次までの必修科目として「人間福祉特別演習」を設置し、指導教員のほかに副指導教員による複数教員の論文指導を実施
しています。
複合的な研究アプローチにより社会的に意義のある博士論文をまとめることを目指しており、開設以降、毎年課程博士を輩
出していることも特色の一つです。

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
博士後期課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 地域・政策系特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 地域・文化系特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 臨床心理系（心理・地域）特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）

 ■ 福祉政策系特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 福祉社会系特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 福祉臨床系特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）

 ■ 臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ/Ⅱ（各2）
 ■ 人間福祉特別演習Ⅰ～Ⅲ（各4）

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

石井 享子� 教授 保健福祉学、公衆衛生学 well-being と人材育成、ケアマネジメント特論 福祉臨床系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

伊藤 正子� 教授 社会福祉方法論、異なる民族・文化
的背景を持つ人々への社会福祉援助 社会的排除とソーシャルワーク、多文化ソーシャルワーク 福祉臨床系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

岩崎 晋也� 教授 社会福祉原論 社会福祉原理・思想 福祉社会系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

岩田 美香� 教授 児童・家族福祉論、教育福祉論 子育ち・子育ての社会的困難に関する研究、貧困家族に対する
ソーシャルワーク 福祉臨床系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

小野 純平� 教授 臨床心理学、生涯発達心理学、心
理検査学、心身障害学

被虐待の心理援助、発達障害のアセスメントと支援、知能検査
法

臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間
福祉特別演習

久保田 幹子�教授 森田療法、比較心理療法、心理査定 不安症・強迫症に対する森田療法、女性の心理的危機、比較心
理療法など

臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間
福祉特別演習

髙良 麻子� 教授 ソーシャルワーク論 ソーシャルアクション、地域包括ケア 福祉臨床系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

佐藤 繭美� 教授
ソーシャルワーク論（特に緩和ケア
を中心として）、当事者および家族
への支援

当事者・家族への支援、死別ケア 福祉臨床系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

眞保 智子� 教授
障害者福祉論、精神保健福祉、若
者支援、就労支援、障害者のキャリ
アデザイン

若者就労支援、障害者雇用、企業における精神科ソーシャルワーク 福祉社会系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

末武 康弘� 教授 臨床心理学
カウンセリング・心理療法

クライアント中心療法（パーソンセンタードセラピ－）、フォーカシ
ング指向療法の理論的・実践的研究

臨床心理系（心理・地域）特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間
福祉特別演習

図司 直也� 教授 農業経済学、農山村政策論、地域
資源管理論

農山村における地域マネジメント論、外部人材と協働する農山村
の地域づくり 地域・政策系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

関谷 秀子� 教授 児童青年精神医学、精神分析学 思春期青年期の発達、精神分析的精神療法、親ガイダンス 臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間
福祉特別演習

土肥 将敦� 教授 ソーシャルイノベーション、社会的
企業家、CSR

ソーシャルイノベーションの創出と普及、社会的企業家研究、
CSR研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

中村 律子� 教授 高齢者福祉論、老いの社会的・文
化的研究 高齢者施設処遇史研究、高齢者福祉制度の比較研究 福祉社会系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

長山 恵一� 教授 比較精神療法、精神医学 内観療法・森田療法・精神分析の臨床と研究、ヴェーバー社会
学と精神科学の関連

臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間
福祉特別演習

丹羽 郁夫� 教授 臨床心理学、コミュニティ心理学 子どもの心理療法、ソーシャルサポート・ネットワーキング、コン
サルテーション、移行対象 ※今年度は、特定の科目を担当しません

服部 環� 教授 教育心理測定学、心理データ解析 項目反応理論と心理データ解析に関する理論と応用 臨床心理系（心理・地域）特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福
祉特別演習

布川 日佐史� 教授 公的扶助論、雇用政策論 就労支援と生活保障の日独比較、生活保護自立支援プログラム
の検証 福祉政策系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

水野 雅男� 教授 都市住宅政策論、市民活動運営論 地域木造住宅保全システム研究、被災地復興地域づくり研究、
創造都市研究、医療経済研究 地域・文化系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

宮城 孝� 教授 コミュニティソーシャルワーク、地域
包括ケアなどの地域福祉方法論

コミュニティソーシャルワーク方法論、超高齢化地域における包
括的な支援策 福祉臨床系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

望月 聡� 教授 神経心理学、認知行動病理学
神経心理学的症状とその発生機序・影響についての基礎研究と
応用研究、心理的障害やその傾向の発生や維持に関連する機
序・要因の実証的研究

臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間
福祉特別演習

保井 美樹� 教授 都市・地域計画論、計画行政、自
治システム研究

欧米の都市環境システム論、官民連携による地域再生研究、コ
ミュニティ・イノベーション研究やエリアマネジメントに関する研究 地域・政策系特殊講義Ⅰ/Ⅱ、人間福祉特別演習

金築 優� 准教授 認知行動療法 認知行動療法の理論（特に知覚制御理論）に関する研究 臨床心理系（心理・地域）特殊講義Ⅰ/Ⅱ
修了生の研究テーマの例

 ■ 教師のメンタルヘルス規定因とバーンアウトに関す
る多角的研究　－教師Well-being 尺度の作成－

 ■ 構造拘束的な体験様式と心理的距離に関する研究
 ■ ジェンドリンのプロセスモデルとその臨床的意義に
関する研究

 ■ ソーシャルワーカーの自己生成過程における専門
的自己の構築と解体 
－中動態から生起する臨床体験－

 ■ アメリカ大都市における包括的コミュニティ開発の
形成と課題

 ■ 日本における市民活動の形成と社会的位置に関す
る研究　－1970～80 年代より活動を続ける市民
活動団体に着目して－

 ■ 地域主義にもとづく文化財保存と活用に関する研究 
－文化財を核としたコミュニティの生成と活動を視野に－

 ■ 教育相談群と病院群の思春期の子どもと母親の比較研究 
－子どもの精神・行動症状と母親の対象関係を中心に－

 ■ 地域特性に応じた介護保険事業の効率性についての実証
的研究

 ■ 重度要介護高齢者における介護者の介護負担感および
在宅介護の継続との関連要因に関する研究

眞保 智子　教授

大学院人間社会研究科（人間福祉専攻）では毎年、国内外の学生
が博士後期課程を修了し、大学院での研究成果をいかして幅広い分
野で活躍されています。博士後期課程では、すでに修士課程で研究
方法の原理と方法論を学んでいることを前提として、研究者として自
立した研究活動を展開できるかが問われます。国内外をフィールドと
した研究活動は、教員にとっても新しい知見をともに喜び楽しむ学び
の場となっています。在学中は修士課程の院生へのチューターとし
て、留学生や障がいのある院生への支援にもご協力いただくなど専
攻を超えた院生同士の交流も活発です。Well-beingの実現に向け
て、人間社会研究科の教育と研究の意義はますます重要になると考
えています。

研究室紹介

障害者雇用を通じて
インクルーシブな職場環境を考える

現場での実践を論理的に考察し
普遍性を見出す

募集人員  博士後期課程5名　　　　 キャンパス  多摩　　　　
主な進路  �国立大学や私立大学の教員・研究員、独立行政法人研究員、医療機関（福祉職）、公務員など

昼間開講

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

〈入学前に修得しているべき能力〉
【AP1知識】当研究科の福祉社会専攻また
は臨床心理学専攻の修了者あるいはそれ
と同等の専門知識を有している

【AP2英文読解力】研究テーマに関して専
門的な英語文献を理解できる英語力を有
している

【AP3思考・判断】研究テーマに関して、論
理的に思考し、判断できる

【AP4意欲・関心】研究テーマへの強い研
究意欲をもち、実践的な関心を有している

【AP5研究力】先端の研究テーマを見出し、
自らの研究方法を持って、研究に取り組める

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

〈教育課程の編成方針〉本専攻の学位授与方
針を達成するために、以下の通り教育課程を編
成する。
博士（人間福祉）

【CP1】DP1専門知識、DP2読解力、DP3表現
力を養成するためコースワークとして、福祉系の
科目「特殊講義」をおく

【CP2】DP3表現力、DP4 実践能力、DP5研究
力を養成するため、リサーチワークとして、論文
指導に重点を置いた特別演習を設ける
博士（学術）

【CP3】DP6専門知識、DP7読解力、DP8表現
力を養成するためコースワークとして、地域系・
臨床心理系の科目「特殊講義」をおく

【CP4】DP8表現力、DP9実践能力、DP10研究
力を養成するため、リサーチワークとして、論文
指導に重点を置いた特別演習を設ける

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

人間福祉専攻では、先端の研究課題を設定し、それに対して、創造的な答えを導き出し、
自立して研究を行なうことが可能な、以下の知識と能力を有する院生に「博士（人間福祉）」
あるいは「博士（学術）」を授与する。
博士（人間福祉）

【DP1専門知識】人間福祉分野の先端的研究に関する高度な専門知識を有する
【DP2読解力】内外の先行研究を正確かつ批判的に読み取ることができる
【DP3表現力】文章および口頭により、自身の考えを他者に論理的に伝達できる
【DP4実践能力】研究者として必要とされる高度な実践能力を有する
【DP5研究力】 先端の研究課題について、オリジナリティ豊かな結論を導き出し、論証できる
博士（学術）

【DP6専門知識】臨床心理分野または地域づくり分野の先端的研究に関する高度な専門
知識を有する

【DP7読解力】内外の先行研究を正確かつ批判的に読み取ることができる
【DP8表現力】文章および口頭により、自身の考えを他者に論理的に伝達できる
【DP9実践能力】研究者として必要とされる高度な実践能力を有する
【DP10研究力】先端の研究課題について、オリジナリティ豊かな結論を導き出し、論証できる

Graduate School of Social Well-being Studies Major in Social Services and Clinical Psychology

専攻の魅力

研究テーマ 　 
都市部における小地域を基盤とした高齢者の介護予防を
促進するソーシャル・キャピタルの形成に関する実証的研究
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私の研究

研究テーマ 　 
近江商人の「三方よし」に関する概念及び 
表現の変遷に関する研究

 専任教員一覧

政策創造研究科

政策創造専攻
日 本 の 活 性 化 を 担 う 政 策 デ ザイン 能 力 を 養 成

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

石山 恒貴� 教授 雇用政策論、人的資源管理論、
キャリア形成支援論

雇用の変化に伴う人的資源管理の方向性の研究、人材育成
とキャリア形成支援の研究、越境的学習、タレントマネジメン
ト、ジョブ・クラフティング等の研究

雇用政策研究（マクロ）、人材育成論、人的資源管理
論、地域雇用政策事例研究、プログラム演習、雇用政
策特殊研究Ⅰ～Ⅲ

井上 善海� 教授 経営戦略論、
中小企業経営論

企業の事業戦略、特に新事業創出やイノベーションに関する
研究

経営戦略論、新産業創出論、中小企業論、商店街活
性化論、プログラム演習、企業経営特殊研究Ⅰ～Ⅲ

梅溪 健児� 教授 経済政策論、
日本経済論

景気安定化に向けた財政政策の役割、経済再生と経済政策
の研究、人口移動と東京集中の研究

経済政策論、日本経済論、実証分析入門、経済学、
英語論文文献講読、プログラム演習、経済政策特殊
研究Ⅰ～Ⅲ

小方 信幸� 教授 SRI・ESG投資、CSR論
ESG（環境、社会、ガバナンス）要因と投資パフォーマンスの
研究、企業が本業を通じて社会価値と経済価値を実現する
共通価値の創造（CSV）についての研究

CSR論、ESG投資と企業経営 、SDGsと企業経営、企
業活動と社会Ⅰ、政策ワークショップ、プログラム演習、
CSR特殊研究Ⅰ～Ⅲ

上山 　肇� 教授 都市政策、まちづくり、
市民参加・協働

（地区・地域）まちづくりの理論と実践に関する研究、都市空
間（親水空間など）が周辺の都市環境に及ぼす影響に関する
研究

都市空間論、地域社会論、比較都市事例研究、都市
再生事例研究、研究法、フィールドワーク演習、プロ
グラム演習、都市政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ

須藤 　廣� 教授 観光社会学
観光地を一つのメディアと考え、ポストモダン社会における観
光のあり方、あるいは観光地の変容について、理論と実証を
結びつける研究

観光社会学、観光開発論、フィールドワーク論、ニュー
ツーリズム論、外国語文献講読、フィールドワーク演
習、プログラム演習

高尾 真紀子�教授 社会保障政策、
地域福祉政策

地域政策と幸福度に関する研究、認知症の社会参加に関す
る研究

調査法、地域活性化システム論、生活政策論、少子
高齢化と社会保障、プログラム演習、地域社会政策
特殊研究Ⅰ～Ⅲ

真壁 昭夫� 教授 行動経済、観光経済、
金融経済

経済活動を様々な視点から分析、人々の厚生に貢献するかの
研究

行動経済学、応用行動経済学、地域産業論、地域経
営戦略論、プログラム演習、産業政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ

増淵 敏之� 教授 文化地理学 都市文化、食文化、コンテンツ産業、空間移動、文化の越境、
ポップカルチャーの生成過程

文化地理学、文化基盤形成論、都市文化論、コンテ
ンツツーリズム論、合同ゼミ、フィールドワーク演習、
プログラム演習、文化政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 研究法（2）
 ■ 外国語文献講読（2）
 ■ 合同ゼミ（2）
 ■ 経済政策特殊講義（2）
 ■ 雇用政策特殊講義（2）
 ■ CSR 特殊講義（2）
 ■ 企業経営特殊講義（2）
 ■ 都市政策特殊講義（2）
 ■ 産業政策特殊講義（2）
 ■ 文化政策特殊講義（2）
 ■ 観光政策特殊講義（2）
 ■ 地域社会政策特殊講義（2）
 ■ 経済政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）
 ■ 雇用政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）
 ■ CSR 特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）
 ■ 企業経営特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）
 ■ 都市政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）
 ■ 産業政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）
 ■ 文化政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）
 ■ 地域社会政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）
 ■ 観光政策特殊研究Ⅰ～Ⅲ（各4）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 文化社会学（2）
 ■ コンテンツツーリズム論（2）
 ■ 観光開発論（2）
 ■ フィールドワーク論（2）
 ■ メディア産業論（2）
 ■ イベント・フェスティバル論（2）
 ■ 観光マーケティング論（2）
 ■ 観光とメディア（2）
 ■ 行動経済学（2）
 ■ 応用行動経済学（2）
 ■ 地域経営戦略論（2）
 ■ ソーシャルキャピタル論（2）
 ■ 地域イノベーション論（2）
 ■ 非営利組織特論（2）
 ■ 商店街活性化論（2）
 ■ 新産業創出論（2）
 ■ コミュニティービジネス論（2）
 ■ アントレプレナーシップ論（2）
 ■ 財務戦略論（2）
 ■ 事業承継論（2）

 ■ 公共選択論（2）
 ■ 雇用政策研究（マクロ）（2）
 ■ 雇用政策研究（ミクロ）（2）
 ■ キャリア政策研究（2）
 ■ 地域雇用政策事例研究（2）
 ■ 人材育成論（2）
 ■ 地域コミュニティ論（2）
 ■ 消費者政策・競争政策（2）
 ■ 生活政策論（2）
 ■ 地域社会論（2）
 ■ 都市集積論（2）
 ■ 都市再生事例研究（2）
 ■ 比較都市事例研究（2）
 ■ 文化基盤形成論（2）
 ■ コミュニティーメディア論（2）
 ■ 都市文化論（2）
 ■ 観光文化政策論（2）
 ■ ニューツーリズム論（2）
 ■ フィールドワーク演習（2）
 ■ 地域ブランド論（2）

 ■ 政策分析の基礎（2）
 ■ 政策ワークショップ（2）
 ■ 調査・データ分析の基礎（2）
 ■ 調査法（2）
 ■ 研究法（2）
 ■ 質的研究法（2）
 ■ 日本経済論（2）
 ■ 人的資源管理論（2）
 ■ 地域活性化システム論（2）
 ■ 文化地理学（2）
 ■ 都市空間論（2）
 ■ 地域活性特論Ⅰ（2）
 ■ 観光社会学（2）
 ■ 地域産業論（2）
 ■ 中小企業論（2）
 ■ CSR論（2）
 ■ 少子高齢化と社会保障（2）
 ■ 実証分析入門（2）
 ■ 経済政策論（2）
 ■ 地方財政論（2）

 ■ 経営戦略論（2）
 ■ ESG投資と企業経営（2）
 ■ SDGsと企業経営（2）
 ■ ダイバーシティ経営（2）
 ■ コーポレートガバナンス（2）
 ■ 企業活動と社会Ⅰ（2）
 ■ 企業活動と社会Ⅱ（2）
 ■ 特別講義Ⅰ / Ⅱ / Ⅳ～ VI（各2）
 ■ 経済学（2）
 ■ 社会学（2）
 ■ レポートライティング（2）
 ■ 英語論文文献講読（2）
 ■ プログラム演習（2）

高度知識社会においては、国際的な視野のもとで、多様な価値観、高度な
専門的知識、幅広い教養、柔軟な創造力を持ち、具体的に課題解決する
能力、すなわち政策を創造する能力が要求されます。とくに、グローバルに
展開される地域間競争のもとでは、「地域イノベーション」に向け、知的資
源を活用した、政策創造能力が問われます。個性的な文化の振興、競争力
のある産業の振興、サステイナブルな死活環境への改善、自然・都市景観
の保護、そして住民や観光客に魅力的な地域空間の形成をすることが必要
となります。政策創造の課題は中山間地域、過疎地域、地方の中小都市だ

けの特別な施策ではなく、高齢化・集中化する大都市にも存在します。
　本研究科のカリキュラムの中心は、これらの課題に対応する3 つの創造
群・9 つのプログラムからなります。総合的かつ具体的な観点から、新たな政
策創造を教育研究し、問題解決能力や政策デザイン能力の養成、新しい価
値観の創出、世界に向けた情報発信を担う高度専門職業人及び研究者の
育成を行います。そのため、「政策研究に不可欠な知識とスキルの教授」、「当
該分野における創造的な発想の醸成」、そして「政策センスの錬磨と実務的
な政策形成・実施能力の育成」という三位一体の教育研究を実施します。

● 文部科学省「職業実践力育成プログラム（BP）」
政策創造研究科修士課程は、平成28年度文部科学省「職業実践力育成プログラム（BP）」に認定されました。

● 専門実践教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座
政策創造研究科修士課程は、専門実践教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座に指定されています。入学1ヶ月前までにハローワークで支給申請
手続きを行い、2年間で修了すれば、最大112万円の給付を受けることが可能です。

● 平日夜間と土曜日開講
社会人学生に配慮し、都心の市ケ谷キャンパスにおいて授業は平日夜間（18:35～）と土曜日に開講しており、仕事と学業との両立が可能です。

修了生の研究テーマの例
 ■ 持続可能なオープンガーデンを実現する仕組みに関す
る研究―兵庫県三田グリーンネットのオープンガーデ
ンを中心事例として―

 ■ 性別役割分業意識の地域差に関する規定要因の解明
―熊本県を事例として―

 ■ まちづくり活動が学生の社会人基礎力と地域愛着に
与える影響～強制参加と自主参加における活動経験
の違いに着目して～

 ■ 公益に関与する際の企業寄付の効果の獲得と 
戦略性―サブサハラ・アフリカでの事例から

 ■ 私立学校改革と教職アイデンティティの再構築
―首都圏私立中・高校の校長および教員へのイン
タビュー調査の分析―

 ■ 企業のコスト競争力に関する内的要因の研究 
―完全制御型植物工場における栽培工程と人工
栽培技術を中心として―

 ■ 和菓子業界における長寿企業の実態に関する一考察
－中華菓子との比較を通じた要因分析－

 ■ 地域における観光推進組織の主体性と継続性に関
する考察

 ■ 女性活躍とウェルビーイングに関する研究 
～顧客対応部署を事例として～

 ■ 配置薬産業から医薬品産業への変革に関する研究
―「富山モデル」の解明を目指して―

小方 信幸　教授

企業が本業を通じて社会課題に取り組み、社会価値と経済価値を
創造することをCSV（Creating Shared Value,共通価値の創造）
といいます。CSVはハーバード大学のマイケル・ポーター教授らに
よって提唱された経営戦略で、アカデミアのみならずビジネスの世
界においても注目されています。当研究室ではCSV経営戦略とサス
テナビリティ経営実現の関係を研究します。分析対象はグローバル
な多国籍企業から、わが国の先進的な中小企業に至るまで非常に
幅広いといえます。研究の進め方については定性分析、定量分析の
何れにおいても文献調査とデータ取集に留まらず、企業経営者や投
資家から直接お話を伺い理解を深める点も当研究室の特徴といえ
ます。

研究室紹介

経営の現場を知り
企業の持続的成長の要因を研究する

共通価値の創造（ＣＳＶ）が
サステナビリティ経営の鍵

三木田 尚美

学生・修了生の声

修士課程 2018年度修了

多様性の中で互いを尊重する経験により
「男女平等参画」の視点が広がりました

募集人員  修士課程50名／博士後期課程10名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  �会社員、企業経営者、公務員、県市区議会議員・秘書、国公私立大学教職員、経営コンサルタント、 

社会保険労務士、公認会計士、税理士、デザイナーなど
　 夜間開講

自治体の男女平等参画センターにおいて施策の推進に関する事業
企画や運営を行っています。社会課題解決に携わるために不可欠な
多様性の受容や尊重は大学院での学びと強く結びついています。「売
り手よし、買い手よし、世間よし」の「三方よし」は、「近江商人の経営
理念」として知られ、現代のCSR、CSVにも通じる理念として語られる
ことが少なくありませんが、その表現は江戸時代に近江商人に実際
に使われていたものではなく、およそ30年前に造語されたものという
ことがわかっています。それでもなお親しみを持って使用されている
「三方よし」の多様な使用実態とその概念の変化を研究しました。

専攻の魅力

世代も経歴もさまざまな大学院生が一緒に学ぶ環境が魅力です。研
究テーマも多岐にわたるので、中間発表会での仲間の研究やそれに
対するフィードバックは私の研究にも大いに役立ちました。多様性の
中に身を置き、一人ひとりを尊重しあうことで、以前より物事が柔軟
に考えられるようになりました。

Graduate School of Regional Policy Design Major in Regional Policy Design
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公共政策研究科

公共政策学専攻
公 共 政 策 分 野 に お ける 高 度 専 門 職 業 人 ・ 研 究 者 的 実 務 家 を 育 成

「ガバメントからガバナンスへ」「新しい公共」などの言葉で語られるよう
に、今日では、公共的課題の担い手の多様化、政府部門に限定されな
い社会的な課題解決の営みを総合的な観点から研究する必要性が高
まっている。公共政策学専攻では、従来の学問的枠組みでは解決が難
しい社会的課題を含めた公共政策領域の諸問題に対応するため、マネ
ジメント、ガバナンスという語をキーワードとして、以下に示す人材を育
成する。

【修士課程】
・社会人を対象とする高度専門職業人として、公共政策に関する高度の
調査分析能力、高度な政策立案能力のある人材
・社会の公共課題の解決を追求する分野において、公共政策の研究、
教育を担うことのできる人材

【博士後期課程】
・高度専門職業人としての知見や経験の裏づけに基づいて、実践科学と
しての公共政策学の領域に関して高度な研究能力を備えた人材

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 公共政策学特殊研究1 A/B～ 
3 A/B（各2）

 ■ 公共政策ワークショップ（公共） 
1 A/B～3 A/B（各1）

 ■ 公共政策ワークショップ 
（政策研究）1 A/B～3 A/B（各1）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 政策過程研究（2）
 ■ 自治体福祉政策論（2）
 ■ 行政法事例研究（2）
 ■ コミュニティ制度論（2）
 ■ 日本政治史研究（2）
 ■ 地方自治論（2）
 ■ 自治体経営論（2）
 ■ 比較公務員制度研究（2）
 ■ 比較自治行政研究（2）
 ■ 防災危機管理研究（2）
 ■ 雇用労働政策研究（2）
 ■ 政策過程事例研究（2）
 ■ 政策開発実践論（2）
 ■ 日本の政策決定過程（2）
 ■ 自治体政策実践論1～３（各2）
 ■ ガバナンス研究（2）
 ■ リージョナリズムと非政府組織（2）
 ■ 企業論（2）
 ■ グローバル企業戦略論（2）
 ■ 市民社会ガバナンス論（2）
 ■ NPO 論（2）
 ■ 非営利セクター研究（2）

●方法論・分析技法
 ■ 政策法務論（2）
 ■ 立法学研究（2）
 ■ 政策評価論（2）
 ■ 社会調査法1～8（各2）
 ■ 政策分析評価技法（2）
 ■ 市民参加の理論と実践（2）
 ■ 数理モデル概論（2）
 ■ 地域コンサルティング論（2）
 ■ ファシリテーション演習（2）
 ■ CSR論（2）
 ■ 政策研究概論（外国語）（2）
 ■ 公共政策論文技法1/2（各2）

【専門科目】
 ■ 政策学研究（2）
 ■ 自治制度研究（2）
 ■ 自治体研究（2）
 ■ 自治体議会論（2）
 ■ 公務員制度研究（2）
 ■ 都市政策概論（2）
 ■ 都市政策事例研究（2）

【2専攻共通科目】
●理論・研究基礎

 ■ 政治理論（2）
 ■ 行政学基礎（2）
 ■ 比較行政研究（2）
 ■ 公共哲学基礎（2）
 ■ 政治制度研究（2）
 ■ 政策学基礎（2）
 ■ 現代政治分析研究（2）
 ■ 公共政策とジャーナリズム（2）
 ■ 公共政策の社会理論（2）
 ■ 財政学基礎（2）
 ■ 経済学基礎（2）
 ■ 環境哲学・倫理学（2）
 ■ 環境法基礎（2）
 ■ 地球環境学基礎（2）
 ■ 国際政治学基礎（2）
 ■ 国際協力論（2）
 ■ サステイナビリティ研究入門A/B（各2）
 ■ SDGs への招待（2）

 ■ 市民社会論（2）
 ■ 市民社会とコミュニティ（2）
 ■ 都市ガバナンス論（2）
 ■ まちづくり研究（2）
 ■ 文化政策研究（2）
 ■ シンクタンク論（2）
 ■ 環境・開発制度研究（2）
 ■ 環境自治体政策研究（2）
 ■ 公共空間形成論（2）
 ■ ジェンダー政策研究（2）
 ■ 公共哲学研究（2）
 ■ イノベーション政策論（2）
 ■ 外交政策論（2）
 ■ 国際環境政策の社会学（2）
 ■ 地球環境生態学（2）
 ■ 租税政策（2）
 ■ 比較公共政策論（2）
 ■ 費用便益分析（2）
 ■ 経済政策（2）

【研究指導科目】
 ■ 論文研究指導1 A・B/2 A・B（各2）

 専任教員一覧
専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

杉崎 和久  教授 都市計画、まちづくり、市民参加 地域まちづくり、まちづくり支援システム、社会的合意形
成に向けたプロセスデザイン、まちづくりの現代史

市民参加の理論と実践、都市政策概論、都市政策
事例研究、論文研究指導1A・B/2A・B

名和田 是彦  教授 公共哲学、コミュニティ論、法社会学
コミュニティ政策論、日本とドイツの都市内分権制度、
「市民社会」の概念史、コミュニティ・ビジネスとコミュニ
ティ・カフェなど

公共哲学基礎、コミュニティ制度論、論文研究指導
1A・B/2A・B

廣瀬 克哉  教授 行政学、公共政策学 自治体における政治・行政関係 論文研究指導1A・B/2A・B

渕元 初姫  教授 比較政治学、コミュニティ政策、福
祉政策

ポスト福祉国家時代の市民社会論、地域社会における
社会的包摂、英国・スコットランドの地方自治・自治体内
分離

政策学基礎、公共政策論文技法2、政策学研究、公
共哲学研究、市民社会とコミュニティ、論文研究指
導1A・B/2A・B

武藤 博己  教授 行政学、地方自治、政策研究 現代社会と行政、公共サービスの管理、分権社会と市
民自治、入札改革

論文研究指導2A・B、行政学基礎、政策過程研究、
地方自治論

政
策
研
究
コ
ー
ス
★

池田 寛二  教授 環境社会学、国際環境政策学、環
境・エネルギー政策の国際比較

気候変動政策、エネルギー政策、森林・林業政策の国際
比較

公共政策の社会理論、国際環境政策の社会学、論
文研究指導1A・B/2A・B

加藤 寛之 教授 産業論、地域産業論 造船産業の産業集積、ハードディスク産業の産業集積、
アパレル産業の分業と産業集積 企業論、論文研究指導１A・B/2A・B

白鳥 　浩  教授 政治学、国際政治学
1.日本の現代政治、2.グローバリズムと国民国家の変
容、3.地方政治研究、4.政党に関する理論、5.現代政治
のデモクラシー

現代政治分析研究、公共政策とジャーナリズム、公
共政策論文技法1、論文研究指導1A・B/2A・B

関口 　浩  教授 財政学、地方財政論、租税論、教
育・福祉政策

財政学研究指導（地方分権時代における税財政システ
ムおよび教育・福祉政策の研究） 財政学基礎、論文研究指導1A・B/2A・B

中筋 直哉  教授 地域社会学、都市社会学、社会調
査法

地域社会構造、近代都市空間と集合行動、コミュニティ
の心情と論理 社会調査法2-6、論文研究指導1A・B/2A・B

長谷部 俊治  教授 行政法、都市法、国土・都市・地域
政策、環境と開発 持続可能な都市システム、土地制度・水制度 環境・開発制度研究、まちづくり研究、論文研究指

導1A・B/2A・B

糸久 正人� 准教授 イノベーションマネジメント Webデータ解析と集合知、確率的シミュレーションモデル イノベーション政策論、論文研究指導1A・B/2A・B

多田 和美 准教授 国際経営論 日本企業の海外進出、国際的ブランド戦略 グローバル企業戦略論、論文研究指導1A・B/2A・B

谷本 有美子 准教授 自治体経営論、地方自治論 地方中央関係、公務員制度、住民参加 自治体経営論、論文研究指導1A・B/2A・B

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。★2019年度からコース名称が変更されています。

募集人員  修士課程25名／博士後期課程10名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
勤務先の特徴  地方自治体・中央政府、国際協力機関・国際NGO、公益法人・NPO、民間企業、市民団体など

長期履修制度有（修士・博士後期課程） 　　 夜間開講

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

現代社会の抱える諸課題に対して適切な解決手段
を構想し実行できる政策能力を持つ高度専門職業
人を育成することに関連し、下記の受け入れ方針を
採っている。

【修士課程】一般学生も含め主として次のような社
会人に広く門戸を開く。 （１）公共政策分野に関わ
る複雑な諸課題に対して政策を模索する意欲を強く
持っていること  （２）統合的、学際的な視点を重視
しながら政策研究を行う意欲を強く持っていること 

（３）課題解決のための政策立案能力を獲得し、そ
れを実務に生かす意欲を強く持っていること

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

【修士課程】２年間の学習・研究の期間を標準として、下記４種類
の科目群を配置している。（１）共通科目（理論・研究基礎）大学
院における研究の出発点としての学習の始まりである理論や研究
に関する基礎科目として、各コースごとに基礎科目を配置している 

（２）共通科目（方法論・分析技法）専門的手法を獲得するため、
研究の方法論や分析に関連する法的な観点からの基礎的科目、
社会調査に関する科目、政策評価・分析の科目、行政運営手法
に関する科目、主として留学生向けの科目、修士論文作成のため
の実践的な科目を配置している （３）専門科目 修士論文を執筆す
るための専門分野における学習を進めるため、各コースの専門的
科目を配置している （４）研究指導科目 具体的かつ個別の論文
指導によって、修士論文を完成させるため、１年次に履修する論
文研究指導１と２年次に履修する論文研究指導２を配置する

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

【修士課程】所定の単位の修得により、以下に示す
水準に達した学生に対して、修士（公共政策学）を
授与する。 （１）高度な専門知識と領域を横断する
柔軟性をもち、自らの専門分野を俯瞰的に捉え公共
政策に関する諸課題を研究することができる （２）
複雑多様化する諸問題の解決方法等を構想する論
理的思考ができる （３）自ら課題を発見・設定し，そ
の解決策を模索するなどの創造的思考ができる 

（４）戦略的な視野を持ちつつ高度な専門知識に裏
打ちされた合理的意思決定ができる

Graduate School of Public Policy and Social Governance Major in Public Policy and Social Governance

※博士後期課程については、大学院HPをご参照ください。

修了生の研究テーマの例
 ■ 地域資源を活かした自治体電力事業の現状と可能性
―北海道寿都町と福岡県みやま市の事例を中心とす
る実証研究―

 ■ 事故調査制度に関する研究 
―刑事手続きとの関係からの考察―

 ■ 健康危機管理をめぐる行政組織の現状と課題 
―新型インフルエンザ発生時の対応方針決定過程に
関する事例分析―

 ■ 東京都消費者月間事業にみる消費者団体と 
行政の協働の可能性 
―４０年の継続要因とこれからの方向性を探る―

 ■ 競艇事業が地方財政に与える影響について 
―埼玉県戸田市を事例として―

 ■ 国による電子申請推進政策と市区町村の対応 
～繰り返される政策が成果に繋がらない構造的要因～

 ■ 自治体総合計画の意義と課題 
―基礎自治体（市区）における総合計画の位置づけの分析
を中心に―

 ■ 戦後自治体選挙行政体制の成立と展開
 ■ 建築確認の民間開放に伴う実務上の課題と対応策の提言 
―「一敷地一建築物の原則」の判断を例に―

 ■ 地域社会における名望家的寄付行動の研究 
―茨城県古河地域を事例として―

杉崎 和久　教授

都市は、私たちが働き、学び、遊び、さまざまな活動をする舞台です。
その舞台で、住民、企業、行政、さらに住民にも性別、年代、出身地
などの異なる多様な人たちが活動しています。都市の担い手の多様
さが都市の活力の源泉となり、都市の魅力となっていきます。とはい
え、多様な人たちが将来の都市の姿について、個々の思いを表明
し、価値を共有し、実現に向けた活動をすることは容易ではありま
せん。そこで、私は自治体や地域の人たちによる実践活動に参加し、
都市空間を豊かにするための対話のデザインにおける技術、仕組み
等のあり方を追求しています。研究室では、物的環境、人々の関係
など都市に関わる幅広いテーマを対象とした大学院生が研究を
行っています。

研究室紹介

豊かな都市空間を実現するための
対話のあり方を探る

都市の多様さが都市の創造性を高め、
暮らしの豊かさとするための「場」を追求

渡部 朋宏

学生・修了生の声

現在は仕事と研究の二足のわらじですが、自治の現場にいる自治体
職員こそ研究することが必要だと感じています。仕事をするうえで発
生した疑問点からテーマを設定し、先行研究を読み漁り、投稿論文
や学会発表を経験することでさらに知見が広がり、仕事にも還元さ
れます。そこから研究のための研究ではなく、現場に即した実践的な
研究が可能となります。

大学院の魅力

研究テーマ 　住民概念の研究

大学院の環境

福島から高速バスで約５時間かけて通学し、博士後期課程を修了し
ました。土曜日に開講しているため、遠距離でも学ぶことが可能です。
また、大学院は修学支援制度や研究奨励制度が充実しており、費用
の心配をせずに研究に専念できる環境が整っています。

博士後期課程 2019年度修了／

福島県会津美里町職員

仕事と研究の両立で視野が広がり、
新しい気づきが生まれます

061060



公共政策研究科

サステイナビリティ学専攻
サステイナブ ル 社 会 の 構 築 に 貢 献 で きる 高 度 専 門 職 業 人 を 養 成

サステイナビリティ学は、世界が抱える複雑で長期的な問題に対して俯瞰的・
統合的にアプローチし、持続的な人間活動のあり方を探求する新しい学術体系
です。本専攻では環境（Ecology）・社会（Society）・経済（Economy）が三位
一体となり、人間活動と資源・環境が調和したSustainable Management体系
の確立を目指しています。現代社会が直面する課題へのソリューションを提供
することを使命としています。諸問題の解決プロセス等を構想する論理的思考
力、新たな価値を生み出す創造力、分野横断的に思考し社会にフィードバック
できる実務能力を養います。本専攻では次の5つの中核分野に係る学問領域
についての教育研究を行っています。

●サステイナブルマネジメント 
　（環境経営・環境会計など）ESG課題に対する最適ソリューションの探求 

●グローバルパートナーシップ 
　（国際協力・社会開発など）サステイナブルな国際社会の実現に寄与 

●ローカルサステイナビリティ 
　（地方自治・市民社会など）持続可能な地域社会の構築に寄与 

●法と制度 
　（環境行政法・国際法など）人々の安心した営みを実現する社会システムの探求

 ●環境サイエンス 
　（エネルギー・公衆衛生・防災など）科学の視点から環境保全へ貢献

 専任教員一覧
専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

岡松 暁子 教授 国際法、海洋法、国際原子力法、
国際環境法 国際法の履行確保、原子力の平和利用、海洋環境の保護 ※今年度は、特定の科目を担当しません

金藤 正直 教授 経営学、会計学、地域研究 企業や地域の持続的成長を支援するマネジメント手法 環境経営論、論文研究指導1A/B

北川 徹哉 教授 環境流体、気象社会論、
流体関連振動

強風の社会への影響と対策、金融工学的手法によるリスク
回避、数値流体解析

大気人間環境論、サステイナビリティ研究入門A/B、
論文研究指導1A/B

國則 守生 教授 環境経済学 地球温暖化などの地球環境問題に関する経済学的アプローチ 環境経済論

小島 　聡 教授 行政学、地方自治論、
自治体政策論

自治体の環境政策統合と市民参加、都市の持続可能性、
域学連携とソーシャル・イノベーション サステイナブル地域政策研究、論文研究指導1A/B

杉戸 信彦 准教授 自然地理、自然災害 変動地形、活断層、地震、土地条件 自然災害と防災、サステイナビリティ研究入門A/B、
論文研究指導1A/B

高田 雅之 教授 生物多様性、自然環境政策、自然
再生、湿地生態系、景観生態学

湿地生態系、生態系サービス、生物多様性オフセット、アジ
アの生物多様性保全 自然環境共生研究、論文研究指導1A/B

高橋 五月 准教授
環境人類学、海洋人類学、災害人
類学、科学技術論、沿岸漁業、海
洋保全

漁業政策と近代化、東日本大震災後の海洋文化、海洋科
学と未来論 論文研究指導1A/B

武貞 稔彦 教授 国際開発、途上国援助、
環境と開発、国際協力、開発倫理

開発協力を通じた社会変容、開発協力の自然環境・社会環
境へのインパクト

SDGsへの招待、国際協力論、
国際協力フィールドスタディ、論文研究指導1A/B

辻　 英史 教授 ドイツ近現代史 ドイツ近現代の都市史、社会政策史、市民社会の歴史 サステイナビリティ学事例研究Ⅰ、論文研究指導1A/B

永野 秀雄 教授 日米比較法
（環境法、労働法、防衛法） 環境監査と法、アメリカ環境法、軍と環境法 環境法基礎、環境私法、論文研究指導1A/B

西城戸 誠 教授 環境社会学、社会運動論、
地域社会学

再生可能エネルギーと社会的受容性、津波被災地・原発
避難者の支援とその体制、都市農業・水辺環境と市民活動

環境ガバナンスⅠ、地域環境フィールドスタディ、
論文研究指導1A/B

長谷川 直哉 教授 サステイナビリティ経営、
CSR、企業倫理、企業家史

企業価値の形成と非財務要素、ESG投資/SRI（社会的責
任投資）、企業倫理の形成と思想的要因 サステイナブル経営論、論文研究指導1A/B

藤倉 　良 教授 国際環境協力、環境システム科学、
開発援助、環境リスク、環境政策

ダム開発、住民移転、環境政策過程、開発途上国、政府開
発援助

地球環境学基礎、環境工学の基礎、国際環境協力論、
サステイナビリティ研究入門A/B、論文研究指導1A/B

松本 倫明 教授 理論天文学、数値流体力学、
宇宙天気 星と惑星の誕生、太陽活動と気候変動の関係 論文研究指導1A/B

宮川 路子 教授 予防医学、公衆衛生学、産業保健、
分子整合栄養医学 就労者の健康問題、メンタルヘルスケア、栄養療法 公衆衛生研究、論文研究指導1A/B

湯澤 規子 教授 地域経済学、日本近現代史、
人文地理学

地域づくりの理論と実践、食と農の地域経済学、女性と家
族の近現代史 地域環境計画研究、論文研究指導1A/B

横内 　恵 准教授 環境法、公法（憲法・行政法） 環境リスクの法的制御、廃棄物処理法制 環境法基礎、環境行政法、論文研究指導1A/B

吉永 明弘 教授 環境倫理学 都市環境の保全に関する倫理学的研究 環境哲学・倫理学、論文研究指導1A/B

渡邊 　誠 教授 計算科学、物性論、非線形力学 カオス・フラクタルの数理と応用、環境問題の熱力学的考
察、集団運動と自己組織化現象 論文研究指導1A/B

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

長期履修制度有（修士・博士後期課程）　　　　　

募集人員  修士課程15名／博士後期課程5名

キャンパス  市ケ谷　　　

Graduate School of Public Policy and Social Governance Major in Sustainability Science

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

本専攻では、サステイナビリティにかかわる複雑な諸課
題に対して適切な解決手段を構想し実行できる政策能
力を持つ高度専門職業人を輩出することを目的としてい
る。そのような意欲と潜在能力を持った方に広く門戸を
開いている。サステイナブル社会創造のための計画、設
計、運営、計測、管理、保全などにかかわる専門的知識
の修得を目指す者、人と自然、人と人との共生社会の創
生に関わる根源的な課題を多様な観点から考察しようと
する者などを対象にしている。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

5つの中核分野に係る教育研究を行うために、社会科学
を基盤に自然科学および人文科学を融合させた学際的
なカリキュラムを展開している。次の4つの科目群を設定
し、基礎の修得から研究へ発展させるまでのプロセスを
段階的に学修することができる。（1）共通科目（理論・研
究基礎）／基礎の修得と学際的研究の意義等の理解、
（2）共通科目（方法論・分析技法）／研究の方法論や
分析に関する基礎の修得、（3）専門科目／ 5つの中核分
野に関する専門知識の修得、（4）研究指導科目／研究
を遂行するための個別指導、である。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

修士課程では、例えば高度な専門知識と学問領域を横
断する柔軟性をもち、諸問題の解決方法等を構想する
論理的思考ができると認められる者に対して修士の学位
を授与する。博士後期課程では、例えば次の能力を有す
ると認められる者に対して博士の学位を授与する。現代
社会を取り巻く諸問題を高度な手法によって分析・検証
することができ課題解決へ向けてより具体的で適切な政
策を立案できること。行政部門、企業部門、国際機関、
市民組織などの各現場において研究内容を実務にフィー
ドバックできること。

Global Sustainability Program
博士後期課程において、海外からの留学生のほか、国内からも国際公務員、国際NGO、
企業、市民組織などからグローバルな諸問題の解決を目指す方を受け入れ、論文指導か
ら博士論文の作成に至る全てのカリキュラムを英語で実施し、地球規模の課題の解決に
貢献できる高度専門職業人を育成する英語プログラムを提供しています。

西城戸 誠　教授

東日本大震災と福島第一原発事故は、私たちの生活が脆弱な構造の上
に成立していることや、戦後日本社会のさまざまな構造的な問題を露呈す
ることになりました。現在、地域に資する再生可能エネルギー（コミュニ
ティパワー）と社会的受容性、津波被災地の復興、原発避難者の支援とそ
の体制に関する「実践」的な調査研究を行っています。また、都市農業や
地域の水環境の持続可能性、生活協同組合や炭鉱主婦会などの住民、
市民活動の研究も継続しています。連字符社会学としての環境社会学だ
けではなく、サステイナビリティ学としての「環境と社会」学として、理論と
実証の往復と「実践」を念頭に置いた研究を目指したいと考えています。

研究室紹介

3.11以降の地域社会と環境の持続可能性を考える
―地域に資する再生可能エネルギー、
津波被災地の復興、原発避難者支援の社会学

「環境と社会」にかかわる
サステイナビリティ学と実践に向けて

石井 修平

学生・修了生の声

国や地方公共団体と環境に関する業務を行うにあたり、基礎的なところで
は環境全般の知識を有することが求められます。大学院で学べた基礎知
識はとても役立っています。また、大学院で経験した研究活動や口頭発表
は、セミナーの企画・開催、講演等などでその経験が活かせています。

学んだこと、身に付いたこと

研究テーマ 　
 鉱油類による土壌・地下水汚染問題への対処 
―日米の関連法令と規格の比較検証―

大学院の魅力

法政大学大学院の環境は裾野が広く、基礎的な環境法から国際環
境法、さらには環境訴訟、環境政策などに加え、経済学、政策学、財
政学など基礎知識となる分野まで広く学ぶことが可能です。まさに環
境を専攻として、その全般を学ぶことができました。また、一部の授業
では、その分野の第一線でご活躍されている方が講師として招かれ、
タイムリーなお話をきけたことは印象に強く残りました。

修士課程 2015年度修了

サステイナビリティ学の第一線で活躍する
講師陣の講義が何よりも魅力的

修士課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

［2専攻共通科目］
●理論・研究基礎

 ■ 行政学基礎（2）
 ■ 比較行政研究（2）
 ■ 公共哲学基礎（2）
 ■ 政策学基礎（2）
 ■ 現代政治分析研究（2）
 ■ 公共政策と 
ジャーナリズム（2）

 ■ 公共政策の 
社会理論（2）

 ■ 財政学基礎（2）
 ■ 経済学基礎（2）
 ■ 環境哲学・倫理学（2）
 ■ 環境法基礎（2）

 ■ 地球環境学基礎（2）
 ■ 国際政治学基礎（2）
 ■ 国際協力論（2）
 ■ サステイナビリティ 
研究入門A/B（各2）

 ■ SDGs への招待（2）

●方法論・分析技法
 ■ 政策法務論（2）
 ■ 立法学研究（2）
 ■ 政策評価論（2）
 ■ 社会調査法1～8（各2）
 ■ 政策分析評価技法（2）
 ■ 市民参加の 
理論と実践（2）

 ■ 数理モデル概論（2）
 ■ 地域 
コンサルティング論（2）

 ■ ファシリテーション 
演習（2）

 ■ 政策研究概論 
（外国語）（2）
 ■ 公共政策 
論文技法1/2（各2）

［専門科目］
●法律・行政系科目

 ■ 環境行政法（2）
 ■ 環境私法（2）
 ■ 環境政策法務と 
条例（2）

 ■ 国際環境法（2）
 ■ 地球環境政治論（2）
 ■ 国際機構論（2）
 ■ 外交政策論（2）
 ■ 環境ガバナンスⅡ（2）

●地域・社会系科目
 ■ 環境社会論（2）
 ■ 地域環境 
文化研究（2）

 ■ 地域環境史研究（2）
 ■ 地域環境 
フィールドスタディ（2）

 ■ サステイナブル 
地域政策研究（2）

 設置科目

 ■ 地域環境計画研究（2）
 ■ サステイナビリティ学 
事例研究Ⅰ（2）

 ■ 環境ガバナンスⅠ（2）

●経済・経営系科目
 ■ 環境経営論（2）
 ■ サステイナビリティ・ 
レポーティング（2）

 ■ 環境経済論（2）
 ■ 環境と知的財産権（2）
 ■ サステイナブル経営論（2）
 ■ グローバル環境経営論（2）
 ■ サステイナビリティ・ 
コミュニケーション論（2）

 ■ 環境ガバナンスⅢ（2）

●国際協力系科目
 ■ 開発経済論（2）
 ■ 国際環境協力論（2）
 ■ 社会開発論（2）
 ■ 国際協力 
フィールドスタディ（2）

 ■ 国際NGO・NPO論（2）
 ■ 社会起業家論（2）
 ■ 国際環境政策の社会学（2）
 ■ ヒューマン・エコロジー（2）

●環境科学系科目
 ■ 環境工学の基礎（2） 

 ■ 環境資源・ 
エネルギー政策論（2）

 ■ 公衆衛生研究（2）
 ■ 自然環境共生研究（2）
 ■ 大気人間環境論（2）
 ■ 地球環境生態学（2）
 ■ 自然災害と防災（2）
 ■ サステイナビリティ学 
事例研究Ⅱ～Ⅲ（各2）

［研究指導科目］
 ■ 論文研究指導 
1A・B/2 A・B（各2）

修了生の研究テーマの例
 ■ アラブ首長国連邦における外国人労働者の受け入れ
 ■ 日本の開発援助における適応主流化に関する研究
 ■ 複合行政における城郭管理の類型とその運用に関する考察
 ■ サステイナビリティ推進部門における人的資本活用の実態

 ■ 米国本土における軍事訓練と環境問題の交差
 ■ 日本の京都議定書実施状況の評価

 ■ 大学発ベンチャーの創出プロセスに関する研究
 ■ 国際理解教育におけるワークショップの効果測定と 
教材開発の研究

 ■ 障がい者の持続発展を促すリテラシーについて

博士後期課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 環境法基礎D（2）
 ■ 地球環境学基礎D（2）
 ■ 国際協力論D（2）
 ■ 市民参加の理論と実践D（2）
 ■ 数理モデル概論D（2）
 ■ 環境社会論D（2）
 ■ 環境経営論D（2）

 ■ 環境行政法D（2）
 ■ 環境私法D（2）
 ■ 自然環境共生研究D（2）
 ■ 地域環境フィールドスタディD（2）
 ■ 大気人間環境論D（2）
 ■ 環境工学の基礎D（2）
 ■ 自然災害と防災D（2）

 ■ 環境経済論D（2）
 ■ サステイナブル地域政策研究D（2）
 ■ 公衆衛生研究D
 ■ サステイナブル経営論D（2）
 ■ 地域環境計画研究D（2）
 ■ 国際環境法D（2）
 ■ 国際環境協力論D（2）

 ■ 国際協力フィールドスタディD（2）
 ■ ヒューマン・エコロジーD（2）
 ■ サステイナビリティ学事例研究D Ⅰ～Ⅲ（各2）
 ■ 環境ガバナンスD Ⅰ～Ⅲ（各2）
 ■ サステイナビリティ特殊研究 1 A・B（各2）
 ■ サステイナビリティ特殊研究 2 A・B（各2）
 ■ サステイナビリティ特殊研究 3 A・B（各2）

 設置科目

063062



 専任教員一覧

キャリアデザイン学研究科

キャリアデザイン学専攻
キャリア デ ザイン 学 を 体 系 的 に 学 べ る日 本 初 の 大 学 院

廣川 進　教授 横山 礼子

私の専門はキャリアカウンセリングと臨床心理学。研究テーマは復
職支援など産業領域における心理的支援、メンタルヘルスとキャリ
アの統合、惨事ストレスなどです。担当授業の「キャリアカウンセリ
ング論」では、スーパー、クランボルツ、サビカスらの理論についての
テキストを院生が分担して発表し討議します。院生が社会人である
特色を活かして、それぞれの現場で起きている問題、事例検討を行
い、理論モデルと具体事例の間を往還しつつ、現場で役立つ実践
的な知見を得られるようにしています。修論についても、研究のため
の研究ではなく、自分の現場の問題から問いを立て、問題解決への
糸口が見つかるような研究計画をめざしています。

研究室紹介 学生・修了生の声

修士論文のゼミは、教授1人に対して学生が1、2名とほぼマンツーマ
ンで指導いただけるという、大変贅沢な環境でした。また、1学年あた
りの学生数が少人数ゆえにまとまりが良く、情報交換やディスカッ
ションも頻繁に行われました。多様な意見を聞き、議論を重ねること
により、思考の幅を広げることにつながりました。

専攻の魅力

研究テーマ 　
 女性営業職のキャリア意識を 
規定する要因に関する研究

将来の目標

人事部員として実務でのキャリアを重ねてきましたが、学術的な視点
から人と組織の成長とその支援について学びたいと思い入学を選択
しました。修士課程を修了した後は、社内のダイバーシティ戦略の実
行を任されています。大学院での学びを活かし、組織にあった形で展
開できるように日々奮闘しています。

修士課程 2017年度修了キャリアとメンタルヘルスの
統合的アプローチをめざす

現場実践に活かせる
研究の問いを立てることから

大学院生活で培った手法を活かし
ダイバーシティ戦略を実行する

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
発
達
プ
ロ
グ
ラ
ム

上西 充子 教授 労働問題、キャリア教育 学校から職業への移行過程と初期のキャリア形成、ならび
に、それに関わる支援の在り方 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、キャリア教育論

児美川 孝一郎 教授 教育学 青年期教育、キャリア教育 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、
キャリアガイダンス論

笹川 孝一 教授 教育学、生涯学習学、環境学 リテラシー・学力・コンピテンス研究、持続可能な社会のた
めの教育 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、生涯学習論

高野 良一 教授 教育行政学、学校改革論 学校イノベーションの日米比較 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、教育経営論

筒井 美紀 教授 教育社会学、労働社会学 地域就労支援政策、高校生や大学生の進路・就職、労働教育 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、教育社会学

田澤 　実 教授 教育心理学、生涯発達心理学 キャリア教育の効果測定、包括的な若者支援 ※ 今年度は、特定の科目を担当しません

ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

梅崎 　修 教授 労働経済学、教育経済学、人
事組織経済学

人材マネジメントの分析、キャリア教育の効果測定、初期キャ
リア形成の分析 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、人事組織経済学

木村 琢磨 教授 組織行動論、経営組織論 企業における組織内政治とパワー、非公式リーダーシップ、
組織の活性化

キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、
経営組織マネジメント論

坂爪 洋美 教授 産業・組織心理学 ダイバーシティが進む中での管理職の役割・女性のキャリア キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、産業・組織心理学

佐藤 　厚 教授 産業社会学、人的資源管理
論、雇用政策論

ホワイトカラーの仕事とキャリア、労働時間管理とワークライ
フバランス、人材育成論 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ

武石 惠美子 教授 人的資源管理論、女性労働論 働き方の多様化と人材マネジメント、女性のキャリア形成 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、キャリア開発論

松浦 民恵 教授 人的資源管理論、労働政策 働き方改革、非正規社員のキャリア形成、女性や高齢者の
活躍推進、幹部候補の人材育成 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、職業キャリア政策論

プ
ロ
グ
ラ
ム
共
通

齋藤 嘉孝 教授 社会学、社会調査、家族論 家族やそれを取り巻く社会環境と、関連する諸政策・制度 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、量的調査法

佐藤 　恵 教授 社会学、社会調査 支援の社会学、社会問題の社会学、犯罪社会学 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、質的調査法

田中 研之輔 教授 ライフキャリア論、社会調査、
エスノグラフィー 広く「社会集団」に関する理論的+ 経験的な社会学的考察 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、

コミュニティとキャリア

廣川 　進 教授 臨床心理学、キャリアカウンセ
リング、産業心理学 メンタルとキャリアの統合 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、

キャリアカウンセリング論

安田 節之 教授 プログラム評価論、コミュニ
ティ心理学

心理教育プログラムや社会サービスの評価研究、高齢者の
ライフキャリア研究 ※ 今年度は、特定の科目を担当しません

熊谷 智博 准教授 社会心理学、グループダイナ
ミックス 集団間紛争及びその解決・和解に関する心理過程研究 キャリアデザイン学演習Ⅰ/Ⅱ、

キャリア調査研究法基礎

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

修士課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ キャリア調査研究法基礎（2）
 ■ 量的調査法（2）
 ■ 質的調査法（2）
 ■ 生涯発達心理学（4）

 ■ 教育心理学（4）
 ■ 産業・組織心理学（4）
 ■ キャリアカウンセリング論（4）
 ■ コミュニティとキャリア（4）

 ■ キャリアガイダンス論（4）
 ■ 教育経営論（4）
 ■ キャリア教育論（4）
 ■ 教育社会学（4）

 ■ 生涯学習論（4）
 ■ キャリア開発論（4）
 ■ 人的資源管理論（4）
 ■ 経営組織マネジメント論（4）

 設置科目

 ■ 人事組織経済学（4）
 ■ 職業キャリア政策論（4）
 ■ キャリアデザイン学演習Ⅰ / Ⅱ（各2）

Graduate School of Career Studies Major in Career Studies

［ アドミッション・ポリシー ］ ［ カリキュラム・ポリシー ］ ［ ディプロマ・ポリシー ］

（ 教育課程の編成・実施方針） （ 学位授与の方針）（ 学生受け入れ方針）

企業や公共団体、NPO、大学・高校などの機関で人事・
教育・キャリア支援などを担当する方や、キャリアコンサ
ルタントとして、より高度な専門職を目指している方など
を積極的に受け入れる。選抜は秋季・春季1回ずつ合計
2回、筆記試験ならびに口述試験による選抜試験を行っ
ている。口述試験では、「研究計画書」及び「キャリアヒス
トリー報告書」に基づいて丁寧な面接を行う。筆記試験
ならびに口述試験の結果に基づき、上記ポリシーに即し
た人材の選抜を行っている。

基礎科目・共通科目をベースにキャリア教育・発達プロ
グラム、ビジネスキャリアプログラムの2 分野のプログラ
ムを設置している。それぞれのプログラム科目には、キャ
リア発達科目群、キャリア・プロフェッショナル科目群、
キャリア政策科目群という、ミクロ・メゾ・マクロの3 分
野からなる科目群を配置している。
それらの科目の履修の上で演習科目において修士論文
指導を行う。

「経営学、教育学と隣接する学問分野をバックグラウン
ドにした個人のキャリアの学際的な解明」、「企業、公共
団体、NPO、大学・高校などでキャリア支援を担う高度
職業人の養成」という教育理念を踏まえ、所定の単位を
修得し、修士論文の審査に合格し、以下に示す水準に達
した学生に対し、「修士（ キャリアデザイン学）」を授与する。
DP1．学際的な専門知識を身につけている　
DP2．自らの職業経験を生かした研究課題を設定できる　
DP3．社会調査の手法を駆使した実証的な研究を遂行できる

募集人員  修士課程20名　　　　 キャンパス  市ケ谷

主な進路  �企業人事担当者、人材ビジネス会社経営者、経営コンサルタント、大学職員、大学教員、キャリアコンサルタント（カウンセラー）、
高校教員、官庁職員、独立行政法人職員 など

 ■  DMO 組織における民間企業出身者の
パフォーマンスに関する探索的研究

 ■  食文化に携わるフリーランスのキャリ
ア形成

 ■  新入社員教育における教育担当者の
改善プロセスの分析

 ■  女性営業職のキャリア意識を規定する
要因に関する考察ー外資系医療機器
メーカーA 社の事例ー

 ■  学生の就職活動・就職支援の活用を
阻害する要因の考察

 ■  小学校教員養成課程の学生における
キャリア形成プロセスー学年差に注目
してー

 ■  女子大生に対する4 年間の体系的な
キャリア支援プログラムの検証　ー都
内カトリック系女子大学のグローバル
ビジネスプログラムを事例としてー

 ■  入試担当職員ミドルマネジャーの職
務・職能・経験学習の意識分析 
～専門職活用の可能性を展望して～

 ■  後継者のキャリア形成が承継後の企
業パフォーマンスに与える影響

 ■ 新入社員研修のエスノグラフィー
 ■  学生・教員・職員の協働によるキャリ
ア教育のプログラム評価研究ーB 大
学における全学教育コミュニティの事
例に基づいてー

 ■  ミドルマネジャーのリーダーシップが所
属組織への満足度に与える影響

 ■  大企業中堅社員のキャリア形成に関す
る一考察

 ■ 公務員の効果的な人脈形成について

 ■  保育士を目指すノンストレーターとは
何者か？ー子ども・自己・学校の「発
見」ー

 ■  高校におけるキャリア教育の考察ー外
部資源との連携に着目してー

 ■  食品メーカーA 社における再雇用管
理職の現状と心理的要因の分析

 ■ 若者の学び直し・リチャレンジにおける
専門家の支援～専門学校生の自己マ
ネジメント能力育成の視点から～

修了生の研究テーマの例

長期履修制度有 　　

企業や公共団体、NPO、大学、高校などの人事・教育・キャリア支援担当者、キャリアコンサルタントとしてより高度な専門
職を目指す方などを対象とした研究科です。経営学、教育学と、隣接する学問分野を背景に個人のキャリアを学際的に解明
します。授業は2 時限連続で夜間と土曜日に開講します。
キャリア支援や生涯学習の視点を重視する「キャリア教育・発達プログラム」と、組織の中でのキャリア形成・支援の視点を
重視する「ビジネスキャリアプログラム」の2プログラムを設定。研究の基礎となる調査法を基礎科目で修得し、心理学関連
科目を中心とした共通科目を学んだ上で、プログラム科目と演習科目でそれぞれの領域の専門性の涵養と研究の深化を目指
します。

065064



連帯社会インスティテュート

連帯社会インスティテュート
日 本 の 活 性 化 を 担 う 政 策 デ ザイン 能 力 を 養 成

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

中村 圭介� 教授 労使関係論 労働組合の組織と活動、事業再編と労使関係
労働組合論Ⅰ/Ⅱ、労働組合特論演習Ⅰ/Ⅱ、
連帯社会とサードセクター、地域社会運動論、
産別機能研究、論文指導Ⅰ/Ⅱ

伊丹 謙太郎� 教授 協同組合論、公共哲学
協同組合思想、協同組合運動史、
デジタル経済と協同主義、非営利組織連携論、
賀川豊彦研究

協同組合概論Ⅰ/Ⅱ、協同組合特論演習Ⅰ/Ⅱ、
連帯社会とサードセクター、協同組合運動の理念と歴史、
協同組織運営の論理と制度、論文指導Ⅰ/Ⅱ

柏木 　宏� 教授 NPO論、
NPOマネジメント 日米のNPO、社会運動

NPO論（現状と課題）Ⅰ/Ⅱ、NPO特論演習Ⅰ/Ⅱ、
連帯社会とサードセクター、NPOとソーシャルチェンジ、
サードセクター協働論、論文指導Ⅰ/Ⅱ

新川 敏光� 専担教授 比較政治学 ※今年度は、特定の科目を担当しません

長峰 登記夫� 専担教授 労使関係論 国際労使関係論

浜村 　彰� 専担教授 労働法 労使関係法概論

渕元 初姫� 専担教授
比較政治学、
コミュニティ政策、
福祉政策

政策学基礎

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

［3プログラム共通科目］
●基礎科目（必修）

 ■ 労働組合論Ⅰ（2）
 ■ 協同組合概論Ⅰ（2）
 ■ NPO 論（現状と課題）Ⅰ（2）
 ■ 連帯社会とサードセクター（※）（4） 
（※はオムニバス授業）

●選択必修
 ■ 地域社会運動論（2）
 ■ ユニオン・イノベーション（2）
 ■ 産別機能研究（2）
 ■ 比較社会労働運動史（2）
 ■ 協同組合運動の理念と歴史（2）
 ■ 協同組合・NPO の会計（2）
 ■ 協同組合のステークホルダー参加（2）

 ■ 協同組織運営の論理と制度（2）
 ■ NPO とソーシャルチェンジ（2）
 ■ NPO と事業創造（2）
 ■ NPO とヒューマンリソース（2）
 ■ NPO の資金環境（2）

●選択科目
 ■ 政治学概論（2）
 ■ 社会調査法4（2）
 ■ 社会調査法5（2）
 ■ 政策学基礎（2）
 ■ 行政学基礎（2）
 ■ 国際労使関係論（2）
 ■ 自治体論（2）
 ■ 雇用労働政策研究（2）
 ■ 労使関係法概論（2）

 ■ 労働契約法・労働基準法概論（2）
 ■ 人事制度論（4）
 ■ 人的資源管理論（4）
 ■ 経済学基礎A / B（各2）
 ■ ジェンダー経済論A / B（各2）
 ■ 公務員制度研究（2）
 ■ 労働市場論（4）
 ■ 市民社会論（2）
 ■ 国際NGO・NPO 論（2）
 ■ シンクタンク論（2）
 ■ CSR 論（2）
 ■ サードセクター協働論（2）

［労働組合プログラム］
●専門科目（必修）

 ■ 労働組合論Ⅱ（2）

 ■ 労働組合特論演習Ⅰ・Ⅱ（1年次）（各2）
 ■ 論文指導I・Ⅱ（2年次）（各2）

［協同組合プログラム］
●専門科目（必修）

 ■ 協同組合概論Ⅱ（2）
 ■ 協同組合特論演習Ⅰ・Ⅱ（1 年次）（各2）
 ■ 論文指導I・Ⅱ（2年次）（各2）

［NPO プログラム］
●専門科目（必修）

 ■ NPO 論（現状と課題）Ⅱ（2）
 ■ NPO 特論演習Ⅰ・Ⅱ（1年次）（各2）
 ■ 論文指導I・Ⅱ（2年次）（各2）

募集人員  修士課程10名程度　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
入学後は政治学研究科政治学専攻または公共政策研究科公共政策学専攻公共マネジメントコースのいずれかに在籍
することになります。

Institute for Solidarity-based Society

［ アドミッション・ポリシー ］

（ 学生受け入れ方針）

本インスティテュートは、新たな公共の担い手
となる人材の育成を第一義的な目的とし、そう
した意欲を強く持つ社会人であり、また、潜在
能力を持った人々に広く門戸を開くことを基本
方針とする。

［ カリキュラム・ポリシー ］

（ 教育課程の編成・実施方針）

（1）本インスティテュートが目指す人材の育成には、幅広い知識が欠
かせない。特に、いわゆる社会人入学に配慮し、社会科学の幅広い
知識を得るため、それぞれの概論（入門講座）を専門基礎科目として
配置する。
（2）NPO・社会的企業研究、協同組合研究、労働組合研究の3つの
プログラムを柱として、受講生の研究志向に応じた履修モデルを提
示し、幅広い専門科目から受講科目を選択する際の一助とする。
（3）学問的知見を踏まえつつ、プロフェッショナルとして実際の公益
に資する政策の形成・実施を担う人材を育成し、具体的な運動論や
手法に関する科目を配置するとともに、実際に社会の最先端で活動
する専門家と知的に交流する機会を作る。

［ ディプロマ・ポリシー ］

（ 学位授与の方針）

修士課程に2年以上在学し、36単位を修得し、かつ修士
論文の審査に合格した者に学位を授与する。誰もが多様
な働き方を通じて社会参加し、自己実現可能な民主的社
会とするために、NPO/NGOや社会的企業、協同組合、
福祉事業団体、労働組合などに求められる社会的役割を
認識し、解決すべき課題の発見、必要な情報を収集・分
析し、政策を立案・発信する能力、それらを実現・解決す
るための人的・組織的ネットワークを形成する技能、そし
てその基盤となる高い志を育成することを目指す。

修了要件
36 単位以上

基礎科目（必修） 
10単位

専門科目（必修） 
10単位

※所属するプログラムの 
科目を履修

選択必修科目 
4単位以上

（協同組合プログラムは 
6単位以上）

所属する専攻  
4単位以上

選択科目 
8単位以上

（ 協同組合プログラムは 
6単位以上）

＝

今、世界では、グローバリゼーションやICT化などを背景として、市場の失
敗による貧困の増大、格差拡大が経済社会の持続可能性を脅かしていま
す。行き過ぎた市場主義的・競争経済的モデルによって不確実・不安定
が日常化された現代は、公益のために連帯する人々の智慧と力と行動が
もっとも必要とされている時代ともいえるのではないでしょうか。どのよう
な資本主義であるべきかが問われている一方で、「公」を担いうる連帯経
済、社会的経済、サードセクター（市民セクター）などの構想があり、また
社会的排除の問題に取り組む社会的企業に大きな関心が寄せられてい
ます。その根源は19世紀の産業革命の時代に見ることができます。政治や
経済によってもたらされた悲惨な生活を改善するために、貧窮者などを
救済してきた伝統的な教会や慈善組織から非営利組織が生まれました。
また労働者は労働組合や協同組合などの連帯の組織を作りました。今に
至っては、それぞれの組織原理や手段には自助と共助、共益と公益、政

治的行動と経済的行動などの違いがありますが、連帯に基づく社会を目
指している点は共通しています。
グローバル化や競争激化の中で分断された個人や組織をつなぐキーワー
ドとして「連帯社会」の実現を掲げ、組織の壁を乗り越えて大きな連帯を
目指すため「連帯社会インスティテュート」を設置しました。
本インスティテュートは、現代社会において連帯による公益の実践を目指
すNPO/NGOや社会的企業、さまざまな形の協同組合や労働組合などの
活動を担いうる、政策構想力と実践力を兼ね備えた連帯社会を築く人材
の育成を重要な目標としています。
また、本インスティテュートの目指すところは、社会の多くの分野での活躍
を志す方々にも、等しく有益なものであると考えます。現代社会における
連帯と公益に関心を寄せる多くの方々に門戸を開いたインスティテュート
を目指しています。

修了生の研究テーマの例
 ■ 社会的災害と労働組合─白ろう病を中心に
 ■ 労組組織率低下の要因と対策―Ａ大学教職員組合の事例研究―
 ■ 労働運動とコミュニティ・オーガナイジング 
―日米の事例の比較からみた日本の労働運動における可能性―

 ■「経営危機」と労働組合―3つの事例研究から
 ■ 労働教育の現状と連合寄付講座　

 ■ 消費生活協同組合における共済事業に関連する組合員教育の現状と課題
 ■ 生協におけるヘルスプロモーションの現状と課題 
―県生協連による健康づくりリーダー養成に着目して―

 ■ 信用金庫の合併による財務的効果―青森県内の信用金庫を事例に―
 ■ 高齢者が担う生活支援サービスと就業の可能性

柏木 宏　教授

特定非営利活動促進法（NPO法）の成立から20年が経過し、NPO

法人は、5万団体を超え、日本社会で認知されるようになった。しか
し、その多くが人的にも財政的にも困難な状況にあり、民間公益活
動の中心としての役割を担うという当初の期待に十分応えられている
とはいいがたい。この状況を突破するには、個々のNPO法人の経営
力に加え、政策の提案と実現に向けた能力の向上が求められる。さ
らに、協同組合や労働組合などとの連携も必要になってくる。こうし
た観点に立ち、学生ひとりひとりの社会人経験を活かし、アカデミッ
クな調査研究能力に加え、組織運営や他団体との連携に力を発揮で
きる、明日のNPO界を担う人材の育成を目指していきたい。

研究室紹介

NPO成立20年、民間公益活動の
更なる発展に向けて

研究能力と組織運営、
他団体との連携を担う人材の必要性

山口 宏一

学生・修了生の声

労働組合、協同組合、NPOの各プログラムでは、それぞれの立場や
考え方を専門的かつ横断的に学ぶことにより、問題を解決するため
の知識と論理的思考を養うことができました。また、オムニバス授業
ではゲストスピーカーの生の声を通して、高齢者や経済困窮者、障
害者などに関する社会問題の現状を知りました。解決のための具体
的な取り組みも、私の関心のある課題や研究に得るところが大きかっ
たです。理論はもとより、実践を学べる環境が魅力です。

講義の魅力

研究テーマ 　サードセクターによる触法障害者の社会復帰支援

社会人として学ぶことの意義

企業で働くかたわら社会福祉士の職能団体に在籍しており、貧困か
らの社会的排除など現場の問題にも取り組んでいます。企業人として
も福祉に携わる者としても、自分の行動や発言に根拠や説得力がな
ければ周りは動きません。そうした面で、大学院で吸収した知識や論
理的思考が役立っています。また限られた時間の中でコースワークを
履修することにより、効率的にタスクを達成する実務力や、タイムマネ
ジメント能力が向上しました。

修士課程 2019年度修了

社会的弱者の現状とその取り組みが
個人研究に大いに参考に

奨学金制度について

本インスティテュートの学生を対象に、独自の奨学金を用意しています。

（1）名　　　称  連帯社会奨学金
（2）対　象　者 連帯社会インスティテュートの学生

（一般入試、社会人入試で合格した方）
（3）給付の内容 給  　付  　額：1 年につき約30万円を給付

奨学金の形式： 1年毎に更新し最大2年間給付（原則として返還不要）

労働組合
プログラム

協同組合
プログラム

NPO
プログラム

067066



 専任教員一覧
専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

安藤 正志� 教授 リハビリテーション医学 運動学、運動療法 運動器疾患特論、スポーツ健康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

泉 　重樹� 教授 アスレティックトレーニング、スポー
ツ医学、鍼灸学

体幹（腰部）の動作とエクササイズ評価、スポーツ外傷・障害
に対する鍼治療

アスレティックトレーニング特別演習、スポーツ健
康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

苅部 俊二� 教授 スポーツコーチング学、スポーツ心
理学 身体運動と言語イメージ スポーツコーチング学特論、スポーツ健康学演習

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

鬼頭 英明� 教授 学校保健、健康教育、公衆衛生 喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育、性教育、医薬品教育、健康
教育

公衆衛生学特論、学校保健学特論、保健体育科
教育法特別演習、スポーツ健康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

木下 訓光� 教授 スポーツ医学、循環器病学 スポーツ心臓、エネルギー代謝、心肺運動負荷試験、生活習
慣病の運動療法

スポーツ健康学特論Ⅱ（自然科学）、スポーツ健
康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

高見 京太� 教授 発育発達学、運動生理学 子供の運動や生活習慣と体力・健康づくり、身体活動のエネ
ルギー消費量 発育発達学特論、スポーツ健康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

永木 耕介� 教授 スポーツ教育学 教材文化論、武道教育論 スポーツ教育学特論、保健体育科教育法特別演
習、スポーツ健康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

中澤 　史� 教授 スポーツ心理学 アスリートの心理サポート（スポーツメンタルトレーニング・ス
ポーツカウンセリング）、体育授業・運動部活動の心理学 ※今年度は、特定の科目を担当しません

平野 裕一� 教授 スポーツバイオメカニクス、トレーニ
ング科学

投打動作の分析、瞬発的なパワー発揮を向上させるための筋
力トレーニング

スポーツ運動学特論、スポーツバイオメカニクス
特論、スポーツ健康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

山本 　浩� 教授 コミュニケーション論、ジャーナリズ
ム論 スポーツシーンのコミュニケーション、スポーツ実況論 スポーツジャーナリズム特論、スポーツ健康学演

習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

伊藤 真紀� 准教授 スポーツマネジメント、女性スポー
ツ スポーツにおけるリーダーシップ、アスリートのキャリア構築 スポーツ組織行動特論、スポーツ健康学演習Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

井上 尊寛� 准教授 スポーツ産業学、スポーツマーケ
ティング

スポーツ観戦者の観戦行動、プロ・スポーツクラブのマーケ
ティング戦略

スポーツ産業学特論、スポーツマーケティングリ
サーチ演習、スポーツ健康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

越智 英輔� 准教授 運動生理学、応用健康科学 運動や栄養介入による骨格筋・血管の応答・適応変化に関
する研究 ※今年度は、特定の科目を担当しません

瀬戸 宏明� 准教授 スポーツ医学、整形外科 運動器損傷に対する予防と再生について スポーツ健康学特論Ⅱ（自然科学）

林 　容市� 准教授 応用健康科学、生理心理学
身体活動・スポーツ動作の感覚認知と運動制御、生理的状
態と心理的情報との対応、種々の身体パフォーマンスに関す
る体力の測定・評価

健康体力学特論、体力・機能測定評価演習、ス
ポーツ健康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

吉田 政幸� 准教授 スポーツマーケティング、スポーツ
消費者行動

スポーツイベントにおける集客、スポーツファン、スポーツレガ
シー、スポーツの社会的効果

スポーツマネジメント特論、スポーツ消費者行動
特論、スポーツフィールドスタディー演習、スポー
ツ健康学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

ネメシュ
ローランド�専任講師

コーチング学、ハンドボールコーチ
ング、体育学 GCA（Game Centered Approach ） スポーツトレーニング学特論、スポーツ健康学演

習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
修士課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。すべて2単位

［スポーツマネジメント科目群］
 ■ スポーツマネジメント特論
 ■ スポーツ産業学特論
 ■ スポーツメディア特論
 ■ スポーツ健康政策学特論
 ■ スポーツジャーナリズム特論
 ■ スポーツ組織行動特論
 ■ スポーツ消費者行動特論
 ■ スポーツフィールドスタディー演習
 ■ スポーツマーケティングリサーチ演習

●展開科目
［ヘルスプロモーション科目群］

 ■ 健康体力学特論
 ■ 健康心理学特論
 ■ 運動器疾患特論
 ■ スポーツ栄養学特論
 ■ 公衆衛生学特論
 ■ 学校保健学特論
 ■ 運動疫学演習
 ■ 体力・機能測定評価演習

●基礎科目
 ■ 研究デザイン・フィロソフィー
 ■ スポーツ健康学特論Ⅰ 
（心身科学）
 ■ スポーツ健康学特論Ⅱ 
（自然科学）
 ■ スポーツ健康学特論Ⅲ 
（人文社会科学）　

●研究指導科目
 ■ スポーツ健康学演習Ⅰ
 ■ スポーツ健康学演習Ⅱ
 ■ スポーツ健康学演習Ⅲ
 ■ スポーツ健康学演習Ⅳ

［スポーツコーチング科目群］
 ■ スポーツコーチング学特論
 ■ スポーツ運動学特論
 ■ スポーツバイオメカニクス特論
 ■ スポーツトレーニング学特論
 ■ 発育発達学特論
 ■ スポーツ教育学特論
 ■ アスレティックトレーニング特別演習
 ■ スポーツメンタルトレーニング演習
 ■ チームビルディング演習
 ■ 保健体育科教育法特別演習

募集人員  修士課程10名※　　　　 キャンパス  多摩　　　　
主な進路  �医療・健康関連産業、自治体での地域スポーツ・生涯スポーツ指導者、中学・高等学校の保健体育科教員、 

大学・研究所などの教育研究機関、スポーツジャーナリズム関連など
　　 昼間開講

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

【AP1】  人間性と社会性を支える教養を身につけてい
る。（知識・理解）

【AP2】 「スポーツ」と「健康」に関する基礎的な知識
と技能を有している。（知識・理解）

【AP3】  自ら課題を発見することができる。（思考・判
断・表現）

【AP4】  自ら設定した課題について、わかりやすく他
者に伝えることができる。（思考・判断・表現）

【AP5】  スポーツ健康学に関心があり、学ぶ意欲があ
る。（関心・意欲・態度）

【AP6】  スポーツと健康づくりに関わる各種の教育や
事業を計画・立案することができる。（技能）

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

スポーツ健康学に関する基礎的かつ俯瞰的な
知識と思考力を修得するための「基礎科目」と
しての「スポーツ健康学特論」等および、修了
後のキャリアを見据えた高度で専門的な知識
と技能を修得するための「展開科目」としての
ヘルスプロモーション科目群、スポーツコーチ
ング科目群、スポーツマネジメント科目群に
よってカリキュラムを編成しています。

【DP1】  豊かな人間性と社会性を支える広い教養を身につけている。（知
識・理解）

【DP2】 「スポーツ」と「健康」およびそれらをとりまく「社会環境」につ
いて体系的に理解している。（知識・理解）

【DP3】 高度で専門的な知識を有している。（知識・理解）
【DP4】  自ら設定した課題について、適切な研究方法を用いて考察する

ことができる。（思考・判断・表現）
【DP5】  自ら設定した課題について、論理的に説明することができる。（思

考・判断・表現）
【DP6】  スポーツ健康学の知を探求し、社会に貢献する意欲がある。（関

心・意欲・態度）
【DP7】  スポーツと健康づくりに関わる各種の教育や事業を企画・立案、

管理・運営・実践・指導、点検・評価することができる。（技能）

Graduate School of Sports and Health Studies Major in Sports and Health Studies

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

スポーツ健康学研究科

スポーツ健康学専攻
健 康の維 持・増 進とスポーツの発 展に関 わる

多 様な領 域に寄 与できる高 度 専 門 的 職 業 人を養 成する
法政大学スポーツ健康学研究科が目的とするのは、スポーツ健康の分野において現代社会が期待する多面的な高度専門的
職業人の養成です。これを実現させるためには「スポーツ健康学」分野において、ある特定の専門分野を深化させるだけでは
なく、関連する分野を総合的に学んでいくことが必要です。具体的には、幅広いスポーツ健康学に関わる基礎知識をベースに、
スポーツと健康づくりに関わる各種の教育や事業を企画・立案、管理・運営、実践・指導、点検・評価することのできる高い
専門知識と技能を身に付けるための学びです。これらを提供するために、スポーツ健康学研究科は「スポーツ健康学」を教育
研究の土台としながらも、これまでの枠組みに縛られることなく、最新のスポーツ科学と健康科学を「総合的」に展開します。
これにより、実践力の高い人材を育成し、健康の維持・増進とスポーツ発展に関わる多様な領域で社会に貢献していきます。

修了生の研究テーマの例
 ■ 素早い筋収縮のレジスタンストレーニングが爆発的
筋力発揮特性に及ぼす影響

 ■ 高校生ランナーにおける体脂肪率減少と月経周期
異常との関連

 ■ 中学校体育におけるベースボール型種目の戦術学
習に関する研究 
―守備の動き方を理解するためのタスクゲームの
開発―

 ■ ハードル走のインターバルにおいて4歩を意識する
授業の有効性に関する研究 
―中学生を対象として―

 ■ 体力トレーニングの実施がサッカー女子審判員の
判定位置および判定制度に及ぼす影響について

 ■ 野球のトスバッティングの動作特性
 ■ 認知的方略の使用が運動に伴う努力感覚と感情
に及ぼす影響に関する検討

 ■ ラグビーのタックル動作のパフォーマンスに影響を
及ぼす下肢の筋力

 ■トレーニング介入が女子ジュニア新体操選手の投
げ動作に及ぼす影響

 ■ 育成年代のソフトテニス選手を対象としたサーブ時
のプレ・パフォーマンスルーティンの習得効果に関
する事例検討

 ■ 女子ソフトボール競技におけるトップ選手の運動イ
メージの検討について―打撃局面に着目して―

 ■ バレーボールのスパイクレシーブ場面におけるレ
シーバーの注視点の特性

泉 重樹　教授

私の専門分野は、スポーツ医学・アスレティックトレーニングです。
アスレティックトレーニングとはアスレティックトレーナーがカバー
する分野のすべてが研究領域になります。スポーツ現場における外
傷・障害の予防、救急処置、アスレティックリハビリテーション、コ
ンディショニング、検査・測定評価など、領域は多岐にわたります。
ですが最も大切なことは、アスリート達が大好きなスポーツを安全
に行えること、そして最高のパフォーマンスを出すための準備に貢献
することです。常にスポーツ現場のことを考えて研究に取り組む。そ
んな研究室です。

研究室紹介

アスレティックトレーニングとは

常にスポーツ現場のことを考え、
研究に取り組む

犬走 渚

進学前からトレーナーとして活動していました。スポーツ現場では「エ
ビデンス」を活用する能力を求められていると強く実感し、大学院で
研究活動を行うことで知識の向上だけでなくエビデンス活用のト
レーニングになればと進学を決意しました。

進学のきっかけ

研究テーマ 　
 「爆発的力発揮能力向上を目指した 
レジスタンストレーニング」

将来の目標

修士論文の研究テーマは「爆発的力発揮能力向上を目指したレジス
タンストレーニング」です。修士課程修了後は博士課程に進学し、ト
レーニングについて中枢神経系に着目して研究を続けていきます。そ
してスポーツ現場と研究活動、両方の面を熟知した研究者になるこ
とが目標です。

修士課程 2019年度修了

実務を経験することで研究の重要性を知る。
将来は実務と研究を両立させることが目標

学生・修了生の声

※2021年4月博士後期課程設置認可申請中

069068
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総合理工学インスティテュート
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86

88

90

92

機械工学専攻
電気電子工学専攻
応用情報工学専攻
システム理工学専攻　創生科学系

システム理工学専攻　経営システム系

応用化学専攻
生命機能学専攻

94 総合理工学インスティテュート

情報科学研究科

デザイン工学研究科

72 情報科学専攻

74

76

78

建築学専攻
都市環境デザイン工学専攻
システムデザイン専攻

▶ 在籍者男女比率

▶ 在籍者属性比率

男性

84.0 %

女性

16.0 %
在籍者数
675名

在籍者数
675名

一般

88.6 %

留学生

8.9 %

社会人

2.5 %

※各専攻ページに掲載の「開講形態」は原則
 として修士課程に特化した内容です。
※各専攻の「アドミッション・ポリシー」、「カリ 

 キュラム・ポリシー」、「ディプロマ・ポリシー」
 は要約したものです。
 詳細は大学院HPをご参照ください。

071070



専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

赤石 　美奈 教授 知能工学 物語構造に基づく情報編纂基盤技術、知識メディアの管理・
検索・視覚化技術、歴史知識学など

データマイニング特論、情報科学特別研究1A/ 
1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

伊藤 　克亘 教授 音声認識、マルチモーダル対話シス
テム、音声インタフェース

音声認識、マルチモーダル対話システム、音声インタフェース、
情報検索

音声・言語処理特論、情報科学特別研究1A/ 
1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

内田 　　薫 教授 パターン・画像認識、機械学習と
その応用

パターン・画像認識、機械学習、バイオメトリクス、情報科学
による実世界イノベーション

グローバルCIS特別講義1/2/3/4、論文の書き方と発
表技術、CISグローバルセミナー、情報科学特別研究
1A/1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

尾花 　　賢 教授 暗号、情報セキュリティ 秘密分散法、秘匿計算などの暗号プロトコル 暗号理論、情報科学特別研究1A/1B/2A/2B、
情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

小池 　崇文 教授 三次元映像技術、コンピュータグラ
フィックス、拡張現実感

実世界指向メディア、光線情報処理、フィジカルコンピューティ
ング、リアルタイムレンダリング、コンピュテーショナルフォトグ
ラフィ

3次元映像技術特論、情報科学特別研究1A/ 
1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

小西 　克巳 教授 数理モデリング スパースセンシング、データ駆動モデリング、信号修復、制御
工学

線形システム特論、情報科学特別研究1A/1B/ 
2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

佐々木 　晃 教授 プログラミング言語処理系、ドメイ
ン特化型言語、属性文法 プログラム言語処理系の実装技術や理論について

プログラミング言語処理系特論、情報科学特別
研究1A/1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/ 
2A/2B

佐藤 　裕二 教授 インテリジェントコンピューティン
グ、群知能

進化計算を用いた多目的最適化と並列高速化、群知能によ
る多峰性問題の解法、インテリジェントコンピューティングに
よる強化学習

進化システム論、情報科学特別研究1A/1B/ 
2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

善甫 　康成 教授 計算材料科学、大規模並列計算
（HPC）

光学材料解析技術の開発、高効率大規模並列計算アルゴリ
ズムの開発

科学技術シミュレーション、情報科学特別研究
1A/1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

西島 　利尚 教授 符号理論、情報理論 代数的誤り訂正符号の構成とその漸近的能力に関する研究
ディジタル情報の符号化と復号化、情報科学特
別研究1A/1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/ 
1B/2A/2B

花泉 　　弘 教授 画像処理・認識、リモートセンシン
グ、画像計測 リモートセンシング、医用画像処理、顔認識 多次元信号画像処理、情報科学特別研究

1A/1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

日高 宗一郎 教授 プログラミング言語、基盤ソフト
ウェア

プログラミング言語、プログラム変換、双方向変換とモデル
駆動工学への応用

データベースプログラミング言語、情報科学特別研究
1A/1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

廣津 登志夫 教授 インターネット、オペレーティングシス
テム、ユビキタスコンピューティング 散仮想ルータのための動的中継点制御機構

インターネットアーキテクチャ、仮想化技術特論、
情報科学特別研究1A/1B/2A/2B、情報科学特
別演習1A/1B/2A/2B

黄 　　潤和 教授 人工知能、携帯コンピューティング、
ユビキタスシステムソフトウェア

Intelligence sharing in smart service systems,Empa-
thetic healthcare service system, Individualhuman 
modeling

人工知能特論、情報科学特別研究 1A/1B/ 
2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

藤田 　　悟 教授 XML高速処理、Webサービス、
サービス指向ソフトウェア

サービス戦略のモデリング、社会のシミュレーション分析、
サービス社会を支えるXMLやWeb サービスの実行基盤技術

オブジェクト指向言語、Webシステム構築、情報
科学特別研究1A/1B/2A/2B、情報科学特別演
習1A/1B/2A/2B

細部 　博史 教授
ユーザインタフェース、情報可視化、
コンピュータグラフィックス、制約プ
ログラミング

数理的アプローチによる視覚的・対話的システムの構築法 可視化特論、情報科学特別研究1A/1B/2A/2B、
情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

馬 　　建華 教授 ユビキタスネットワークとコン
ピューティング

MobileServices,InternetofThings,SmartThings,Social-
Network,UserModeling,Cyber-Individual,DigitalClone

先端網とコンピューティング、情報科学特別研究
1A/1B/2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

雪田 　修一 教授 幾何学的・抽象的数学的概念の可
視化 ダイアグラムなどを用いた抽象概念の可視化 関数型言語と圏論、情報科学特別研究1A/1B/ 

2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

李 　　亜民 教授
Computer Architecture, High-
performance CPU Design, Par-
allel and Distributed Processing

High-performance Intercon-nection Networks for Super-
computers

コンピュータアーキテクチャ特論、並列及び分散
システム、情報科学特別研究1A/1B/2A/2B、情
報科学特別演習1A/1B/2A/2B

若原 　徹	 教授 文字・画像認識、パターン認識 情景内文字認識、ジェスチャ認識、移動物体追跡、ヒューマン
インタラクション

パターン認識特論、情報科学特別研究1A/1B/ 
2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

相島 健助	 准教授 数値計算 数値シミュレーション、並列計算アルゴリズム、データ解析、
統計処理、信号処理、逆問題

数理モデリング特論、情報科学特別研究1A/1B/ 
2A/2B、情報科学特別演習1A/1B/2A/2B

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

Graduate School of Computer and Information Sciences Major in Computer and Information Sciences

募集人員  修士課程30名／博士後期課程5名　　　　 キャンパス  小金井　　　　
主な進路  �NTTメディアインテリジェンス研究所、野村総合研究所、フジテレビジョン、ヤフー、NEC、富士通、NTTデー

タ、特許庁など

［ アドミッション・ポリシー ］

 学生受け入れ方針

修士課程では、情報科学分野を希望し、開講
科目を受講するのに必要な知識を有する志願
者を広く受け入れる。
博士後期課程では、修士課程に求める人材像
に加えて、修士課程から現在に至る研究実績
を持ち、博士後期課程の学生として相応しい
研究遂行能力を有する志願者を受け入れる。

［ カリキュラム・ポリシー ］

 教育課程の編成・実施方針

修士課程では、専攻分野の周辺をカバーしつつ、国際社会で通用する高度な知識・技
術を獲得できるよう、カリキュラムを編成する。具体的には以下の項目を考慮してカリ
キュラムを編成する。
1. 分野を複数の研究領域に分類し、それぞれの領域で最新の教育が行われるようにカ
リキュラムを編成する。

2. 研究タイプと開発タイプのそれぞれを目指す学生に対して、適切な教育を提供できる
ようにカリキュラムを編成する。

3. 学部課程で情報科学・技術を専門としていない入学者に対しては、情報科学・技術
の主要な学部科目を履修できるよう柔軟なカリキュラムを編成する。

4. 国際化に対応したカリキュラムを編成する。
博士後期課程では、情報科学の分野全般を網羅する高度な知識・技術を獲得できるようコース
ワークを課す。また、研究や開発のプロジェクトにおいて指導力を発揮できる自立した研究者あ
るいは技術者としての資質を養うため、特別研究・特別演習を通して博士論文指導を実施する。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

修士課程では、所定の単位を修得し、修士論文の審査に合格し
た者に「修士（理学）」を授与する。この場合の審査は、独創性や
創造性を要求する研究タイプと、高度な情報科学技術を駆使し
てプロジェクトを遂行できる能力を要求する開発タイプの両素養
を考慮する。研究タイプは、新規性のある概念等を構成できるこ
とを基準とし、開発タイプは、既存の概念を組み合わせて有用な
成果物を生み出す技術力を有することを基準とする。
博士後期課程では、所定の単位を修得し、博士論文の審査に合
格した者に「博士（理学）」を授与する。審査にあたっては、上記
の修士課程の基準に加えて、情報科学の分野全般で高度な素
養をもち、新しい研究領域あるいは新しい応用領域の開拓を行
う能力を有すること、新しい手法を提案した実績、あるいは、従
来の手法の性能を著しく高めた実績を有することを基準とする。

尾花 賢　教授

サイバー攻撃に強い暗号技術の研究開発を通して、ユーザが安心してクラウドを
利用できる世界の実現を目指しています。研究テーマのひとつである秘密分散
は、保護したい情報を複数の部分情報に分割して保存し、そのうちのいくつかを
集めない限り元の情報を完全に隠すことができる技術です。秘密分散を用いて
データをクラウドに保存することにより、サイバー攻撃でいくつかの部分情報が漏
えいしたとしても、攻撃者は元の情報を全く得ることができません。研究室で学生
と開発したいくつかの秘密分散は、部分情報サイズの世界最小記録を達成して
います。秘密分散に限らず、これからも学生とともに世界記録を達成する研究開
発を進めていきます。

研究室紹介

サイバー攻撃に強い
暗号技術の研究開発

暗号技術の研究開発を通して安心・安全に
クラウドを利用できる世界の実現に貢献します

ミットリング マッツ

学生・修了生の声

情報科学研究科には、色々な専門領域や経験を持つ先生が在籍しており、
多様な考え方や幅広いフィードバックを得ることができるので、新しい知識
の獲得に繋がっています。ゼミでは自分の研究について仲間や先生とディス
カッションをしながら、他の学生の発表を聞くことも含めて、自分の研究を進
める上で大変役に立っています。

専攻の魅力

研究テーマ 　
 人工知能を用いた音声適応の研究と 
そのための技術開発

将来の目標

学部生の時はゲームプログラマーになりたいと考えていました。今もゲームを
作りたい夢がありますが、それに加えて、世界に通用する技術をもっと真面目
に考えてみたいと思います。自分の研究テーマに近い技術は世の中にはまだ
少ないので、良い結果に繋がる新しいアイデアを早く提案し、私が考えた技
術をいつか世の中に出せたら嬉しいです。

博士後期課程 在学中

人工知能を用いた音声適応の研究のために
情報科学を専攻
自分のアイデアを世界に発信していきたい

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 進化システム論（2）
 ■ 人工知能特論（2）
 ■ 数理モデリング特論（2）
 ■ 線形システム特論（2）
 ■ 先端網とコンピューティング（2）
 ■ 多次元信号画像処理（2）
 ■ 日本語理解1（2）※
 ■ 日本語理解2（2）※
 ■ 並列及び分散システム（2）
 ■ 論文の書き方と発表技術（2）
 ■ 情報科学特別講義1 
（アルゴリズムとデータ構造）（2）
 ■ 情報科学特別講義2 
（画像認識特論）（2）
 ■ 情報科学特別講義3 
（オペレーティングシステム）（2）
 ■ 情報科学特別講義4 
（知能メディア処理）（2）

 ■ データベースプログラミング言語（2）
 ■ データマイニング特論（2）
 ■ パターン認識特論（2）
 ■ プログラミング言語処理系特論（2）
 ■ 暗号理論（2）
 ■ 音声・言語処理特論（2）
 ■ 仮想化技術特論（2）
 ■ 可視化特論（2）
 ■ 科学技術シミュレーション（2）
 ■ 関数型言語と圏論（2）
 ■ 企業システム構築のための 
ソフトウェア基盤（2）

 ■ 機械翻訳: 理論と実践（2）
 ■ 形状モデリング（2）
 ■ 高信頼ソフトウェア開発の 
形式工学手法（2）

 ■ 高性能コンピューティング（2）

 ■ 3次元映像技術特論（2）
 ■ ビジネスアプリケーション 
システム開発（2）

 ■ Webシステム開発（2）
 ■ オブジェクト指向Web設計（2）
 ■ Webシステム構築（2）
 ■ インターネットアーキテクチャ（2）
 ■ オブジェクト指向言語（2）
 ■ コンピュータアーキテクチャ特論（2）
 ■ セキュアシステム開発のためのCSP（2）
 ■ ソフトウェアプロセス及び品質保証（2）
 ■ ソフトウェア技術者の為の 
技術英語の書き方（2）

 ■ ソフトウェア検証と確証（2）
 ■ ソフトウェア要求仕様記述と 
分析の技術（2）

 ■ ディジタル情報の符号化と復号化（2）

 ■ コンピュータ基礎プロジェクト（2）
 ■ 情報システムプロジェクト（2）
 ■ メディア科学プロジェクト（2）
 ■ 国際インターンシップ（2）
 ■ コンピュータ基礎特別研究 
1A/2A/3A（各1）

 ■ コンピュータ基礎特別研究 
1B/2B/3B（各2）

 ■ コンピュータ基礎特別演習
1A/1B/2A/2B/3A/3B（各1）

 ■ 情報システム特別研究1A/2A/3A（各1）
 ■ 情報システム特別研究1B/2B/3B（各2）
 ■ 情報システム特別演習 
1A/1B/2A/2B/3A/3B（各1）

 ■ メディア科学特別研究1A/2A/3A（各1）
 ■ メディア科学特別研究1B/2B/3B（各2）
 ■ メディア科学特別演習 
1A/1B/2A/2B/3A/3B（各1）

※日本語理解 1、2は原則留学生対象の授業です。また、日本語理解 1、2は修了単位（30単位）には含まれません。　［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 情報科学特別講義5 
（音声・音楽処理特論）（2）
 ■ 情報科学特別講義6 
（テキストマイニング特論）（2）
 ■ 情報科学特別研究1A/2A（各1）
 ■ 情報科学特別研究1B/2B（各2）
 ■ 情報科学特別演習 
1A/1B/2A/2B（各1）

 ■ 情報科学 
オープンセミナー1/2（各2）

 ■ CIS グローバルセミナー（2）
 ■ グローバルCIS 
特別講義1/2/3/4（各2）

 ■ インターンシップ（2）特論（2）

修了生の研究テーマの例
 ■ テストとホーア論理によるプログラムの形式検証手法の支
援ツールの提案

 ■ Study on Chunking Mechanisms for a 3-layered 
Associative Memory and Recall Model

 ■ Integrating Functional and Security Requirements 
Analysis using SOFL for Software Security Assurance

 ■ Generalized Star Crossed Cubeにおける平均パケットレ
イテンシおよび耐故障経路探索アルゴリズム

 ■ 旋律特徴と楽器特徴を考慮した旋律クラスタリングによる
電子オルガン譜へのリダクションシステム

 ■ 定員制約を持つ配属問題に対するマッチングメカニズムの
設計と性能分析

 ■ 双方向変換を用いたコードクローン管理に関する研究
 ■ 有向グラフとCoordinated Multiple Viewsによる文書内
情報の時系列的可視化

 ■ ライトフィールドカメラを用いた物体の全周3次元形状と反
射特性の逐次推定

 ■ 時空間モデルに基づく不審な行動の検出手法

情報科学研究科

情報科学専攻
国 際 的に活 躍できる創 造 性あふれる 専 門 技 術 者 、研 究 者を育 成

ディジタルメディア技術、ITソフトウェア技術によって、異なるハードウェア、文
化、教育など社会のこれまでにあったさまざまな障壁を突き崩し、まさに国際
化時代、ボーダーレスな競争化時代に突入した感があります。
このような時代では、自分で考えたアイデアをシステムの概念としてまとめ、実
際に動くもの、見えるものにする実現技術まで、自己完結した高い専門能力・
専門技術の修得が求められています。このような時代の変化に対応できる幅
広い人材を育成するため、本研究科では専攻内に3つの研究領域（コンピュー
タ基礎、情報システム、メディア科学）を設けそれぞれに充実した教授陣を配

置し、最先端の教育・研究体制を整えています。また、第4の研究領域として、
国際化対応情報科学を設け、英語のみで修士・博士の学位が取得できる教
育・研究環境を提供しています。留学生や国際化を意識する日本人学生から
も高い評価を受けており、国際的に通用する優れた人材育成の一助になって
います。2011年度から開始した中国模範的ソフトウェア学院連盟とのダブル
ディグリープログラム、2016年度から開始したIIST（理工系英語学位プログラ
ム）なども順調に修了生を送り出すなど大きな成果を上げており、今後のさら
なる発展が期待されています。
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デザイン工学研究科

建築学専攻
学 際 的 視 点 に 立 っ た 建 築 と 都 市 の 総 合 デ ザイン 学 を 開 拓

専門知識と先端技術をベースに、学際的視点による建築と都市の総合デ
ザイン学を追究します。建築デザイン、建築・都市史、建築構造、建築環
境、建築構法、という5つの分野をバランス良く網羅しています。学部から
の進学率が高く、さらに他大学からの入学者が多いのも特徴の一つ。規
模と実績のある専攻として、長年にわたり多くの人材を社会に送り出して
います。また2013 年度には、UIA（国際建築家連合）の求める5～6年間
の一貫した建築教育に対応したJABEE（日本技術者教育認定機構）建
築系学士修士課程の認定を受けました。

本専攻では、建築と都市に関わる専門職業人（ 建築家・建築技術者）、
教育者・指導者、研究者を養成するため、次の7項目の学習・教育到達
目標を掲げています。
1.総合デザイン（Holistic Design）力　2.建築・都市に関する歴史・文
化的知見　3.持続可能な社会を目指す職業倫理　4.安心・安全・快適
を実現する専門技術　5.技術と芸術を統合する視点　6.高度なIT能力　
7.国際的なコミュニケーション能力

 設置科目
修士課程 博士後期課程

［2020年度］※ 開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 建築計画学概論（2）
 ■ 近現代デザイン概論（2）
 ■ 環境工学概論（2）
 ■ 景観デザイン概論（2）
 ■ 地域・都市再生概論（2）
 ■ 環境技術英語（2）
 ■ 知的財産権論（2）
 ■ 現代産業論（2）
 ■ 海外研修プログラム1（3）

 ■ 海外研修プログラム2（3）
 ■ 設備計画概論（2）
 ■ 建築史概論（2）
 ■ 地震工学概論（2）
 ■ 鉄筋コンクリート 
構造概論（2）

 ■ 建築構造力学特論（2）
 ■ 曲面構造特論（2）
 ■ 構造解析特論（2）

 ■ 特殊環境特論（2）
 ■ 建築設備特論（2）
 ■ 都市解読方法特論（2）
 ■ 建築設計特論（2）
 ■ 建築思潮特論（2）
 ■ 空間解析特論（2）
 ■ 住宅計画特論（2）

 ■ 建築構造分野研究論考（2）
 ■ 建築環境分野研究論考（2）
 ■ 建築計画分野研究論考（2）
 ■ 建築史分野研究論考（2）
 ■ 建築学博士研修1/2（各2）
 ■ 建築学博士研修3（3）
 ■ 建築学博士プロジェクト1/2（各2）
 ■ 建築学博士プロジェクト3（3）

※この他に、修士課程キャリア3年コースに学部合併科目20科目を設置。
※デザインスタジオ11 : 飯田善彦大学院客員教授が主に担当する修士設計のためのスタジオ系科目。

 ■ 都市形成史特論（2）
 ■ デザインスタジオ8～11（各6）
 ■ デザインスタジオX（2）
 ■ 建築プロフェッショナル 
総合演習1/2（各4）

 ■ 建築インターンシップ（8）
 ■ 建築構造デザイン（4）

 ■ 建築学修士研修1/2（各2）
 ■ 建築学修士 
プロジェクト1/2（各3）

 ■ 特別研究（2）

Graduate School of Engineering and Design Major in Architecture

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

専門分野に特化した人材、キャリア形成による幅広い人
材の育成と、社会人のリカレント教育を重視。これらに
対応して修士課程に3コースを設け、それぞれに相応し
い人材を受け入れる。1 . 選抜1 年コース（実績・リカレ
ント対応）、2 .総合2年コース（筆記重視型・作品評価
型の両入試方式による専門特化）、3 .キャリア3年コース
（非建築系卒業者対応）。博士後期課程では学位論文
作成に必要な語学力と専門能力を有する適切な人材を
受け入れる。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針）

学生が自ら問題を見いだし、解決策を探求、創造できるよ
う、以下のコースとカリキュラムを編成。1.学部・大学院の
教育一貫性（学部先取り履修、大学院生学部履修、学
部・大学院科目の連番配当）、2.修士3コースに2系のカリ
キュラム（技術者・研究者養成のラボ系、建築デザイナー
養成のスタジオ系）、3.アーキテクトマインドを育む充実し
たデザインスタジオ教育、4.豊富な学内外実習科目、5.自
主的活動に対する単位認定、6.博士にコースワーク設定、
7.成績評価の公正化・公開制、8.海外交換プログラム。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

各課程において所定の単位とコースワークを履修し、か
つ必要な研究指導を受けた上、論文の審査と最終試験
に合格した者に、修士課程では修士（工学）、博士後期
課程では博士（工学）の学位を授与する。これにより、修
士課程では総合デザイン力を身に付けた建築・都市デザ
インに関する高度な専門職業人、博士後期課程ではさら
に高度な企画開発能力を有する教育者、研究者、指導者
（専門特化型人材）として相応しい学識と人格が涵養さ
れたことを証する。

修了生の研究テーマの例

 ■ これからの地域圏を想像してみる　―大玉村での活動と建築計画案―

 ■ 盲目から空間をつづること　―ブラインドアーバニズム―

 ■ 漂流の空間的範囲とその居場所

 ■ 市民力がもたらす新しい公共性　―自発的労働がつくる町―

 ■ 街に顕れる修学の環　―遊戯道路を指標とした人間のための街路の構築―

 ■ 不均一な温熱環境下における学生の集中力の決定要因分析

 ■ RCシェルの高剛性化を目的とした異方性CFRP板の最適補強配置

 ■ 江戸からつづく郊外に潜在する魅力　―東京都昭島市を対象として―

 ■ ELAsto-PLAstic法を用いた振動減衰評価の有効性に関する研究

 ■ ヴァレー州山岳集落の自立型食糧生産システムにみる資源の共同管理

募集人員  修士課程55名／博士後期課程2名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　
主な進路  �建設会社、設計事務所、公務員、住宅建設・生産、不動産・建物管理、建築材料・設備機器メーカー、建築

関係のソフト開発・出版・広告各社、研究所、博士後期課程進学など

赤松 佳珠子　教授

建築空間は、人々の活動を支えると同時に、さまざまな行為を誘発す
る場でもあります。建築の内外を取り巻く環境や空間をアクティビティ
（人々の活動）・時間・光・風・音…など、さまざまなフルイド（流動
的要素）を通して捉えます。建築とは「もの」から生まれる「こと」と「ひ
と」との関係を考えること。建築とは「もの」ではなく、「出来事である」
という考え方をベースにさまざまな研究や活動を行っていますが、学
生たち自身がどのように建築や社会と関わっていくのか。何をテーマ
に具体化していくのか。学生自らが主体となってさまざまな課題を設
定し取り組んでいます。

※ 本専攻には、このほかに建築デザイン、建築構造、建築環境、建築構法などの分野を扱う、全部で14の
研究室があります。

研究室紹介

建築や都市空間をさまざまな要素を通
して捉え、新しい時代に向けての建築
空間の在り方をさぐります

建築や都市空間をアクティビティ・光・風・音など、
さまざまな要素を通して捉えます

学生・修了生の声

三浦 康平

学部生の頃に、2020年の東京オリンピック開催に伴う新国立競技
場建設問題や、東日本大震災の復興活動など建築と都市の関係性
について考えなければならない問題がメディアなどで大きく取り上げ
られ、建築と周辺の都市環境の変化について深く学修したいと思っ
たことが進学を決意したきっかけです。

進学のきっかけ

研究テーマ 　
 団地とその周辺地域を 
包括的に再生するための手法

現在の業務

現在は住民と行政などの間に立ち、まちづくりを支援する業務につい
ています。住民の意向は多様なので、まちづくりの方向性を検討して
いくことは大変です。しかし、まちの課題を発見し、地域の実情に応
じて解決策を提案することは、まちの新しい魅力を見出すことにもつ
ながり、やりがいがあります。

修士課程 2017年度修了

学部生の頃から研究し続けていた内容を活かし
都市計画／まちづくりの業務に携わっています

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

赤松 佳珠子� 教授 建築設計、意匠
建築空間は、人々の活動を支えると同時に、さまざまな
行為を誘発する場でもあります。建築や都市空間をさま
ざまなフルイド（流動的要素）を通して捉え、新しい時
代に向けての建築空間の在り方を探ります。

デザインスタジオ2/3/8/11、デザインスタジオX、建築インターシップ、海
外研修プログラム1、建築学修士研修1/2、建築学修士プロジェクト1/2

網野 禎昭� 教授 建築構法、
木造デザイン 木材の創造的活用

デザインスタジオX、建築インターンシップ、海外研修プログラム2、建築
学修士研修1/2、建築学修士プロジェクト1/2、建築学博士プロジェクト
1/2/3、建築学博士研修1/2/3

安藤 直見� 教授 建築計画、
都市計画

さまざまな建築・都市（例えば、広場とか街路とか）の
形態と、その形態が現象させる空間の特質・特性

空間解析特論、建築計画分野研究論考、デザインスタジオ11、建築のしくみ、
デザインスタジオX、建築インターンシップ、建築学修士研修1/2、建築学修
士プロジェクト1/2、建築学博士プロジェクト1/2/3、建築学博士研修1/2/3

岩佐 明彦� 教授 建築計画
建築・都市空間の使われ方やそこでの人の振る舞いに
着目し、場所の持つ機能や魅力を高める手法を研究・
実践する

建築計画学概論、デザインスタジオ3/4/9/11、デザインスタジオX、建築
インターンシップ、建築学修士研修1/ 2、建築学修士プロジェクト1/2、
建築学博士プロジェクト1/2/3、建築学博士研修1/2/3

川久保 俊� 准教授 建築環境工学、
都市環境工学

サステナブル建築の普及促進方策の検討、公開統計情
報に基づく世界の都市の環境性能評価、SDGsに基づ
く持続可能社会のデザイン

特殊環境特論、デザインスタジオX、建築インターンシップ、建築学修士
研修1、建築学修士プロジェクト1

北山 　恒� 教授 建築設計、
都市デザイン 建築デザイン、都市のリサイクル、脆弱市街地研究 デザインスタジオX、建築インターンシップ、建築学修士研修1、建築学

修士プロジェクト1、デザインスタジオ9/11

小堀 哲夫� 教授 建築設計、
都市デザイン

地域に根ざした自然環境の一部である建築や都市を分
析し、普遍性を持った新しいユニバーサルスペースの研
究と、建築都市デザインの手法を、歴史とフィールド
サーベイを通して探求し、実践する。

デザインスタジオ8/11、デザインスタジオX、都市建築史スタジオ、建築
インターンシップ、建築学修士研修1/2、建築学修士プロジェクト1/2

下吹越 武人� 教授 建築設計、意匠
建築や都市に内在する人間的・文化的現象を解析し、
未来を指向する持続性を備えた建築デザインの手法を
探求する

デザインスタジオ4/10/11、デザインスタジオX、建築プロフェッショナル総合演習
1/2、建築インターンシップ、海外研修プログラム1、建築学修士研修1/2、建築学
修士プロジェクト1/2、建築学博士プロジェクト1/2/3、建築学博士研修1/2/3

高村 雅彦� 教授 建築史、都市史 日本を含むアジアの都市史および建築史研究
建築史概論、建築史分野研究論考、デザインスタジオ11、デザインスタジ
オX、建築インターンシップ、建築学修士研修1/2、建築学修士プロジェクト
1/2、建築学博士プロジェクト1/2/3、建築学博士研修1/2/3、近現代建築
史、日本建築史

出口 清孝� 教授 建築環境工学 ヴァナキュラー建築の環境工学的解析、エコロジカルな
建築の創造

設備計画概論、建築設備特論、光・視環境、建築環境分野研究論考、サ
ステイナブルデザインデザインスタジオX、建築インターンシップ、建築学修
士研修1/2、建築学修士プロジェクト1/2、建築学博士プロジェクト1/2/3、
建築学博士研修1/2/3

浜田 英明� 准教授 建築構造学、
構造設計 包括的な構造設計手法や理念の探求 建築構造デザイン、デザインスタジオX、建築インターンシップ、海外研修

プログラム2、建築学修士研修1/2、建築学修士プロジェクト1/2

宮田 雄二郎� 専任講師 建築構造学 循環型社会を目指し、環境負荷低減と自然との共生を
実現するため、木質構造を研究する。

部材の力学材料のデザイン、建物の耐力、建築インターンシップ、デザイ
ンスタジオX、建築学修士プロジェクト1/2

吉田 長行� 教授 建築構造学、
地震工学

建物と地盤系における動的相互作用・波動伝播・動的
崩壊・耐震安全性

地震工学概論、構造解析特論、建築構造分野研究論考、材料の力学、デ
ザインスタジオX、建築インターンシップ、建築学修士研修1/2、建築学博士
研修1/2/3建築学修士プロジェクト1/2、建築学博士プロジェクト1/2/3

渡邉 眞理� 教授 建築設計、
都市デザイン

現実の建築空間や都市空間は人間の行為と密接に関
連している。リアルな建築、リアルな都市から学ぶことで
デザインの可能性を広げたい

建築設計特論、アーバニズム、デザインスタジオ10/11、海外研修プログ
ラム1、海外研修プログラム2、建築計画分野研究論考、デザインスタジ
オX、建築インターンシップ、建築学修士研修1/2、建築学修士プロジェ
クト1/2、建築学博士プロジェクト1/2/3、建築学博士研修1/2/3

075074



デザイン工学研究科

都市環境デザイン工学専攻
自 然 と 共 生 す る 、持 続 可 能 な 都 市 を デ ザイン す る

近年、わが国では社会の基盤整備が進んできたとはいえ、大震災のような未
曾有の災害に対するハード・ソフト面でのバランスの取れた対応策はまだま
だ不十分な段階にとどまっています。また、建設関連の分野で技術者として
要求される資質にも大きな変化が生じてきています。すなわち、地球規模の
環境保全、自然や生態系と共生できる都市づくり、循環型・低炭素かつレジ
リエントな社会の構築など、多面的な課題対応が求められているのです。
本専攻では、従来型の「ものつくり」の枠組みを超え、「総合デザイン力」に根
ざした広い視野と豊かな感性による新しい時代の都市デザイン能力を養成し

ます。専門領域を「都市プランニング」「環境システム」「施設デザイン」の3分
野に大別し、さまざまな問題点を高い視点から捉えて解決する力を養うため
のカリキュラムを準備し、国際性を身に付ける外国語系科目も重点的に配置
しています。また、社会活動や設計・制作の実践力を高める「スタジオ科目」
も用意しています。
社会基盤などを設計・建設・整備・管理する最先端の手法を修得し、生活
を守る防災技術や自然生態系などとの調和を図りながら環境を保全・再生
していくことのできる技術者の養成を目指します。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 都市プランニング論（2）
 ■ 環境システム論（2）
 ■ 施設デザイン論（2）
 ■ 都市環境デザイン工学 
特別研究1/2（各2）

 ■ 都市環境デザイン工学 
特別研究3/4（各2）

 ■ 都市環境デザイン工学 
特別研究5/6（各3）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 国土・地域概論（2）
 ■ コンクリート工学及演習（2）
 ■ 鋼構造学及演習（2）
 ■ RC構造学及演習（2）
 ■ 構造力学2（2）
 ■ 都市計画法と政策（2）
 ■ 交通計画（2）
 ■ 地盤環境工学（2）
 ■ 水理学2（2）
 ■ 水資源工学（2）
 ■ デザインスタジオ（都市）（各3）
 ■ 耐震工学（2）
 ■ プロジェクトスタジオ（2）
 ■ 流域水文学（2）
 ■ 有限要素法基礎（2）
 ■ 測量学（2）

 ■ 比較都市環境デザイン（2）
 ■ 自然・環境デザイン（2）
 ■ 流域水マネジメント（2）
 ■ 水域環境の保全（2）
 ■ 応用水文学（2）
 ■ 地震減災工学（2）
 ■ 銅構造の疲労（2）
 ■ 社会基盤施設の資産管理（2）
 ■ 鋼橋の点検・ 
診断・対策技術（2）

 ■ 複合材料構造解析（2）
 ■ ライフサイクル 
エンジニアリング（2）

 ■ 耐久性力学（2）
 ■ 計画の可視化（2）
 ■ 河川環境工学（2）

 ■ 建築計画学概論（2）
 ■ 近現代デザイン概論（2）
 ■ 環境工学概論（2）
 ■ 景観デザイン概論（2）
 ■ 地域・都市再生概論（2）
 ■ 環境技術英語（2）
 ■ 知的財産権論（2）
 ■ 現代産業論（2）
 ■ 海外研修プログラム2（3）
 ■ 都市環境デザイン 
工学基礎1/2（各2）

 ■ 災害リスクマネジメント概論（2）
 ■ 沿岸防災工学（2）
 ■ 材料科学概論（2）
 ■ 都市交通マネジメント（2）
 ■ 空間情報デザイン（2）

 ■ サステイナブル 
都市デザイン（2）

 ■ 水環境デザイン（2）
 ■ 構造解析と設計（2）
 ■ 都市環境デザイン 
工学研究1/2（各2）

 ■ 都市環境デザイン 
工学研究3/4（各3）

劉 金燕

学生・修了生の声

博士後期課程 在学中

都市や地域に興味を持つ仲間と都市デザインに
ついて幅広く議論できます

募集人員  修士課程25名／博士後期課程2名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　

主な進路  �公務員（東京都など）、鉄道建設・運輸施設整備支援機構、水資源機構、UR都市機構、首都高速道路、東日本高速道路、鉄道

総合技術研究所、東京地下鉄、鹿島建設、清水建設、大成建設、オオバ、国際航業、大日本コンサルタント、東電設計、日本工営、

パシフィックコンサルタンツ、太平洋セメント、JFEエンジニアリング、横河ブリッジなど

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

建設・環境分野の業態が多様化、国際化している現在、
専門に特化した人材のみならず、幅広い能力を持つ人材
が求められています。また、急速な技術革新に適応する
ためには社会人に対するリカレント教育も必要です。こう
した要請に応えるため、修士課程に、一般入学制度のほ
か、一般推薦・社会人特別・外国人学生特別、さらにキャ
リア3年コースなどの多様な入学制度を設けています。博
士後期課程では、学位論文作成に必要な語学力と専門
能力を有していることを評価します。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

従来型の単なる「ものつくり」の能力という枠組みを超
え、新しい時代にふさわしい都市をデザインする、広い視
野と豊かな感性を備えた人材を養成することを目標とし
ます。このためには、さまざまな問題点を高い視点から的
確に捉え、解決する力が必要となるため、修士・博士後
期課程とも、専門領域を「都市プランニング」「環境シス
テム」「施設デザイン」の3分野に大別し、高度な能力を
持つ技術者・研究者を育てるためのバランスに配慮した
カリキュラムを配置しています。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

各課程において、所定の単位とプロジェクト科目を履修
し、論文の審査ならびに最終試験に合格した者に、修士
課程では修士（工学）、博士後期課程では博士（工学）の
学位を授与します。修士課程では、社会基盤システムに係
る分野の専門性と創造性、表現力を身に付けた「総合デ
ザイン力」を審査の基準とし、博士後期課程では、社会基
盤システムに係る分野の先端的な研究者あるいは高度な
専門技術者としての自立性を審査の基準とします。

Graduate School of Engineering and Design Major in Civil and Environmental Engineering

高見 公雄　教授

都市に集中する人口の受け皿として、量的な充足に追われてきたまち
づくりは、大きな変革点を迎えています。美しく快適な都市を造るた
めの取り組みは全国の市町村などで続けられてきてはいますが、その
目標や方法は未だ不透明と言えます。本研究室では、都市デザイン
を広い概念で捉え 、気候風土や地域の持つ地形的要素等と都市基
盤、土地利用の調和など、その場所にふさわしく、そして美しいまちづ
くりの内容と方法について研究しています。

研究室紹介

時代の要求と慎重に向かい合いながら日
本の都市を美しく、ふさわしいものに変え
ていくための研究

人々の生活の場としての都市、その内容と姿はど
のようにあるべきか。快適な都市づくりのための
堅牢なデザインを追及する

修了生の研究テーマの例

 ■ 金属補修材と高力ボルトを用いて当て板補修した鋼部材の設計に関する研究

 ■ 石積み擁壁に対する大変形SPH-DEM解析法の開発

 ■ 強冷法・人工核法シーディングによる豪雨抑制効果と促進リスクに関する数値実験的研究

 ■ ウランバートル市におけるゲル地区再開発の現状と評価に関する研究

 ■ 自伝的記憶に基づく地域の風景認識分析ー新潟市佐潟周辺の住民・関係者を対象にー

 ■ 若材齢時におけるマスコンクリート構造物の体積変化に伴う収縮挙動及び収縮ひび割れ
発生メカニズムに関する研究

 ■ 樹林化した河道が流れに及ぼす影響と抵抗特性に関する研究

国鉄改革により発生した空閑地開発手法として1985年に制度創設
された「多目的広場」について研究しています。母国中国での修士課
程では、現代中国で整備された大規模広場の環境や快適性に関する
研究をしました。博士課程では現代日本で数多く作られた多目的広
場に着目し、市街地整備推進の課程におけるその意義と今後の可能
性についての研究を進めています。

私の研究

研究テーマ 　
 拠点開発手法としての「多目的広場」の生成課程
と現状、その評価に関する研究

大学院の魅力

市ケ谷という交通至便の場所で、東京という大都市に直接触れなが
ら都市について考えられます。また少人数制のため学生同士の交流
が深く、相互に刺激し合いながら学べる環境をとても魅力に感じてい
ます。

専任教員 専門分野 研究テーマ 主な担当科目

今井 龍一� 准教授 都市交通計画、
土木情報学 国土空間・都市活動を計測・分析する 都市環境デザイン工学基礎1、都市交通マネジメント、交通計

画、測量学、都市環境デザイン工学研究1/2/3/4

内田 大介� 准教授 鋼構造、
メンテナンス工学 鋼構造物の長寿命化と維持管理 都市環境デザイン工学基礎2、鋼構造の疲労、鋼構造学及演

習、都市環境デザイン工学研究1/2/3/4

酒井 久和� 教授 地盤地震工学、
減災工学 実現可能な地震被害の軽減策を考える

都市環境デザイン工学基礎2、地震減災工学、地盤環境工
学、都市環境デザイン工学研究1/2/3/4、環境システム論、都
市環境デザイン工学特別研究1/2/3/4/5/6

鈴木 善晴� 教授 水文気象学、
水文環境学 気象災害の軽減や環境問題の解決

都市環境デザイン工学基礎1、応用水文学、流域水文学、都市
環境デザイン工学研究1/2/3/4、都市環境デザイン特別研究
1/2/3/4/5/6

高見 公雄� 教授 都市設計、
都市デザイン 美しく、ふさわしいまちづくり

地域・都市再生概論、サステイナブル都市デザイン、都市環
境デザイン工学基礎2、国土・地域概論、デザインスタジオ、
プロジェクトスタジオ、都市環境デザイン工学研究1/2/3/4、
都市プランニング論、都市環境デザイン工学特別研究
1/2/3/4/5/6

福井 恒明� 教授 景観計画、社会基盤
構造物・空間デザイン 良好な地域景観の創出・保全の考え方や手法の研究

景観デザイン概論、自然・環境デザイン、計画の可視化、都市
計画法と政策、デザインスタジオ（都市）、都市環境デザイン工
学研究1/2/3/4、都市プランニング論、都市環境デザイン工学
特別研究1/2/3/4/5/6

溝渕 利明� 教授 コンクリート材料学、
構造物診断技術 コンクリートの一生を考える

都市環境デザイン工学基礎1、耐久性力学、コンクリート工学
及演習、都市環境デザイン工学研究1/2/3/4、施設デザイン
論、都市環境デザイン工学特別研究1/2/3/4/5/6

道奥 康治� 教授 環境水理学、
河川工学 河川と流域の水質水理学

流域水マネジメント、河川環境工学、水理学2、都市環境デザ
イン工学研究1/2/3/4、環境システム論、都市環境デザイン工
学特別研究1/2/3/4/5/6

山本 佳士� 准教授 構造工学、計算工学 強靭（レジリエント）なインフラ構造物の整備 複合材料構造解析、都市環境デザイン工学研究1/2/3/4、
都市環境デザイン工学特別研究1/2/3/4/5/6

渡邉 竜一�専任講師 構造デザイン 公共空間・インフラストラクチャーのデザイン 空間情報デザイン、デザインスタジオ（都市）、都市環境デザイ
ン工学研究1/2/3/4

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。
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デザイン工学研究科

システムデザイン専攻
モノづくり 、システム づくりの 創 生 プ ロ セ スを 総 合 研 究

クリエーションとテクノロジー、マネジメントの融合を目指した新しい概
念の創出を目的とした専攻です。工業製品のデザインや機能など、総合
的なモノづくりやシステムづくりの創生プロセスを対象に、研究と教育を
行っています。プロダクトデザイン、知能機械、シミュレーション、プロジェ
クトマネジメントなど、さまざまな側面から総合的にユーザビリティーを
追究します。新しい時代を切り開く分野を担っていくために、一つの専門
に偏った研究者ではなく、複雑な社会に存在する諸問題を、多面的に、

俯瞰的に見ることのできる技術者や研究者を育成します。
修士課程にはプロジェクト・ベースド・ラーニング（PBL）科目など、新し
い教育方法を導入しています。また、高度職業人の育成にも力を入れて
います。実務経験を持つ社会人が、その経験を生かして高度職業人とし
ての高度な能力を身に付けられるよう、夜間授業や土曜授業を開講し、
社会に開かれた大学院を目指しています。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

安積 　伸� 教授 インダストリアル
デザイン

生活・文化に関する考察、分析を起点とし、
社会に新たな価値を問うデザインの研究

コンセプトデザイン論、ヒューマニティデザイン論、デザイン創生学特論、システムデ
ザイン修士研修1/2/3/4、システムデザイン修士プロジェクト1/4、システムデザイン
修士プロジェクト2/3、システムデザイン博士研修1/2/3/4/5、システムデザイン博士
プロジェクト1/2/3/4/5/6

岩月 正見� 教授 スマートマシン
デザイン

映像を利用した新しい機能をもつデバイス
の設計に関する研究

知能情報技術論、知能システムデザイン特論、システムデザイン修士研修1/2/3/4、
システムデザイン修士プロジェクト1/4、システムデザイン修士プロジェクト2/3、シス
テムデザイン博士研修1/2/3/4/5、システムデザイン博士プロジェクト1/2/3/4/5/6

小林 尚登� 教授 ロボット工学、
メカトロニクス

ウェルビーングデザインのコンセプトに沿う
形で、インテリジェンスメカトロシステムを用
いて高度な機能を実現する研究

マンマシンデザイン論、知能システムデザイン特論、システムデザイン修士研修
1/2/3/4、システムデザイン修士プロジェクト1/4、システムデザイン修士プロジェクト
2/3、システムデザイン博士研修1/2/3/4/5、システムデザイン博士プロジェクト
1/2/3/4/5/6

佐藤 康三� 教授 インダストリアル
デザイン

新しい社会の「質」を生み出すデザイン創造
力、デザインにおける人間と「もの」との関係
についての研究

インダストリアルデザイン論、システムデザインワークショップ（PBL）、デザイン創生
学特論、システムデザイン修士研修1/2/3/4、システムデザイン修士プロジェクト
1/4、システムデザイン修士プロジェクト2/3、システムデザイン博士研修1/2/3/4/5、
システムデザイン博士プロジェクト1/2/3/4/5/6

竹内 則雄� 教授 計算工学
人と環境にやさしく、安全な「もの」や「社
会基盤システム」をデザインするための新し
い技術の研究

構造デザイン論、シミュレーションデザイン特論、システムデザイン修士研修
1/2/3/4、システムデザイン修士プロジェクト1/4、システムデザイン修士プロジェクト
2/3、システムデザイン博士研修1/2/3/4/5、システムデザイン博士プロジェクト
1/2/3/4/5/6

田中 　豊� 教授 メカトロニクス
人や環境と調和した次世代の高機能なメカ
トロシステムをデザインするため、「人」と「も
の」と「コンピュータ」を結びつけるメカニズ
ムやアクチュエータに関する研究

知能機械デザイン論、システムデザイン特別講義、知能システムデザイン特論、シス
テムデザイン修士研修1/2/3/4、システムデザイン修士プロジェクト1/4、システムデ
ザイン修士プロジェクト2/3、システムデザイン博士研修1/2/3/4/5、システムデザイ
ン博士プロジェクト1/2/3/4/5/6

土屋 雅人� 教授 インタフェース
デザイン

高度な感性価値の実現を目指す次世代
ヒューマンインタフェースのデザイン研究

インタフェースデザイン論、デザイン創生学特論、システムデザイン修士研修
1/2/3/4、システムデザイン修士プロジェクト1/4、システムデザイン修士プロジェクト
2/3、システムデザイン博士研修1/2/3/4/5、システムデザイン博士プロジェクト
1/2/3/4/5/6

西岡 靖之� 教授 知識工学、情報工
学、生産工学

製造業のIT利活用、生産計画や製品設計と
スケジューリングを統合させるAPS（先進的
計画スケジューリング）に関する研究

プロダクションデザイン論、システムデザインワークショップ（PBL）、システムマネジメ
ント特論、システムデザイン修士研修1/2/3/4、システムデザイン修士プロジェクト
1/4、システムデザイン修士プロジェクト2/3、システムデザイン博士研修1/2/3/4/5、
システムデザイン博士プロジェクト1/2/3/4/5/6

野々部 宏司� 教授
オペレーションズ・
リサーチ、組合せ
最適化

問題解決のための最適化手法の開発とその
応用に関する研究

マネジメントサイエンス論、システムマネジメント特論、システムデザイン修士研修
1/2/3/4、システムデザイン修士プロジェクト1/4、システムデザイン修士プロジェクト
2/3、システムデザイン博士研修1/2/3/4/5、システムデザイン博士プロジェクト
1/2/3/4/5/6

山田 泰之� 准教授 メカニズム、デザイ
ンエンジニアリング

システム全体を調和して、多様性やロバスト
性を生むメカニズムの研究

メカニカルデザイン論、システムデザイン修士研修1/2/3/4、システムデザイン修士プ
ロジェクト1/4、システムデザイン修士プロジェクト2/3

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程 博士後期課程

 ■ デザイン創生学特論（2）
 ■ 知能システムデザイン特論（2）
 ■ シミュレーションデザイン特論（2）
 ■ システムマネジメント特論（2）
 ■ システムデザイン 
博士研修1/2/3/4/5（各1）

 ■ システムデザイン博士プロジェクト 
1/2/3/4/5/6（各1）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ マンマシンデザイン論（2）
 ■ 知能機械デザイン論（2）
 ■ 知能情報技術論（2）
 ■ 構造デザイン論（2）
 ■ メカニカルデザイン論（2）
 ■ プロダクションデザイン論（2）
 ■ マネジメントサイエンス論（2）
 ■ システム工学論（2）
 ■ 品質マネジメント論（2）
 ■ システムデザイン 
ワークショップ（PBL）（2）

 ■ プレゼンテーション技法（2）
 ■ ヒューマンサイエンス論（2）
 ■ コンピュータサイエンス論（2）
 ■ 生態系デザイン論（2）
 ■ 身体表現論（2）
 ■ システムデザイン特別講義（2）
 ■ ソシオシステムデザイン論（2）
 ■ インダストリアルデザイン論（2）
 ■ ヒューマニティデザイン論（2）
 ■ インタフェースデザイン論（2）
 ■ 製品デザイン原論（2）

 ■ 建築計画学概論（2）
 ■ 近現代デザイン概論（2）
 ■ 環境工学概論（2）
 ■ 景観デザイン概論（2）
 ■ 地域・都市再生概論（2）
 ■ 環境技術英語（2）
 ■ 知的財産権論（2）
 ■ 現代産業論（2）
 ■ 海外研修プログラム2（3）
 ■ 技術英語演習（3）
 ■ テクニカルライティング（2）

 ■ システムデザイン 
修士研修1/2/3/4（各1）

 ■ システムデザイン 
修士プロジェクト1/4（各2）

 ■ システムデザイン 
修士プロジェクト2/3（各1）

 ■ 修士論文（SD)

修了生の研究テーマの例

 ■トラフィックを活用したキネティックアートの制作

 ■ ペットボトルを用いた筋力トレーニング支援システムの研究

 ■ 演奏環境の構築と収納の容易な音楽教育施設用家具の開発

 ■ 顔動画像を用いたストレス値検出に関する実証的研究

 ■ 避難所におけるダンボール間仕切りの遮音効果に関する基礎的研究

 ■ 深層学習を用いたデッサン人形による人体ポーズ推定

 ■ パラレルメカニズムを用いたパーソナルモビリティビークルに関する研究

 ■ 小形ロボット搭載用ERブレーキに関する研究

 ■ 受注即応生産方式における中間在庫を考慮した納期回答システムの提案

 ■ 日本プロ野球における数理的手法の適用：試合日程の作成と観客動員数の要因分
析・予測

佐藤 康三　教授

プロダクトデザインは感性、思惟、形象という基本的な知的思考なし
には制作できません。モノ、コト（各種事象）は単独では存立しませ
ん。全てのモノ、コトはそれらを取り巻く他との関係によって初めてそ
のものの存在意義・価値が見出されていきます。また、人間とそれら
の関係は、時代と共にたえず変化しています。特に今日、時代の価値
観は大きく変貌し始めています。人間とモノ、コトとの新しい関係の創
出を目指し、新しい「美」、新しい「技術」、そして新しい社会の「質と
価値」を生み出すための仮説を可視化し、新時代に求められるさまざ
まな解決策をプロダクトデザインの思想より研究していきます。

※本専攻には、このほかにテクノロジーやマネジメントなどの分野を扱う、全部で10の研究室があります。

研究室紹介

プロダクトデザインの造形研究
（製品意匠設計）、言語と造形の関係

プロダクトデザインを創出する言語から見えてくる
新たなモノ・コトのあり方を研究する

近藤 瞳

学生・修了生の声

他大学との交流、学会参加を通して、他者とのコミュニケーションや
自分の意見のまとめ方、伝え方が身につきました。特に教授からの論
文の赤字添削やプレゼンテーションのフィードバックは、現在の業務
でもある複数部署との連携した議論やその準備に活かされていると
実感しています。技術や知識だけでなく業務を円滑に進める手法を
身につけられたことは良い経験だと感じています。

学んだこと・身についたこと

研究テーマ 　
 静圧空気軸受を用いた平面アクチュエータによる
三脚パラレルメカニズムの特性評価

法政大学大学院を目指す方へのメッセージ

将来どのような人になりたいか、どのような仕事を行いたいかといっ
た目標を持つことが大切です。私も研究がうまく進まないタイミングも
ありましたが、周りにいる教授や研究室の仲間と意見を交換すること
で、新たな気づきにつながり、前に進むことができました。大学院での
研究活動は知識の探求だけでなく、多くの方々と触れ合いを通じて
貴重な経験ができることが魅力ですよ。

修士課程 2012年度修了

技術や知識の探求はもちろん、
業務を円滑に行うための手法も身につきました

募集人員  修士課程30名／博士後期課程3名　　　　 キャンパス  市ケ谷　　　　

主な進路  �東芝、トヨタ自動車、ヤクルト本社、オリンパス、博報堂、清水建設、三菱電機、セイコーエプソン、大日本印刷、富士ゼロックス、

伊藤忠テクノソリューションズ、デンソー、パナソニック、アズビル、キヤノン、ソフトバンク、LIXIL、イトーキなど

［ アドミッション・ポリシー ］

 学生受け入れ方針

人文科学・社会科学、自然科学、工学などの知性に基づ
く合理と、人間の感性に依拠した美との融合を目指す
「総合デザイン（Holistic Design）」を志向する人材を
幅広く求める。そのため、修士課程では、一般入試、社
会人入試、自己推薦入試などによって、その適性、論文
や作品の作成能力を評価する。博士後期課程では、学
位論文作成に必要な語学力と専門能力を有していること
を評価する。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

「総合デザイン力」を身に付けた高度専門職、研究者を
養成するために、修士課程では、共通基盤科目、基盤科
目、専門科目から構成する科目を配置し、幅広い知識の
習得が可能である。修士の専門科目は、クリエーション、
テクノロジー、マネジメント分野からなり、それぞれの特
徴に合わせた履修が可能。また、昼夜開講の専攻として、
夜間と土曜日での履修に配慮。博士後期課程では、論
文指導や研究だけでなく、専門領域の講義科目を配置
し、幅広い視点での問題解決能力の習得を目指す。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

修士課程では、所定の単位とプロジェクト科目を履修し、
論文の審査ならびに最終試験に合格した者に、修士（工
学）の学位を授与する。システムデザイン分野の専門性
と創造性、表現力を身に付けた「総合デザイン力」を審
査の基準とする。博士後期課程では、所定の講義科目と
プロジェクト科目を履修し、論文の審査ならびに最終試
験に合格した者に、博士（工学）の学位を授与する。シス
テムデザイン分野の専門性、創造性、新規性を持った研
究能力を審査の基準とする。

Graduate School of Engineering and Design Major in Engineering and Design
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理工学研究科

機械工学専攻
い つ の 時 代 もキ ー ・テクノロ ジ ー で あり 続 ける 機 械 工 学

今、産業界はめざましく変化しています。しかし、時代が変化しても、機械工学が産業を支えるキー・テクノロジーであり続け
ることに変わりはありません。本専攻では、機械工学の柱となる材料力学、機械力学、熱力学、水力学などの専門科目に加え
て、機能性材料、宇宙工学、環境エネルギー工学などの先端的な講義や研究指導を行っています。また、時代に対応して、常
にカリキュラムを革新しています。
修士課程においては、高度な研究・開発を担うことのできる能力を、博士後期課程においては、独創的な研究能力を備え、
より高度な研究・開発を担うことのできる能力を養成することが目標です。
幅広い視野を持ち、21世紀の産業と市民社会の期待に応え得る、技術のプロフェッショナルの育成を目指しています。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

新井 和吉� 教授 複合材料、宇宙構造材料、材料強
度学、化学装置材料、数値解析

耐スペースデブリ用軽量小型複合バンパの開発、野球用ヘル
メットとバットの耐衝撃性能

複合材料特論、機械工学特別研究1/2、機械工
学特別実験1/2

石井 千春� 教授 制御工学、ロボット工学 内視鏡手術ロボットや筋電義手・パワーアシストスーツなどの
医療・福祉工学に関連するロボットの研究・開発

機械力学特論、機械工学特別研究1/2、機械工
学特別実験1/2

大澤 泰明� 教授 先端材料工学 Al、Ti、Mg、Li合金などの軽量金属板材の加工技術開発 応用塑性学特論、機械工学特別研究1/2、機械
工学特別実験1/2

川上 忠重� 教授 燃焼工学、エネルギー変換工学 小型ディーゼル機関の植物油系混合燃料による燃焼生成物
低減に関する研究

燃焼工学特論、応用熱力学特論、環境エネル
ギー技術戦略特論、機械工学特別研究1/2、機
械工学特別実験1/2

崎野 清憲� 教授 材料強度学、衝撃工学、破壊力学、
材料物性

構造材料の衝撃変形特性（金属、非金属の高速変形機構）、
高分子系複合材料の衝撃損傷（損傷箇所の超音波深傷）

衝撃破壊工学特論、機械工学特別研究1/2、機
械工学特別実験1/2

チャピ ゲンツィ�教授 制御工学、ロボット工学 人間支援ロボティクス、知的制御システムの研究・開発 制御工学特論、機械工学特別研究1/2、機械工
学特別実験1/2

塚本 英明� 教授 耐熱材料、金属工学、マイクロメカ
ニックス

新構造・機能性材料の開発、傾斜機能材料、ヘテロ構造体
の高温変形、マイクロメカニックスに基づく多相材料設計、塑
性加工を活かした新材料開発

弾性学特論、機械工学特別研究1/2、機械工学
特別実験1/2

辻田 星歩� 教授 数値流体工学、流体機械
モデル流路によるターボ機械内部流れの損失生成機構の解
明、高負荷タービン翼列内の流れの解析、遠心圧縮機羽根
車内の流れの数値解析

流体力学特論1、機械工学特別研究1/2、機械
工学特別実験1/2

平野 元久� 教授 トライボロジー ナノ摩擦系の理論・実験 摩擦の原子論特論、機械工学特別研究1/2、機
械工学特別実験1/2

御法川 学� 教授 音響工学、流体工学 小型ファンの静音化および音質向上、サイレンサの性能向上、
超小型ターボ機械の開発、小型航空機に関する研究など

機械音響工学特論、航空機設計特論、機械工学
特別研究1/2、機械工学特別実験1/2

吉田 一朗� 教授 設計工学、計測工学、トライボロ
ジー、製品開発工学、生産技術

表面性状・粗さ解析、精密計測ロボット、画像認識、画像処
理、知能機械学、エモーショナルデザイン、生産管理に関する
研究

精密工学特論、機械工学特別研究1/2、機械工
学特別実験1/2

相原 建人� 准教授 機械力学、機構学
自動車用ねじり振動低減装置に関する研究、遊星歯車の高
効率化・静粛化に関する研究、非線形振動に対する理論解
析法の構築

機械振動学特論、機械工学特別研究1/2、機械
工学特別実験1/2

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ ヒューマンロボティクス　 
特別研究1/2/3（各3）

 ■ ヒューマンロボティクス　 
特別実験1/2/3（各2）

 ■ マテリアルプロセッシング　 
特別研究1/2/3（各3）

 ■ マテリアルプロセッシング　 
特別実験1/2/3（各2）

 ■ 環境・エネルギー 
特別研究1/2/3（各3）

 ■ 環境・エネルギー 
特別実験1/2/3（各2）

 ■ 航空宇宙熱流体 
特別研究1/2/3（各3）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 極地環境学特論（2）
 ■ 環境エネルギー技術戦略特論（2）
 ■ 機械力学特論（2）
 ■ 熱・反応流体特論（2）
 ■ 航空宇宙材料特論（2）
 ■ 数値解析法特論（2）
 ■ プロセス制御特論（2）
 ■ 摩擦の原子論特論（2）
 ■ 機械振動学特論（2）
 ■ 精密工学特論（2）
 ■ 機械工学特別研究1/2（各3）
 ■ 機械工学特別実験1/2（各2）

 ■ 燃焼工学特論（2）
 ■ 伝熱工学特論（2）
 ■ 応用熱力学特論（2）
 ■ 流体力学特論1/2（各2）
 ■ 流体機械特論1/2（各2）
 ■ 衝撃破壊工学特論（2）
 ■ 鉄鋼材料工学特論（2）
 ■ 機械技術英語特論（2）
 ■ 人間・感性工学特論（2）
 ■ 航空機設計特論（2）
 ■ 宇宙飛行体特論（2）
 ■ 資源環境物理学特論（2）

 ■ 弾性学特論（2）
 ■ 応力解析特論（2）
 ■ 金属材料学特論（2）
 ■ 耐熱材料特論（2）
 ■ 応用塑性学特論（2）
 ■ 材料強度学特論（2）
 ■ 非金属材料特論（2）
 ■ 複合材料特論（2）
 ■ 精密機械特論（2）
 ■ 制御工学特論（2）
 ■ 機械音響工学特論（2）
 ■ 熱動力特論（2）

 ■ 航空宇宙熱流体 
特別実験1/2/3（各2）

 ■ 材料物性・強度 
特別研究1/2/3（各3）

 ■ 材料物性・強度 
特別実験1/2/3（各2）

 ■ デジタルエンジニアリング　 
特別研究1/2/3（各3）

 ■ デジタルエンジニアリング　 
特別実験1/2/3（各2）

 ■ 機械工学発展ゼミナール（2）

修了生の研究テーマの例

 ■ 軽量金属製中空構造体のRB/GIFによる製作

 ■ 静的引張りを付加した繰返しねじり下における環状切欠き材のひずみ集中評価法

 ■ バードストライクにおける擬似鳥材料とCFRP損傷機構の検討

 ■ HCCI機関の燃焼改善に関する研究－特に燃料性状の影響について－

 ■ 6自由度マニピュレータによる作業物体の3次元非把持搬送

 ■ スモールファンの最適設計手法に関する研究

 ■ SS400の高ひずみ速度域における変形応力のひずみ速度依存性

 ■ 超高負荷タービン円環翼列の空力性能評価

募集人員  修士課程50名／博士後期課程2名　　　　 キャンパス  小金井　　　　

主な進路  トヨタ自動車、日本車両、IHI、SUBARU、住友重機械工業、川崎重工業、パナソニック、三菱電機、本田技研工業、日産自動車、

日立製作所、オリンパス、キャノン、デンソー、NTTなど

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

機械工学に関する高度な専門知識を有し、かつ先端的、
学際的な分野にも対応し得る技術者および研究者の育
成を目的とする。そのため、自然科学の知識を基礎にし
て、機械工学の専門分野を構成する諸分野の基礎知識
を全般的に習得し、機械工学の発展に貢献することを強
く望む学生を受け入れている。また、特別入試制度によ
り、科学技術の急速な発展に順応すべく再教育を望む
社会人や、グローバル化の中で日本の先進技術の習得
を望む外国人も受け入れている。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

機械工学分野を構成する各専門分野の、高度で最先端
の内容の講義科目を設置。さらに各分野で著名な学外
からの講師の協力も得て、複数の専門分野を相互に応
用した学際的領域の科目を多数用意している。これらの
科目を修士課程（博士前期課程）で履修すると同時に、
修士論文につながる専門性の高い研究に取り組む。ま
た、博士後期課程では、機械工学分野の研究者として自
立した環境の中で研究に取り組み、さらに学内外の研究
活動を通じて豊かな学識を養う。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

機械工学分野を中心とした研究能力、または高度の専
門性を要する職業などに必要な能力を身に付けた人材
の養成を目的としている。修士課程（博士前期課程）で
は、すべてのものづくりの基盤となる機械工学に関する高
度な専門知識を有し、かつ先端的、学際的な分野にも対
応し得る柔軟で幅広い視野を持った技術者を育成する。
さらに博士後期課程では、独創的な研究能力を備え、高
度な研究、開発を担うことのできる機械技術者や研究者
を養成する。

Graduate School of Science and Engineering Major in Mechanical Engineering

辻田 星歩 　教授

現代人の生活に欠かせない電気を作り出すガスタービンや、航空機
の推進力を生むジェットエンジンは、化石燃料の枯渇化や二酸化炭
素排出量削減などの環境問題に対処するために、さらなる性能の向
上が急務とされています。当研究室では、これらを構成する圧縮機や
タービン翼列の空気力学的性能の向上を目的に、その内部の複雑な
流れの挙動を実験と数値解析により解明し、損失を低減させる方法
を調査しています。また、自然災害時などの非常用電源や分散型発電
システムとして、燃料多様性に富んだマイクロガスタービンは非常に
有効であり、ガスタービンの小型化を目指した研究も行っています。

研究室紹介

ターボ形流体機械の
空気力学的性能の向上に関する研究

航空用や発電用のガスタービンを構成する
翼列内の複雑な流れの挙動を解明

学生・修了生の声

西口 誠人

大学院では自由な時間が多くなり、学ぶゆとりと選択肢が多いことに
魅力を感じました。私の例では先生にインターンシップ先を紹介して
いただき、実務を通してプレゼンテーション技術など仕事に必要にな
るスキルを習得したり、騒音関係の国家資格取得を通して専門性を
身に付けることができました。その他にも海外留学などの選択肢もあ
りますので、自身の目標に対し真っすぐに進める環境が整っているの
が魅力です。

学んだこと、身に付いたこと

研究テーマ 　
 小型軸流ファンの音質評価に関する研究

将来の目標

現在は千代田化工建設株式会社でエネルギーや化学関係のプラント
を中心に振動問題のコンサルティングを仕事にしています。海外顧客
を対象とすることも多く、文化や人間性の違いまで考慮して業務にあ
たることに苦労しますが、同時に世界中のエネルギー産業に大きく貢
献できているやりがいも感じています。将来は世界中で仕事する技術
コンサルタントになり、この業界の第一人者になりたいと考えています。

博士後期課程 2014年度修了／

千代田化工建設株式会社

大学院で培った自主性と研究に対する責任感、
将来は世界のエネルギー産業の第一人者を目指す

081080



理工学研究科

電気電子工学専攻
現代の科学技術を支える先端技術を、基礎から応用まで

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

伊藤 一之� 教授
知覚情報処理・知能ロボ
ティクス、知能機械学・機
械システム、システム工学

強化学習の汎化に関する研究、操作性を考慮したレスキューロ
ボットの開発、生態心理学の自律ロボットへの応用

知能ロボット特論、知的制御特論、電気電子工学特
別研究1/2、電気電子工学特別実験1/2

岡本 吉史� 教授 電気機器工学、電磁気工学
有限要素法による電気機器の時空間電磁界解析、同期モータの
低損失・高出力設計、トポロジー最適化を用いた電気機器の抜
本的構造最適化、磁性体の磁気特性計測、永久磁石磁化分布
の非破壊推定、渦電流応用電磁機器の開発

電磁界数値解析特論、電気機器の数理最適化特論、
電気電子工学特別研究1/2、電気電子工学特別実
験1/2

斎藤 利通� 教授
非線形回路、ニューラルネッ
ト、群知能、パワーエレクト
ロニクス

動的バイナリーニューラルネットの解析とCPGへの応用、進化的
多目的最適化法のスイッチング電源回路への応用、スパイキング
ニューラルネットによるリザーバコンピューティング

回路工学特論2、電気電子工学特別研究1/2、電気
電子工学特別実験1/2

里　 周二� 教授 電力エネルギー工学、高電
圧工学、数値電界解析

高電圧・大電流計測のための国際規格の設立及び改訂、インパ
ルス波形のデジタル計測と波形パラメータ解析

電磁力学特論、電力システム工学特論1/2、電気電
子工学特別研究1/2、電気電子工学特別実験1/2

柴山　 純� 教授 機能素子工学 テラヘルツデバイス、センサデバイスの開発、高効率差分時間領
域法

情報通信工学特論、電気電子工学特別研究1/2、電
気電子工学特別実験1/2

鳥飼 弘幸� 教授 複雑システム工学、
知能システム工学

生物模倣ハードウェア、脳型コンピュータ、神経補綴デバイス、人
工内耳デバイス、ゲノム医療支援用大規模シミュレータ

人工知能回路特論、電気電子工学特別研究1/2、
電気電子工学特別実験1/2

中村 俊博� 教授 ナノ光物性工学 次世代発光デバイスへの応用に向けた半導体ナノ材料、半導体ランダ
ムレーザー、プラズモニクス発光制御、無機蛍光体材料に関する研究

電子物性工学特論1/2、電気電子工学特別研究
1/2、電気電子工学特別実験1/2

安田　 彰� 教授 電子回路工学、制御工学
通信・情報処理機能やインターフェイス機能等を半導体上に集
積するための基礎技術および応用技術についての研究、スピー
カ、モータ等アクチュエータのデジタル直接駆動方式の基礎技術
および半導体を用いた実装技術の研究

回路工学特論1、電気電子工学特別研究1/2、電気
電子工学特別実験1/2

山内 潤治� 教授 通信伝送工学、
電磁波伝送工学

光波伝送工学、サブ波長光学素子の開発、表面波伝送素子のアンテナ
への応用、光ナノアンテナ、メタサーフェスの電磁波通信システムへの応用

通信伝送工学特論1/2、電気電子工学特別研究
1/2、電気電子工学特別実験1/2

川口 悠子� 准教授 米国現代史・日本現代史 第二次世界大戦（特に広島の原爆被害）をめぐる歴史認識 科学技術文技法

中村 壮亮� 准教授
知覚情報処理・知能ロボ
ティクス、無線送電・電力
工学、システム工学

人間拡張ロボティクスに関する研究（VR身体への没入感向上、
個人適合型のヘルスケア、ライフログによる知能増幅、科学的ス
ポーツトレーニング）とその電源となる無線送電に関する研究（可
変形コイル、漏洩磁界抑制、送電ロボット）

知能システム化技術特論、電気電子工学特別研究
1/2、電気電子工学特別実験1/2

西村 征也� 准教授 プラズマ物理学、
核融合工学

核融合プラズマにおける電磁流体力学的不安定性に関する研
究、地球磁気圏におけるプラズマ波動とオーロラに関する研究

電磁力学特論、電気電子工学特別研究1/2、電気電
子工学特別実験1/2

笠原 崇史�専任講師 ナノ・マイクロシステム工学
半導体微細加工・印刷技術を用いたマイクロ流体デバイスの作
製に関する研究、ウェアラブルディスプレイの創生に向けた液体
有機半導体・電気化学発光材料に関する研究

電気電子工学特別研究1/2、電気電子工学特別実
験1/2、ナノマイクロシステム工学特論

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 回路工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 回路工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 通信工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 通信工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ プラズマ工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ プラズマ工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 電子材料工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 電子材料工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 電子物性工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 電子物性工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 制御工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 制御工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ エネルギー工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ エネルギー工学特別実験1/2/3（各2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 光電変換デバイス工学特論1（2）
 ■ 電気化学エネルギー工学特論（2）
 ■ 生体センシング 
エレクトロニクス特論（2）

 ■ マルチメディア通信特論（2）
 ■ 情報通信工学特論（2）
 ■ 電子材料プロセシング（2）
 ■ 電気電子工学特別研究1/2（各3）
 ■ 電気電子工学特別実験1/2（各2）
 ■ 人工知能回路特論
 ■ 電磁界数値解析特論
 ■ ナノマイクロシステム工学特論
 ■ 知的情報処理特論1（2）
 ■ ニューラルネットワークの 
理論と応用（2）

 ■ 制御工学特論1/2（各2）
 ■ 情報伝送工学特論1/2（各2）
 ■ 応用数学特論（2）
 ■ コンピュータ 
グラフィックス特論（2）

 ■ 通信機器工学特論1/2（各2）
 ■ 集積化光エレクトロニクス 
工学特論（2）

 ■ オぺレーティングシステム特論（2）
 ■ マイクロ波トランジスタ工学特論（2）
 ■ 知能システム化技術特論（2）
 ■ ロボティクス 
シミュレーション特論（2）

 ■ 電気機器の数理最適化特論（2）
 ■ ナノ材料工学特論（2）
 ■ 機械学習特論（2）

 ■ 回路工学特論1/2（各2）
 ■ 電磁波通信工学特論1/2（各2）
 ■ 通信伝送工学特論1/2（各2）
 ■ 電磁力学特論（2）
 ■ 半導体デバイス工学特論1/2（各2）
 ■ 電子材料工学特論1/2（各2）
 ■ 電子物性工学特論1/2（各2）
 ■ 知能ロボット特論（2）
 ■ 知的制御特論（2）
 ■ 集積回路特論1/2（各2）
 ■ 半導体工学特論（2）
 ■ 半導体プロセス工学特論1（各2）
 ■ イオンビーム応用工学特論（2）
 ■ 電力システム工学特論1/2（各2）
 ■ パワーエレクトロニクス特論（2）

マルチメディア、携帯端末、新世代コンピュータ、人工知能、ロボティクス、マイクロマシン、ナノエレクトロニクス、ニューマテリアル、
地球にやさしいエネルギー、これらのキーワードはすべて電気電子工学と関連しています。
本専攻では、回路、通信、エネルギー、制御、電子材料、電子物性などの電気電子工学分野に重点をおき、マイクロナノテクノロ
ジー研究センターなどの最新設備を利用しながら、現代の科学技術を支える先端技術の基礎から応用までの研究教育を行っ
ています。修士課程では、深い学識と、高度専門技術者に必要な能力を養うことを目標とし、社会に有益な先端技術として還元
する能力を有する人材を育成します。博士後期課程では、豊かな学識を実際の研究成果に結実させることにより研究者養成を
目標としています。毎年、国内外で数多くの論文を発表し、研究成果が社会に有益な技術として還元されることを目指しています。

 ■ 回路工学コアスタディ（2）
 ■ 通信工学コアスタディ（2）
 ■ マイクロ・ナノ工学コアスタディ（2）
 ■ エネルギー工学コアスタディ（2）
 ■ 制御工学コアスタディ（2）
 ■ プラズマ工学コアスタディ（2）

修了生の研究テーマの例

 ■ 永久磁石内部の非破壊磁化推定に関する研究

 ■ Motion-Less Virtual Reality における振動刺激による 
体性感覚フィードバックの有効性の検証

 ■ 任意形状金属を含むモデルの高精度な電磁波解析のための 
FDTD法の開発

 ■ デジタルスパイキングニューラルネットと時系列近似

 ■ 酸化亜鉛ランダムレーザーの発振特性評価

 ■ FIRフィルタを用いたセグメントパルスシェーピング型デジタル直接駆動スピーカ

 ■ 広帯域に動作するL字Si細線導波路型偏波変換器の設計法

 ■ 三次元環境を移動可能な吸盤6脚ロボット：URARAKA Ⅵ  
ー関節部の可動域拡張による垂直壁および柱状物移動の実現ー

 ■ タコの把持戦略を模倣したソフトマニピュレータ  
ー駆動機構の違いによる環境適応能力の比較研究ー

 ■ 心電追従した下肢電気刺激による血流促進システムの開発と基礎評価

鳥飼 弘幸　教授

本研究室では、生物の高度な機能を再現できる大規模集積回
路（ＶＬＳＩ）とその医療工学への応用に関する研究に取り組ん
でいます。例えば、生物の蝸牛は高度な非線形音声信号処理
を行っていますが、本研究室では蝸牛の動作の仕組みを忠実
に再現できるＶＬＳＩの開発に取り組んでおり、その人工内耳へ
の応用を目指しています。また、生物の脳の高度な情報処理の
仕組みを忠実に再現できるＶＬＳＩの開発に取り組んでおり、そ
の神経補綴（機能を失った脳の一部の補完装置）への応用を
目指しています。本研究室では、それらの先端的な研究テーマ
の推進も重視しますが、研究活動の経験を通して得られる理
系人材としての基礎力の涵養も重視しています。

研究室紹介

生物模倣ＶＬＳＩとその医療工学
への応用に関する研究

生物が持つ高度な機能を再現する集積回路の
設計とその医療工学への応用に取り組む

五味 頌子

学生・修了生の声

人体に安全なテラヘルツ波帯は、医療や防犯などの分野に応用
が期待される周波数帯です。テラヘルツ波帯の素子は温度に
よって出力の特性にばらつきが出るため、温度変化の影響を受
けない偏光子の作製を目標に取り組んでいます。またシミュレー
ションの解析時間が長くならないよう解析手法の開発も進めて
います。

私の研究

研究テーマ 　
 テラヘルツ波帯における偏光子の 
シミュレーション研究

志望理由

幼少期から電子楽器を習っていたことから電子機器に興味があ
り、ハード・ソフト両面を学べる法政大学を選びました。学部の
研究をもっと深めたいと思ったのが大学院の進学理由です。院
に進んで大きく変わったのは、国内外を問わず学会参加の機会
が増えたことです。発表資料の作成や実際の発表を通して、社
会人としても通用する力が身についたと思います。

修士課程 在学中

医療や防犯などに応用が期待できる
人体に安全なテラヘルツ波を研究

Graduate School of Science and Engineering Major in Electrical and Electronic Engineering

募集人員  修士課程50名／博士後期課程5名　　　　 キャンパス  小金井　　　　

主な進路  �博士進学、KDDI、TDK、THK、エプソン、グローバル電子、コンチネンタルタイヤ、スズキ、スタンレー電気、スバル、セイコー

エプソン、ソニー、ソニーグローバルマニュファクチャリング＆オペレーションズ、ネッツエスアイ、ヒロセ電機、ファナック、三菱

ケミカル、日産オートモーティブテクノロジー、野村総合研究所、関東電気保安協会、三菱電機、電源開発、都築電気、東京電力

ホールディングス、東芝メモリ、日本電産、明電舎、理想科学など

083082



理工学研究科

応用情報工学専攻
情 報 化 社 会 の 第 一 線 を 担 う 、高 度 な 技 術 者 ・ 研 究 者 に

情報通信技術は、インターネットの爆発的な普及、それを支えるワイヤレ
ス＆ブロードバンドネットワークにより、急速に発展し続けています。この
技術は進歩が非常に速く、特に最近はクラウドコンピューティングによる
イノベーション、デバイスの高性能化、小型化によるIoT（Internet of 

Things）の普及、さらにはヒューマンインタフェースや画像処理応用技術
の高度化が急激に進行中です。本専攻はこのような技術を対象としており、
「計算機工学」「情報ネットワーク工学」「情報処理工学」「人間情報工
学」の4つの分野から構成されます。「計算機工学」では、重要な基盤領域
である計算機の高速化、効率化、知能化を目指したアーキテクチャや、ア
ルゴリズムおよびプログラミングが、「情報ネットワーク工学」では、イン
ターネットに代表される多数の計算機がネットワークを介して結合し

Webなどを通じて情報処理を行う高度なネットワーク技術が研究対象で
す。「情報処理工学」では、計算機やネットワークを利用した応用には欠か
せない画像処理や知能処理などの情報処理技術を、「人間情報工学」で
は、計算機をより使いやすく身近なものにするための人間と計算をつなぐ
技術を研究対象としています。本専攻では、応用情報工学分野の多彩な
教授陣を有し、学会誌や国際会議での論文発表なども活発です。昨今、
マーケティング分野からの消費スタイルに合わせた場（＝コト）づくりの重
要性が指摘されています。「コトづくり」に適した「モノづくり」に携わるため
の幅広い専門基礎学力と独創的能力を持ち、技術の発展に指導的役割
を担う技術者・研究者の育成を目的としています。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

赤松　 茂� 教授 画像認識・生成、感性情報学
画像認識・生成技術を応用したヒトに優しいヒューマンインタ
フェースの開発、視覚に関わるヒトの感性情報処理の計測とモ
デル化によるヒューマンコミュニケーションメカニズムの解明、と
くに、画像工学を応用してヒトによる顔認知のメカニズムを探る

感性情報処理システム特論1/2、応用情報工学
特別研究1/2、応用情報工学特別実験1/2

彌冨　 仁� 教授 知的情報処理、画像認識・解析、
医用工学

機械学習、認識・理解（deeplearning）、医用工学、ネットワー
クをベースとした新しい価値の創造

知的情報処理特論1/2、科学技術文技法、応用
情報工学特別研究1/2、応用情報工学特別実験
1/2

尾川 浩一� 教授 画像工学 医学および工業への応用を目的としたトモグラフィー理論お
よび画像工学理論の展開

画像工学特論1/2、応用情報工学特別研究1/2、
応用情報工学特別実験1/2

金井　 敦� 教授 情報ネットワーク、セキュリティ
安心安全で便利なネットワークサービス技術の創出を目的と
した情報セキュリティ、ネットワークセキュリティ、ネットワーク
サービス等の研究

通信ネットワーク特論1/2、応用情報工学特別研
究1/2、応用情報工学特別実験1/2

品川　 満� 教授 情報通信工学、ユビキタス 人にも地球環境にもやさしいユビキタスネットワークの実現に
向けた情報通信技術の研究

無線ネットワーク特論1/2、応用情報工学特別研
究1/2、応用情報工学特別実験1/2

藤井 章博� 教授 分散システム設計論 ソフトウェア工学、ネットワークサービス技術、電子商取引、
インターネットとイノベーション、科学技術政策

分散処理システム特論1/2、応用情報工学特別
研究1/2、応用情報工学特別実験1/2

八名 和夫� 教授 生体信号処理、
時系列信号処理・パターン認識

心拍変動による自律神経状態推定、心電図による突然死リス
ク評価、ネットワークトラヒック需要予測

情報信号処理工学特論1/2、応用情報工学特別
研究1/2、応用情報工学特別実験1/2

李　　 磊� 教授 コンピュータサイエンス
高速アルゴリズム、並列アルゴリズム、遺伝的アルゴリズム、
ニューロコンピューティング、強化学習アルゴリズム等の設計、
解析及び応用

離散アルゴリズム特論1/2、科学技術文技法、応
用情報工学特別研究1/2、応用情報工学特別実
験1/2

和田 幸一� 教授 理論計算機科学 故障耐性の優れた並列分散システムの効率的設計、並列分
散アルゴリズム、教育支援システム

計算機システム工学特論1/2、応用情報工学特
別研究1/2、応用情報工学特別実験1/2

平原　 誠� 准教授 脳情報処理、視覚心理、最適化 運動視や記憶に関する工学的および心理学的研究、組合せ
最適化（メタヒューリスティクス）

脳情報処理特論1/2、応用情報工学特別研究
1/2、応用情報工学特別実験1/2

宮本 健司� 准教授 コンピュータソフトウェア セマンティックWebによるプログラム開発支援、投影映像によ
る仮想世界インターフェース

形式的設計特論1/2、科学技術文技法、応用情報
工学特別研究1/2、応用情報工学特別実験1/ 2

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程 博士後期課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 離散アルゴリズム特論1（2）
 ■ 離散アルゴリズム特論2（2）
 ■ 形式的設計特論1（2）
 ■ 形式的設計特論2（2）
 ■ 計算機システム工学特論1（2）
 ■ 計算機システム工学特論2（2）
 ■ 通信ネットワーク特論1（2）
 ■ 通信ネットワーク特論2（2）
 ■ 分散処理システム特論1（2）
 ■ 分散処理システム特論2（2）
 ■ 無線ネットワーク特論1（2）
 ■ 無線ネットワーク特論2（2）
 ■ 情報信号処理工学特論1（2）
 ■ 情報信号処理工学特論2（2）

 ■ 画像工学特論1（2）
 ■ 画像工学特論2（2）
 ■ 知的情報処理特論1（2）
 ■ 知的情報処理特論2（2）
 ■ 感性情報処理システム特論1（2）
 ■ 感性情報処理システム特論2（2）
 ■ 脳情報処理特論1（2）
 ■ 脳情報処理特論2（2）
 ■ 画像解析特論（2）
 ■ 応用信号処理特論（2）
 ■ 学習アルゴリズム特論（2）
 ■ データマイニング特論（2）
 ■ 計算幾何学特論（2）
 ■ 自然言語処理特論（2）

 ■ プログラム意味論特論（2）
 ■ Web サービス技術特論（2）
 ■ センサーネット特論（2）
 ■ インターネットとイノベーション特論（2）
 ■ 感覚・感性センシング特論（2）
 ■ 3 次元モデリング特論（2）
 ■ 視覚環境認識・理解特論（2）
 ■ ヒューマンインタラクション特論（2）
 ■ マルチモーダル情報処理特論（2）
 ■ 科学技術文技法（2）
 ■ ニューラルネットワークの理論と応用（2）
 ■ 深層学習の効果的処理（2）
 ■ 応用情報工学特別研究1/2（各3）
 ■ 応用情報工学特別実験1/2（各2）

 ■ 計算機工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 計算機工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 情報ネットワーク 
工学特別研究1/2/3（各3）

 ■ 情報ネットワーク 
工学特別実験1/2/3（各2）

 ■ 情報処理工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 情報処理工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 人間情報工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 人間情報工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 応用情報工学プロジェクト（2）

修了生の研究テーマの例

 ■ ビッグデータ処理に対する効率的なアルゴリズム

 ■ セマンティック情報を伴う公開情報の 
効果的な活用に関する研究

 ■ モーションキャプチャで計測される顔面の 
スパースな3次元情報による表情の違いの識別能力

 ■ 異なる印象判断時の顔画像観察における 
眼球運動比較－停留点と停留時間の分析－

 ■ 融合現実における身体的インタフェースの研究

 ■ 秘密分散によるマルチクラウド高度利用方式

 ■ セキュリティレベル動的可変プロトコルの提案

 ■ 心拍変動・心電図分析による心臓突然死リスク評価

 ■ 両眼視環境下における第1次視覚野コラム形成の 
神経回路モデル

 ■ マルチエージェント環境に適応させたAHP強化学習

 ■ 媒質同定を可能にする光子計数形CTの開発、半導体
検出器を用いたガンマ線イメージングシステムの開発

 ■ ファジィ推論ニューラルネットワークを用いたメラノーマ
（皮膚がん）自動識別システム

Graduate School of Science and Engineering Major in Applied Informatics

［ アドミッション・ポリシー ］ ［ カリキュラム・ポリシー ］ ［ ディプロマ・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針 学位授与の方針学生受け入れ方針

応用情報工学は、高度情報社会を支える重要な基盤技
術である。この基盤技術の基礎を学んだ応用情報工学
系の学部卒業生、この分野で一定の勤務実績がある社
会人、および留学生などを受け入れる。社会人、留学生
に対しては特別入学試験制度を設けている。

研究分野は「計算機工学」「情報ネットワーク工学」「情
報処理工学」「人間情報工学」から構成されており、応
用情報工学において実用的かつ高度なハードウェアやシ
ステムの開発の知識や技術を習得し、研究能力を高めら
れるように構成されている。修士課程、博士後期課程と
もに、国内外の学会での研究発表、論文執筆を積極的
に奨励し、最先端かつ実践的な活動を通じて指導を行っ
ている。

修士課程では、応用情報工学における学問的な基礎だ
けでなく応用力やシステム開発力を重視し、産業分野で
実際に活用するための広い視野に立った学識と高い研
究能力を有することを基本方針としている。博士後期課
程では、自立して世界最先端かつ創造的な研究活動を
行うことができる高度な研究能力と実践で通用する広い
応用能力を有することを学位授与の方針としている。

募集人員  修士課程50名／博士後期課程4名　　　　 キャンパス  小金井　　　　
主な進路  �トヨタ自動車、NTT東日本、NEC、NTTコミュニケーションズ、リコー、NTTデータ、ソフトバンク、オリンパ

ス、日本ヒューレット・パッカード、セコム、オービック、京セラなど

藤井 章博　教授

データサイエンスという用語に象徴される技術分野が大きく進展して
います。これは、計算手順（アルゴリズム）研究の成果、演算能力の
向上、さらには技術者達の活発な情報交換の賜物といえます。例え
ば、電子マネーなどに応用されているブロックチェーン技術は、過去
にデータベース運用管理のための理論として誕生したものが暗号技
術と融合して発展し、いま急速に世の中に浸透しようとしています。私
たちの研究室では、こうした新しい要素技術の基礎に触れながら、具
体的なサービスの実現を念頭に置いて研究を行っています。具体的
には、企業情報の分析や地方自治体の交通サービス、農場における
環境計測などに応用しています。

研究室紹介

分散処理技術の多様な応用

現実社会の様々なニーズを分析し、
新しいサービスを検討する

学生・修了生の声

Xiang Kun
修士課程 在学中

To contribute field of 
tourism management

My major in undergraduate school in China was tourism manage-

ment. For better service for this important developing field, I tried 

to grab huge amount of data and do semantic analysis so that I can 

digitalize tourist attractions. I want to optimize the precision and 

perfection of the research, and try to set up an independent system 

in order to adapt for my own research which I did in China. My ma-

jor in my lab at Hosei University is a good chance and platform for 

me to enhance the skills of combining big data analysis and vision 

intelligence.

My research days

My laboratory is full of academic atmosphere. the courses I chose 

cover the fields of both engineering and finance. At present, field 

of tourism management is not saturated, so it would say that the 

development prospect is very broad. In the future, I also want to 

contribute my own research power in this field.

What Iʻm studying

研究テーマ 　
  Big data analysis, vision intelligence and term 
frequency-inverse document frequency analysis

085084



理工学研究科

システム理工学専攻［創生科学系］

融 合 領 域 の システム が 未 来 を 拓く

システム理工学専攻創生科学系には、物理科学、知能科学、人文社会科学
の３つの科学系の最先端の領域、および各領域を体系的に関連付ける新た
な枠組がある。創生科学系は理学、工学、人文社会科学の分野に貢献でき
る人材の育成を目的とする。学生は制御工学・通信工学・電気工学などの
工学に基づいて科学技術原理を体系的に習得する。更に、数学・物理学・
天文学等の理学的な視点、言語学・経済学・社会学・心理学等の人文社
会学的な視点を有する。幅広い視点に基づいた問題解決型の技術者・研

究者を育成する。物理科学系では宇宙や物質の普遍性を追求する電波天
文学、重力波物理学、銀河天文学、原子物質物理学などを学ぶ。知能科学
系では、理学と工学の研究成果を豊かな人間社会への還元を目的とする科
学技術である人間工学、ソフトウエア工学、シミュレーション工学、ロボット
工学、人工知能、情報工学、データ工学、ネットワーク工学などを習得する。
更に、人間科学系では、人間を中心に据えた文系として科学する臨床心理
学、応用経済学、文化人類学、言語学、英語教育法などを学ぶ。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

伊藤 隆一� 教授 パーソナリティ、産業心理学、臨床
心理学

投影法やビジネスゲームを用いたパーソナリティ、職業
適性の研究など 産業人間科学特論1/2

春日　隆� 教授 電波天文学、高感度電磁波検出技
術の開発 電波や光による自然現象観測 電波計測光学特論1/2、システム理工学特別研究1/2、

システム理工学特別実験1/2

金沢　誠� 教授 数理論理学、形式言語理論 形式言語のアルゴリズム的学習の理論、非古典論理、 
数理言語学、定理証明支援系による証明の形式化

応用論理・数理言語学特論1/2、システム理工学特別
研究1/2、システム理工学特別実験1/2

呉　暁林� 教授 応用経済学、産業分析、デジタル経済
（電子商取引ECなど）

産業発展の経路依存と経路変更、経済のサービス化・
情報化に伴う生産・流通・販売の変化 産業経済分析特論

小林 一行� 教授 センシング工学、センサ信号処理 屋外環境における環境認識、自律走行
知能化センシングシステム特論、センサ信号処理特論、
システム理工学特別研究1/2、
システム理工学特別実験1/2

佐藤 修一� 教授 重力波物理学、相対論実験 レーザー干渉計、精密測距、重力波物理学、量子光学 時空間物理学特論1/2、システム理工学特別研究1/2、
システム理工学特別実験1/2

塩谷　勇� 教授 グラフ文法、時系列処理、
人工知能 マルチエージェントの協調動作について 言語科学特論2、エージェント科学特論、システム理工

学特別研究1/2、システム理工学特別実験1/2

鈴木　郁� 教授 人間工学 センサーや機械学習を用いた見守り機器、生理指標によ
る負担評価、高齢者向けの音声加工など

人間工学特論、生体情報信号処理特論、システム理工
学特別研究1/2、システム理工学特別実験1/2

滝沢　誠� 教授 情報工学 P2Pネットワークでの信用可能性の研究、エコ分散シス
テムの研究、グループ通信プロトコルの研究

分散システム特論1/2、システム理工学特別研究1/2、
システム理工学特別実験1/2

梨本 邦直� 教授 言語学、アイルランド語 音響音声学、認知意味論、アイルランド語文学、アイル
ランド語歴史言語学 言語科学特論1

福澤 レベッカ�教授 文化人類学、教育社会学 教育と社会階層 フィールドワーク特論、科学技術英語表現

堀端 康善� 教授 数値シミュレーション工学、
数値解析、非線形最適化

数値シミュレーション（差分法、格子ボルツマン法）、
データ同化、非線形最適化

計算工学特論1/2、システム理工学特別研究1/2、シス
テム理工学特別実験1/2

松尾 由賀利� 教授 レーザー分光、原子分子物理学、
量子エレクトロニクス

精密レーザー分光を用いた原子分子物理と原子核へ
の応用

量子エレクトロニクス特論、原子分子物理特論、システ
ム理工学特別研究1/2、システム理工学特別実験1/2

三浦 孝夫� 教授 データ工学 データベース理論、データマイニング、機械学習・知識
獲得と知識処理

データサイエンス特論、システム理工学特別研究1/2、
システム理工学特別実験1/2

田中 幹人� 准教授 観測的銀河考古学、天文文化論
すばる望遠鏡を用いた近傍銀河の構造と形成進化の
解明、天文学を軸にした福岡県八女市星野村活性化プ
ロジェクト

銀河考古学特論、天文文化特論、システム理工学特別
研究1/2、システム理工学特別実験1/2

柳川 浩三� 准教授 応用言語学 第2言語リスニング分析、内容言語統合型指導法、タ
スク中心指導法と学習者心理 言語能力評価特論

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 計測システム特別研究1/2/3（各3）
 ■ 計測システム特別実験1/2/3（各2）
 ■ 数理科学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 数理科学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 制御システム特別研究1/2/3（各3）
 ■ 制御システム特別実験1/2/3（各2）
 ■ 計算工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 計算工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 物質科学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 物質科学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 水工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 水工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 人間システム特別研究1/2/3（各3）
 ■ 人間システム特別実験1/2/3（各2）
 ■ 応用統計工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 応用統計工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 創生科学博士プロジェクト（2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 知識獲得特論（2）
 ■ インテリジェントセンシング（2）
 ■ システム診断特論（2）
 ■ 人工知能特論（2）
 ■ 電子回路特論（2）
 ■ 相対性理論（2）
 ■ 標準計測特論（2）
 ■ 固体物性応用（2）
 ■ 量子物性デバイス（2）
 ■ 固体物理学特論（2）
 ■ システム理工学特別研究1/2（各3）
 ■ システム理工学特別実験1/2（各2）

 ■ 時空間物理学特論2（2）
 ■ 銀河考古学特論（2）
 ■ 天文文化特論（2）
 ■ リスクマネジメント特論（2）
 ■ 水環境特論（2）
 ■ 量子エレクトロニクス特論（2）
 ■ 原子分子物理特論（2）
 ■ 最適化特論1（2）
 ■ 最適化特論2（2）
 ■ 人間工学特論（2）
 ■ 生体情報信号処理特論（2）
 ■ 産業人間科学特論1（2）
 ■ 産業人間科学特論2（2）
 ■ 産業経済分析特論（2）
 ■ フィールドワーク特論（2）
 ■ 言語能力評価特論（2）
 ■ 科学技術英語表現（2）

 ■ 計算工学特論1（2）
 ■ 計算工学特論2（2）
 ■ 言語科学特論1（2）
 ■ 言語科学特論2（2）
 ■ エージェント科学特論（2）
 ■ 分散システム特論1（2）
 ■ 分散システム特論2（2）
 ■ 応用論理・数理言語学特論1（2）
 ■ 応用論理・数理言語学特論2（2）
 ■ データサイエンス特論（2）
 ■ 最適制御特論（2）
 ■ システム・モデリング特論（2）
 ■ 知能化センシングシステム特論（2）
 ■ センサ信号処理特論（2）
 ■ 電波計測光学特論1（2）
 ■ 電波計測光学特論2（2）
 ■ 時空間物理学特論1（2）

修了生の研究テーマの例

 ■ 新聞記事におけるトピック検出と局面追跡に関する研究

 ■ A Reliable and Energy-Efficient One-to-one Ad-Hoc Routing Protocol in Wireless 
Networks

 ■ IGVC Auto-Nav challengeのための全方位画像を用いた白線認識およびNavigation用
ROS componentsの開発

 ■ 小型のデプスカメラを用いた覚醒度低下検出

 ■ 市販カメラを用いた、大気エアロゾルの光学的厚さ観測の可能性

 ■ 超流動ヘリウム中Ag原子の超微細構造間隔測定

 ■ 確率的移動マルチエージェントの加速的協調について

 ■ 量子非破壊測定に向けたリング共振器型変位雑音フリー干渉計の開発

 ■ 1方程式SGSモデルを用いた格子ボルツマン法による乱流の数値シミュレーション

金沢 誠　教授

数学の対象として抽象化された「言語」を研究する形式言語理論・
数理論理学の分野を専門としています。これまで主に文法の数学的
モデルや文法のアルゴリズム的学習の研究を行なって来ました。最近
は、新しい数学の定理を証明するだけでなく、既存の離散数学の定
理の証明をコンピュータで検証できる形に形式化する研究にも従事
しています。証明の形式化は「証明プログラミング」とも呼ばれ、これ
を行うためのプログラミング言語が「証明支援系」です。証明支援系
の設計は数学の基礎付けの問題と通じており、数理論理学の観点か
らも興味深い対象です。

研究室紹介

数理論理学・形式言語理論と
証明の形式化

言語の数学から
証明プログラミングまで

竹内 由衣花

学生・修了生の声

レーザーの光を用いて、目に見えない原子の物理を研究しています。所
属する研究室は理化学研究所と共同研究を行っていて、最先端の研究
現場で実際に手を動かしながら学べることが魅力です。学会や討論会な
どに参加する機会も多く、多くの人の意見や異なる視点を得られる発表
の場があることに、研究に携わる者としてやりがいを感じています。

現在の学び

研究テーマ 　
 超流動ヘリウム中原子周囲に形成される 
バブルのダイナミクス 

専攻の魅力

自然科学に加え、知能系や人文系といった幅広い研究室から興味の
ある講義を受講することができます。異分野の話に刺激を受けること
も多く、専門の枠を越えてさまざまな知見が得られます。また、伝える
相手や状況によって、自分の研究内容を的確に説明する力もつきまし
た。後輩にも教える楽しさを感じています。

修士課程 在学中

研究の最前線で学べる魅力
専門の枠を越えた知見も得られます

募集人員  修士課程75名／博士後期課程4名（創生科学・経営システム系の合計）　　　　 キャンパス  小金井　　　　
主な進路  パナソニック、三菱電機、ニコン、富士ゼロックス、横河電機、富士通、日立製作所、大日本印刷、KDDIなど

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

システム理工学専攻の修士課程においては、理学、工学、
人文社会科学など幅広い分野の学識の習得を通じて、複
雑な現象をシステムとして捉え、現実的な解を求める能力
を持った人材を育成することを目標としている。そのため、
数学、物理学、電気工学、情報学など、広範な専門基礎学
力の素養を備え、かつそれらを応用するシステム理工学分
野、具体的には、物理科学、知能科学、人間科学などの分
野で、未知の課題を積極的に解決できる専門的応用能力
を有し、社会の発展および自然環境との共生を重視する高
度な専門技術者・研究者を目指す学生を広く求める。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

システム理工学専攻創生科学系では、現象をシステ
ムとして捉える能力を持つ技術者や研究者および社
会などの現実の複雑な系を対象に、計算機の力を用
いて現実的な解を求めることができる技術者や研究
者の育成を目指している。そのために教育課程の編
成には、物理科学、知能科学、人間科学に関して効
果的に学べるようにカリキュラムを有機的に配置し、
実施している。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

システム理工学専攻創生科学系では、修士課程では、物
理科学、知能科学、人間科学などの幅広い分野の学識の
習得を通じて、複雑な現象をシステムとして捉え、現実的な
解を求める能力を持つ高度な職業人としての教養と専門
応用能力を身に付けたと判断できる者に対し、学位を授与
する。また、博士後期課程では、修士課程の能力に加え、
システム理工学的なアプローチで高度な研究・開発を遂行
できる能力および独創性を持ち、研究者として自立して研
究活動を行う素養を持つと判断できる者に対し、学位を授
与する。

Graduate School of Science and Engineering Major in Systems Engineering and Science [Advanced Sciences Track]
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理工学研究科

システム理工学専攻［経営システム系］

ヒト・モノ・カ ネ を つ なぐ「 システム 」で 、無 限 の 可 能 性 を 拓く

システム理工学専攻経営システム系では、社会のあらゆる組織の経営に必要とされる能力である、「現状を客観的に理解し、
常に新しい事業を計画立案し、実施する」ことができる人材の養成を目的としています。そのための基礎になる数理モデルの
構成と適用と評価を、理工学的アプローチで研究します。
物事のメタなることを捉えるために、対象をシステム的に分析・理解し、さまざまな要素を結合し、今までになかったシステム
の構築方法を習得した研究者と、市民としての教養を身に付けた独創性に優れる技術者を養成します。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

礒島　 伸� 教授 非線形可積分系 超離散化法を用いたセルオートマトンの研究 関数解析特論1/2、システム理工学特別研究
1/2、システム理工学特別実験1/2

木村 光宏� 教授 信頼性工学、品質管理工学 ソフトウェアプロジェクト評価・信頼性評価に関する研究、
信頼性解析に対する機械学習アプローチ

信頼性工学特論、システム理工学特別研究1/2、
システム理工学特別実験1/2

五島 洋行� 教授 オペレーションズ・リサーチ、
経営数理工学

離散事象システムの最適制御とそのスケジューリング問題、
時空間データの効率的な格納と計算

数値計算法特論、システム理工学特別研究1/2、
システム理工学特別実験1/2

寺杣 友秀� 教授 数論的代数幾何、ホッジ理論 代数幾何の不変量として現れる種々のコホモロジーの研究と
その数論的応用

符号理論特論1/2、システム理工学特別研究
1/2、システム理工学特別実験1/2

中村 洋一� 教授 経済工学 実証応用経済、国民経済計算
計量経済学特論、応用経済分析特論、システム
理工学特別研究1/2、システム理工学特別実験
1/2

宮越 龍義� 教授 応用金融分析 金融システムのグローバル化と世界的金融危機
公共経済学特論、応用金融分析特論、システム
理工学特別研究1/2、システム理工学特別実験
1/2

髙澤 兼二郎�准教授 数理計画、離散最適化 離散最適化アルゴリズムの設計、離散システムにおける数理
構造の解析

離散最適化特論1/2、システム理工学特別研究
1/2、システム理工学特別実験1/2

田村 信幸� 准教授 確率システム解析、
オペレーションズ・リサーチ

マルコフ決定過程を用いた最適保全政策の解析、劣化モデル
の統計的推測

オペレーションズ・リサーチ特論1、確率システム
解析特論、システム理工学特別研究1/2、システ
ム理工学特別実験1/2

千葉 英史� 准教授 オペレーションズ・リサーチ Just-In-Timeスケジューリング、製造ラインの効率化、施設配
置問題に関する研究

オペレーションズ・リサーチ特論2、システム理工
学特別研究1/2、システム理工学特別実験1/2

安田 和弘� 准教授 確率解析、数理ファイナンス 確率解析を用いた数理ファイナンスやその周辺に関する研究 確率過程特論1/2、システム理工学特別研究
1/2、システム理工学特別実験1/2

作村 建紀�専任講師 社会システム工学・安全システム、
統計科学

加速寿命試験データと蓄積疲労の数理モデル
双方向性を持つ適応型CBTによる能力評価とその試験システ
ムの実装

生産情報特論

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程 博士後期課程

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 関数解析特論1（2）
 ■ 関数解析特論2（2）
 ■ 確率過程特論1（2）
 ■ 確率過程特論2（2）
 ■ 数値計算法特論（2）
 ■ ファイナンス理論特論（2）
 ■ デリバティブ理論特論（2）
 ■ オペレーションズ・リサーチ特論1（2）
 ■ オペレーションズ・リサーチ特論2（2）

 ■ 計量経済学特論（2）
 ■ 確率システム解析特論（2）
 ■ 生産情報特論（2）
 ■ 信頼性工学特論（2）
 ■ 応用経済分析特論（2）
 ■ 符号理論特論1（2）
 ■ 符号理論特論2（2）
 ■ 公共経済学特論（2）
 ■ 応用金融分析特論（2）

 ■ 離散最適化特論1（2）
 ■ 離散最適化特論2（2）
 ■ 先端経営科学特論（2）
 ■ システム理工学特別研究1（3）
 ■ システム理工学特別研究2（3）
 ■ システム理工学特別実験1（2）
 ■ システム理工学特別実験2（2）

 ■ 数理科学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 数理科学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 応用統計工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 応用統計工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 応用数理工学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 応用数理工学特別実験1/2/3（各2）
 ■ 応用経済分析特別研究1/2/3（各3）
 ■ 応用経済分析特別実験1/2/3（各2）
 ■ 経営システム工学コアスタディ（2）

修了生の研究テーマの例

 ■ GMDHを用いたソフトウェアプロジェクトデータに関する予測

 ■ HOGと深層学習を用いた名刺項目の識別

 ■ ファン・デル・ポール方程式の符号付き超離散化について

募集人員  修士課程75名／博士後期課程4名（創生科学・経営システム系の合計）　　　　 キャンパス  小金井　　　　
主な進路  アズビル、横河電機、三菱自動車工業、パナソニック、日立製作所、ニコン、ソフトバンクグループ通信など

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

複雑なシステムを分析の対象とするため、理学、工学、社
会科学にわたる幅広い基礎的知識を有する、あるいはそ
れらに興味を持つ学生の入学が望ましい。急速に変化、
進歩する技術とその限界を理解し、社会や企業の要請
に応えられるプロジェクトを創り出し、その運営のシステ
ムを構築し、最適なマネジメントを編み出す能力も求めら
れる。また、広範な人材の確保という観点からも、社会人
の特別入学制度を設けている。

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

複雑なシステムを数理的、工学的に分析するため、修士
課程では数学などの基礎から最先端の応用に至る広範
な内容を取り扱う講義項目を設けている。博士後期課程
については、人間システム、応用統計工学、応用数理工
学、応用経済分析の分野について高度な研究能力を養
うことを目的にカリキュラムを構成している。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

企業、社会などの複雑なシステムを対象に適切なマネジ
メントのあり方を探求する。そのためには、システムの数
理的構造を理解した上でモデルを構築し、法や制度、財
務などの諸制約のもとで最適な解を導くことが必要とな
る。修士課程では、実際のシステムに関する現実的な解
を求めていくセンスを有する管理技術者としての能力を
得ていること、博士後期課程では、専門領域において独
創的な工夫と創造で解を求めることができる自立的な研
究者となることを、学位授与の基本方針とする。

Graduate School of Science and Engineering Major in Systems Engineering and Science [Management Sciences Track]

髙澤 兼二郎　准教授

離散最適化は、カーナビのルート探索や学生・研究室間のマッチン
グなど、日常の中で自然と現れる問題である。本研究室では、見かけ
上は異なる離散最適化問題が共通して背景にもつ数理的な構造を
見出すこと、および、その構造を用いて汎用性が高く性質の良いアル
ゴリズムを設計することを研究テーマとしている。具体的には、グラフ
構造におけるマッチング、マトロイド、ポリマトロイド、離散凸解析に
関する理論を専門とする。さらに、これらの理論を、巡回セールスマン
問題など応用上重要な問題や、ゲーム理論などの近接分野に適用す
る研究も行っている。

研究室紹介

離散最適化における数理構造の解析と
アルゴリズム設計

数理的な理論を現実の諸問題に適用する

学生・修了生の声

佐藤 大地
修士課程 2019年度修了

研究や国内外での学会発表を通じて
多くの新たな発見が得られます

確率解析を用いた最適投資戦略に関する研究を行っています。最適
投資戦略における最適性の定義は一般に期待効用最大化理論を用
いて議論されます。しかし、この定義に対するアプローチにはいくつか
の問題点があるとされています。そこで新たな最適性の定義のもとで
より実務に適したモデルを考え、最終的にそのモデルの特徴や問題
点を解明していきます。

私の研究

研究テーマ 　
 フォワードパフォーマンス過程を用いた最適投資戦略

大学院の魅力

大学院では研究がメインになるため、一つの問題を深く掘り下げて
考えることができます。最新の動向を追って様々な論文を読み、どの
ように自分の研究に活かしていくか試行錯誤を繰り返す中で多くの
学びを得ました。また国内外での学会発表を経験することもできま
す。他の研究者との意見交換を通じて新たな発見もでき、研究のモ
チベーションにもつながります。

 ■ 整数計画を用いたパートタイム労働者のスケジューリング

 ■ ディスカウントキャッシュフロー法によるCDSの信用評価調整

 ■ 二項モデル下でのモデルリスクを考慮したDPとPFPPでの期待効用の比較
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理工学研究科

応用化学専攻

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

明石 孝也� 教授 無機材料化学、固体電気化学 高温用構造材料の耐久性向上、レアメタルの分離・回収技術
の開発、高温用強誘電体材料の開発

無機反応化学特論、応用化学特別研究1/2、
応用化学特別実験1/2

石垣 隆正� 教授 無機合成化学
プラズマ、超音波などの化学プロセスを利用したセラミックス・
金属ナノ粒子の環境低負荷合成、ナノ粒子を分散した光・電子・
磁性機能材料の作製

無機合成化学特論、高機能セラミックス特論、
応用化学特別研究1/2、応用化学特別実験1/2

緒方 啓典� 教授 物性化学、機械性材料化学 低環境負荷型高機能性ナノマテリアルの開発とデバイス応用、
各種分光学的手法を用いた機能性物質の物性解明

固体分光学特論、先端材料物性特論、応用化学
特別研究1/2、応用化学特別実験1/2

河内　 敦� 教授 有機典型元素化学、有機金属化学
主に1、2、13および14族を中心とした新規有機典型元素化
合物の合成、新規反応の開拓、機能発現および有機合成化
学的利用

有機化学反応特論、有機合成化学特論、応用化
学特別研究1/2、応用化学特別実験1/2

杉山 賢次� 教授 高分子合成化学、有機合成化学 環境応答性インテリジェント・マテリアルの開発、リビング重
合法による新規官能基化ポリマーの精密合成

高分子合成化学特論、高分子設計特論、応用化
学特別研究1/2、応用化学特別実験1/2

髙井 和之� 教授 物性物理化学
π共役物質と異種元素の間における界面相互作用を用いた
環境・エネルギー材料の開拓、軽元素を用いた空間空隙制
御による次世代型の磁性体・触媒の創製

分子シミュレーション特論、分子分光学特論、応
用化学特別研究1/2、応用化学特別実験1/2

森　 隆昌� 教授 化学工学、粉体工学
新規スラリー評価技術の開発及び各種湿式成形プロセスの
最適化、粒子状物質の新規濡れ性評価技術及び装置の開
発、直流電場を利用した液中粒子の凝集・分離技術及び装
置の開発

化学装置物性特論、分離工学特論、応用化学特
別研究1/2、応用化学特別実験1/2

山下 明泰� 教授 生体化学工学 物質移動論に基づく各種人工臓器の設計、製作、評価、膜透
過理論に基づく新規ドラッグデリバリーシステムの構築

物質移動特論、反応工学特論、応用化学特別研
究1/2、応用化学特別実験1/2

渡邊 雄二郎� 教授 環境化学、環境材料化学
環境水の分析と資源循環型機能性材料による水質浄化、無
機複合体を用いた放射性物質の回収と長期安定化システム
の開発、ゼオライト等無機多孔体を用いた環境保全型農業シ
ステムの開発

環境科学特論、水環境工学特論、応用化学特別
研究1/2、応用化学特別実験1/2

小鍋　 哲� 准教授 物性理論 ナノカーボン材料や原子層材料の電子・光物性の解明、新規
なエネルギー変換機構の開拓 フロンティア化学特論A/B

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目

修士課程 博士後期課程

 ■ Conference presentation 
in Applied Chemistry 
（国際会議化学英語表現法）（2）
 ■ フロンティア化学特論A（2）
 ■ フロンティア化学特論B（2）
 ■ コンピュータ利用化学特論（2）
 ■ 科学プレゼンテーション演習（2）
 ■ サステイナビリティ研究入門A（2）
 ■ サステイナビリティ研究入門B（2）
 ■ 応用化学特別研究1/2（各3）
 ■ 応用化学特別実験1/2（各2）

 ■ 高分子設計特論（2）
 ■ 化学装置物性特論（2）
 ■ 反応工学特論（2）
 ■ 物質移動特論（2）
 ■ 分離工学特論（2）
 ■ 微粒子材料工学特論（2）
 ■ 結晶化学工学特論（2）
 ■ 水環境工学特論（2）
 ■ 環境計測特論（2）
 ■ 環境衛生学特論（2）
 ■ 環境科学特論（2）
 ■ 起業特論（2）

 ■ 分子シミュレーション特論（2）
 ■ 分子分光学特論（2）
 ■ 固体分光学特論（2）
 ■ 先端材料物性特論（2）
 ■ 高分子物理化学特論（2）
 ■ 無機合成化学特論（2）
 ■ 高機能セラミックス特論（2）
 ■ 有機化学反応特論（2）
 ■ 有機合成化学特論（2）
 ■ 高エネルギー反応場特論（2）
 ■ 無機反応化学特論（2）
 ■ 高分子合成化学特論（2）

 ■ 応用化学発展ゼミナール（2）
 ■ 先端応用化学特別研究1/2/3（各3）
 ■ 先端応用化学特別実験1/2/3（各2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

修了生の研究テーマの例

 ■ 等温熱重量測定によるAg-NiO担持（Ce,Zr）O2触媒存在下における 
すす酸化の速度論的解析

 ■ マグネトロンスパッタリング法により作製した金属/酸化物接合の 
界面電子状態と拡散評価

 ■ ペロブスカイト太陽電池における酸化チタン(IV)薄膜の作製法が 
太陽電池特性に及ぼす効果

最 先 端 化 学 を 学 び 、持 続 的 社 会 構 築 に 貢 献 で きる
研 究 開 発 者 ・ 技 術 者 を 育 成 す る

現代における重要課題である環境問題の解決や新素材開発において、応用化
学の果たす役割は大変重要性を増しています。地球環境における物質循環や
生体への影響を俯瞰的に捉え、環境に関わる諸問題に対する化学的アプロー
チを習得し、持続可能な社会の構築に貢献できる人材が求められています。
本専攻は、物質の持つさまざまな機能の探求と新規機能性物質の創製を目
指す「物性化学分野」低環境負荷型機能性材料の開発を目指す「材料化学
分野」環境に調和する化学プロセスの開発を目指す「化学工学分野」人間

および地球環境の保全や地球資源の有効利用の観点から化学的解決を目
指す「環境化学分野」の4研究分野を設置し、化学の諸問題について自ら課
題を発見し解決する意欲のある人、化学に関する深い知識および応用技術
を身に付け、持続的社会の構築に貢献することができる能力の習得を目指す
人を求めています。修了後は、製造業を中心として幅広い産業界および研究
機関等において化学の専門的な能力を生かして持続的社会の構築に貢献
できる研究開発者技術者としての活躍が期待されます。

河内 敦　教授

（1）本研究室では、ケイ素の三配位アニオン種や五配位化学種
など、反応性の高い有機ケイ素化合物を合成してきました。これ
らの特性を活かして、有機分子を効率よく変換したり、新しい有
機ケイ素化合物を合成するためのケイ素試薬を開発しています。
（2）ケイ素原子上にヘテロ原子を有する官能性ケイ素化合物の
代表的な変換反応について比較検討をおこない、官能性ケイ素
化合物を合成する上での指針を確立します。
（3）ケイ素－ケイ素σ結合を主鎖に持つ鎖状分子はオリゴシラ
ン・ポリシランと呼ばれ、特徴的な電子物性・光物性を示します。
本研究室では、構造が制御されたオリゴシラン・ポリシランを効
率よく合成する手法の開発に取り組んでいます。

研究室紹介

典型元素の特性を活かした
新反応・機能性物質の創製

炭素と典型元素の結合を
思い通りに作る・保つ・切る！

保坂 拓己

学生・修了生の声

電子デバイスの高機能化に向けた基礎材料研究に取り組んでいま
す。研究は仮説を立てて検証し、データを解釈するという繰り返しで
す。期待した結果が出ないことも多いのですが、狙い通りに仮説が実
証された時の嬉しさは計り知れません。基本的に「世界初」を目指す
のが研究なので、その実現に全力で打ち込んでいます。

私の研究

研究テーマ 　
 酸化亜鉛薄膜の自発分極制御に向けた 
成膜条件の検討

変化した点

研究では想定外のデータが採れることもあるので、常識に縛ら
れず、多角的な視点から物事にアプローチするようになりました。
コミュニケーション面で大きく変わったきっかけは、異なるバック
グラウンドを持つ外国人留学生との交流です。価値観がアップ
デートされるとともに、英会話力も鍛えられました。

修士課程 2019年度修了

研究とは「世界初」を目指すもの
電子デバイスの高機能化に有効な材料を

 ■ オリゴシロキサン含有ポリ（メタクリル酸パーフルオロヘキシル） 
フィルムの表面特性

 ■ 欠陥導入グラフェンの化学構造と電子物性における水素吸着効果

 ■ セラミックス湿式成形における成形体密度予測手法の確立

 ■ 限外濾過を用いた分離膜の非対称性の評価法

Graduate School of Science and Engineering Major in Applied Chemistry

募集人員  修士課程30名／博士後期課程3名　　　　 キャンパス  小金井　　　　
主な進路  �TDK、YKK、出光興産、エステー、オルガノ、京セラ、日産自動車、スズキ、大日本印刷、三井ホーム、三菱マ

テリアル、明電舎、ヤマザキナビスコ、産業技術総合研究所など

091090



理工学研究科

生命機能学専攻
理 学 と 工 学 を 融 合 し た 最 先 端 の 生 命 科 学 を 展 開

ヒトを含めた様々な生物の全ゲノム構造の解明が進み、21世紀の生命科学はまさに新しい時代を迎えています。蓄積された膨大な
知見の上に立った新しい発見が続き、医学・薬学・農学・工学分野との連携は大きく発展しつつあります。こうした時代においては、
自ら課題を設定しそれを追求できる能力をもつ自立した人材が、以前にも増して必要とされています。
本専攻では、微生物・植物・動物の個々の分子や細胞のふるまいから高次の生命現象を理解する生命科学、「生命機能学」を学修
するカリキュラムが設定されています。それらを基盤に、ゲノム機能・タンパク質機能・細胞機能・生命システム・基盤植物医科・実
践植物医科という6つの分野を中心とする教育・研究を行います。これによって、高い専門性はもとより、広い視野と教養、学際的な
知識、高度な技術を身に付けた研究者・職業人を養成し、最先端の生命科学研究を推進すること、大きな社会貢献を果たすことが
目標です。

専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

金子 智行� 教授 生物物理学、
細胞生物学

細胞間コミュニケーションと集団化効果および人工脂質膜小胞を用いた人
工細胞の構成的構築に関する研究

細胞生物学特論、生命機能学演習1、生命機
能学特別研究1/2、生命機能学特別実験1/2

川岸 郁朗� 教授 分子生物学、
生物物理学

細菌の環境応答センサーが刺激を感知するメカニズム、およびセンサーを
含む超分子システムによる情報伝達のメカニズムを分子レベルで解明する

生命システム工学特論、生命機能学演習2、生命
機能学特別研究1/2、生命機能学特別実験1/2

佐藤 　勉� 教授 分子生物学、
ゲノム生物学

細菌の細胞分化におけるDNA再編成のメカニズムおよび細胞分化の遺伝
子ネットワークの全体像を解明する

ゲノム科学特論、生命機能学演習1、生命機能
学特別研究1/2、生命機能学特別実験1/2

常重 
アントニオ　� 教授

生物物理化学、蛋白質
科学、生体分子分光学

蛋白質間、蛋白質－低分子相互作用の熱力学。高分子クラウディング環境
における生体高分子の構造－機能相関。蛋白質における水和、溶媒の影響

蛋白質工学特論、生命機能学演習2、生命機
能学特別研究1/2、生命機能学特別実験1/2

廣野 雅文� 教授 細胞生物学、
分子生物学

中心子と繊毛がもつ普遍的構造の構築機構、中心子の細胞分裂における
機能発現機構、繊毛の運動発生機構の研究

生命システム科学特論、生命機能学演習1、生命
機能学特別研究1/2、生命機能学特別実験1/2

水澤 直樹� 教授 光合成生物学 酸素発生型光合成装置の構造と機能、光合成装置の安定化・アセンブリー
のメカニズムの分子レベルでの解明

細胞工学特論、生命機能学演習2、生命機能
学特別研究1/2、生命機能学特別実験1/2

山本 兼由� 教授 分子生物学、
ゲノム生物学

環境変化に伴った多様な細菌適応能力について、ゲノム機能の発現ネット
ワークを中心にその仕組みを解明する

ゲノム工学特論、生命機能学演習2、生命機能
学特別研究1/2、生命機能学特別実験1/2

曽和 義幸� 准教授 生物物理学 細菌運動に関わる生体分子モーターの構築機構、力発生機構、高効率エ
ネルギー変換機構の解明

蛋白質科学特論、生命機能学演習1、生命機
能学特別研究1/2、生命機能学特別実験1/2

石川 成寿� 教授 植物臨床医科学 植物病の診断技術を開発するとともに、有用微生物などの収集、評価を行い、
環境に配慮した独創的な予防・治療技術開発に取り組む

植物総合診療科学特論、植物医科学演習1、植物
医科学特別研究1/2、植物医科学特別実験1/2、
応用生物生態特論

大井田 寛� 教授 植物医科学、
応用昆虫学

植物を加害する昆虫、ダニ類の診断技術開発や生態解明、天敵の能力評
価、環境保全型害虫管理技術の開発などを通じ、現場への寄与を目指す

応用生物生態学特論、植物医科学演習1、植物
医科学特別研究1/2、植物医科学特別実験
1/2

大島 研郎� 教授 植物ゲノム医科学
ゲノム解析やトランスクリプトーム解析などの最新技術を活用して病原体の
感染メカニズムを解き明かし、植物を病気から守るための新たな分子基盤
を構築する

基礎植物医科学特論、植物免疫分子システム
学特論、植物医科学演習1、植物医科学特別
研究1/2、植物医科学特別実験1/2

佐野 俊夫� 教授 植物栄養生理学 植物無機栄養素の吸収と代謝の分子メカニズムを研究し、植物生理障害
の予防と診断技術、および食品機能面での有用作物を開発する

基礎植物医科学特論、生物アシミレーション科
学特論、植物医科学演習2、植物医科学特別
研究1/2、植物医科学特別実験1/2

津田 新哉� 教授 植物医科学、
植物ウイルス学

植物病原体の伝染環で起こる生命現象を解明し、その反応を制御する環
境に優しい防除技術を開発することで持続可能な農作物生産を支援する

応用植物医科学特論、植物医科学演習2、植物
医科学特別研究1/2、植物医科学特別実験1/2

濱本 　宏� 教授 植物医科学、
植物病理学

植物病の診断・治療・予防の基盤技術構築・先端技術開発を行うとともに、
バイオテクノロジーを用いた植物病抵抗性育種に取り組む

生物アシミレーション科学特論、植物病先端研
究特論、植物医科学演習1、植物医科学特別
研究1/2、植物医科学特別実験1/2

廣岡 裕吏� 准教授 植物寄生菌学、菌類分
類学、菌類生態学

形態学や分子生物学等を用いた植物病原菌類による病害の診断や予防、
防除法の開発

応用植物医科学特論、植物総合診療科学特論、
植物医科学演習2、植物医科学特別研究1/2、
植物医科学特別実験1/2

鍵和田 聡� 専任講師 植物病生理生態学 植物病の診断技術の開発と植物病原微生物の同定法の確立、および微生
物が植物に病気を生じさせる際の分子レベルでのメカニズムの解明を行う

植物免疫分子システム学特論、植物病先端研
究特論、植物医科学演習2

 専任教員一覧

［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

 設置科目
修士課程 博士後期課程

 ■ 生命機能学 
発展特別研究1/2/3（各3）

 ■ 生命機能学 
発展特別実験1/2/3（各2）

 ■ 植物医科学 
発展特別研究1/2/3（各3）

 ■ 植物医科学 
発展特別実験1/2/3（各2）

 ■ 生命機能学発展ゼミナール（2）
 ■ 植物医科学発展ゼミナール（2）

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 反応工学特論（2）
 ■ 環境科学特論（2）
 ■ 水環境工学特論（2）
 ■ 環境計測特論（2）
 ■ 環境衛生学特論（2）
 ■ 生物アシミレーション科学特論（2）
 ■ 植物免疫分子システム学特論（2）
 ■ 応用生物生態学特論（2）
 ■ 植物病原学特論（2）
 ■ 植物薬学総合特論（2）
 ■ 土壌環境ゲノム科学特論（2）
 ■ 有用植物開発学特論（2）

［発展科目］
 ■ バイオインフォマティクス特論（2）
 ■ 生体超分子構造学特論（2）
 ■ 生体分子設計特論（2）
 ■ 生体分子計測工学特論（2）
 ■ 細胞操作工学特論（2）
 ■ 細胞間コミュニケーション特論（2）
 ■ 画像工学特論1/2（各2）
 ■ 分子シミュレーション特論（2）
 ■ 有機化学反応特論（2）
 ■ 有機合成化学特論（2）
 ■ 高分子物理化学特論（2）

［基幹科目］
 ■ ゲノム科学特論（2）
 ■ 蛋白質科学特論（2）
 ■ 細胞生物学特論（2）
 ■ 生命システム科学特論（2）
 ■ ゲノム工学特論（2）
 ■ 蛋白質工学特論（2）
 ■ 細胞工学特論（2）
 ■ 生命システム工学特論（2）
 ■ 基礎植物医科学特論（2）
 ■ 応用植物医科学特論（2）
 ■ 植物病先端研究特論（2）
 ■ 植物総合診療科学特論（2）

 ■ 生命機能学演習1/2（各2）
 ■ 植物医科学演習1/2（各2）

［特別実験・特別研究］
 ■ 生命機能学特別研究1/2（各3）
 ■ 生命機能学特別実験1/2（各2）
 ■ 植物医科学特別研究1/2（各3）
 ■ 植物医科学特別実験1/2（各2）

募集人員  修士課程40名／博士後期課程4名　　　　 キャンパス  小金井　　　　
主な進路  化学・食品・製薬・農薬メーカー、造園会社、国家公務員・研究員・技術員・科学ジャーナリストなど

［ アドミッション・ポリシー ］

学生受け入れ方針

修士課程では以下に示す学生を受け入れます。
1. 生命機能学研究に必要な基礎学力をもつもの
2.  当該専門分野における知識と技術を学ぶために、一定以上の英語お
よび日本語の運用能力を有するもの

3.  高い志と粘り強さで高度な専門技術者や研究者を目指す意欲あるもの
博士後期課程では以下に示す学生を受け入れます。
1. 生命科学・植物医科学全般の基礎学力を有するもの
2. 生命機能学の特定の専門領域における研究実績を有するもの
3.  当該分野の研究に必要な英語および日本語の運用能力を有するもの
4.  高い志と粘り強さで高度な専門技術者や研究者を目指す意欲あるもの

［ カリキュラム・ポリシー ］

教育課程の編成・実施方針

基礎学力を習得することを目標とした「基幹科目
群」、専門知識と技術を身につけるための「発展
科目群」、そして所属研究室における研究活動や
学会活動を通じて技術者・研究者として積極的
に社会参加する能力を身につけるための「特別実
験」と「特別研究」によってディプロマ・ポリシー
を達成します。博士後期課程では、複数の教員が
提供する課題への対応や研究課題に対する質疑
応答を行う「発展ゼミナール」、および学位論文
の執筆とそれにつながる関係学会での研究成果
の対外発表を行う「発展特別実験」「発展特別
研究」によってディプロマ・ポリシーを達成します。

［ ディプロマ・ポリシー ］

学位授与の方針

生命機能学の専門知識の習得専攻分野に必要と
される専門知識と技術を身につけていること、学位
論文執筆の過程を通じて研究内容を自身の言葉
で論理的に表現できる能力を身につけていること、
所属研究室における研究活動や学会活動を通じ
て技術者・研究者として積極的に社会参加ができ
ること、これらを満たす者に修士（生命科学）を授
与します。博士後期課程では上記に加え、高度な
研究企画力を有すること、自立して研究・開発を
実践できること、高度な技術者・研究者として国
際社会においても活動できること、これらを満たす
者に博士（生命科学）を授与します。

Graduate School of Science and Engineering Major in Frontier Bioscience

水澤 直樹　教授

植物は私達とは異なり自由に動くことができません。そのため過酷な
環境変動下でも、発芽した場所で植物は生き延びていく必要があり
ます。環境ストレス下では、特に光合成が影響を受けやすく、光合成
をいかに上手に調節するかが生存の鍵です。光合成反応系のうち
「光化学系Ⅱ」と呼ばれる酸素発生を担う光合成装置が最も環境ス
トレスに弱く容易に失活します。私達は光化学系Ⅱが環境ストレス下
で損傷を受けるしくみやストレスに適応するしくみを分子レベルで解
明しようと研究に取り組んでいます。私達の研究は環境ストレス耐性
作物の作出や人工光合成の開発にも関連しており、研究成果を通じ
て持続可能な社会の構築に貢献したいと、願っています。

研究室紹介

光合成装置が
環境適応するしくみを解明する

光合成研究を通じて
持続可能な社会の構築に貢献

遠藤 藍

学生・修了生の声

世界の作物生産量の中で15％以上が植物病により失われています。
細菌病・ファイトプラズマ病の研究を通じ、細菌が植物に感染して発
病する分子的なメカニズムを解明することにより、植物病の防除に貢
献したいと考えています。具体的には細菌のゲノムから病原性に関わ
る遺伝子を探索し、その影響を解析しています。

私の研究

研究テーマ 　
 
・アジサイ葉化病ファイトプラズマが分泌する 
　タンパク質の機能解析 
・グラジオラス首腐病菌の病原性因子の探索

専攻の魅力

本専攻には、最新技術を活用して研究を行う環境が整っています。ま
た、植物病院の機能を持つ植物医科学センターが併設されていま
す。農業試験場や種苗会社などから依頼される植物病の診断をそれ
ぞれの病害に対応する研究室が行うことにより、研究者のみならず
植物医師としての技術も身につけることができます。

博士後期課程 在学中

「植物医師」として
地球環境の向上に貢献したい

修了生の研究テーマの例
 ■ 極低負荷領域で駆動する細菌べん毛モーターの回転速度と固定子ユニット数の関係

 ■ 温度変化による心筋細胞集団の拍動周期変化への影響

 ■ 鞭毛軸糸の維持機構に異常を持つ新規クラミドモナス突然変異株lpp2の解析

 ■ 海洋細菌Vibrio alginolyticusアミノ酸走性トランスデューサーと可溶性受容体

 ■ 大腸菌増殖速度変化における核様体タンパク質の機能

 ■ ホルトノキ萎黄病およびグラジオラス首腐病に関する研究

 ■ Phoma様菌類による植物病害とその診断技術の確立に向けて

 ■ 菌根菌共生によるミヤコグサのカドミウム耐性向上に関する研究

 ■ 野菜類軟腐病細菌の生き残り戦略に関する研究

 ■ イネ育苗期に発生した新病害ならびにイネ育苗期に発生する4大病害に対する防除
法の開発

093092



専任教員 専攻 研究テーマ 主な担当科目

周 金佳� 准教授 Electrical and Electronic 
Engineering

Low-power, high-performance, VLSI design, video 
coding, HEVC, H.264/AVC, compressive sensing, 
Intelligent Image/Video Processing

Multimedia Signal Coding Algorithms, Multimedia 
Information Processing, IIST Seminar, Technical 
Writing Workshop 1/2 , Technical Presentation 
Workshop 1/2 , Machine Learing, Digital System 
Design

 専任教員一覧

※上記の他、情報科学研究科と理工学研究科の各教員が担当する。詳細は http://iist.hosei.ac.jp/faculties/ を確認のこと。
［2020年度］※年度により授業を持たない場合があります。

修了要件

High-level Global ICT Engineer

Japanese 
Rein-forcement
Classes
（Optional）

 
Research Project
（10 credits）

lecture courses
（16 credits）

IIST common courses
（4 credits）

Based on students' major: students 
belong to a major that their 
research supervisor belongs to.

More than 8 credits from your 
major courses are required.

Earning more than 10 credits from 
one of 5 fields courses will be 
recommended.（Optional）

More than 4 credits from IIST 
common courses are required.

総合理工学インスティテュート

総合理工学インスティテュート
総 合 理 工 学 を 英 語 で 学 ぶ 横 断 型 大 学 院 プ ログ ラム

社会活動の急速な拡大とグローバル化が進む現在、諸活動のサステイナブルな発展をいかに担保するかが重要な課題となっている。総合的な地球規模
の問題解決には、科学的基盤に根差した高度なテクノロジーを駆使したデザインと実践が求められる。
IISTは大学院情報科学研究科と理工学研究科が協働し、理系専攻分野の先端的研究を遂行するとともに専攻横断的な研究分野を設けサステイナブル
なグローバル社会の実現に向けた問題解決に取り組むことを目的に2016年9月に設立された。以下の６分野で構成される。
① 実世界を補完するサイバーワールドの効率的セキュアなシステム構築を研究するグローバル情報システム分野（Global Information Systems）
②  ミクロなデバイスから宇宙通信まで広範囲に存在する通信技術を研究するユビキタス通信ネットワークシステム分野（Ubiquitous Network and 

Communication Systems）
③ グローバル経営、イノベーションに欠かせない高度な数理分析手法を扱うグローバル経営情報分野（Global Business Analyses and Innovation）
④ 様々なメディアやビッグデータ情報処理の手法を研究するメディア・情報処理分野（Media and Information Processing）
⑤ 人口爆発、高齢化社会に対応する医療・健康・福祉理工学分野（Medical and Health Care Systems Design）
⑥ 「生命」、「植物」、「物質」の側面から２１世紀の諸問題を解決する先端化学・生命科学分野（Advanced Bioscience and Chemical Engineering）
入学者は理系専攻領域の専門性を身につけた上で、これら横断的な教育研究プログラムにより社会的ニーズの高いグローバルな課題解決の実践的
な知識と研究能力を身につけることができる。
※今後、分野は追加される予定である。

 設置科目

修士課程

※上記以外の各専攻主催科目については、HPを参照のこと。
※日本語コミュニケーション1 / 2 / 3 / 4 は修了要件には含まれません。

［2020年度］※開講科目は年度により異なります。（）＝単位数

 ■ 符号化と情報理論（2）
 ■ デジタル画像と映像処理（2）
 ■ 機械学習（2）
 ■ 暗号とその応用（2）
 ■ デジタルシステム設計（2）
 ■ 先進総合理工学特論1 
（無線センサーネットワーク入門）（2）
 ■ 先進総合理工学特論2（先進生体工学）（2）

 ■ バイオインフォマティックス入門（2）
 ■ IIST セミナー（2）

 ■ 先進経営科学特論（2）
 ■ ニューラルネットワーク理論と応用（2）
 ■ 深層学習の効率的処理（2）

 ■ テクニカルライティングワークショップ1（2）
 ■ テクニカルライティングワークショップ2（2）
 ■ テクニカルプレゼンテーションワークショップ1（2）
 ■ テクニカルプレゼンテーションワークショップ2（2）
 ■ 日本語コミュニケーション1（2）
 ■ 日本語コミュニケーション2（2）
 ■ 日本語コミュニケーション3（2）
 ■ 日本語コミュニケーション4（2）

募集人員  15名　　　　 キャンパス  小金井　　　　

入学後は理工学研究科または情報科学研究科のいずれかに在籍することになります。

IIST Institute of Integrated Science and Technology

［ アドミッション・ポリシー ］ ［ カリキュラム・ポリシー ］ ［ ディプロマ・ポリシー ］

（ 教育課程の編成・実施方針） （ 学位授与の方針）（ 学生受け入れ方針）

グローバル社会において総合理工学分野のリーダーとし
て活躍する意欲に溢れる学生を広く受け入れる。英語に
よる講義でプログラムが組まれているため日本語能力は
要求しないが、日本語運用能力があればさらに幅広い学
びが可能となる。入学者はあらかじめ受け入れ担当教員
を決め研究計画を提出し、学識審査を経て入学が許可
される。

理工系研究科（情報科学または理工学）の各専攻専門領
域の教育プログラムと研究科・専攻横断的なフィールドの
教育プログラムを統合し、深い専門性と幅広い問題解決
能力を身につけることを可能とするカリキュラムを提供す
る。グローバルな研究開発分野のニーズに対応する実践
知の涵養を目指すとともに、ブリッジエンジニアに求められ
る日本語コミュニケーション能力の基礎を教授する。

サステイナブルなグローバル社会を支える理工学分野
の実践知と実行力を有し、グローバル社会でリーダーと
して活躍できる高度技術者・研究者としてふさわしい人
材に学位を授与する。所定の単位を取得し、修士論文
または博士論文を提出、審査に合格することを修了要
件とする。

石川 成寿　教授

植物の病気の約70％は菌類が原因です。私たち研究室は、様々な植
物に病気を起こす菌類を顕微鏡観察や遺伝子解析等を用いて特定
し、その病原菌の植物に対する病原性や生態、他の生物との相互作
用、さらにはゲノムなどを明らかにすることで、最終的に植物保護に
貢献することを目指しています。そして、これら研究を通して、国内だ
けでなく国外の他大学や研究機関、企業等と共同研究を行うことで
国際的にも植物医科学分野に貢献できる「植物の医師」になれるよ
うサポートしています。

研究室紹介

草本から木本までさまざまな植物病に
関わる病原菌の生存戦略の解明

植物の病気の約70％を占める菌類病とその
病原菌を理解することで、植物保護に貢献する

Truong Hong Hanh

学生・修了生の声

When I was working at Vinh Long Province Department of Agricul-

ture & Rural Development in Vietnam as a technical staff, I tried to 

control Colletotrichum diseases. However, I failed to do it and 

thought that I donʼt have enough knowledge about plant patholo-

gy. The best way for me and for farmer is to gain enlarge knowl-

edge. Our department is unique as it focuses on Clinical Plant Sci-

ence. I believe that I can improve my skills in this Department.

Motivations for Further Studies

研究テーマ 　
 Biology, Pathology and control of 
Colletotrichum species on Tropical Plants

What I'm studying

The Colletotrichum, one of a genus of fungi, includes many plant 

pathogens. In Hosei University, I study morphological and molecu-

laranalyses to identify species of Colletotrichum from symptoms on 

tropical plants. Also, I learn how to know about pathogenicity of 

the fungi. I have many friends in my lab and, they are very kind and 

friendly. They always try to communicate with me by English and 

give me assistance whenever I face experimental problems.

博士後期課程 2019年度修了

Study on tropical plant pathogenic fungi to 
contribute towards agriculture in Vietnam

修了生の研究テーマの例
 ■ Study on Chunking Mechanisms for a 3-layered Associative Memory and Recall Model

 ■ Integrating Functional and Security Requirements Analysis using SOFL for Software Security Assurance

 ■ An End-to-End Practical Plant Disease Diagonosis System for Wide-angle Cucumber Images

IISTは情報科学研究科と理工学研究科が協働する英語学位プログラムであり
教学方針は両研究科の3つのポリシーに加え、グローバル化への貢献を見据えた下記方針を定めている。
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 基礎学力・知的体力の向上
大学院での講義および研究を通して、基礎科目・関連科目の本質的な
理解や創造性が育成され、多角的な視野から専門分野の知識・理解が
深まり、技術者・研究者としての資質が向上します。

 横断的な学問領域の把握によるエンジニア総合力向上
これからの持続可能で環境にやさしい国際的なエンジニアには、専門分
野のみならず関連分野の知識や学問領域での実践的経験が必要であ
り、大学院での学びは必須です。

 研究に関する専門的およびグローバルな体験
大学院における研究成果の専門・関連分野での国際会議、シンポジウ
ムおよび交流会等でのポスターセッションやプレゼンテーション発表に
より、国際的な研究交流の体験が可能です。

 職業選択自由度の向上
大学院での研究や講義による経験を生かすことにより、研究職や技術
職へのキャリアパスのチャンスが広がり、専門分野を含む関連企業、各
種研究所等、就職の幅が広がります。

 研究成果の発表および修士・博士論文
 執筆を通した、研究およびキャリアスキルの向上
論文投稿の準備や修士・博士論文作成により、研究力や問題点の把握
能力が育成され、また、英語レベル、プレゼンテーション能力やリーダー
シップ能力の向上により、就業スキルがアップします。

5

4

3

2

1

CARRER SUPPORT

キャリア形成
法政大学大学院では、キャリアセンターを中心に、きめ細かなサポートを積極的に展開しています。
日常的な就職相談はもちろんのこと、さまざまな形で就職活動を支援する企画・イベントを用意。
学生の持っている資質・能力を最大限に引き出すことができるようなサポート体制をとっています。

キャリアセンターではエントリーシートの添削や模擬面接など、丁寧な就職
支援をしていただきました。自分では気づかない問題点や改善点のアドバイ
スを受けられたことは、希望の内定を得るためにとても有益でした。

研究科の先生方や一緒に学んだ仲間は、教育界だけでなくビジネス界でも
活躍されています。そうした方 と々ネットワークを築くことができたのは、私自
身の今後のキャリアにとって大きな財産になると確信しています。

理工学研究科 機械工学専攻
修士課程 2019年度修了
本田技研工業株式会社
設計開発職

キャリアデザイン学研究科
キャリアデザイン学研究科専攻
修士課程 2019年度修了
明星大学 明星教育センター
特任准教授

大学院で論理的思考と知識を磨き、意中の会社に就職
パワーユニット関連の設計開発に従事

専門スタッフによる就職個別相談
経験豊富なキャリアセンター職員、キャリアアドバイ
ザーが親身になって、キャリアや就職活動について、
1 対1 の個別相談を行っています。

他大学合同 模擬グループディスカッション
他大学の学生と合同で、グループディスカッションや
グループ面接を体験できる、貴重な機会です。法政
大学・青山学院大学・上智大学・中央大学・明治
大学などが参加しています。

法政BPCは、組織的・持続的な卒業生による学生へのキャリア形
成支援を目的としたコミュニティとして2012年7月に発足しまし
た。法政大学キャリアセンターと卒業生の代表が事務局を担い、
各業界から参画する加盟企業90社の若手・中堅卒業生有志とと
もに、学生と現役社会人の交流の場を提供しています。
フリートーク形式でざっくばらんに仕事や就職について語り合う
「プレOB・OG訪問体験会 in 学内」や、座談会形式で業界（企業）
について語り合う「業界本音トーク」など、本学独自の学生サポー
ト施策を継続的に実施しています。
※BPC は、Business Persons Community の頭文字です。

学校推薦は理系特有の応募方法です。企業から大学へ、研究科・
専攻単位で学生の推薦依頼が来る場合があります。こうした企業
に対しては、研究科・専攻単位で選考会を行い、企業ごとに推薦
する学生を決定します。

学内企業説明会
有名企業や優良中堅企業など法政大学・大学院の
学生に対し採用意欲の高い企業が年間1,000社以
上参加しています。この説明会をきっかけに内定を得
た方も数多くいます。

模擬面接会
企業の採用試験で、最も重要視されている面接試験。
各業界約40社の人事採用担当者からご協力いただ
き、実戦さながらの面接を行います。採用担当者から
直接講評をいただけるため、毎年人気のイベントです。

学内で行われる選考会
企業説明会と一次選考に、キャンパス内にて同日で
参加できる学内選考会を複数回行っています。開催
日時・参加企業などはキャリアセンターHPにて随時
告知をしています。

OB・OG、社会人との交流
「OB・OG 交流会」「OB・OG 座談会」など、卒業
生と就活生との交流を促進しています。多くの社会人
と接し、業界・企業情報や実際の業務内容、働く上
での心得などを身近な距離で学ぶことができます。

キャリアセンターの主なサポートプログラム

▼  法政企業人コミュニティ（法政BPC※）

▼  学校推薦（理系）

本学卒業生による継続的なキャリア形成支援を
実現する独自のコミュニティを展開

理系特有の学校推薦応募も実施

目的意識を明確にし、大学生活をどう充実させるか。
唯一の研究科で大学生のライフスキル教育を研究

エンジンに興味があり、かねてからエンジンに
携わる仕事で社会に貢献したいと考えていまし
た。大学院ではガソリン機関を用いた燃料性状
による燃焼特性の影響について研究し、ガソリ
ンに含まれる物質の変化や割合の違いによって
エンジンがどう影響されるか、さまざまな実験
を行って検討しました。研究を進めるに当たり
多くの問題が発生しましたが、そのつど真の原
因を探索し、見極めて解決するという問題解決
の手法が身につきました。これは現在の仕事に
もかなり役立っています。
就職活動では推薦という形で意中の会社の内
定をいただくことができました。実は学部生時

代にも同じ会社にトライしていたのですが叶わ
ず、再チャレンジの意図もあって大学院進学を
決めた面もあります。院生を経て考えがより論
理的になり、知識も深まったことが評価された
と分析する一方で、やはり開発職などに就くに
は大学院に進んだほうが有利かと思います。
現在はエンジンやトランスミッションなどパワー
ユニット関連の設計開発に従事しています。1

年目なのでまずは設計領域の業務を修得する
ことに全力を尽くしていますが、その上で製品
の開発領域や、新たな製品製作に向けた研究
領域にも積極的に取り組んでいきたいとはり
きっています。

大学でキャリア教育の授業プログラムを立案・実
践するなかで、今までのやり方や方向性を客観的
に捉え直し、広い視野でキャリア教育のあり方や
課題について再考する必要性を感じたことから大
学院進学を決意。日本で唯一キャリアデザイン学
研究科がある法政大学大学院を選びました。研
究テーマは大学生のライフスキル教育です。ライフ
スキルとは日常生活におけるさまざまな問題や欲
求に対し、建設的かつ効果的に対処する力のこと
で、欧米諸国では中退防止教育としてライフスキ
ルを包括した介入プログラムが広く実施されてい
ます。専攻では教育分野に限らず、心理学や社会
学、ビジネス分野まで学ぶ領域が多岐にわたって

いたため、幅広い視点からキャリア教育のあり方
を問い直すことができました。個人研究では「大学
生活への適応感の促進」を狙いとしたライフスキ
ル教育プログラムを構築し、効果を検証しました。
現在は教育機関において高校生に向けた入学
前教育や、入学後直後の初年度教育、さらに大
学生活を充実させる力の育成、卒業後を見すえ
たキャリア教育を担当しています。今後は、研究
者としても専門性を高めていきたいと考えていま
すが、その過程においても大学院の経験が糧に
なりそうです。自分がやりたいことを統合して研
究し、その集大成として修士論文を完成できた
ことが自信につながっています。

キャリア形成
サポート

キャリア形成
サポート

進藤 颯太

南 愛

修了生
インタビュー

修了生
インタビュー

 　　　 大学院進学のメリット理系
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情報通信・
マスコミ
16.3％ 公務・法務

2.7％
サービス
6.6％

医療・福祉
1.4％

その他 1.0％
進学 3.2％ 教育 1.6％

製造 45.1％

金融・保険
1.2％

運輸・公益
2.7％

建設・不動産
17.1％

卸・小売 
1.1％

CAREER PATHS

進路状況
 文系就職状況

教育をはじめ、サービス、製造、公務員、情報通信・マスコミなど、進路・就職先業種は多種多様。
各業界の有名企業で活躍する修了生も数多く見られます。
社会人学生の多い本学には、さまざまな環境や分野で経験を積んだ方々が集まり、お互いの知識や情報、意見を交換し合うことで、
より高い専門性と広い視野を養っています。

 理工系就職状況
過去4年間で見ると半数弱（45.1％）が製造業に就職。
主に研究職や開発職などの専門職において、理系ならではの高度な専門知識・技術を発揮しています。

教育

愛知県教員、伊勢原市教育委員会、茨城県教育委員
会、茨城県教員、海城中学高等学校、（株）学究社、（学）
共立女子学園、埼玉県教員、（学）尚美学園大学、（学）
成城学園成城大学、（大）中南財経政法大学、（学）東京
福祉大学、（大）鳥取大学、（株）ニチイ学館、（学）日本医
科大学、（学）日本工業大学、（学）日本体育大学日体荏
原高等学校、（学）法政大学、（株）明光ネットワークジャ
パン、（学）明星大学、（大）山梨大学 など

情報通信・マスコミ

（株）ウェザーニューズ、（株）NTTデータグローバルソリュー
ションズ、（株）サーベイリサーチセンター、（株）JTBパブリッ
シング、情報技術開発（株）、（株）ゼンリンデータコム、（株）
ソフトユージング、（株）DYM、（株）日中新聞社、日本気
象環境機関合同会社、日本ビジネスシステムズ（株）、（株）
バンダイナムコエンターテインメント、福村出版（株）、（株）
プラス、楽天（株） など

公務・法務

小田原市消防本部、葛飾区役所、川口市役所、川崎市
役所、警視庁、国税庁、相模原市役所、島根県庁、つが
る市役所、東京都教育庁、栃木県庁、富山県警察本部、
内閣府、長野県庁、防衛省、法務省、南足柄市役所、目
黒区役所、焼津市役所 など

教育

（株）栄光、（大）岡山県立大学、神奈川県教員、埼玉県教
員、（学）東京電機大学、東京都教員、（学）法政大学 など

情報通信・マスコミ

伊藤忠テクノソリューションズ（株）、（株）インターネットイ
ニシアティブ、（株）インテック、NECソリューションイノベー
タ（株）、NECネッツエスアイ（株）、NTTコミュニケーショ
ンズ（株）、（株）エヌ・ティ・ティ・データ、NTTデータシステ
ム技術（株）、KDDI（株）、（株）スクウェア・エニックス、ソフ
トバンク（株）、鉄道情報システム（株）、（株）デンソー ITソ
リューションズ、東芝情報システム（株）、（株）ドワンゴ、ニッ
セイ情報テクノロジー（株）、日本アイ・ビー・エム（株）、日
本電気航空宇宙システム（株）（NEC航空宇宙システム）、
（株）野村総合研究所、パナソニックシステムデザイン（株）、
東日本電信電話（株）（NTT東日本）、（株）日立システムズ、
（株）日立ソリューションズ、（株）富士通エフサス、（株）富
士通ソフトウェアテクノロジーズ、（株）マイナビ、（株）ミクシィ、
三菱電機インフォメーションシステムズ（株）、三菱UFJイ
ンフォメーションテクノロジー（株）、ヤフー（株） など

公務・法務

神奈川県庁、群馬県庁、国土交通省、さいたま市役所、渋
谷区役所、千葉市役所、東京都庁、戸田市役所、長野県
庁、防衛省、三鷹市役所、武蔵野市役所、横浜市役所 など

金融・保険

（株）秋田銀行、イオンクレジットサービス（株）、（株）紀
陽銀行、さわかみ投信（株）、資産管理サービス信託銀行
（株）、ジブラルタ生命保険（株）、城北信用金庫、セゾン
自動車火災保険（株）、（株）東京スター銀行、マネックス
証券（株）、三菱UFJ信託銀行（株）、（株）横浜銀行 など

運輸・公益

ANAエアポートサービス（株）、（株）はとバス など

建設・不動産

（株）飯田産業、（株）木下工務店（木下グループ）、（株）
ケーマックス、ジョーンズラングラサール（株）、（株）ティー
ケーピー など

その他

参議院事務局、衆議院事務局、（財）首都圏不燃建築公
社、青年海外協力隊、（独）日本芸術文化振興会（国立
劇場）、公益（社）能楽協会、野田市郷土博物館、三島市
議会 など

製造

（株）IHI、IHI運搬機械（株）、アイシン精機（株）、曙ブレー
キ工業（株）、（株）ADEKA、アルパイン（株）、いすゞ自動
車（株）、NECディスプレイソリューションズ（株）、NEC

プラットフォームズ（株）、NTTエレクトロニクス（株）、（株）
オカムラ、オリンパス（株）、カシオ計算機（株）、キヤノン
（株）、京セラ（株）、クラリオン（株）、コニカミノルタ（株）、

JR東日本メカトロニクス（株）、JX金属（株）、JFEエンジ
ニアリング（株）、シチズン時計（株）、芝浦機械（株）、ス
ズキ（株）、（株）SUBARU、住友重機械工業（株）、セイ
コーインスツル（株）、セイコーエプソン（株）、ソニー（株）、
ダイキン工業（株）、大日本印刷（株）、太平洋セメント
（株）、TDK（株）、（株）東芝、東芝テック（株）、（株）東ソー
分析センター、トヨタ自動車（株）、トヨタ車体（株）、（株）
ニコン、ニチアス（株）、日産自動車（株）、日本ハム（株）、
日本ケミカル工業（株）、日本航空電子工業（株）、日本
電気（株）（NEC）、日本ヒューレット・パッカード（株）、任
天堂（株）、パイオニア（株）、パナソニック（株）、パナソニッ
クシステムネットワークス（株）、（株）パロマ、（株）日立情
報通信エンジニアリング、（株）日立製作所、日立造船
（株）、日野自動車（株）、ヒロセ電機（株）、富士通（株）、
（株）富士通ゼネラル、富士フイルムメディカル（株）、古
河電池（株）、本田技研工業（株）、マツダ（株）、マブチモー
ター（株）、（株）マンダム、三菱ケミカル（株）、三菱電機
（株）、（株）村田製作所、横河電機（株）、ライオン（株）、
（株）リコー、理想科学工業（株）、YKKAP（株） など

建設・不動産

旭化成ホームズ（株）、アパマンション（株）、伊藤忠ハウ
ジング（株）、（株）大林組、小田急不動産（株）、（株）熊谷
組、清水建設（株）、住友林業（株）、（株）大建設計、大成
建設（株）、大和ハウス工業（株）、（株）竹中工務店、東急
不動産（株）、（株）東急モールズデベロップメント、（株）日
本設計、野村不動産（株）、野村不動産パートナーズ（株）、
パシフィックコンサルタンツ（株）、（株）長谷工コーポレー
ション、（株）日立パワーソリューションズ、（株）フジタ、（株）
細田工務店、三井住友建設（株）、三井ホーム（株） など

その他

一般（財）化学物質評価研究機構、（独）情報処理推進
機構、（独）理化学研究所、一般（財）リモートセンシング
技術センター など

サービス

（株）青山財産ネットワークス、アクセンチュア（株）、（株）ア
ルプス技研、（株）エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所、くら
寿司（株）、（株）JTB国内旅行企画、（株）千葉ロッテマリー
ンズ、デロイトトーマツコンサルティング（株）、日本生活協連、
（株）日本リサーチセンター、（株）ミキハウス、みずほ情報総
研（株）、（株）ワークスアプリケーションズ など

医療・福祉

足立区こども支援センターげんき、グッドタイムリビング（株）、
国立精神・神経医療研究センター、相模原市児童相談所、
千葉県中央障害者相談センター、（福）東京都社会福祉
協議会、（医）東横会たわらクリニック、（医）中沢会上毛病
院、（株）ヒューマン・タッチ、（福）福利厚生センター、（医）
悠悠会立川オアシスクリニック など

製造

（株）IJTT、川重冷熱工業（株）、グローリー（株）、佐川
印刷（株）、（株）テイン、パナソニックエコシステムズ（株）、
マツダ（株）、（株）村田製作所 など

卸・小売

イオンリテール（株）、（株）ヴィクトリア、シャネル（株）、（株）
セブン－イレブン・ジャパン、（株）大丸松坂屋百貨店、日本
出版販売（株）、（株）ファミリーマート、フコク物産（株）、プラ
ダジャパン（株）、まいばすけっと（株）、ラオックス（株） など

サービス

アクセンチュア（株）、ANAベースメンテナンステクニクス
（株）、NECエンジニアリング（株）、NECフィールディング
（株）、NTTデータ先端技術（株）、（株）オリエンタルコンサ
ルタンツ、（株）建設技術研究所、セコム（株）、綜合警備保
障（株）、（株）日本総合研究所、（株）博報堂アイ・スタジオ、
（株）メイテック、（株）リクルートR＆Dスタッフィング など

医療・福祉

イーピーエス（株）、小野薬品工業（株）、（株）新日本科
学PPD など

卸・小売

アドバンテック東洋（株）、カネコ種苗（株）、東京エレクト
ロン（株）、（株）武蔵野種苗園 など

金融・保険

（株）あおぞら銀行、（株）新生銀行、三井住友カード（株）、
三井住友海上あいおい生命保険（株）、三菱UFJ信託
銀行（株） など

運輸・公益

小田急電鉄（株）、京葉瓦斯（株）、国際航業（株）、首都
高速道路（株）、東海旅客鉄道（株）（JR東海）、東京地
下鉄（株）（東京メトロ）、東武鉄道（株）、中日本高速道路
（株）、成田国際空港（株）、西日本鉄道（株）、日本郵政
（株）（日本郵政グループ）、東日本高速道路（株）、東日
本旅客鉄道（株）（JR東日本）、北海道旅客鉄道（株）（JR

北海道）、三菱ケミカル物流（株） など

▼  就職内定先一覧  （過去4年間／ 2015 ～ 2018年度）　※名称等は変更になっている場合があります。 ▼  就職内定先一覧  （過去4年間／ 2015 ～ 2018年度）　※名称等は変更になっている場合があります。

情報通信・
マスコミ
13.9％

公務・法務
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サービス
9.5％医療・
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9.8％
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12.0％

進学
15.8％

教育
11.7％

製造 3.2％

金融・保険
5.7％

運輸・公益
1.9％

建設・不動産
2.2％

卸・小売 7.6％

（株）アシックス、伊藤忠商事（株）、大田区役所、（株）オリエンタルランド、会計検査院、海上保

安庁、神奈川県庁、カナダ大使館、環境省、（株）グロービス、ＫＤＤＩ（株）、（株）建設技術研究

所、厚生労働省、（独）国際協力機構（JICA）、国土交通省、国立国会図書館、さいたま市役所、

財務省、静岡県庁、消費者庁、総務省、ソフトバンク（株）、タイ王国行政裁判所、（株）竹中工

務店、（株）電通、トムソン・ロイター（株）、トレンドマイクロ（株）、内閣府、中野区役所、長野県庁、

（株）日経ＢＰ、日産自動車（株）、日本アイ・ビー・エム（株）、（株）日本経済新聞社、日本生活協

同組合連合会、公益（財）日本生産性本部、日本赤十字社、日本電気（株）（NEC)、日本放送協

会、日本郵便（株）（日本郵政グループ）、パイオニア（株）、（株）博報堂、（株）パソナ、東日本旅

客鉄道（株）（ＪＲ東日本）、（株）日立製作所、日野自動車（株）、富士通（株）、（株）ブリヂストン、

文京区役所、防衛省、マツダ（株）、丸紅（株）、みずほ証券（株）、（株）三菱ＵＦＪ銀行、港区役所、

ヤフー（株）、山梨県庁、横浜市役所、公益（財）流通経済研究所、（株）良品計画、（株）ローソ

ン など

在籍者／勤務先

就職内定者業種別割合 就職内定者業種別割合

099098



SUBJECT STUDENT

科目等履修生
科目等履修制度は、法政大学大学院修士課程が開講する授業を1科目から履修できる制度です。

※HPの募集要項で最新の出願資格を確認してください。
※ 出願資格の確認が必要な方は、事前に各研究科担当窓口にお問い合わせいただき、指定期日までに、本学
所定の履歴書のほか、最終学歴の卒業証明書と成績証明書をご提出ください。なお、研究科によって追加
書類の提出を求める場合があります。

科目等履修生として履修することができるのは、正規学生の履修
登録がある修士課程の授業科目のみです。博士後期課程の授業
科目は履修できません。併せて、以下の点に注意してください。

「公共政策研究科SDGsPlus履修証明プログラム」はSDGsをテーマとした
履修証明プログラムであり、大学に社会人を積極的に受け入れることにより、
大学の社会貢献を一層進めるために設けられた制度です。大学の学位（学
士や修士等）に比べ、より短期間に修得することが可能です。修了者には学
校教育法に基づき履修証明書が発行されます。

【プログラムの概要】

●  修士論文の完成を目的とした「論文指導科目」や、在学生の研究成
果発表を目的とした科目は履修できません。専攻によって、論文指導
科目を「○○○演習」の名称で表現している場合があります。

●  科目の性格により、受講を認めない場合があります。出願する科目に
ついて不明な点がありましたら、担当窓口までお問い合わせください。

●  出願を受け付けた科目については、書類審査を経て受講許可・不許
可の判断をいたします。必要に応じて面接を課す場合もあります。授
業の性格により、担当教員が受講を許可しない場合がありますので、
予めご了承ください。

●  受講許可となった科目でも、正規学生の履修登録がない科目につい
ては判明した時点で履修の継続ができません。

各研究科HPで公開しています。

▼  募集研究科・専攻 ▼  履修できる科目

▼  2020年度出願資格（抜粋）

▼  公共政策研究科SDGsPlus履修証明プログラム

▼  2020年度時間割表・シラバス公開

▼  学費

1  大学院進学の準備期間として活用

単位 一年度
12単位以内

2  履修した科目は無駄にならない
2年間通学できるか心配な方には、大学院通学の疑似体験としても利用で
きます。どのような授業が行われているか、通学に支障がないか、体験して
みてください。

科目等履修生として取得した単位のうち10単位までは、正規学生に入学
後、研究科教授会の許可を受けて修了に必要な単位として認められます。
よって履修した科目は無駄になりません。

1   大学を卒業した者

2    独立行政法人大学改革支援・学位授与機構により 
学士の学位を授与された者

3   外国において、学校教育における16年の課程を修了した者

4    外国の学校が行う通信教育における授業科目を  
わが国において履修することにより当該外国の学校教育における  
16年の課程を修了した者

5   文部科学大臣の指定した者

6    本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業 
した者と同等以上の学力があると認めた者で、22歳に達した者

※一部履修できない科目があります。また、正規学生の履修に支障をきたす場合、履修ができません。

※情報科学研究科 情報科学専攻、人間社会研究科 臨床心理学専攻は、科目等履修生を募集しません。
※ 経済学（昼間）、社会学、人間社会研究科の授業は、市ケ谷キャンパスおよび多摩キャンパスで行われますので、時間割に注意してください。
なお、理工学研究科の授業は小金井キャンパスで行われます。

研究科名 専攻名

人文科学研究科 哲学専攻・日本文学専攻・英文学専攻・史学専攻・地理学専攻・
心理学専攻・国際日本学インスティテュート

国際文化研究科 国際文化専攻
経済学研究科 経済学専攻
法学研究科 法律学専攻
政治学研究科 政治学専攻・国際政治学専攻
社会学研究科 社会学専攻
経営学研究科 経営学専攻
キャリアデザイン学研究科 キャリアデザイン学専攻
公共政策研究科 公共政策学専攻・サステイナビリティ学専攻
政治学研究科・公共政策研究科 連帯社会インスティテュート

理工学研究科 機械工学専攻・電気電子工学専攻・応用情報工学専攻・システム
理工学専攻・応用化学専攻・生命機能学専攻

デザイン工学研究科 建築学専攻・都市環境デザイン工学専攻・システムデザイン専攻
人間社会研究科 福祉社会専攻
スポーツ健康学研究科 スポーツ健康学専攻
政策創造研究科 政策創造専攻

登録料
10,000 円
ただし、同一年度内に本大学院内（専門職課程含む）の科目等履修生の登
録料を納入済みの場合は不要です。

履修料

①人文科学研究科（国際日本学インスティテュートを含む）・
国際文化研究科・経済学研究科・法学研究科・政治学研究科・
社会学研究科・経営学研究科・キャリアデザイン学研究科・
公共政策研究科・連帯社会インスティテュート・人間社会研究科
（1）4単位科目1科目につき60,000円
（2）2単位科目1科目につき30,000円

②理工学研究科・デザイン工学研究科
（1）4単位科目1科目につき94,000円
（2）2単位科目1科目につき47,000円

③政策創造研究科
2単位科目1科目につき50,000円

④スポーツ健康学研究科
（1）4単位科目1科目につき68,000円
（2）2単位科目1科目につき34,000円

その他 上記のほか、授業で利用する教材等で別途料金の負担が必要になることが
あります。

履修期間 秋学期から開講する1年間のプログラムです。

開講時期 2020年9月

定員 15名

出願資格 募集要項をご確認ください。
※出願資格を満たす方であれば、どなたでも出願できます。

受講料 122,000円（登録料10,000円、受講料112,000円）

出願期間 2020年6月中旬予定
※詳細はHPをご確認ください。

開講科目
公共政策研究科開設科目のうち、SDGs17目標に合致する科目
※「2020年度 SDGsPlus履修証明プログラム対象科目」を参照して
ください。

履修科目数

10科目を上限とします。
ただし、公共政策研究科に入学した場合の単位認定は5科目（10単位）
までとします。なお、大学院では科目等履修生として単位を修得した科目
のうち、単位認定されなかった科目についても修士課程入学後に再履修
が可能です。また、単位認定された科目についても、認定年度が異なれば
改めて履修すること（重複履修）も可能です。

研究科名 時間割表・シラバスの公開

人文科学研究科（国際日本学インスティテュートを含む）・国際文化研究科・ 
経済学研究科・法学研究科・政治学研究科・社会学研究科・経営学研究科・ 
キャリアデザイン学研究科・公共政策研究科・連帯社会インスティテュート

https://www.hosei.ac.jp/gs/jukensei/yoken/
情報科学研究科・理工学研究科

デザイン工学研究科

人間社会研究科

スポーツ健康学研究科

政策創造研究科

科目等履修生は、毎年7月下旬と3月中旬に募集しています。

 科目等履修生のメリット

費用
＜参考＞文系4単位科目1科目の場合

登録料 10,000円 ＋ 履修料 60,000円 合計7万円

POINT

本制度利用の目的はさまざまです！ 例えば... 科目等履修生は、学士の学位を得た者で大学院における正
規学生の授業に支障のない範囲で授業担当者および当該研
究科教授会承認を経て許可されます。ただし、履修できる授
業は、正規学生の登録がある修士課程の科目に限ります。科
目等履修生の募集受付は、年2回。春学期（通年開講科目、
春学期科目）と秋学期（秋学期開講科目）となりますが、1年
を通じ12単位までの受講が可能です。「いずれ大学院に進学
したいと思うが、今は通学できる時間が十分確保できない」
「週1回程度なら受講できる」あるいは「大学院に進学したい
と思っているが、研究テーマを絞り切れていない」「大学院の
授業についていけるかどうか不安である」等々の理由で大学
院進学の準備期間として本制度を活用していただくことがで
きます。本制度の申請受付期間は、春学期は毎年前年度末
の3月中下旬。また、秋学期は7月下旬～の1週間程度となり
ます。応募資格、申請期間、登録料・受講料、提出書類など
詳しい情報に関しては、募集要項にて確認してください。

学部で学んだ内容を今一度確認し、
資料解釈の幅をさらに広げたい方

□  史学専攻 
 ［日本考古学特殊研究Ⅰ・Ⅱ］

企業家として
イノベーションを主導したい方

□  経営学専攻 
 ［イノベーション・マネジメント概論］

企業の海外戦略を
理論的・実践的に学びたい方

□  経営学専攻 
 ［国際経営論］

消費者のニーズを体系的に分析したい方 □  経営学専攻 
 ［マーケティング・リサーチ論］

キャリアコンサルタント国家資格化に伴い、
専門性の深化した学びを必要としている方

□  キャリアデザイン学専攻 
 ［キャリアカウンセリング論］
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AGREEMENT / PROGRAM

協定大学院・プログラム
教育・研究活動のさらなる充実を目的として、
学外のさまざまな大学院やプログラムと提携しています。
また、外国人学生の受け入れなどにより、学内でも多様な交流を推進しています。

●英文学専攻
青山学院大学大学院／上智大学大学院／明治大学大学
院／明治学院大学大学院／日本女子大学大学院／立教
大学大学院／聖心女子大学大学院／東北学院大学大学
院／東京女子大学大学院／東洋大学大学院／津田塾大
学大学院

●地理学専攻
駒澤大学大学院／明治大学大学院／専修大学大学院／
国士舘大学大学院／日本大学大学院

●経済学専攻
青山学院大学大学院／専修大学大学院／中央大学大学
院／東洋大学大学院／日本大学大学院／明治学院大学
大学院／明治大学大学院／立教大学大学院

●経営学専攻（夜間）
関西学院大学専門職大学院

●福祉社会専攻
上智大学大学院／明治学院大学大学院／日本女子大学
大学院／東洋大学大学院／淑徳大学大学院／日本社会
事業大学大学院／大正大学大学院／立正大学大学院／
ルーテル学院大学大学院／関東学院大学大学院／立教大
学大学院／日本大学大学院

●首都大学院コンソーシアム
順天堂大学大学院／専修大学大学院／中央大学大学院
／東京電機大学大学院／東京理科大学大学院／東洋大
学大学院／日本大学大学院／明治大学大学院／共立女
子大学大学院／玉川大学大学院

●理工学研究科
総合研究大学院大学物理科学研究科

●経済学・経営学専攻
立教大学大学院／明治大学大学院／中央大学大学院／
専修大学大学院

●政治学専攻
学習院大学大学院／成蹊大学大学院／中央大学大学院／
日本大学大学院／明治大学大学院／立教大学大学院

●社会学専攻
茨城大学大学院／大妻女子大学大学院／駒澤大学大学
院／埼玉大学大学院／上智大学大学院／成蹊大学大学
院／専修大学大学院／創価大学大学院／大正大学大学
院／千葉大学大学院／中央大学大学院／都留文科大学
大学院／東洋大学大学院／常磐大学大学院／日本女子
大学大学院／日本大学大学院／武蔵大学大学院／明治
学院大学大学院／明治大学大学院／立教大学大学院／
立正大学大学院／流通経済大学大学院

▼  2020年度 協定大学院一覧（国内）

▼  他大学院との単位互換について ▼  JAXA 宇宙航空研究開発機構

▼  ダブルディグリープログラム ― 中国ソフトウェア学院とのダブルディグリープログラム―

▼   上海外国語大学（中国）との 
ダブル・ディグリープログラム

▼  海外大学院への留学制度について ▼  国立天文台　自然科学研究機構

 協定大学院・プログラム  理工系の連携大学院

本学大学院では、相互聴講に関する協定をほかの大学院と締結していま
す。英文学・地理学・経済学・政治学・社会学・経営学・福祉社会の各専
攻では、研究上の必要性により、他大学院の授業科目の聴講を希望する
場合、協定校の授業を10単位（経済学・経営学、経営学（夜間）専攻の協
定は8単位）まで受講することができます。また専攻の枠を超えて、他大学
院で履修できる「首都大学院コンソーシアム」制度を利用することもできま
す（専攻に限定あり）。他大学院で修得した単位は、一定限度内で本学大
学院の修了所要単位として認定されます。

本学とJAXAにて、これまで行ってきた教育研究協力の成果を踏まえ、2010

年度に旧研究開発本部とスタートした連携大学院協定は、2014年度には旧
航空本部、宇宙科学研究所との協定にも発展し、これまでの活動が実を結び、
2019年度からは部門を指定しない「ALLJAXA」との協定となりました。JAXA

の職員が客員教員として理工学研究科の学生の研究指導にあたる一方、理
工学研究科に在籍する学生がJAXA内で研究指導を受けられるものです。
協力体制の確立により、JAXAの優れた研究設備、人材、研究テーマなどを本
学大学院研究に活用し、教育研究活動のより一層の充実を図るとともに、新
しいミッションの実現を目指した技術開発と研究指導を行います。機構の研究
活動を推進し、その成果・普及を更に促進することにより、わが国における宇
宙科学、宇宙航空技術分野および宇宙理工学分野の発展に寄与することを
目指します。

情報科学研究科では、2011年度より中国教育部が所管する模範的ソフト
ウェア学院連盟（中国国家重点大学を中心にした37大学を統括）と情報科
学系大学院生の共同学位プログラム（ダブルディグリープログラム）を継続し
ています。
本プログラムでは、双方の大学に1年ずつ在籍して英語による講義や研究指
導を受けることで、履修単位の相互認定制度により両大学から修士の学位
を取得できます。これまでに70名を超えるプログラム修了生がおり、国際会議
での活躍、博士課程への進学など、教育・研究の両面において大きな成果を
上げています。
本学としては、本制度による双方の学生による互いの大学院への留学を始め
として、教育研究の両面で実りあるグローバルな学術交流を推進しています。

人文科学研究科国際日本学インスティテュート（修士課程）では、上海外
国語大学（中国）との間でダブル・ディグリープログラムに関する協定を締
結し、2019年度からそれぞれの大学から派遣する学生が双方の課程を修
了することにより、両者の修士学位を取得することが可能となりました。この
プログラムは教育の国際的な展開を図り、本インスティテュートの教育・研
究水準向上に寄与するものです。

【大学院学生海外留学制度】
本学と協定を有する外国の大学、または学生の申請に基づき本学が認めた
大学、およびその研究機関への留学が可能です。所定の期間内に申請し、
留学を許可された者のうち、審査のうえ若干名に補助金を交付します（こ
の補助金は研究者養成のためのものであり、選考の上1名あたり上限100

万円を支給）。留学した大学などで履修した科目のうち、専攻教授会が適
当と認めた者については、本大学院の課程修了に必要な単位として認定さ
れます。ただし、認定単位は10単位以内です。

【派遣留学制度】
学業成績が優秀で高い外国語能力を持ち、かつ、留学に強い意志を持っ
た学生を海外（20カ国・地域）の協定大学へ派遣する制度です。派遣留学
生に選ばれると、留学先大学での学費が免除されます。

2014年度より、本学と国立天文台は、連携大学院に関する協定を締結
しました。
これまでも本学と国立天文台とは電波天文学、重力波天文学および光
赤外線天文学分野で共同研究の実績がありましたが、協定の締結によ
り、これらの3つの分野を中心に、そこに所属する優れた研究者を客員教
員として招聘し、国立天文台が保有する最先端の研究設備を共同利用
することができます。そこから得られるデータや経験を大学院での教育
研究に活用することにより、本学における天文宇宙に関する教育研究活
動を一層充実させることが
可能となりました。具体的に
は、すばる望遠鏡を用いた
銀河考古学研究や、天文文
化研究のフィールドワーク受
け入れ先として、学生が参加
する共同研究を構築し発展
させます。

法政大学では全学的に
教育のグローバル化を
推進しています。

TOPICS 1   法政大学スーパーグローバル大学創成支援事業
法政大学は、文部科学省・平成26年度スーパーグローバル大学等事業「スーパーグローバル大学創成支
援（タイプB：グローバル化牽引型）」に採択されました。この事業は、「大学改革」と「国際化」を断行し、国
際通用性、ひいては国際競争力の強化に取り組む大学の教育環境の整備を目的として、国から重点的に
財政支援されるものです。今回採択された本学の構想名は、「課題解決先進国日本からサステイナブル社会
を構想するグローバル大学の創成」です。世界的な規模で多様な研究を本学に集結させ、自然環境のみな
らず、高度な教育を通じた安定的な経済社会の持続可能性や、長い歴史と多様な展開をしてきた文化の持
続可能性を含め、日本だからこそなし得る「日本発」のサステイナブル教育の確立と発信を通じて、わが国
社会のグローバル化を牽引する大学を目指します。

2   法政大学グローバルポリシー
本学は2014年7月「法政大学グローバルポリシー」を制定しました。2023年ま
での10年間をかけて、「世界に開かれた大学」「市民に開かれた大学」「多様な
知に開かれた大学」を基本理念に据え、「持続可能で平和な地球社会の構築に
貢献する大学」を目指します。

3   海外との交流も推進
各研究科では外国人留学生に門戸を開いており、複数の専攻で外国人入試を
実施しています。また、本学と協定を結んでいる中国、ベトナム、ロシア、イタリア
などの各大学・研究機関から研究員を受け入れ、学術交流を行っています。

［海外留学制度の拡充］
派遣留学制度、スタディ・アブロード（SA）制
度を拡充し、単位修得を伴う留学を増加させ
ます。

［海外協定校を250校に拡大］
海外協定校を250校に拡大します。

［海外オフィスの拡充（6拠点の整備）］
中国、台湾、ベトナム等に海外事務所を展開
します。

［外国人留学生3,000名の実現］
入試制度の多様化、英語による学位コースの新設等により
在留資格「留学」の留学生を2,000名に、短期実践日本語
研修・文化体験やフィールド体験学習プログラムの充実等
により在留資格「留学」以外の留学生を1,000名にします。

［国際学生寮等の整備］
国際学生寮（混住型宿舎）、短期研修専用の教育施設を
整備します。

［文理融合サステイナビリティ研究の推進］
文理融合型の「サステイナビリティ研究」を核にして世界水
準の研究成果を発信します。

スーパーグローバル大学としての取組み
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LABORATORY / LIBRARY

研究所・図書館
 附属研究施設  法政大学大学院特定課題研究所

 図書館

法政大学には、さまざまな分野にわたる附属研究施設があり、いずれも多くの実績を挙げています。研究・調査活動の成果は学会、シンポジウム、講演会など
で発表されたり、報告書などの形で一般公開されています。
下記、学則附置11研究所の他、サステイナビリティ実践知研究機構に4研究センター（地域研究センター、エコ地域デザイン研究センター、マイクロ・ナノ 

テクノロジー研究センター、江戸東京研究センター）があります（2020年4月現在）。

大学院特定課題研究所は、本学専任教員が研究代表者となって、受託研究
費などの学外資金により共同研究を行う場合に5年間を限度に設置できる
時限的研究所です。既に設置された研究所は30を数え、大学院修了者が共
同研究者となっている研究所もあります。大学院博士後期課程在籍者もリ

サーチ・アシスタント（R・A）として参加することができるようになっており、
大学院の研究機能の強化と併せて、大学院学生の研究能力の向上に資する
ことが期待されています。

法政大学には、3キャンパスにそれぞれ図書館があります。学習用図書・学術
図書・政府刊行物を合計で約176 万冊所蔵しています。この他新聞・雑誌・
マイクロフィルムなどさまざまな資料があります。この中に、俳人・歌人である
正岡子規や梅謙次郎、和辻哲郎、三木清、戸坂潤の蔵書など、貴重なもの
を多数含んでいます。平日の開館時間については、市ケ谷図書館は22時ま
で、多摩・小金井図書館は21時まで。土日祝日も含めて、年間約320日開館

しています。通うキャンパスにかかわらず、いずれの図書館も利用できます。ま
た他のキャンパスの図書館から資料を取り寄せて貸出・返却もでき、各種
データベースや電子ジャーナルも利用できます。また、教育・研究環境の急
激な変化に対応し、利用者へのサービス向上をはかるため、山手線沿線の
以下の私立大学図書館がコンソーシアムを形成しています。2018年から、関
西大学図書館の館内閲覧も可能になりました。

＜「山手線沿線私立大学図書館コンソーシアム」加盟大学図書館＞
青山学院大学、学習院大学、國學院大學、東洋大学、法政大学、明治大学、明治学院大学、立教大学

本学元総長の野上豊一郎博士の功績を記念し、1952年に創設された、日本を代表
する能楽の総合研究機関です。全国屈指の所蔵量を誇る能楽関係資料（重要文化
財含む）は約4万点。能楽研究の発展と能楽の振興を目指し、さまざまな活動を展開
しています。

▼  野上記念法政大学能楽研究所

琉球列島（奄美～宮古・八重山）とその周辺地域の文化・社会について総合的に研
究を行う目的で1972年に設立されました。現在は、沖縄研究の世界的な広がりに応え
て、国内外の研究者を結ぶ情報ネットワークセンターとしての役割を果たしています。

社会労働問題に関する文書館・研究機関で、民間の
社会科学分野では最も歴史がある研究所として知ら
れています。

体育・スポーツの調査および研究を主たる目的とし
て設立。スポーツ科学における多様な分野からの研
究成果に基づき、学生のスポーツ活動のサポートや
健康維持の増進に向けた助言等を行っています。

日本初の「国際日本学の構築」を掲げて、世界各国
の日本研究機関をつなぐ役割を担う研究組織として
設立されました。現在は、法政大学のブランディング
事業に協力しつつ、新しい国際日本学の展開を目指
して活動中です。

ITを駆使する計算科学およびデータサイエンスやAI

を活用する教育システムなど、ITが関わる分野の研究
および開発を行っています。

国際比較の視点を重視しながら、わが国を中心とし
た国際経済関係の研究、調査を目的に1984年に発
足しました。

日本近代法の父として知られ、草創期の法政大学に
多大な貢献をしたボアソナード博士に関する文献・
資料を収集。従来の法律学では解決が困難な諸問
題を対象にプロジェクト研究を実施しています。

私立大学では数少ないイオン加速器を２台所有。 
集積回路の製造技術や次世代通信機器などの研究
開発に利用しています。

全国的にもユニークな統計の専門研究機関です。他
大学や政府統計機関などとの共同研究による多くの
研究成果も出版。

イノベーションをキーワードに産学官連携を図り、産
業・経営に関する学術交流を行い、その研究成果を
講演会、学術雑誌や叢書として公表しています。経済
系資料では国内最大級の蔵書（約28万点）を公開。

▼  法政大学沖縄文化研究所

▼  法政大学
大原社会問題研究所

▼  法政大学
スポーツ研究センター

▼  法政大学
国際日本学研究所

▼  法政大学情報メディア
教育研究センター

▼  法政大学
比較経済研究所

▼  法政大学ボアソナード記念
現代法研究所

▼  法政大学
イオンビーム工学研究所

▼  法政大学
日本統計研究所

▼  法政大学イノベーション・
マネジメント研究センター

市ケ谷図書館
市ケ谷キャンパス「80年館」にあり、地下4階から地
上2階までの6フロアで構成されています。また市ケ谷
田町校舎に閲覧室、富士見坂校舎にラーニングコモ
ンズがあります。和洋図書約760,000冊の他、和洋
雑誌・新聞約9,800タイトルを所蔵しています。

netラウンジ（大学院棟2F）

デスクに設置されたノートパソコンで
ネットワークを利用できます。

キャリアセンター（外濠校舎2F）

就職活動やキャリア形成をサポート。
相談ブースや就職資料を閲覧できる
コーナーがあります。

薩埵ホール（外濠校舎6F）

870名収容。省エネルギーESCO事業
を導入し、講演会・セミナーや進学相
談会などが行われます。

市ケ谷田町校舎
デザイン工学部、デザイン工学研究科
の授業が行われており、最新設備を備
えたスタジオなどが設置されています。

ボアソナード・タワー
地上27階、地下4階の市ケ谷キャンパ
スのシンボル。最新設備の研究施設や
教室、食堂などがあります。

スカイホール（ボアソナード・タワー26F）

国際会議や学会・行事に利用される
多機能スペース。同時通訳システムや
AVシステムなどの設備があります。

freeラウンジ（大学院棟13F）

高層階からの眺望が楽しめる開放的
なスペースで、パソコンを利用し自習す
ることができます。

グローバル教育センター（大内山校舎2F）

留学生の、各種奨学金の申し込みや
資格外活動、医療費補助の相談など
のサポートを行っています。

小金井図書館
小金井キャンパス南館に閲覧室・ラーニングコモン
ズ・メディアライブラリー・書庫があり、これらの施設
を利用できます。多数の和洋図書の他、和洋雑誌・
新聞約2,900タイトルを所蔵しています。

多摩図書館
多摩キャンパスのほぼ中央となる図書館・研究所棟
の中にあります。地下2階から地上4階までの合計6フ
ロアで構成されています。和洋図書約840,000冊の
他、和洋雑誌・新聞約10,700タイトルを所蔵してい
ます。

数々の実績を挙げている、高度な専門研究・調査機関
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CAMPUS /  FACILITY

グラウンド

14号館

1号館
総合棟：購買（B1F）
食堂・診療所（1F）
キャリアセンター（2F）
多摩地域交流センター（2F）
総合情報センター（3F）
大学院人間社会研究科（4F）

 

体育棟

総合体育館：食堂（1F）  
10号館
経済学部Ｃ棟

12号館
研究・実験棟

3号館
図書館・研究所棟

6号館
食堂A棟

4号館
社会学部A棟

5号館
社会学部B棟

現代福祉学部棟：食堂（1F）

7号館
大教室Ｂ棟

18号館
スポーツ健康学部棟:食堂（1F）

多目的共用施設（EGG DOME）
バスターミナル（1F）
カフェラウンジ（2F）
学生センター（2F）

サッカー場・馬場・多目的グラウンド

2号館
大教室A棟：Gラウンジ（2F）

11号館
食堂Ｂ棟

8号館
経済学部A棟

9号館
経済学部Ｂ棟：食堂（B1F）

13号館
百周年記念館

法政Vブリッジ

総合案内所

法政大橋

城山地区

15号館

ペデストリアンデッキ

17号館

16号館

法政トンネル

キャンパス・施設
 市ケ谷キャンパス

 小金井キャンパス

 多摩キャンパス

法政大学のシンボル「ボアソナード・タワー」をはじめ、大学院棟があります。

自然環境と都心へのアクセスも軽快。最先端科学と技術を学ぶインテリジェント・キャンパス。

自然と調和し、機能的にゾーニングされた開放的なキャンパス。

富士見ゲート

外濠校舎

富士見坂校舎

市ケ谷総合体育館

80年館

一口坂校舎

新一口坂校舎

連帯社会研究交流センター
連帯社会インスティテュート

大学院棟

新見附校舎

九段校舎

食堂（B1F）
学生ホール（1F）
入学センター（1F）
AVライブラリー（3F）
e-Lounge（3F）
スカイホール（26F）

政策創造研究科

学生センター（1F）
キャリアセンター（2F）
エクステンション・
カレッジ（2F）

食堂（B1F）
情報カフェテリア（2F）
学生相談室（4F）

食堂（3F）

図書館
（B4F～2F）

大内山校舎

九段北校舎

八重洲市谷ビル（5・7F）

市ケ谷田町校舎

ボアソナード・タワー

法科大学院棟

グローバル教育
センター（2F）

デザイン工学研究科

南館
図書館（B1・1・3F）
アクティブラーニング教室（2F）
メディアライブラリー（3F）
研究室・実験室

 

研究室・実験室中庭

共通実験準備室棟

西館
PC教室（B1F）
マルチメディアホール（B1F）
情報科学図書室（1F）
学生ラウンジ（1F・2F）
アクティブラーニングラボ（3F）
情報ラボ（3F）
研究室・実験室

 

正門

けやき門

東館
食堂（B1F）
ワークショップ（B1F）
精密分析室（B1F）
マルチユースホール（1F）
体育館（2F）
スタディルーム（2F）
温室（5F）

 

部室棟

イオンビーム工学研究所

多目的グラウンド

北館
スタディルーム（3・4F）
研究室・実験室

 

管理館
キャリアセンター（2F）
学生センター（2F）
食堂（3F）
情報メディア教育研究センター（4F）
Gラウンジ（4F）
研究科（大学院）事務室（2F）
学生相談室（4F）

 

マイクロ・
ナノテクノロジー
研究センター

グラウンド

テニスコート

緑町管理棟

緑町校舎

梶野町校舎

中央館

▼  周辺地図

（地下鉄）
東京メトロ
有楽町線・南北線
市ケ谷駅5出口

（地下鉄）
東京メトロ
有楽町線・東西線・
南北線・都営大江戸線
飯田橋駅B2a出口

（地下鉄）
東京メトロ
東西線
飯田橋駅
A4出口

靖国神社

（地下鉄）都営新宿線
市ケ谷駅A4出口

アルカディア
市ケ谷（私学会館）

（地下鉄）東京メトロ
有楽町線・南北線・
都営新宿線
市ケ谷駅A1出口

市ケ谷田町校舎

外堀通り

靖国通り

外濠

交番
逓信病院

飯田橋
サクラテラス

交番

外濠 至新宿

釣り堀

至御茶ノ水
JR総武線

新見附校舎 大学院棟

八重洲市谷ビル

富士見校地

体育館

法科大学院棟

九段校舎 一口坂校舎
新一口坂校舎九段北校舎

JR飯田橋 JR市ケ谷

三輪田学園

〒

N

【JR 線】
総武線：市ケ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分
【地下鉄線】
都営新宿線：市ケ谷駅下車徒歩10分
東京メトロ有楽町線：市ケ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分
東京メトロ東西線：飯田橋駅下車徒歩10分
東京メトロ南北線：市ケ谷駅または飯田橋駅下車徒歩10分
都営大江戸線：飯田橋駅下車徒歩10分

市ケ谷キャンパス

至立川

至立川 五日市街道

JR中央線

交番

コメダ珈琲

東京電機
大学中学・
高等学校

サンクスジョナサン

至新宿

ミニストップ

至吉祥寺

ファミリー
　　マート

バス停

ファミリーマート

小金井
消防署

大洋堂書店

ドラッグストアトモズ

京王バス乗場

書店

小金井
キャンパス

緑町
校舎

東小金井
N

東
大
通
り

【JR 線】
中央線：新宿駅から快速で21分、東小金井駅下車、
徒歩約15分
【バス】 東小金井駅から「武蔵小金井駅行」に乗車、
「法政大学」下車

小金井キャンパス

高尾

北野 調布
京王高尾線

バス

ス
バ

京王線

JR中央線

至新宿
八王子西八王子

めじろ台

多摩
キャンパス

N

原
相

橋
本

京
王
相
模
原
線

J
R
横
浜
線

【京王線】
新宿駅から特急で41分（準特急で49分）、
めじろ台駅下車、バスで約10分
【JR 線】
中央線：新宿駅から快速で50分（特別快速で41分）、
西八王子駅下車、バスで約22分
横浜線：新横浜駅から快速で30分、
相原駅下車、バスで約13分
＊上記各バスで「法政大学」下車

多摩キャンパス
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TUITION FEE & SCHOLARSHIP

学費と各種助成金・奨学金制度
 学費

 修学支援、留学・研究奨励制度

本学出身者は無料です。
（政策創造研究科 修士課程は除く）

各種助成金・奨学金制度を用意しています。
（下記参照）

2020年度実施予定の制度です。制度の概要はP.6、7をご覧ください。

★詳細はお問い合わせください。

※詳細は入学後、募集要項でご確認ください。

（円）

授業料等は第一期（春学期）（4月末日まで）・第二期（秋学期）（9月末日まで）の2回に分けて納入していただくことになります。
ただし、1年次（初年度）の第一期分は、入学手続時に納入していただくことになります。

※上記のほかに専攻によって2,000～ 4,000円程度の諸費用が必要。
※年間休学在籍料100,000円。ただし春学期、秋学期休学については半分（2分の1）とする。
※自校とは、本学の学部卒業者または大学院修了者を指し、他校とはその他の者を指す。
（注1）経済学研究科修士1年制コースの授業料は860,000円。入学金、教育充実費は上表のとおり。
（注2）スポーツ健康学研究科のみ授業料には昼食代が含まれている。
（注3） 総合理工学インスティテュート（IIST）の授業料は880,000円（修士課程）、600,000円（博士後期課程）、入学金は200,000円（修士・博士後期課程）、教育充実費は100,000円（修士・博

士後期課程）、実験実習費は80,000円（修士・博士後期課程。生命機能学専攻植物医科学領域のみ、140,000円）。

学費一覧（年額）
（2021年度予定）

人文科学・国際文化・経済学（注1）・
法学・政治学・社会学・経営学・
人間社会・公共政策・キャリアデ
ザイン学研究科・連帯社会インス
ティテュート

スポーツ
健康学

研究科（注2）

情報科学・デザイン工学・
理工学研究科・

IIST（注3）
政策創造研究科

修士 博士後期 修士 修士 博士後期 修士 博士後期

入学金
自校 － － － － － 135,000 －

他校 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 270,000 270,000

授業料 570,000 400,000 644,800 770,000 600,000 750,000 750,000

教育充実費 80,000 60,000 100,000 100,000 100,000 135,000 135,000

実験実習費
心理学専攻

臨床心理学専攻
50,000

－ 100,000

100,000

－ －生命機能学専攻 植物医科学領域のみ
160,000

名　称 対象者（応募資格）

法政大学100周年記念大学院修士課程奨学金 修士課程在学生（標準修業年限内）

法政大学大学院博士後期課程研究助成金 博士後期課程在学生（標準修業年限内）

法政大学大学院海外留学補助金

修士課程・博士後期課程在学生
法政大学大学院学生論文掲載料補助

法政大学大学院学会等発表補助金

法政大学大学院諸外国語による論文等校閲補助

法政大学大学院現地調査実施費用補助 修士課程・博士後期課程在学生（市ケ谷、多摩キャンパスの研究科）

法政大学大学院優秀博士論文出版助成金 博士後期課程修了生（修了後5年以内）

① 入学金 ② 授業料

 教育訓練給付制度（一般教育訓練給付）

 教育訓練給付制度（専門実践教育訓練給付）

 学外奨学金制度

右記の専攻は「教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座」の指定を受けて
います。この制度は、修了後、本人がハローワークへ申請することで、雇用保険
の被保険者期間（3年以上または初めて教育訓練給付の支給を受ける方は 

1年以上）により、教育訓練経費（入学金と初年度授業料）の20％（上限額10

万円）の教育訓練給付金が支給されるものです。

● 国際文化専攻
● 経済学専攻
● 政治学専攻
● 国際政治学専攻
● 社会学専攻
● 経営学専攻（夜間）

● 福祉社会専攻
● 公共政策学専攻
● サステイナビリティ学専攻
● キャリアデザイン学専攻
● デザイン工学研究科（全専攻）
● 理工学研究科（全専攻）

政策創造研究科政策創造専攻（修士課程）は、「専門実践教育訓練給付制
度厚生労働大臣指定講座」の指定を受けています。本人が講座受講開始日
の1ヵ月前までにハローワークに申請することで、雇用保険の被保険者期間
（3年以上または初めて教育訓練給付金の支給を受ける方は2年以上）に 

より、教育訓練経費（入学金と授業料）の50%（年間上限40万円）が2年間、
2年間で修了した場合には追加給付として教育訓練経費（入学金と授業料）
の20%が支給され、最大112万円の給付金が支給されます。

不定期でありますが、各種団体が奨学生を募集しています。
募集の都度、お知らせしています。

〔主な奨学金〕
・公益財団法人平和中島財団外国人留学生奨学生
・公益信託川嶋章司記念スカラーシップ基金奨学助成金
・公益財団法人綿貫国際奨学財団奨学生
・公益財団法人神林留学生奨学会私費外国人留学生奨学生
・公益財団法人日本国際教育支援協会JEES ドコモ留学生奨学金
・一般財団法人守谷育英会

日本学生支援機構の奨学金は貸与型です。返還の義務がありますので、
奨学金を希望する学生は、将来の返済を念頭において出願してください。

出願資格

修士・博士後期課程の在学生。
ただし、以下の方は資格外です。
（1）最短修業年限を超えた在学生　
（2）外国人留学生
（3）収入基準額を超える者

種類

第一種
奨学金 無利子

第二種
奨学金

①利率固定方式
②利率見直し方式いずれかの選択
（いずれも利率は年3％上限）

貸与月額

第一種
奨学金

修士課程…50,000円または88,000円

博士後期課程……80,000円または　
　　　　　　　　122,000円

第二種
奨学金 5万・8万・10万・13万・15万円から選択

文部科学省などの奨学金があります。

〔主な奨学金〕
・私費外国人留学生学習奨励費給付制度
・ 文部科学省スーパーグローバル大学創生支援事業 

国費外国人留学生

▼  地方公共団体・民間奨学財団奨学金 ▼  日本学生支援機構奨学金

▼  留学生対象の奨学金

（日本学生支援機構による）

＜修士課程＞
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研究科 専攻 入試経路 出願期間 筆記
試験日

一次合格
発表日

口述
試験日

最終合格
発表日 入学手続期間

人文科学 

心 理 学

学内※1 6月10日(水)～ 6月17日(水) 7月4日(土) 7月4日(土) 7月4日(土) 7月8日(水) 7月9日(木)～ 7月17日(金)

秋季／一般※2 9月2日(水)～ 9月9日(水) 10月11日(日) 10月11日(日) 10月11日(日) 10月14日(水) 10月15日(木)～10月23日(金)

春季／一般※2 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) 1月30日(土) 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

国際日本学
インスティテュート

秋季／一般・外国人 9月2日(水)～ 9月9日(水) 10月11日(日) 10月11日(日) 10月11日(日) 10月14日(水) 10月15日(木)～10月23日(金)

秋季／社会人 9月2日(水)～ 9月9日(水) － － 10月11日(日) 10月14日(水) 10月15日(木)～10月23日(金)

春季／一般・外国人 1月20日(水)～ 1月27日(水) 2月12日(金) 2月13日(土) 2月13日(土) 2月17日(水) 2月18日(木)～ 2月26日(金)

春季／社会人 1月20日(水)～ 1月27日(水) － － 2月13日(土) 2月17日(水) 2月18日(木)～ 2月26日(金)

国際文化 国 際 文 化

秋季／学内※1 8月26日(水)～ 9月2日(水) － － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

秋季／一般・外国人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

秋季／社会人 8月26日(水)～ 9月2日(水) － － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

春季／学内※1 1月6日(水)～ 1月13日(水) － － 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

春季／一般・外国人 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) 1月30日(土) 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

春季／社会人 1月6日(水)～ 1月13日(水) － － 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

経 済 学 経 済 学

秋季／学部内※1 8月26日(水)～ 9月2日(水) － － 10月11日(日) 10月14日(水) 10月15日(木)～10月23日(金)

秋季／一般・外国人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 10月11日(日) 10月11日(日) 10月11日(日) 10月14日(水) 10月15日(木)～10月23日(金)

秋季／社会人・
社会人選抜 8月26日(水)～ 9月2日(水) － － 10月11日(日) 10月14日(水) 10月15日(木)～10月23日(金)

春季／学部内※1・
一般※3・外国人※4・
社会人・社会人選抜

1月20日(水)～ 1月27日(水) － － 2月20日(土) 2月24日(水) 2月25日(木)～ 3月5日(金)

法 学 法 律 学

秋季／学科内※1 8月26日(水)～ 9月2日(水) － － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

秋季／一般・
外国人・社会人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

春季／学科内※1 1月20日(水)～ 1月27日(水) － － 2月13日(土) 2月17日(水) 2月18日(木)～ 2月26日(金)

春季／一般・
外国人・社会人 1月20日(水)～ 1月27日(水) 2月13日(土) 2月13日(土) 2月13日(土) 2月17日(水) 2月18日(木)～ 2月26日(金)

政 治 学

政 治 学

学内※1 10月21日(水)～10月28日(水) － － 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

一般・外国人 10月21日(水)～10月28日(水) 11月29日(日) － 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

国 際
政 治 学

学内※1 10月21日(水)～10月28日(水) － － 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

秋季／一般・外国人 10月21日(水)～10月28日(水) 11月29日(日) － 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

秋季／社会人 10月21日(水)～10月28日(水) － － 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

春季／一般・外国人 1月20日(水)～ 1月27日(水) 2月20日(土) － 2月20日(土) 2月24日(水) 2月25日(木)～ 3月5日(金)

春季／社会人 1月20日(水)～ 1月27日(水) － － 2月20日(土) 2月24日(水) 2月25日(木)～ 3月5日(金)

 入試について
法政大学大学院では、多様な入学試験方式を用意し、
さまざまなバックグラウンドを持つ志願者に広く門戸を開くことに努めています。

入試について・入試日程
ENTRANCE EXAM INFORMATION

▼  2021年度入試日程 修士課程  
＊一部専攻で修士課程と研修生の併願を認めています（実施する専攻は入試要項でご確認ください）。 
＊入試の詳細については、研究科により異なりますので、それぞれの入試要項にてご確認ください。

社会人、外国人に特化した入試ではなく幅広い受験資
格により広く門戸を開いた入試方式です。もちろん社会
人、外国人の方も受験できます。

試験は主として

1. 筆記試験（専門・語学）　2. 口述試験
により行われます。

試験は主として

1. 口述試験
により行われます。

試験は主として

1. 筆記試験　2. 口述試験
により行われます。

外国の大学などを卒業した外国人を対象とした
入試方式です。

社会人の方を対象とした入試方式です。

研究科 専攻 入試経路 出願期間 筆記
試験日

一次合格
発表日

口述
試験日

最終合格
発表日 入学手続期間

人 文 科 学 

哲 学
秋季／一般・社会人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

春季／一般・社会人 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) － 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

日 本 文 学

秋季／
一般・外国人・社会人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

春季／一般・社会人 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月29日(金) 1月29日(金) 1月29日(金) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

春季／外国人 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) 1月30日(土) 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

英 文 学

秋季／推薦枠※1 8月26日(水)～ 9月2日(水) － － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

秋季／一般 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

秋季／社会人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

春季／推薦枠※1 1月6日(水)～ 1月13日(水) － － 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

春季／一般 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) 1月30日(土) 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

春季／社会人 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) － 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

史 学

秋季／一般 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

秋季／社会人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

春季／一般 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) 1月30日(土) 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

春季／社会人 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) － 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

地 理 学

学内※1 8月26日(水)～ 9月2日(水) － － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

秋季／一般 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

秋季／社会人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) － 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

春季／一般 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) 1月30日(土) 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

春季／社会人 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) － 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

※1 ／推薦枠、学内、学科内、学部内入試ご出願の方は大学院HP（https://www.hosei.ac.jp/gs/jukensei/gakunai_yoko/）で詳細をご確認ください。
※2 ／ 14 条特例を希望する方は、出願締切の1 か月前までに大学院事務部に連絡する必要があります。
※3 ／春季・一般入試は筆記試験を実施しない代わりに英語能力に関する証明書、経済学検定試験に関する証明書の提出を求めます。
※4 ／春季・外国人入試は筆記試験を実施しない代わりに日本語能力に関する証明書、経済学検定試験に関する証明書の提出を求めます。

一般入試 社会人入試 外国人入試
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研究科 専攻 入試経路 出願期間 筆記
試験日

一次合格
発表日

口述
試験日

最終合格
発表日 入学手続期間

情報科学 情 報 科 学

学内推薦※7 5月25日（月）～6月8日（月） ― ― 7月12日（日） 7月16日（木） 11月24日（火）～12月11日（金）

第1回／
一般・社会人特別 5月25日（月）～6月8日（月） 7月12日（日） ― 7月12日（日） 7月16日（木） 11月24日（火）～12月11日（金）

第1回／外国人特別
（9月入学） 4月13日（月）～4月20日（月） ― ― ― 5月25日（月） 5月25日（月）～6月5日（金）

第2回／
一般・社会人特別 1月12日（火）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月25日（木） 2月25日（木）～3月3日（水）

第2回／外国人特別
（4月入学） 10月19日（月）～10月26日（月） ― ― ― 11月30日（月） 11月30日（月）～12月11日（金）

デ ザイン
工 学

建 築 学

都 市 環 境

デザイン工学

6月／学内特別推薦
入試※8

6月1日（月）～6月12日（金） ― ― ― 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

6月／学内推薦※9 6月1日（月）～6月12日（金） ― ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

6月／一般※10 6月1日（月）～6月12日（金） 6月27日（土） ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

6月／
社会人特別・一般推薦 6月1日（月）～6月12日（金） ― ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

6月／キャリア3年コース
一般入試 6月1日（月）～6月12日（金） 6月27日（土） ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

1月／一般※10
外国人特別※11

1月13日（水）～1月22日（金） 2月18日（木） ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

1月／社会人特別 1月13 日（水）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

1月／キャリア3年コース
一般入試 1月13日（水）～1月22日（金） 2月18日（木） ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

建 築 学 6月／選抜1年コース 
一般入試 6月1日（月）～6月12日（金） ― 6月26日（金） 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

シ ス テ ム
デ ザ イ ン

6月／学内特別推薦
入試※8

6月1日（月）～6月12日（金） ― ― ― 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

6月／学内推薦※12
社会人特別 6月1日（月）～6月12日（金） ― ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

6月／自己推薦 6月1日（月）～6月12日（金） 7月4日（土） ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

10月／自己推薦
10月／一般 10月1日（木）～10月9日（金） 10月17日（土） ― 10月17日（土） 10月23日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

10月／社会人特別 10月1日（木）～10月9日（金） ― ― 10月17日（土） 10月23日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

1月／一般
外国人特別※11

1月13日（水）～1月22日（金） 2月18日（木） ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

1月／社会人特別 1月13日（水）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

理 工 学 全 専 攻

学内推薦※13
第1回／社会人特別・

一般推薦
5月25日（月）～6月8日（月） ― ― 7月5日（日） 7月14日（火） 11月24日（火）～12月11日（金）

第1回／一般 5月25日（月）～6月8日（月） 7月5日（日） ― 7月5日（日） 7月14日（火） 11月24日（火）～12月11日（金）

第2回／社会人特別 1月12日（火）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月25日（木） 2月25日（木）～3月3日（水）

第2回／一般 1月12日（火）～1月22日（金） 2月22日（月） ― 2月22日（月） 2月25日（木） 2月25日（木）～3月3日（水）

※7／学内推薦受験許可申請期間2020/5/7（木）～ 5/15（金）、許可者発表日2020/5/25（月）
※8／学内特別推薦出願許可申請期間2020/3/5（木）～ 3/12日（木）、出願許可者発表2020/3/23（月）
※9／学内推薦受験許可申請期間2020/5/7（木）～ 5/12（火）、受験許可者発表2020/5/26（火）
※10／建築学専攻一般入試作品評価型は第1回、第2回共に、筆記試験の同日（第1回：2020/6/27（土）第2回：2021/2/18（木））に「即日設計」・「ポートフォリオ」審査を実施する
※11／外国人特別入試は事前の第1次選考が必要（出願期間：2020/12/15（火）～ 12/18（金））
※12／システムデザインは掲示のみ（掲示にてGPA 2.5 以上と書かれているので、事前資格審査は行わない）
※13／学内推薦受験許可申請期間2020/5/7（木）～ 5/15（金）、許可者発表2020/5/25（月）

研究科 専攻 入試経路 出願期間 筆記
試験日

一次合格
発表日

口述
試験日

最終合格
発表日 入学手続期間

社 会 学 社 会 学

学内※1 9月30日(水)～ 10月7日(水) － － 10月27日(火) 11月4日(水) 11月5日(木)～ 11月13日(金)

秋季／一般・
外国人・社会人 8月26日(水)～ 9月2日(水) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月27日(日) 9月30日(水) 10月1日(木)～ 10月9日(金)

春季／一般・
外国人・社会人 1月6日(水)～ 1月13日(水) 1月30日(土) 1月30日(土) 1月30日(土) 2月3日(水) 2月4日(木)～ 2月12日(金)

経 営 学 経 営 学

学内※1 10月21日(水)～ 10月28日(水) － － 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

一般・外国人 10月21日(水)～ 10月28日(水) 11月22日(日) 11月29日(日) 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

秋季／社会人 10月21日(水)～ 10月28日(水) － － 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

春季／社会人 1月13日(水)～ 1月20日(水) － － 2月20日(土) 2月24日(水) 2月25日(木)～ 3月5日(金)

人間社会

福 祉 社 会

学内 6月11日（木）～ 6月18日（木） ― ― 7月1日（水） 7月10日（金） 8月21日（金）～ 8月28日（金）

秋季／
一般・社会人※5

8月28日（金）～ 9月4日（金） 9月20日（日） ― 9月20日（日） 10月2日（金） 11月27日（金）～ 12月4日（金）

秋季／外国人
留学生※5

8月21日（金）～ 8月28日（金） 9月20日（日） ― 9月20日（日） 10月2日（金） 11月27日（金）～ 12月4日（金）

春季／
一般・社会人※5

1月15日（金）～ 1月22日（金） 2月20日（土） ― 2月20日（土） 2月26日（金） 2月27日（土）～ 3月4日（木）

春季／外国人
留学生※5

1月8日（金）～ 1月15日（金） 2月20日（土） ― 2月20日（土） 2月26日（金） 2月27日（土）～ 3月4日（木）

臨床心理学

学内 6月11日（木）～ 6月18日（木） 7月1日（水） ― 7月1日（水） 7月10日（金） 8月21日（金）～ 8月28日（金）

秋季／一般※5 8月28日（金）～ 9月4日（金） 9月20日（日） 9月22日（火） 9月23日（水） 10月2日（金） 11月27日（金）～ 12月4日（金）

春季／一般※5 1月15日（金）～ 1月22日（金） 2月20日（土） 2月22日（月） 2月23日（火） 2月26日（金） 2月27日（土）～ 3月4日（木）

政策創造 政 策 創 造
※6

第1回／
社会人AO・一般 10月26日（月）～10月31日（土） 11月14日（土） ― 11月15日（日） 11月18日（水） 11月18日（水）～11月24日（火）

第2回／
社会人AO・一般 12月14日（月）～12月19日（土） 1月22日（金） ― 1月23日（土） 1月27日（水） 1月27日（水）～ 2月2日（火）

第3回／
社会人AO・一般 1月25日（月）～ 1月30日（土） 2月19日（金） ― 2月20日（土） 2月24日（水） 2月24日（水）～ 3月2日（火）

公共政策
公共政策学

サステイナ
ビリティ学

第１回／
一般・社会人 9月2日(水)～ 9月9日(水) － － 10月11日(日) 10月14日(水) 10月15日(木)～ 10月23日(金)

第２回／
一般・社会人 1月20日(水)～ 1月27日(水) － － 2月13日(土) 2月17日(水) 2月18日(木)～ 2月26日(金)

第３回／
一般・社会人 2月3日(水)～ 2月10日(水) － － 2月27日(土) 3月2日(火) 3月3日(水)～ 3月11日(木)

キ ャリア
デザイン学

キ ャ リ ア
デザイン学

秋季／一般 10月28日(水)～ 11月4日(水) 11月29日(日) 11月29日(日) 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

春季／一般 2月3日(水)～ 2月10日(水) 2月27日(土) 2月27日(土) 2月27日(土) 3月2日(火) 3月3日(水)～ 3月11日(木)

連帯社会
 
インスティ
テュ ート

連 帯 社 会 

インスティ
テ ュ ー ト

秋季／
一般・社会人・

指定団体推薦社会人
10月28日(水)～ 11月4日(水) － － 11月29日(日) 12月2日(水) 12月3日(木)～ 12月11日(金)

春季／
一般・社会人・

指定団体推薦社会人
2月3日(水)～ 2月10日(水) － － 2月27日(土) 3月2日(火) 3月3日(水)～ 3月11日(木)

スポーツ
健 康 学

ス ポ ー ツ
健 康 学

学内選抜 8月20日（木）～ 9月3日（木） 9月16日（水） － 9月16日（水） 9月24日（木） 9月25日（金）～ 10月8日（木）

秋季／一般 10月6日（火）～ 10月19日（月） 10月31日（土） － 10月31日（土） 11月12日（木） 11月13日（金）～11月26日（木）

春季／一般 1月21日（木）～ 2月4日（木） 2月20日（土） － 2月20日（土） 3月4日（木） 3月5日（金）～ 3月12日（金）

※5 ／個別の入学審査の必要書類の提出期限は、出願期間締切日の2ヶ月前（土・日・祝日にあたる場合は翌営業日）必着（また、事前に多摩事務部大学院課人間社会研究科担当に受験資格の確認のための連絡をもらうこととしている）。
※6 ／入試を受ける方は全員出願期間開始前に事前面談が必要。別途、入試要項を確認すること。
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▼  2020年度入試結果

研究科 専攻／
インスティテュート

修士課程 博士後期課程
志願者 合格者 志願者 合格者

学内 一般 外国人 社会人 計 学内 一般 外国人 社会人 計 一般 社会人 計 一般 社会人 計

人 文 科 学

哲 学 9 9 6 6 2 2 1 1
(0) (0) (0) (0)

日 本 文 学 8 16 6 30 8 5 6 19 4 4 3 3
(16) (16) (5) (5) (0) (0)

英 文 学 1 4 5 1 3 4 0 0
(2) (2) (1) (1) (0) (0)

史 学 12 5 17 10 5 15 1 2 3 2 2
(2) (2) (1) (1) (0) (0)

地 理 学 2 3 5 1 1 2 2 2 2 2
(1) (1) (2) (0) (0) (0)

心 理 学 1 25 26 1 5 6 2 2 0
(7) (7) (0) (0) (0)

小 計 2 60 16 14 92 2 33 5 12 52 11 2 13 6 2 8
(0) (12) (16) (1) (29) (0) (2) (5) (0) (7) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

国 際 日 本 学
インスティテュート

1 50 1 52 16 16 5 5 2 2
(1) (50) (51) (16) (16) (2) (2) (0)

国 際 文 化 国 際 文 化 3 4 22 7 36 3 3 3 9 1 1 2 1 1
(3) (22) (25) (3) (3) (1) (1) (0)

経 済 学 経 済 学 1 9 26 7 43 3 6 5 14 3 3 1 1
(7) (26) (33) (3) (6) (9) (3) (3) （1） （1）

法 学 法 律 学 1 6 57 3 67 1 1 2 1 5 3 3 1 1
(4) (57) (61) (1) (2) (3) （1） （1） （0）

政 治 学

政 治 学 1 3 4 8 2 2 0 0
(1) (4) (5) (0) (0) (0)

国 際 政 治 学 6 20 1 27 1 5 1 7
(3) (20) (23) (5) (5)

小 計 1 9 24 1 35 0 3 5 1 9 0 0 0 0 0 0
(0) (4) (24) (0) (28) (0) (0) (5) (0) (5) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

社 会 学 社 会 学 6 18 122 3 149 5 2 9 2 18 4 4 2 2
(7) (122) (129) (9) (9) (3) (3) (1) (1)

経 営 学 経 営 学 1 44 18 52 115 1 7 3 34 45 5 5 1 1
(1) (42) (18) (2) (63) (1) (7) (3) (1) (12) (0) (0)

人 間 社 会

福 祉 社 会 1 3 6 2 12 1 2 1 1 5
(1) (6) (7) (1) (1) (2)

臨 床 心 理 学 18 44 62 6 11 17
(0) (0)

人 間 福 祉 10 10 7 7
(1) (1) (1) (1)

小 計 19 47 6 2 74 7 13 1 1 22 10 10 7 7
(0) (1) (6) (0) (7) (0) (1) (1) (0) (2) (1) (1) (1) (1)

政 策 創 造 政 策 創 造 69 41 110 24 33 57 2 6 8 2 4 6
(62) (3) (65) (18) (1) (19) (2) (2) (2) (2)

公 共 政 策

公 共 政 策 学 8 9 17 5 5 10 1 13 14 1 8 9
(4) (4) (3) (3) (0) (0)

サスイナビリティ学 9 11 20 2 9 11 6 6 3 3
(7) (1) (8) (1) (1) (2) (1) (1) (0)

小 計 17 0 20 37 0 7 0 14 21 1 19 20 1 11 12
(11) (0) (1) (12) (0) (4) (0) (1) (5) (0) (1) (1) (0) (0) (0)

キャリアデザイン学 キャリアデザイン学 40 40 17 17
(1) (1) (0)

連 帯 社 会
インスティテュート

連 帯 社 会
インスティテュート

2 12 14 1 10 11
(2) (1) (3) (1) (1)

スポーツ健康学 スポーツ健康学 6 10 16 6 6 12
(5) (5) (2) (2)

情 報 科 学 情 報 科 学 6 8 1 15 6 6 1 13 1 1 1 1
(2) (1) (3) (2) (1) (3) (0) (0)

デ ザ イ ン

工 学

建 築 学 18 54 6 78 18 45 6 69 2 1 3 2 1 3
(10) (6) (16) (3) (6) (9) (1) (1) (1) (1)

都 市 環 境
デ ザ イン 工 学

17 9 2 28 17 8 1 26 1 1 1 1
(1) (2) (3) (1) (1) (0) (0)

システムデザイン 3 9 1 13 3 9 1 13 2 2 1 1
(1) （1） (1) (1) (1) (1) (1) (1)

小 計 38 72 9 0 119 38 62 8 0 108 4 2 6 3 2 5
(0) (11) (9) (0) (20) (0) (3) (8) (0) (11) (2) (0) (2) (2) (0) (2)

理 工 学

機 械 工 学 15 25 40 15 22 37 1 1 1 1
(9) (9) (7) (7) (1) (1) (1) (1)

電 気 電 子 工 学 28 26 1 55 28 23 51 1 1 2 1 1 2
(2) (1) (3) (1) (1) 1 (1) (1) (1)

応 用 情 報 工 学 16 22 38 16 15 31 2 2 2 2
(2) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (1)

システム理工学 12 16 28 12 14 26 1 1 1 1
(4) (4) (3) (3) (0) (0)

応 用 化 学 18 17 35 18 15 33 0 0
(1) (1) (1) (1) (0) (0)

生 命 機 能 学 8 26 34 7 21 28 1 1 1 1
(2) (2) (1) (1) (0) (0)

小 計 97 132 1 0 230 96 110 0 0 206 6 1 7 6 1 7
(0) (20) (1) (0) (21) (0) (14) (0) (0) (14) (2) (1) (3) (2) (1) (3)

総 合 理 工 学
インスティテュート

総 合 理 工 学
インスティテュート

15 15 14 14 5 5 5 5
(15) (15) (14) (14) (5) (5) (5) (5)

全 研 究 科 　 総 計 181 563 352 163 1259 165 309 59 116 649 56 36 92 38 21 59
(1) (210) (352) (8) (571) (1) (72) (59) (3) (135) (21) (3) (24) (14) (1) (15)

入試結果
注1：下段は外国籍の学生で、内数。　注2：博士後期課程の一般には学内入試・外国人入試を含む。
注3：協定による外国人入試および上海外国語大学とのダブル・ディグリー・プログラム、博士論文研究基礎力審査（QE）による入学者は含まない。
注4：秋季入学者（2019年9月入学）向け入試を含む。　注5：総合理工学インスティテュート（IIST）の一般には指定校推薦入試を含む。

研究科 専攻 入試経路 出願期間 筆記
試験日

一次合格
発表日 口述試験日 最終合格

発表日 入学手続期間

人 文 科 学

哲 学 研修生 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） ― 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
日 本 文 学 研修生 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
英 文 学 研修生 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
史 学 研修生 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
地 理 学 研修生 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
心 理 学 研修生 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
国 際 日 本 学
インスティテュート 研修生 1月20日（水）～1月27日（水） ― ― 2月13日（土） 2月17日（水） 2月18日（木）～2月26日（金）

国 際 文 化 国 際 文 化
秋季／研修生 8月26日（水）～9月2日（水） 9月27日（日） 9月27日（日） 9月27日（日） 9月30日（水） 10月1日（木）～10月9日（金）
春季／研修生 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）

経 済 学 経 済 学 研修生 1月20日（水）～1月27日（水） ― ― 2月20日（土） 2月24日（水） 2月25日（木）～3月5日（金）

法 学 法 律 学
秋季／研修生 8月26日（水）～9月2日（水） 9月27日（日） 9月27日（日） 9月27日（日） 9月30日（水） 10月1日（木）～10月9日（金）
春季／研修生 1月20日（水）～1月27日（水） 2月13日（土） 2月13日（土） 2月13日（土） 2月17日（水） 2月18日（木）～2月26日（金）

政 治 学
政 治 学 研修生 10月21日（水）～10月28日（水） 11月29日（日） ― 11月29日（日） 12月2日（水） 12月3日（木）～12月11日（金）

国 際 政 治 学
秋季／研修生 10月21日（水）～10月28日（水） 11月29日（日） ― 11月29日（日） 12月2日（水） 12月3日（木）～12月11日（金）
春季／研修生 1月20日（水）～1月27日（水） 2月20日（土） ― 2月20日（土） 2月24日（水） 2月25日（木）～3月5日（金）

社 会 学 社 会 学 研修生 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
経 営 学 経 営 学 研修生 10月21日（水）～10月28日（水） 11月22日（日） 11月29日（日） 11月29日（日） 12月2日（水） 12月3日（木）～12月11日（金）
人間社会※1 福 祉 社 会 春季 1月8日（金）～1月15日（金） 2月20日（土） ― 2月20日（土） 2月26日（金） 2月27日（土）～3月4日（木）
デザイン工学※2 全 専 攻 研修生 1月13日（水）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）
理工学 全専攻 研修生 2月22日（月）～3月2日（火） 3月11日（木） ― 3月11日（木） 3月15日（月） 3月15日（月）～3月19日（金）

※1／個別の入学審査の必要書類の提出期限は、出願期間締切日の2ヶ月前（土・日・祝にあたる場合は翌営業日）必着。（また、事前に多摩事務部大学院課人間社会研究科担当に受験資格の確認のための連絡をもらうこととしている）
※2／出願資格審査2020/12/15（火）~12/18（金）、結果発表1月上旬を予定

▼  2021年度入試日程 研修生

研究科 専攻 入試経路 出願期間 筆記
試験日

一次合格
発表日 口述試験日 最終合格

発表日 入学手続期間

人 文 科 学

哲 学 一般 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） ― 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
日 本 文 学 一般 1月6日（水）～1月13日（水） 1月29日（金） 1月29日（金） 1月29日（金） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
英 文 学 一般 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
史 学 一般・社会人 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
地 理 学 一般 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
心 理 学 一般※1 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
国 際 日 本 学
インスティテュート

秋季／一般 9月2日（水）～9月9日（水） 10月11日（日） 10月11日（日） 10月11日（日） 10月14日（水）10月15日（木）～10月23日（金）
春季／一般 1月20日（水）～1月27日（水） 2月12日（金） 2月13日（土） 2月13日（土） 2月17日（水） 2月18日（木）～2月26日（金）

国 際 文 化 国 際 文 化
一般・外国人 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
社会人 1月6日（水）～1月13日（水） ― ― 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）

経 済 学 経 済 学 一般・社会人 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月3日（水） 2月4日（木）～2月12日（金）
法 学 法 律 学 一般 1月20日（水）～1月27日（水） 2月13日（土） 2月13日（土） 2月13日（土） 2月17日（水） 2月18日（木）～2月26日（金）
政 治 学 政 治 学 一般 10月21日（水）～10月28日（水） 11月29日（日） ― 11月29日（日） 12月2日（水） 12月3日（木）～12月11日（金）
社 会 学 社 会 学 一般 1月6日（水）～1月13日（水） 1月30日（土） 1月30日（土） 2月20日（土） 2月24日（水） 2月25日（木）～3月5日（金）
経 営 学 経 営 学 一般・社会人 12月9日（水）～12月16日（水） 2月13日（土） 2月13日（土） 2月13日（土） 2月17日（水） 2月18日（木）～2月26日（金）
人 間 社 会 人間福祉※ 2 春季／一般※2 1月15日（金）～1月22日（金） 2月20日（土） ― 2月20日（土） 2月26日（金） 2月27日（土）～3月4日（木）

政 策 創 造 政策創造※ 3

第１回／社会人AO・一般 10月26日（月）～10月31日（土） ― ― 11月15日（日） 11月18日（水） 11月18日（水）～11月24日（火）
第２回／社会人AO・一般 12月14日（月）～12月19日（土） ― ― 1月23日（土） 1月27日（水） 1月27日（水）～2月2日（火）
第3回／社会人AO・一般 1月25日（月）～1月30日（土） ― ― 2月20日（土） 2月24日（水） 2月24日（水）～3月2日（火）

公 共 政 策 公 共 政 策 学
サステイナビリティ学 一般・社会人 1月20日（水）～1月27日（水） ― ― 2月13日（土） 2月17日（水） 2月18日（木）～2月26日（金）

ス ポ ー ツ
健 康 学

ス ポ ー ツ
健 康 学 ※ 4

秋季／一般・社会人 10月6日（火）～10月19日（月） 10月31日（土） － 10月31日（土）11月12日（木）11月13日（金）～11月26日（木）
春季／一般・社会人 1月21日（木）～2月4日（木） 2月20日（土） － 2月20日（土） 3月4日（木） 3月5日（金）～3月12日（金）

情 報 科 学 情 報 科 学

第1回/外国人特別（9月入学生） 4月13日（月）～4月20日（月） ― ― ― 5月25日（月） 5月25日（月）～6月5日（金）
学内推薦（9月入学生）※5 5月25日（月）～6月8日（月） ― ― 7月12日（日） 7月16日（木） 7月16日（木）～7月29日（水）
学内推薦（4月入学生）※5 5月25日（月）～6月8日（月） ― ― 7月12日（日） 7月16日（木） 11月24日（火）～12月11日（金）
第1回／一般・社会人特別 5月25日（月）～6月8日（月） 7月12日（日） ― 7月12日（日） 7月16日（木） 11月24日（火）～12月11日（金）

第2回／外国人特別（4月入学生） 10月19日（月）～10月26日（月） ― ― ― 11月30日（月） 11月30日（月）～12月11日（金）
第2回／一般・社会人特別 1月12日（火）～1月22日（金） 2月22日（月） ― 2月22日（月） 2月25日（木） 2月25日（木）～3月3日（水）

デ ザ イ ン
工 学

建 築 学

都 市 環 境
デザイン工 学

6月／学内推薦※6 6月1日（月）～6月12日（金） ― ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）
6月／一般 6月1日（月）～6月12日（金） 6月27日（土） ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

6月／社会人特別・一般推薦 6月1日（月）～6月12日（金） ― ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）
1月／学内推薦※6 1月13日（水）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

1月／一般 1月13日（水）～1月22日（金） 2月18日（木） ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）
1月／社会人特別・一般推薦 1月13日（水）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

1月／外国人特別※7 1月13日（水）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

シ ス テ ム
デ ザ イ ン

6月／自己推薦 6月1日（月）～6月12日（金） 7月4日（土） ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）
6月／社会人特別 6月1日（月）～6月12日（金） ― ― 7月4日（土） 7月10日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）
10月／自己推薦

10月／一般 10月1日（木）～10月9日（金） 10月17日（土） ― 10月17日（土） 10月23日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）

10月／社会人特別 10月1日（木）～10月9日（金） ― ― 10月17日（土） 10月23日（金） 11月24日（火）～12月11日（金）
1月／一般 1月13日（水）～1月22日（金） 2月18日（木） ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

1月／外国人特別※7
1月／社会人特別 1月13日（水）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月26日（金） 2月26日（金）～3月5日（金）

理 工 学 全 専 攻

第1回/学内推薦※8・一般推薦・社会人特別 5月25日（月）～6月8日（月） ― ― 7月5日（日） 7月14日（火） 11月24日（火）～12月11日（金）
第1回／一般 5月25日（月）～6月8日（月） 7月5日（日） ― 7月5日（日） 7月14日（火） 11月24日（火）～12月11日（金）

第2回/学内推薦※9・一般推薦・社会人特別 1月12日（火）～1月22日（金） ― ― 2月22日（月） 2月25日（木） 2月25日（木）～3月3日（水）
第2回／一般 1月12日（火）～1月22日（金） 2月22日（月） ― 2月22日（月） 2月25日（木） 2月25日（木）～3月3日（水）

▼  2021年度入試日程 博士後期課程

※1／ 14条特例を希望する方は、出願締切の1ヶ月前までに大学院事務部に連絡する必要があります。
※2／ 個別の入学審査の必要書類の提出期限は、出願期間締切日の2ヶ月前（土・日・祝日にあたる場合は翌営業日）必着。

（また、事前に多摩事務部大学院課人間社会研究科担当に受験資格の確認のための連絡をもらうこととしている）
※3／入試を受ける方は全員出願期間開始前に事前面談が必要。別途、入試要項を確認すること。
※4／ 2021年4月博士後期課程設置認可申請中
※5／学内推薦受験許可申請期間2020/5/7（木）~5/15（金）、許可者発表日2020/5/25（月）

※6／ 学内推薦受験許可申請期間2020/5/7（木）～ 5/12（火）、受験許可者発表2020/5/26（火）、2020/11/19（木）～ 
2020/12/23（水）、許可者発表2021/1/12（火）

※7／外国人特別入試は事前の第1次選考が必要（出願期間：2020/12/15（火）～ 12/18（金））
※8／第1回:学内推薦受験許可申請期間2020/5/7（木）~5/15（金）、許可者発表2020/5/25（月）
※9／第2回:学内推薦受験許可申請期間2020/11/12（木）~11/20（金）、許可者発表2020/12/21（月）
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CONSULTATION MEETING ／  PUBLIC SEMINAR

進学相談会・公開セミナー Q&A
 進学相談会  Q&A

 公開セミナー

進学相談会を6月下旬から実施いたします。法政大学大学院の全体説明、各研究科の教員による個別相談の二部構成となっております。
また、経営学研究科、キャリアデザイン学研究科では個別にセミナーを開催いたします。皆様のご参加をお待ちしています。

知の社会還元および社会に開かれた大学院を目指して、毎年各種の公開講座・シンポジウム・セミナーなどを開催しています。
※本年度の予定は順次HP に掲載いたしますのでご確認ください。皆様のご参加をお待ちしています。

＜2020年度実施日程＞※都合により変更する場合がありますので事前に必ずHPでご確認ください。
以下はよくある質問の一例です。詳しくはこちらのURL から「大学院入試に関するQ&A 」をご確認ください。
http://www.hosei.ac.jp/gs/jukensei/faq/

開催日 時間 内容 会場（すべて市ケ谷キャンパス）

2020年
6月13日（土）

12:00～ ※全体説明会 富士見ゲート G501教室

13:00～ 経済学研究科を知ろう 富士見ゲート G401教室

13:00～ 14:30
国際日本学インスティテュート／経済学研究科／政治学研究科（政治学・国際政治学専攻）／公共政策
研究科（公共政策学・サステイナビリティ学専攻）／政策創造研究科／人間社会研究科 外濠校舎 薩埵ホール

2020年
7月11日（土）

12:00～ ※全体説明会 富士見ゲート G402教室

13:00～ 14:30

人文科学研究科（哲学・日本文学・英文学・史学・地理学・心理学専攻）／国際日本学インスティテュー
ト／国際文化研究科／法学研究科／政治学研究科（政治学・国際政治学専攻）／社会学研究科／公共
政策研究科（公共政策学・サステイナビリティ学専攻）／政策創造研究科／連帯社会インスティテュート
／人間社会研究科／スポーツ健康学研究科

外濠校舎 薩埵ホール

13:30～ 17:00

経営学研究科　MBAセミナー
13：30～ 14：10 MBA紹介、14：10～ 15：10 模擬ワークショップ 富士見ゲート G401教室

15：20～ 15：50 コース別模擬授業
16：00～ 17：00 教員による進学相談会 外濠校舎 S501・502教室 他

2020年
10月17日（土）

13:30～ 17:00

経営学研究科　MBA セミナー
13：30～ 14：10 MBA紹介、14：10～ 15：10 模擬ワークショップ 富士見ゲート G401教室

15：20～ 15：50 コース別模擬授業
16：00～ 17：00 教員による進学相談会 外濠校舎 S501・502教室 他

13:30～ 17:30

キャリアデザイン学研究科　セミナーおよび進学相談会
13:30～ 16：10　セミナー 富士見ゲート G402教室

16：30～ 17：30 教員による進学相談会

2020年
11月21日（土）

11:15～ 12:00
国際日本学インスティテュート受験希望者向け講演会＆進学相談会
「国際日本学へのいざない」（講演会後に進学相談会も行います） 富士見ゲート G401教室

12:00～ ※全体説明会 富士見ゲート G402教室

13:00～ 14:30
人文科学研究科（哲学・日本文学・英文学・史学・地理学・心理学専攻）／国際文化研究科／公共政
策研究科（公共政策学・サステイナビリティ学専攻）／政策創造研究科／連帯社会インスティテュート／
人間社会研究科／デザイン工学研究科

外濠校舎 薩埵ホール

2020年
12月12日（土）

12:00～ ※全体説明会 富士見ゲート G501教室

13:00～ 経済学研究科を知ろう 富士見ゲート G401教室

13:00～ キャリアデザイン学研究科研究計画書に関する説明会 富士見ゲート G402教室

13:00～ 14:30
経済学研究科／法学研究科／社会学研究科／経営学研究科／キャリアデザイン学研究科／公共政策
研究科（公共政策学・サステイナビリティ学専攻）／政策創造研究科／連帯社会インスティテュート／人
間社会研究科／スポーツ健康学研究科

外濠校舎 薩埵ホール

まちづくりセミナー　2020 年度 10 月開催予定

1977年から40年以上にわたって続いている伝統あるセミナーです。地域の課題を地
域で解決していく取り組みに焦点をあてた企画です。自治体関係者・大学院学生ら
の根強い支持があり、毎年多くの受講者を集めています。

● 2019年度：（台風19号の影響により中止）
● 2018年度：縮退時代の都市空間 －ひとのつながりと居場所を問いなおす－
● 2017年度：都市縮退時代の郊外を考える
● 2016年度：地域を経営する －多様な主体によるローカルガバナンスに向けて－

MBA セミナー

●キャリアに役立つ法政大学MBA

●私が法政大学MBA をオススメする理由
● HBS で何を学び、どう活かすか

キャリアデザイン学研究科セミナー

●デジタル革新世代の働き方とキャリア
●高校・大学・社会をつなぐ
●グローバル人事のフロンティア

▼  出願について
出願にあたり「入学後の希望指導教員」や
その他の教員に連絡をする必要がありますか。Q

A. 専攻により異なりますので、入試要項（募集要項）をご確認ください。入試要項
に特段の記載がない場合は、事前の連絡や研究室訪問は必要ありません。なお、
研究生や科目等履修生への出願を検討されている場合は別途、各研究科担当窓
口へお問い合わせください。

私は「留学」の在留資格をもっています。
この資格があればすべての専攻に出願が可能ですか。Q

A. 専攻により入学を認めていない場合があります。
詳しくは入試要項をご確認ください。

▼  学業・学生生活について

Q

※サステイナビリティ学専攻博士後期課程Global Sustainability Program、情報科学研究科
ダブルディグリープログラム、総合理工学インスティテュート（IIST）、専門職大学院イノベーショ
ン・マネジメント専攻Global MBA Programを除く。

授業はすべて日本語で行われますか。

A. 原則としてすべて日本語で行います。入学試験の際には日本語能力を示す証明
書の提出、筆記試験、面接などで、日本語の能力を判断することがあります。

Q 外国人ですが、「留学ビザ」の取得について
教えてください。

A. 入学試験に合格し入学手続が完了した方に、入学許可書を発行します。その後
の「留学ビザ」取得手続きは原則としてすべて個人で行っていただきます。
詳細は出入国在留管理庁で確認してください。

▼  入学試験について

Q 過去問題集はどのように入手できますか。

A. HP「資料請求」から請求、進学相談会の会場で入手、大学院の窓口で入手の
3つの方法で入手できます。専攻により過去問題集を作成していないものもありま
す。なお、過去問題集は「受験者がいなかった場合」「口述試験のみで筆記試験が
実施されなかった場合」には、その問題が掲載されていませんのでご注意ください。

Q 秋季入試（もしくは第１回目入試）で不合格でした。
この場合、春季入試（もしくは第２回目入試）に出願はできますか。

A. 可能です。出願期間内に書類をご提出ください。

Q 秋季入試（もしくは第１回目入試）で多数の合格者がいた場合、
春季入試（もしくは第２回目入試）を実施しない可能性はありますか。

A. ありません。合格者数にかかわらず、予め定められた入試日程に則って
試験を実施します。なお、入試日ごとの募集定員や合格者数の速報値については
回答できかねますのでご了承ください。

Q 口述試験とはどのようなものですか。
過去問題はありますか。

A. 口述試験の過去問題はありません。なお、口述試験の内容については、
各研究科・専攻によって異なります。
一人あたりの試験時間が約20分で面接委員が4～5名のケース、専攻の担当教
員全員が出席するケース、グループ面接を実施するケース、プレゼンテーションを
実施するケースなど、内容はさまざまです。

Q 研修生との併願制度とはどのようなものですか。

A. 修士課程入試で不合格になった方を対象に、修士課程入試結果を使って、同
時に研修生としての合否判定を行う制度です（出願時の申請が必要です）。合格
の場合、研修生として1年間、在籍することができます。
※志望する研究科・専攻に併願制度があるかどうかは、必ず入試要項をご確認く
ださい（全専攻で実施しているわけではありません）。

▼  キャンパス交通案内

市ケ谷キャンパス
JR総武線・東京メトロ／
市ケ谷駅または飯田橋駅から徒歩約10分

多摩キャンパス
京 王 線／めじろ台駅からバスで約10分
JR中央線／西八王子駅からバスで約22分
JR横浜線／相原駅からバスで約13分

小金井キャンパス
JR中央線／東小金井駅から徒歩約15分

最寄り駅のご案内

西八王子

めじろ台

多摩キャンパス

新幹線

京王線

JR中央線

都営地下鉄
大江戸線

有楽町

東京メトロ南北線

茅ケ崎 横浜 東神奈川

新横浜
品川

中野

高田馬場

JR山手線

JR総武線

都営地下鉄新宿線
東京メトロ東西線

東京メトロ有楽町線

橋本

調布
新宿

池袋

上野

駒込

目黒

東京

秋葉原

バス 相原

飯田橋市ケ谷

東小金井

小金井キャンパス

市ケ谷
キャンパス

JR横浜線

八王子

JR京浜東北線

※全体説明会……事務局による30分程度の大学院概要説明を予定しております。
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